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聖石・長峯遺跡一帯で圃場整備事業が実施されることになり、遺跡が破壊されてしまうことになりまし

た。聖石・長峯遺跡は同一台地上に、隣り合っております。両遺跡は昭和30年代の開田工事によって、遺

跡はすでに失われているのではと思われていました。当初、茅野市教育委員会が発掘調査を始めましたと

ころ、予想を大きく上回る多数の遺構、遺物が発見され、遺存状態 も良いことが判明してきました。工事

が急がれる中、市教育委員会は調査を工事工程のなかで完了させることは不可能ということになり、長野

県埋蔵文化財センターが調査を受託することになりました。

調査の結果、両遺跡から発見された住居跡は300軒余、土坑5000基余などです。住居跡は円形に並び、そ

の内側には、掘立柱建物跡、翡翠の玉を伴う土坑、遺構のない広場が発見され、典型的な縄文時代中期集

落が台地上にふたつ現れました。整理の中で両遺跡から出土 した磨製石斧が接合する事実などが判明し、

両集落は何 らかのかかわりのあることが証明されました。また、長峯遺跡では、過去の発掘調査の痕跡、

復元されて各種冊子に掲載されている著名な有孔鍔付土器の復元部分の土器片を発見するということもあ

りました。

膨大な遺構数、遺物量のため調査・整理期間は長 くなってしまいました。まだ、両遺跡の本質に迫る追

究はできていませんが、本報告では発掘調査で得た情報をできる限り多 く提示 しようとの基本姿勢を大切

にしてきました。不足の部分は多々あるかと思いますが、八ヶ岳山麓の縄文文化解明に役立てていただけ

ればうれしい限りです。

最後になりましたが、発掘作業から整理作業及び報告書刊行に至るまで深いご理解とご協力をいただい

た長野県諏訪地方事務所・同諏訪建設事務所、茅野市・同教育委員会など関係機関、直接ご指導・ご助言

いただいた長野県教育委員会文化財・生涯学習課、発掘作業・整理作業に携わっていただいた多 くの方々

に感謝申し上げます。

平成17年 1月 31日

(財 )長野県文化振興事業団

長野県埋蔵文化財センター 所長 ガヽ沢 将夫
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例  言

1 本書は担い手育成基盤整備事業 (芹 ケ沢地区)・ 国道299号線バイパス建設事業にかかわる長野県茅野

市所在の聖石遺跡、長峯遺跡、別田沢遺跡の発掘調査報告書であるё

2 発掘調査は県諏訪地方事務所、県諏訪建設事務所、茅野市の委託を受けた財団法人長野県埋蔵文化財

センタニ
(当 時、現在財団法人長野県文化振興事業団長野県埋蔵文化財センター、以下県埋蔵文化財

センター)が実施 したものである。

3 遺跡の概要は県埋蔵文化財センター刊行の『長野県埋蔵文化財センター年報』15～ 18で紹介 している

が、内容において本書と相違がある場合は本報告をもって訂正する。

4 整理作業は、県埋蔵文化財センターで実施 した。

5 本書で使用 した地図は、茅野市役所作成の茅野市計画基本図 (1:2,500)、 茅野市全図 (1:25,000)、

茅野市教育委員会作成の茅野市遺跡分布図 (1:25,000)、 国土交通省国土地理院発行の地形図「諏訪」

「蓼科山」「高遠」「八ヶ岳」 (1:50,000)な どをもとに作成した。

6 本調査における委託業務は業者に委託 した。

現地測量一式   聖 石 遺 跡 (平成10年度)  株式会社写真測図研究所

長 峯 遺 跡 (平成11012年 度)株 式会社こうそく

別田沢遺跡 (平成11年度)  株式会社こうそく

石器実測 (一部)株 式会社シン技術コンサル

遺物写真撮影   株式会社長野フジカラー    土器展開撮影 小川忠博氏

遺構図・地形図デジタル トレス ‐株式会社こうそく、株式会社シン技術コンサル

7 理化学的分析は以下の諸氏、諸機関に依頼、また業者委託 し、報告を受けている。

黒曜石の産地同定 国立沼津高等工業専門学校 望月明彦教授

石材の分析鑑定  糸魚川市立フォッサマグナミュージアム 宮島宏館長補佐

動物骨の鑑定   京都大学霊長類研究所 茂原信生所長

土器の胎土分析  東京藝術大学 建石徹助手

土器付着物などの年代測定 国立歴史民俗博物館 小林謙一氏 今村峯雄氏 坂本稔氏 永島正春氏

炭化物の鑑定 0年代測定 株式会社古環境研究所

8 発掘調査及び整理作業の体制は本書第 1章に記載 してある。

9 土器復元は徳永哲秀が担当した。

10 本書の執筆は以下の通 りである。

市澤英利   第 1章第 1節、第 5章第 1節、第 7章

柳澤 亮   第 1章第 2節 1、 第 2章、第 3章第 1・ 2・ 4節、第 4章第 10204節 、第 6章第

1節、附章第 1・ 2節

寺内隆夫   第 1章第 2節 2、 第 3章第 305節、第 4章第 3節、第 6章 203節、附章第 3節

11 本書の編集 0校正は柳澤亮、寺内隆夫が行い、市澤英利がこれを校閲した。     
｀

12 本書で報告 した記録および資料一式は、́平成16年度まで県埋蔵文化財センターが保管 している。なお

平成17年度に茅野市教育委員会へ移管される予定である。
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第 1節 調査の経過

第 1章 序 説

第 1節 調査の経過

1 発掘調査 に至 る経過

尖石遺跡、阿久遺跡、井戸尻遺跡といった史跡を筆頭に多数の縄文時代の遺跡が密集する八ヶ岳山麓で、

圃場整備事業が大々的に計画された。茅野市では市街地や山林を除ぐ一帯ほとんど、といっていい くらい

に事業が計画された。事業実施計画地内には多数の遺跡が存在 しており、事業着手に当たってその保護措

置を事業主体者である諏訪地方事務所、茅野市教育委員会,長野県教育委員会で協議 した。基本的には、

遺跡部分を事業対象地から除 く、やもうえない場合は発掘調査による記録保存、記録保存によって重大な

発見があった場合は設計を変更など、遺跡の現状保存を第 1義に協議は進められた。

しかし、遺跡の立地環境 と事業実施計画とが整合 し、遺跡が現状保存されるようになることは困難を極

めた。そのため、事業実施に伴らて記録保存せざるを得ない遺跡が続出した。茅野市教育委員会では、調

査体制を充実させながら毎年継続 して調査を実施 してきたが、常に調査量は過飽和の状況にあった。

平成 9年茅野市教育委員会が聖石遺跡の調査を行ったところ、過去の開田工事で遺跡は失われていると

いう予想に反し、大形敷石住居跡をはじめとして多量の遺構・遺物が発見された。予定していた年度内の

調査終了ができず、次年度調査を継続することになった。しかし、次年度はすでに他遺跡の調査が計画さ

れており、市教育委員会の体制では聖石遺跡の調査実施は不可能の状況に陥った。そこで、県教育委員会

の働 きかけがあって、長野県埋蔵文化財センターで調査が実施できないか協議された。その結果、平成10

年度の聖石遺跡の発掘調査は、長野県埋蔵文化財センターが諏訪地方事務所 0茅野市と委託契約を結んで

実施することとなった。平成10年度は4月 に調査を開始 し11年 1月 で聖石遺跡の調査は終了した。

そうした中で、平成11年度隣接する長峯遺跡の調査が予定されていて、茅野市教育委員会が試掘調査を

行った結果、調査面積は当初計画より大幅に増加 し、遺構 も多数存在することが判明した。そこで、諏訪

地方事務所・茅野市教育委員会 0長野県教育委員会・埋蔵文化財センターで協議 し、聖石遺跡との関連も

考えられることから埋蔵文化財センターで発掘調査することとなった。

平成11年度は 4月 に調査を開始 し12月 までで計画予定地の調査を終了し、12年度は遺構の密度が高いこ

とが見込まれたため、12年 3月 から調査を開始し13年 1月 までかかって長峯遺跡の調査が完了した。

聖石・長峯遺跡から発見された遺構遺物は膨大な量であり、その整理には長時間必要とされた。そこで、

関係機関で協議 し、平成13014年度の 2年間を使って埋蔵文化財センターで整理作業を実施 しそ平成15年

度報告書刊行という日程が組まれ、それに沿って作業を進めた。ただし、平成15年度報告書刊行は連絡調

整不足があって、次年度へ延期され、平成16年度報告書刊行となった。

2 発掘調査 ・整理作業体制及 び実施 内容

平成10年度  所長        佐久間鉄四郎          :
副所長兼管理部長  山崎悦雄

調査部長     小林秀夫

調査課長      百瀬長秀

調査研究員     柳澤 亮 ,臼居直之・臼田広之
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第 1章 序

聖石遺跡15,600」 を4月 13日 から11年 1月 14日 まで発掘調査実施。

以後 3月 末日まで基礎整理実施。

平成‖年度  所長 佐久間鉄四郎

副所長兼管理部長  山崎悦雄

縄文時代中期・後期の遺構多数発見。

長峯遺跡20,650ぶ を4月 1日 から12月 28日 まで発掘調査を実施6縄文時代中期・後期の遺構多数発見。

聖石遺跡との関係の究明が必要との認識をもつ。以後2月 末まで基礎整理作業実施。

平成12年度  所長 佐久間鉄四郎

副所長兼管理部長  春日光雄

調査部長

調査課長

調査研究員

調査部長

調査課長

調査研究員

調査部長

調査課長

調査研究員

調査部長

調査課長

調査研究員

調査部長

調査課長

調査研究員

小林秀夫

百瀬長秀

柳澤 亮・臼居直之・西 香子

小林秀夫

百瀬長秀

柳澤 亮・寺内隆夫 0西 香子

小林秀夫

百瀬長秀

柳澤 亮・寺内隆夫

小林秀夫

廣瀬昭弘

柳澤 亮・寺内隆夫

市澤英利

平林 彰

柳澤 亮・寺内隆夫

長峯遺跡15,150」 を3月 10日 から13年 1月 12日 まで発掘調査を実施。縄文時代中期・後期の遺構を昨年

度以上の数発見 し、長峯遺跡の発掘調査を終える。以後 3月 末まで基礎整理作業実施。

平成13年度  所長 佐久間鉄四郎、 7月 1日 より深瀬弘夫

副所長兼管理部長  春日光雄

遺構図の個別チェックと全体図作成、土器の接合・復元、石器の分類・計測などの整理作業を実施。黒

曜石の原石・石核・剥片などが多量にあり、原産地近郊の遺跡の性格が浮かび上がる。

平成14年度  所長 深瀬弘夫

副所長兼管理部長  原 聖

遺構図の版下及び遺物の実測から版下作成など、報告書作成作業を実施。聖石・長峯遺跡で出土 した磨

製石斧が接合することが判明し、両遺跡間の関係を考える資料が得られた。

平成15年度

報告書刊行予定であったが、諏訪地方事務所と埋蔵文化財センターとの連絡調整不足があり、次年度刊

行とする。

平成16年度  所長 小沢将夫

副所長兼管理部長  藤岡俊文

原稿の一部見直し、ページ数の削減を行って原稿を整え、報告書を印刷刊行 し、関係機関へ配布する。

また、発掘調査・整理作業で作成した記録類、復元や整理した遺物類の移管事務を茅野市教育委員会 と協
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第 1節 調査の経過

議 し、17年度移管することとした。

3 指導者 0協力者

発掘調査と整理作業にあたり、下記の方々や機関にご指導・ご協力をいただいた。お名前を記 して感謝

申し上げる。 (敬称略・五十音順 )

今村峯雄・小川忠博・河内晋平・櫛原功一・小林謙-0坂本 稔 。県営ほ場整備事業芹ケ沢地区・同地

権者各位・建石 徹・尖石縄文考古館・永嶋正春・長野県教育委員会・宮島 宏 。望月明彦・山田昌久

※ このほか見学会や資料閲覧時に際し、地元研究者をはじめてする多 くの方々からご指導・ご教示をい

ただいた。

4 発掘調査参加者 お よび整理作業参加者

(1)発 掘作業参加者

青木 巌・赤堀彰子・秋月静子・朝倉智秋・朝倉 ともえ・伊藤公典・伊藤たけ子 0伊藤益郎・稲垣桂子・

稲垣幸子・岩波ナミエ・岩波ナミエ・牛山康代・牛山セキ・牛山つね子・大久保栄一・岡田幸子・荻原一

二・小沢富夫・小野 敦・柿沢タケミ・柿沢昌子・柿澤美恵子・金子正美・北沢一江・北沢久美子 0北澤

定夫・北澤みつ江・北原常彦・窪田喜美子・窪田金司・小池美秋・国府田理恵・小刀 文・小平 育・小

平和子・ガヽ平志づか・ガヽ林智子・ガヽ松純子 0月 松ヽ とよみ 0小松勇志・五味計佐雄・今野沙貴子・佐藤 隆・

塩田真弓・篠原治郎・篠原定二 e清水太助・清水正進 0新村 力・鈴木圭子 0鈴木志づ代・鷹野原長智・

高橋儀男・田中 進・田中初一・寺島皓二・東城久美子・中村美佳・名取一也・林 賢・原 徳治 。原

敏江 。日達美和 ◆平出雄一・平島伴右衛門・平島正夫・福田幸宗・藤森三千恵・藤原正春・松島恒弘・三

石千波・三井ひとみ・宮坂今朝寿・宮坂茂子・宮下加代子・宮下容子・室岡正男・百瀬衛登・森元元治郎・

森谷文雄 0両角つる美 0両角益夫・両角良子・両角良子 0矢崎つな子・矢崎みよ子・柳澤喜久雄・柳沢好

文・山崎けさみ・山崎裕子・山本吉一・湯田坂あさゑ・吉川春男

(2)整 理作業参加者

浅井とし子・安東武子・飯島公子・飯塚妙子・石田多美子・稲玉美紀・宇賀村節子・丑山和江・内山美砂・

大口直明・大林久美子・風間夏枝・加藤周子・倉沢より子 0黒岩美枝・近藤朋子・斉藤いづみ・島田恵子・

滝沢みゆき。中川麻由美・西沢米子 0半田純子・日向冨美子・柳沢るり子 。柳原智子・柳原澄子・山崎明

子・山下千幸

発掘作業参加者 (長峯遺跡) 整理作業参加者
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第 2節 調査の方法

1 発掘調査 の方針 と手順

調査にあたっては、県埋蔵文化財センター作成の「遺跡調査の方針 と手順」 (以下「方針 と手順」)を準

拠 して、遺跡調査計画を作成 し、発掘調査を行った。

(1)事 前調査と調査範囲の確定 (図 10付図 1)

聖石遺跡と長峯遺跡の事前調査 (試掘 トレンチ調査)は茅野市教育委員会が実施 した。平成 8・ 9年度

に聖石遺跡、平成10年度に長峯遺跡の試掘調査が行われている。試掘調査はバックホウによるトレンチ掘

削、入力による精査、記録の手順で進められている。試掘調査によって、台地全体に遺構が分布 し、さら

には台地傾斜面、低位面にまで集落が展開することが明らかになった。明瞭ではなかうた聖石遺跡と長峯

遺跡の範囲については、表層の遺物分布で予想された範囲を大きく超え、隣接するが接 していなかった両

遺跡を結ぶ台地の狭まる部分にまで遺構が発見され、遺構の分布としてはほぼ接合する遺跡であることも

明らかになった。

聖石遺跡 と長峯遺跡の調査範囲は先行 して調査を実施 している茅野市教育委員会 と県埋蔵文化財セン

ターで協議のもと、いくつかの範囲に分割 し、その調査を2者で分担 して実施 した (茅野市2004)。

また別田沢遺跡は、平成11年度、工事による盛土が 3m以上に及ぶ可能性がある低位面について遺跡確

認のために試掘調査を実施 した。調査は茅野市教育委員会主導のもと、隣接する長峯遺跡を調査 していた

県埋蔵文化財センタ∵によって行われた。その結果、これまで遺跡範囲ではなかった部分から、遺物や遺

構が検出され、新発見遺跡として「別田沢遺跡」が登録される。圃場整備事業では盛土保存されるため、

調査 と記録は トレンチ範囲内におさめている。

(2)遺 跡の名称と遺跡記号

遺跡名は長野県教育委員会作成の遺跡台帳に記載されている名称 とした。また発掘調査および整理作業

の便宜上、センター特有のアルファベット大文字 3字で遺跡名を表記する遺跡記号を用いている。頭文字

は長野県内を九つに分割 した地区を示 している。 2番 目 03番 目には遺跡名を―省略したものを付 している。

なお、遺物の注記には、上記センター遺跡記号の冠に、茅野市教育委員会の遺跡地図に記されている 2

桁の遺跡番号を付 した。また別田沢遺跡は茅野市教育委員会主導の調査であるため、茅野市の遺跡番号の

み用い、センターの遺跡記号は付 していない。記号は以下の通 りである。

遺跡名    読み方

聖石遺跡   ひじりいしいせき

長峯遺跡   ながみねいせき

別田沢遺跡  べったざわいせき

遺跡記号

51 GHJ
50 GNG
ベッタ (略称 )

(3)調 査区 (グ リッド)の設定 (図 2)

「方針 と手順」に従い、国家座標を基準とした調査区 (グ リッド)を下記の通 り設定した。
｀
なお、調査当

時は国土交通省国土地理院の旧測量法による_日 本測地系を基本として基点測量を行っている。本書刊行ま

でに新測量法が施行され、現在は世界測地系を基本とされているが、本書ではすべて旧日本測地系を用い

ている。世界測地系 との照合は、巻末の抄録の緯度・経度の項 目において実施 している。
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調査区の設定手順は以下の通 りである。

ア 大々地区 (200× 200m四方)の設定

調査区は、国土地理院の日本測地系である平面直角座標系の原点、第Ⅷ系 X=0。000、 Y=0。 000を 基点に

200の 倍数値を選択 して、調査区内のX軸・Y軸 を測量基準線とした。大々地区は調査範囲を覆う最小限

度にとどめ、原則 として北東から南西に I・ Ⅱ・Ⅲ・・・のローマ数字を用いる。

聖石遺跡は I・ Ⅱ区 (基点X=3000,Y=-23400)、 長峯遺跡は I～Ⅳ区 (基点X=3000,Y=-23000)を

設定 した。なお別田沢遺跡は長峯遺跡のグリッド内に包括されるが、単独標高点測量 (以下、単点測量 )

による測量成果を用いたため、グリッド調査法を採用 していない。

イ 大地区 (40× 40m四方)の設定

大々地区を40× 40mの25区画に分割 し、大地区と呼ぶ。大地区は北西から南東へA～ Yの順に大文字ア

ルファベットを用いる。

ウ 中地区 (8× 8m四方)の設定

大地区をさらに8× 8mの25区画に分割 し、中地区と呼ぶ。中地区も北西から南東へ 1～ 25の アラビア

数字を付け、主に遺構測量、遺物取 り上げの基準線とする。

実際の呼称例は図 2に記 した。

(4)測 量

ア 基準点と地形測量

聖石遺跡 先行 して調査を実施 していた茅野市教育委員会の基準杭の成果を用いて、調査区内に基準点を

設置し、測量を行っている。

地形測量は調査区中央部では空中測量を実施 し、外周は単点測量を用い調査年度内に合成、編集した。

長峯遺跡 初年度に三角点から点を移動 して、調査区内に基準杭を設定 した。次年度は初年度の成果を用

いた。

地形測量はすべて単点測量にて作成 し、平成12年度にデジタル編集した。

イ 遺構測量

聖石遺跡 基本的に上記 (3)の調査区 (グ リッド)を用いた簡易遣 り方測量によって遺構の測量を実施

した。また時間短縮のため、一部に単点測量、空中測量を併用 し、年度内に合成、編集した。

長峯遺跡 聖石遺跡同様に、簡易遣 り方測量による測量を基本としたが、遺構密度の希薄な地区、傾斜の

著 しい地区では、基準杭の設定を最小限にして、単点測量による測量を実施 した。

調査風景 (秋の八ヶ岳を望む) 列石の検出作業
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また遺構密度が濃密な地区では、空中撮影写真をデジタル処理 し、オルソ画像 (正射投影画像)化 した

のち、縮尺 1:20に 出力 した画像を用いて、手書 き図化作業を実施 した。これにより時間短縮かつ詳細な

遺構観察を併用することが実現 した。

(5)写 真

遺跡の景観や遺構などの撮影には、PEN′ⅣⅨ67(6× 7)と ニコンFM2(35111m)を 併用 し、ともにモ

ノクロネガフィルム (ネ オバン)、 カラーリバーサルフィルム (富士クローム)で撮影 した。遺物出土状況

や遺構の完掘などは基本的に3511mフ イルムで記録 し、 6× 7フ イルムは遺跡全体撮影、また報告書掲載が

予想される場面に用いた。撮影はすべて調査研究員が行い、現像 と焼付けは業者委託とした。

航空写真は聖石遺跡で 4回、長峯遺跡で10回撮影 した。

(6)主 な遺構の調査方法

ア 遺構の名称と遺構記号、遺構番号

遺跡記号と同様に調査段階より各種台帳や遺物の注記は便宜的に遺構記号を用いている。また遺構番号

は遺跡単位に種類ごと、検出順に付けた。整理段階でそれらを精査 し、遺構名を変更したもの、新規に付

けたものがある。その結果、元記号、元番号には欠番が生 じている。

なお本書でもこれらの記号、番号を用いている。

記号

SB

SK

SD

SQ

UM

種類 0性格

竪穴住居跡、敷石住居跡

土坑

溝、水路

遺物集中

屋夕ヽ埋設土器 (Hll年長峯遺跡 )

種類・性格

掘立柱建物跡

集石

炉跡、焼土集中

屋外埋設土器、不明遺構

ロームマウンド (風倒木痕 )

記号

ST

SH

SF

SX

LM

イ 竪穴住居跡

検出段階で遺構形状が明確な場合、遺構中央で十字に交わる トレンチを設定 して床面、壁面の状況、遺

物の分布状況を確認 し、 トレンチ横を十字に土層ベル トを残 して覆土全体を掘 り下げる。主だった遺物を

残 しながら掘削を進め、土層観察、記録を実施 した後、ベル トを除去 し、必要に応 じて遺物の記録写真撮

影、図化、取 り上げを実施する。次に床面、壁面を精査 して炉やビット、埋甕といった内部施設を検出し、

遺構の実測作業 現地説明会
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第 2節 調査の方法

調査する。最終的な平面測量、写真撮影を実施、所見を記録する。

ウ 掘立柱建物跡

調査段階で、明確に柱穴が矩形に組める例は少ない。特に土坑の密集する地区での遺構単位の抽出は困

難であった。このため、まず各柱穴 (ビ ット)に SK番号 (土坑番号)を付 し、個別の調査 と記録作業を実

施 した。整理段階では、全体図作成と同時に遺構の抽出を行い、遺構記号、番号を変更し、新規に登録 し

た。

工 屋外埋設土器

遺構検出で露出する土器のうち、土器口縁部が水平に検出されるなど、明らかに埋設された状況を示す

個体について屋タト埋設土器と認定 し、詳細な記録作業を実施 した。なお二部に調査が進行 した段階、整理

段階にて竪穴住居跡や敷石住居跡の炉体土器と判断され、遺構記号などを変更した例がある。

オ 土坑

竪穴住居跡より平面形が小さい掘 り込みをすべて土坑 (SK)と した。大半を半裁 し、土層観察の後完掘

した。その多 くについて断面図を作成 したが、本書では紙面の都合から抜粋 して掲載 している。

力 配石および礫群

敷石住居跡や集石といつた、小規模な単位にまとめることが難 しい礫の分布について、配石および礫群

という大きな範囲でとらえ、記録を取った。整理段階で敷石住居跡の敷石部と判断できる場合 もあった。

キ その他

LM(ロ ームマウンド)は、通常竪穴住居跡 と同程度の大 きさで検出される。しかしながら平面形状が

不整形である点、底面形状が不規則である点、土層観察から覆土中央にロームブロックが主体的に堆積す

る部分がある点を勘案 して、風倒木痕と判断した。自然現象を要因とする落ち込みと判断したが、遺構 と

重複する例 も多 く、基本的には完掘 し遺物を採集した。

2 整理 の方法

(1)調 査の記録類の整理

図面類は記載事項の点検を行い、各種図面を相互に照合、修正または補筆 した。また調査担当者が調査

経過、遺構の構造所見などを「遺構所見カー ド」に記載 した。写真の整理は、ネガフィルム、6× 7リ バー

サルフィルムについては撮影順にアルバムに貼付 し、撮影事項を記載 した。3511mカ ラーリバーサルフイル

ムは撮影事項をマウントに記載 した後、遺構順、撮影種類順に並び替えて、アルバムに収納 した。

また各種台帳は記録類と照合 し、修正をした。

(2)測 量図のデジタル化

3遺跡で 5万ぶを超える調査範囲である点、遺構の密度が濃厚である点を勘案 して、整理段階にて調査

範囲全体の地形図と遺構分布図についてデジタル化を実施 した。調査段階の図化測量が多種多様であった

ため、その合成作業は困難を極めたが、完成 したデジタルデータは縮尺に規制されず、表現の自由度が高

いため、報告書への掲載時には効率的に働いた。

(3)調 査および遺構の掲載方法                          ｀

縄文時代の中期から後期という、同時期の 3遺跡を一つの報告書へまとめる点から、全体を見渡せるこ

と、相互に比較ができることを主眼とした掲載方法とした。

遺構の所見は、紙面の都合から、各遺構単位に表立てで掲載 した。詳細は304章 を参照のこと。
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第 1章 序 説

図版は、地形と3遺跡の立地状況を示す全体図 (付図 1)、 聖石遺跡の全体図 (付図 2)、 長峯遺跡、別

田沢遺跡の全体図 (付図 3)と いつたA2版の折図により遺跡全体の状況を示 した。また 1:120縮尺の割

付平面図では、各遺跡を小区画に分割 して図化 し、より近接 した遺構の立地状況を示 し、また個別図には

掲載できない遺構の報告に当てた。竪穴住居跡をはじめとする、個々のもつ情報度の高い遺構を厳選 して

個別図 (縮尺 1:60、 1:30)を作成 し、平面図・断面図や微細図を掲載 した。また長峯遺跡の図版の一

部には写真を掲載 し、詳細図の代用としている。

写真図版は、図面図版と連携させながら、図面では表現できない部分を補描する目的も加味した。特に

遺物の出土状況は、図面では掲載できない部分が多いため、写真図版にて掲載 している。

また巻頭図版 2で は、長峯遺跡の複数回の空中撮影写真 と茅野市撮影の空中撮影写真を合成 し、遺跡全

体が見渡せる写真図版としている。

(3)遺 物整理作業の経過と報告書への掲載方法

ア 遺物整理および報告書掲載資料の作成にあたって

昭和30年代のほ場整備事業によってかなりの範囲が削平されていたとはいえ、縄文時代中期の集落 2ヶ

所をほぼ全掘 し、後期集落の一部におよんだ調査から得られた遺物量は膨大であった。

整理作業の開始当初より、この膨大な遺物を分析するための時間と人員は見込めなかった。そこで、中

途半端な考察のために時間を割 くのではなく、より多 くのデータを取って公表することを優先することと

した。図や写真の数を増やすこと、全体量の中で掲載遺物がどの程度であるのかを明示すること、個々の

遺物の計測値や特徴を数値などで提示することを主眼にしたのである。

その理由は、縄文の本場と言われている地域にあって、すでに膨大な数の資料が蓄積されているにもか

かわらず、図や写真として第三者が分析できる資料の比率が少ない点が気にかかっていたためである。公

表資料が限られているため、全体量の提示がなされ、その中で何%の資料を図化 したかがおおむね把握で

きる他県の資料 との比較がしづらかったのである。他地域で「特徴的・・・」されている資料が、本当に

八ヶ岳西麓には無いのか、あるいは単に資料化から漏れていただけなのか、第三者には推測すらできない

状況を変えたい、というのが本書の遺物報告のねらいの一つであった。

また、現実問題として、調査研究員が当該遺跡の整理に常駐できない状況が考えられたこともあり、機

械的な作業に重点を置いたことも理由の一つである。

土器資料に関しては、ある程度目的を達することができたが、調査研究員が専従できなかった期間の影

響でデータに一貫性を保てなかった部分が生 じている。例えば、先行 して整理が進んでいた聖石遺跡と長

峯遺跡間で整合性を持たせる時間がなかった点。あるいは、縄文中期前葉・中葉で設定した土器仮分類基

準が、その後整理を開始 した中期後葉の土器資料を活かすために修正が必要となり、統一的な分類基準と

なっていない点。作業開始に先立って設定した石器分類基準についても、観察を重ねてゆく中で弱点が浮

かび上がったが、全資料を見直す機会を作れなかった点。さらには、長峯遺跡の石器データが重量の計測

のみにせざるを得なかった点。表には接合関係の詳細な記載をしたにも関わらず、遺物分布図を提示でき

なかった点。など反省すべき点が多い。最終的には、再考、吟味、精査、校正の行われていない生データ

の提示に終わってしまった観が強い。今後、機会があれば遺物分布図などのデータの追加、あるいは提示

したデータを基に再考をしたいと考えている。                   ｀

以下、整理作業の進め方、報告書への掲載方法を参考として、提示 したデータのレベルを推測 し、問題

点を指摘 していただきたい。
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第 2節 調査の方法

イ 土器・土製品

①水洗・注記・資料選別・復元作業 水洗は、主に発掘調査時に仮設プレハブで行い。一部を残 して平成

12年度までに終了させた。その後の作業は、整理作業棟において平成13年度から実施 した。注記は全てイ

ンクジェット方式の機械を使用 した。一部平成12年度より、発掘調査 と平行 して行い、平均 2名 の補助員

で、約12ヶ 月を要 した。出土位置などには、略号 (埋甕→ウメ、ロームマウンド→LMな ど)を 使用 した。遺

物本体や報告書・CD所収の表に記載された「注記用略記号」については、表 1を参考にしていただきたい。

②仮分類と選別および接合 聖石遺跡の場合、資料の選別・接合・復元個体や実測個体の抽出を、長峯遺

跡の発掘調査 と並行 して行った。聖石・長峯遺跡の本格的な整理作業が開始された時点では上記の作業が

終了してお り、その後、担当者が交代 したため、長峯遺跡との間で選択基準や統計資料に若干の違いがあ

る。例えば、聖石遺跡の土器総数に関する計測は、遺構内出土資料の重量を計測 したのみである。

一方、平成13年度より遺物整理作業を開始 した長峯遺跡では、屑片に至るまで、全出土資料に対 して調

査研究員が目を通 して仮分類 し、出土地点 (層位)別 に点数と重量の計測を行った (CD表30)。 点数は完

存品から3 cm以上の破片を一律 1点 とカウントし、 3 cm以 下を屑片として一括 した。10万点余の仮分類を、

石器分類や他の作業と平行 して、一名の調査研究員が約 1年間で行った。そのため、再確認 0再検討はし

ていない。正確を期するには再チェックが必要であるが、接合を円滑に進めるための参考、あるいは遺跡

の大ざっばな土器様相をとらえる目的を達することはできた。

長峯遺跡については、仮分類作業の終了した遺構毎に接合作業を行った。補助員 2～ 3名が 1年 7ケ 月

間をかけた。遺構間接合に関しては、先行 して復元できた個体に対 してと、同時に接合スペースを確保で

きた隣接住居間のみで試みた。そのため、接合事例が多いとされる20～ 30m離れた遺構間の作業、あるい

はそれ以上離れた遺構間では、一部で試みただけに終わっている。

調査時にすでに土器と分離 して保管されていた土偶などの土製品に加え、仮分類作業および接合作業段

階において、最終的な土製品や土器片製円板、赤彩・漆塗布 0付着土器の抜 き出しを行った。これらにつ

いては全点、計測 0分類を行い、別台帳を作成 した (表 15016017,33034035)。

③復元作業 復元個体の選別は、実測のための補強を前提とし、自立する個体、自立 しないが1/3周程度は

接合する個体。それ以下であるが重要と判断した異系統土器を対象 とした。そのため、少数の破片から全

体像を復元するような方法は取っていない。聖石遺跡474例、長峯遺跡781例、別田沢遺跡 3例が復元対象

となった。ただし、上記の条件を満たしていても脆弱な資料、あるいは資料数の多い類型については割愛

せざるを得なかった。復元作業には 5名の補助員があたり、他の複数遺跡と平行 してではあるが約 3年 を

要 した。復元作業を行った個体については、作業にあたって詳細なデータを作成 した (CD所収基本台帳)。

土器復元作業 土器実測作業
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表 1 聖石・長峯・別田沢遺跡 注記記号一覧

※いくつか表示していない カ で ことが可能でのカ

区 多 取り上げ時の注記ほか

遺跡を表
す記号

151G,HJ: 聖石遺跡 頭の数字は茅野市教育委員会の遺跡記号、51が聖石、50が長峯、●が別田沢。

15001NG■ 長峯遺跡
ローマ字は長野県埋蔵文化財センターの遺跡記号:長野県内を北から地区割りし、諏
訪地域がGとなる。H」 はHIJIRIISI(聖 石)、 NGは (長峯)、 別田沢は新発見のため、注記
時点で略号が決まっていおらず、カタカナで表記した。別田沢遺跡

層位を表
す記号

層
一
一
一

基本土層は口
=マ数字で表記し、遺構内層位は算用数字

11111コカ| 基本土層名称確定前に注記した例、黒褐色土
|ホ|| 基本土層名称確定前に注記した例、遺物包含層

1ヒ 1自1■ 表土 現耕作土、表土から出土した遺物
|ケ| 検出面 表土・包含層と遺構が検出できる層の境界面で出土した資料

i17.1ギ「「 表土剥ぎ 表土および検出面より上の層位から出土した資料

地区を表
す記号

Ⅳ G16 最初のローマ数字Ⅳは、200m四 方の大々地区名、2番 目のローマ字Gが40m四 方の
大地区、最後の算用数字16が8m四方の中地区を表す_________一 一―一―

G112■ 10 G12-10 8mグリットをさらに可mや2m毎に分割した場鉱 3mグリッЮ 後に二lΩなどの数離勁ゞ
12区 /12ク ⑫区 ⑫区は調査の都合上付した仮地区名♪現水田や道路の区画にあわせたもの
15区‐NI ⑤区の北半部 仮地区名⑤区を南北に三分した場合
111‐■T■ 第¬トレンチ 遺跡範囲や遺構確認のための先行トレンチ
ミ手11 現・農道 調査初期の便宜的な仮地区名、ミチは現・農道下。西田は西側にあつた現・水田下

例 可 lwlK-4～■|

東‐董ヘコ珪1
⑫区南ⅣK4-K5ラ イン東
西へ

゛
ルトⅣ-1層 中(Ⅱ 層

仮地区名⑫区南内の、ⅣK4からK5グ リットの北側ライン(東西方向)に設定した土層観
察用ベルトのⅣ-1層から出土した遺物。グリット名があるため仮地区名は省略してあ

例 2
112区ミチ|IVK
1111.|12511,=|

|「 ISB1401?|‐・

⑫区道ⅣK-25(SB140?)
仮地区名省略。ⅣK25グリットにあつた現・農道 (ミチ)下 から出土した遺物。この後、下
層でSB140の輪郭が検出され、SB140覆土に属する可能性があるためSB140?を 付け
た。

例 3 1121区 |ミチ|

:ヒヨ
=コ

カ|
⑫区道 表土&黒褐色

土
仮地区名⑫区にあつた現・農道下の表土から黒褐色土にかけて掘削中に出土した遺物

例 4 I牽曇撃東菌
11■シ2TII■

2丁 0001 仮地区名⑫区南側にあつた現・水田のうち東側の水田に設定した2番 目の遺跡範囲確
認トレンチから出土した遺物

遺構を表
す記号

LM ロームマウンド 風 1到 不 痕

SB 竪穴住居跡 竪穴住居跡
||ISID■ III

■ISFl■ ■

■ISIH● ‐|■
■IS‐ K■ ■

_…溝__班口…
焼土・火床跡

溝、流路跡
屋外で検出された炉跡ほか

集石日配石跡
土 坑

屋外で検出された集石、配石、石器製作跡と見られ登甍玉_lE難_1屋比の集中箇所f
墓坑、貯蔵穴をはじめ単独で検出された柱穴と見られる穴J二2いてもSKと した。

SQ 遺物集中 掘り込みや施設が不明確だが、遺物が集中的に出土した地点
ST 掘立柱建物跡 掘立柱建物跡
SX 性格不明の遺桂 性格不明の遺構

■UM 屋外・単独埋甕 屋外で発見された埋設土器

遺構内で
使用した
記号

|■ケ 遺構検出亘_」 当該遺構を平面検出中に出土した遺物
::「 :lil層 層

一
覆⊥笙J_目なら出上した遺物

シヨ1混 焼土混入層 層位記号確定前に、現地で付けた略称。また、ショは焼土層
|■ フ …覆二 .山

覆上坪
覆土より出土し、血明J層位名を確定しなかったもの

フ上|■ | 覆上の量ちiや堂上層部分

“

主主した上の
ユ :111:11 床亘r_床画直_L 床面および直上から出土した遺物

|■ユ 1下 ■■ 床下 床面を剥いだ時点で出土した遺物
:ピ|,ド10 ピット10 柱穴など

三L要聾嘉「
IF~覆上血出土 IF~の覆上む ら出上した遺物.炉施設とし工眼 れた遺物は恒ウニ、炉■1空う軍覇コ

屋内埋甕 埋甕に使用された土器

:|::||||;:il,11111i:ill:lill:::|::|:

11サツドレII

周溝口壁溝 壁際に巡る溝内から出土した遺物
先行トレンチ 遺構の生積状況や重複関係を確認主るために設定蛙 先行Lレ″ からJユ
サブトレンチ 重複関係の確認などのために、便宜的に設定したトレンチから出土

ili「「:Fバ「「「「「:

■|■フ13■ |:

土層観察用べJLh 土層観察用にベルト状に残した土手から出土した資料
覆±3区 遺構内をベルトを基準に4分割した場合、北東から便宜的に付11た地区名11_■0

フN02■ : 覆土② 覆土をlmないしは2mグリットに分割した場合の2番 目の区画

遺物取上
番号

|●111 nl ⊥器取り上げ番号J■1よ頭1■miつく
101 Sl 石器取り上げ番号には頭にs

01B■ OBl 多量に出土した黒曜石に関しては頭にOBをつけた

例 ¬ sB01フク土②
竪穴住居跡SB01の覆土を4分割した2区 。4分割した地区の略号には、フ南東あるい
は南東区と方位で示した例もある。

例 2 S日04LMフ |

|■ 11キンー■ |‐
|

SB04ロ ームマウンド付
近

SB04覆土中ではあるが、重複したLM(ロームマウンド)の近くから出土した例

例 3
SB04110■ 20

1:|‐ フグ|■|
SB04 ⅢC-20(D SB04覆土中。8mグリットをさらに分割した7つめの区画

例 4 彗EUテ
「
:南ベ

■クロカツ■|

SB51南ベルト黒カツ SB51覆土中。南側に設定した土層観察用ベルトの黒褐色土層中から出土した例

例 5
4T ISB■A
I::‐ ||:炉

|‐
|‐

1111
シクツ 4丁 SBA炉 別田沢遺跡は試掘トレンチのみ、4ト レンチで見つかつた竪穴住居跡Aの炉内出土遺物

そ の 不 明 」二tl ユ、■ などの所属がわからない例。 土  「 か ら 取した遺物
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第 2節 調査の方法

このデータを報告書掲載土器選択の基本資料とした。

④報告書掲載土器の選択 復元個体と仮分類を終えた破片資料から、報告書掲載用の外形実測用個体と拓

影図用破片を選択した。実測図掲載遺物の選定は、遺構内出土例を中心に行い、執筆担当者が紙数との関

係からさらに厳選した。埋甕、炉体、床面上の伏甕に関しては脆弱資料を除きほぼ全て実測図を掲載した。

拓影図は、上記の資料や覆土中に復元個体がなかった遺構を中心とした。また、長峯遺跡に関しては、紙

数の許す限り、区分された各層位から選出した。系統毎の掲載比率はおおむね出土比率を参考としたが、

在地以外の異系統土器は、ごく微量であっても極力掲載した。小破片の拓影図に東海系土器などが比較的

多いのはそのためである。遺跡間の比重の置き方では、中期後葉が充実している聖石遺跡では中期後葉の

掲載数を多めにした。これに対し長峯遺跡では、中期後葉土器の選び出しを聖石遺跡の基準より厳しくし

て量を減らし、その分前葉～中葉土器を多めに掲載した。長峯遺跡の掲載土器は、重量比で全出土資料の

34%に達した (表 29)。 遺構内で掲載率が高いのは、復元個体をより多く載せたためである。特に多数の土

器を掲載した住居は、覆土中に多量の土器が廃棄されていた例である。

⑤実測・拓本・ トレース・写真 実測は、当初すべての作業を手描きで進めていたが、時間短縮のため本

格整理後は写真実測へ移行した。写真実測の方法は、スケールとともに設置した土器を、 6～ 8m離れた

地点から200ミ リ望遠レンズをつけたデジタルカメラで撮影。データをパソコン上で補正し、実寸大か1/2

でプリントアウトし、鉛筆 トレースした。導入前の実験的な図作成において、手で計測した場合との誤差

は1/4掲載図ではほとんどないことがわかっている。また、大型の把手などカメラの焦点に対して周辺部

でゆがみが生じる場合は、パソコン上での補正のほか、手実測によって補った。

掲載図では、手実測の場合、原則的に土器正面図の中に断面図を描き込んである。写真実測の場合は、

断面図が正面図とは別図になっているので、参考にしていただきたい。ただし後者では、報告書への掲載

数を増やすため、 トレース時に断面図を土器正面図中に嵌め込んだ例が若干ある。土器実測は5～ 6名の

補助員があたり、他遺跡と平行してであるが 3年を要した。拓影図については、 3名で8ケ 月を費やした。

トレースは、描線の統一を図るため調査研究員 1名 ・補助員 1名 の計 2名で、 2年弱をかけて全イ固体の

トレースを行った。

写真は、すべての復元個体と一部の破片資料を撮影した。lal長野フジカラーヘ委託し、当センター内の

写場と機材を活用して行った。展開写真に関しては小川忠博氏に委託した。

⑥掲載方法 土器の掲載は、印刷による実測・拓影図と一部の写真。それに、CDに掲載した写真資料であ

る。掲載順は、遺構図掲載順 (SB→ST→SK0 0 0)に準じた。よって、竪穴住居跡出土資料については

中期と後期を分離した。一方、土坑などに関しては、伴出遺物と混入遺物の違いが不明瞭な場合が認めら

れるため、時期区分せずに遺構番号順に掲載した。

実測図掲載土器については、表11029に 出土層位、位置、取 り上げ番号、接合関係、赤彩の有無などを

明記した。また、復元個体のうち、器形の大半が残存し装飾の構図を知ることのできる資料について、属

性表を作成した (表 14032)。 属性表の観察基準は3章 3節に示した。出土状況に関するデータは、聖石遺

跡の主な事例に限り遺構個別図で示した。報告書に掲載できなかった出土位置の高さの情報や、:長峯遺跡

のデータについては、何らかの機会に公にしてゆきたいと考えている。

⑦収納方法 土器の収納は、報告書掲載遺物と未掲載遺物に分離し、さらに遺構・出土地区別に分類して

収納した8赤彩・漆付着土器は、掲載資料については掲載順を重視して収納し、未掲載資料については二

括して別収納した。また、土製品や土器片製円板については、土器とは分離して収納した。
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第 1章 序

C 石器・石製品ほか

①洗浄・注記 洗浄作業は、一部を除き平成12年度までに行い。主に発掘現場において水洗ブラシを使用

した。微細な使用痕観察などのために超音波洗浄機など特別な方法を取った例は、一部の石製品や磨製石

斧に限られる。聖石遺跡出土石器への注記は手書きと機械を併用し、大形剥片石器と礫石器を対象に行っ

た。小形剥片石器や石核・剥片・砕片については、膨大な数量にのぼったため、石器本体への注記を断念

し、収納袋にのみ記載した。さらに、長峯遺跡に関しては、整理期間との関係で、石器本体への注記は一

切行っていない。収納袋への記載のみであるため、今後、資料の実見に際しては注意が必要である。

②分類・観察・計測 次に、遺構別・出土地点・層位別に納めた石器全点に対して、器種分類と法量 (長

さ・幅・厚さ・重さ)の計測を行った (表19・ 36)。 さらに、聖石遺跡に関しては、器種毎の形態分類、欠

損部位や使用痕などの属性観察を行った。計測・観察は聖石遺跡では3名 の補助員が 1年間専属であたり、

調査研究員がチェックを行った。長峯遺跡では、整理期間との関係上、分類と重量計測のみを実施し、補

助員 2名で約 1年 を要した。

当初、聖石遺跡の竪穴住居跡出土石器については、石核や剥片類が多く出土したため接合を行ったが、

膨大な時間が必要となるため割愛せざるをえなかった。また、石材については、全ての器種について鑑定

を行うことができなかった。ヒスイなどの垂飾類、あるいは磨製石斧に限定して委託した。また、黒曜石

については遺構出土資料ほぼ全点の産地同定を委託した。

③報告書掲載石器の選択 装飾が時期や地域を推定する手がかりとなる土器と異なり、機能によってある

程度形態が限定されるため、極力掲載数を減らす方向で選択した。遺構毎に選び出すのではなく、各器種

毎に特徴的な形態を任意に抽出した。あるいは法量の違いによって選択した。長峯遺跡については重量の

計測しかできなかったため、時期毎の傾向を知るデータは組成のみになってしまった。

④実測・ トレース・写真 実測は一部を除いてlalシ ン技術コンサルヘ委託とした。素図段階で校正をおこ

ない、聖石遺跡については、補助員 2名が3ケ 月ほどでトレースを行った。また、長峯遺跡はトレースま

で同社へ委託した。写真は、報告書掲載石器を対象として的長野フジカラーヘ委託し、整理棟内の写場と

機材を活用して撮影した。

⑤報告書への掲載 報文は紙数の関係上、器種分類の基準と概要に止め、表は竪穴住居跡の組成表のみを

掲載した (表 18037)。 個別石器の出土位置、法量、石材 (一部のみ)についてはCD表 19・ 36に収録して

ある。ただし、計測・属性観察の結果については、作業の行えなかった長峯遺跡との統一を図るため、未

掲載とし収納保管した。図は、各器種毎に、遺構順に掲載した。掲載比率は各器種によって異なっている。

定型石器のうち小形刃器は、形態にバラエテイがあるため多めに掲載した。一方、くさび形石器や二次加

工のある剥片、微細な剥離のある剥片などは代表的な数点を掲載したのみである。また、石材鑑定を委託

した磨製石斧は多めにし、装身具類は全点掲載した。写真は、装身具類などのみを掲載し、CDに収録した

写真も厳選した。

土器実測図 トレース作業 通明小学校職場見学会
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第 1節 地形と地質的環境

第 2章 環 境

第 1節 地形と地質的環境

1 遺跡の位置

聖石遺跡と長峯遺跡は、茅野市北山芹ケ沢に所在し、八ヶ岳から流れ下る渋川とその支流、角名川左岸

の東西にのびる段丘上に立地する。この周辺は八ヶ岳から放射状に伸びる平坦度の高い侵食段丘が連続し、

2遺跡の立地する段丘もその一つといえる (図 3)。

地 形

この一帯の地形および地質研究の第一人者である、河内晋平氏らの研究によると、この北山地域の地形

面は、高い方から広見面 (図中4a・ 術 )、 南大塩面 (3)、 上川面 (lb)に 4分される (河内・北沢・小林

1967)(図 3)。 以下にその概要を記す。

広見面 (図中4a・ 術)1:地 域の東部、広見付近を中心に発達する広い、扇状地性の地形面。一般に平坦

度はかなり高い。ただ須栗平、笹原方面では、模式地の広見面に相当する東西性の狭長な面 (高位面、図

4a)と 、これより5～ 8m低い面 (低位面、4b)か らなる。広見面は地域の中央、南大塩付近で、より新

しい南大塩面と斜交 して下位にもぐり、その境界部は不明。

南大塩面 (3):南大塩付近で広見面を覆い、その西側に広 く発達する。上川および柳川の支流によって、

東西性の細長い谷が刻まれている。沖積面 (la)と の標高は最北端の上川沿いでもっとも高 く60mに 近い。

芹ヶ沢面 (2):こ の面は上川・柳川やその支流によって刻まれた東西性の細長い谷の中に形成されたもの

で、沖積面との比高が10m前後の侵食段丘である。この面上には暑さ0。 5～ 1。5m程度のローム層が堆積 し

ている。

上川面 (lb):上川・柳川沿いに発達する地形面で、河床からの比高は数m前後で厚さ2m前後の礫層をの

せている侵食段丘である。この面上にはローム層をのせていない。

上記の地形区分上では、聖石遺跡・長峯遺跡は角名川と渋川によって刻まれた狭長な面、広見高位面 (4a)

上に立地することがわかる。また 2遺跡の南に位置する北山菖蒲沢遺跡A・ B、 また尖石遺跡も同じく広

見高位面 (4a)に立地しているが、この辺 りでは扇状地性の地形の特徴が強 く、比較的広大で平坦度が高

い台地を形成している。

しかしながら別田沢遺跡は、上記のような縄文時代中期の集落遺跡の典型例ともいえる立地環境に対 し、

広見低位面 (4b)に あたり、聖石遺跡や長峯遺跡の狭小な段丘や南対岸の北山菖蒲沢遺跡の立地する段丘

を侵食 した、なだらかな谷地形の一部に立地する。調査時にもこの一帯は湧水点や湿地が豊富で、あたか

も縄文時代の「水場」を想起させるに十分な場所である。ただ今回の確認調査ではその谷地形のなかにも

段丘に平行する微高地が数条あることが判明している。これらの地形は上流から供給された土石流の堆積

による地形と考えられ、今回新発見され、住居跡などが見つかった別田沢遺跡 もその微高地上に立地して

いる。

八ヶ岳山麓ではこれまでの調査から、大地形区分による侵食段丘上に縄文時代の集落遺跡は立地すると

いう所見が定説化している感が強い。もちろん遺跡の大半は台地上に展開していることは間違いないが、
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第 2節 歴史的環境

その下位面の谷地形にあっても、縄文時代以前に離水 している微高地は、当時の人々にとって水場に近い

最適な住環境を与える地形であった可能性を示 しているかもしれない。

引用文献

河内晋平・北沢和男 0小林武彦1967「八ヶ岳北西山麓の火砕流堆積物一八ヶ岳火山列 円頂丘形成期の火山活動 (I)一」

『地質学雑誌』73,3,p139-150

諏訪教育会諏訪の自然誌地質編編集委員会1975『諏訪の自然誌 地質編』諏訪教育会p531

第 2節 歴史的環境 (図 4、 表2)

ここでは、茅野市内でも八ヶ岳山麓の台地、霧ケ峰山麓の扇状地および上川の氾濫原、また上川沖積地・

永明寺山麓という3つの地域における遺跡の立地を概観する。図 3では聖石 (51)、 長峯 (50)、 別田沢 (327)

遺跡が営まれた縄文時代中期、後期、そしてその前段階の前期に該当する遺跡の分布を示 した。

これによると前期のみ確認される遺跡はそれぞれが小規模で点在 していることがわかる。また標高の低

い上川沖積地―帯 (現在の茅野市街地)には分布を見ない。次に前期から中期にわたる遺跡は、数は少な

いもののそれぞれ面積が大きく、大規模な集落遺跡といわれる範疇に含まれるものが多い。分布域は前期

のみの遺跡とほぼ同じである。

中期のみの遺跡では国特別史跡の尖石遺跡 (87)と いった大規模で密度の濃い遺跡もあるが、多 くは小

規模な遺跡 と認識されているものが多い。ただ分布範囲は八ヶ岳山麓の標高1,100mを超える地域から上

川沖積地まで拡大 している。

聖石、長峯、別田沢遺跡も含まれる中期から後期の遺跡、また国史跡である駒形遺跡 (34)、 上之段遺跡

(17)、 仮面土偶で有名な中ツ原遺跡 (60)、 国宝土偶が出土 した棚畑遺跡 (44)の ように前期から後期まで

の時間幅を持つ遺跡は非常に大規模な集落遺跡であり、その数は少なく分布域は広範囲である。

また後期のみ確認されている遺跡は極めて稀であり、中期遺跡から継続する状況が一般的であろう。

故河内晋平先生と地質 0石材調査

(露降の滝対岸の露頭にて)
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第 2節 歴史的環境

表 2 周辺遺跡

番号 遺跡名 所在地 旧石器 縄文
縄 又

弥生
椰 生

古墳 奈 良 平安 中世 近世 備考
草創期 早期 前期 中期 後期 晩期 不 明 中期 後期 不 明

城 ノ平 茅 野 市 北 山蓼 科 ● ● ●

蓼 科 茅野市 北 山蓼科 ● ● ●

野 市 北 山柏 原 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

印小屋之久保 :野市 北 山柏 原 ● ● ●

良 宇 醒 市 北 山柏 原 ● ●

'市
北 山柏 原 ● ● ● ●

上 の 野 市 北 山柏 原 ● ● ● ● ● ●

キツネ原 野市北 山柏 原 ●

矢の 口 野 市 北 山湯 り| ● ● ●

上 之 段 野市北 山湯 り| ● ● ●

高風 呂 野 市 北 山 湯 り| ● ● ● ●

窪 田 野市 北 山湯り| ●

枡 形 野 市 北 山湯 り| ● ● ● ● ●

上 の 平 野市北 山湯り| ●

イモリ沢 野 市 北 山湯 りl ●

横 山 野市米沢塩 沢 ● ● ●

上 の 平 野 市 米 沢 塩 沢 ● ●

丸 山 野市米沢塩 沢 ● ● ●

よせの台 野 市 米 沢 塩 沢 ● ● ● ●

芝 の 木 野市米沢塩 沢 ● ● ● ● ●

一 ノ瀬 野市 米沢塩 沢 ● ● ● ● ● ●

鳥 の 窪 野市 米沢北大塩 ● ● ● ●

大 六 殿 野市 米沢北大 ● ●

駒 形 茅 野 市 米 沢 北 大 ● ● ● ● ● ● ● ●

大 清 フK 茅野市 米沢北大 ● ●

上の山 茅 野 市 米 沢 北 大 ● ●

向 林 茅野市 米沢北大 ●

三軒屋 茅野市 米沢北大 ● ●

大 桜 茅野市 米沢北大塩 ● ● ●

八幡坂 茅野市 米沢北大塩 ● ● ● ●

中ノ平 茅野市米沢鋳物 師屋 ●

丸 山 じ野市 米沢北大塩 ● ● ● ●

棚 畑 野 市 米 沢 埴 原 田 ● ● ● ● ●

痩尾根 野市湖東 白井 出 ●

46 床 滑 野市北 山芹ヶ沢 ● ● ●

下尾根
'野

市湖東笹 原 ●

48 桂 井戸 野市湖東笹 原 ● ●

尾 根 芦野市湖東須栗平 ●

長 峯 茅野市北 山芹ヶ沢 ● ● ● ●

聖 石 茅野市 北 山芹ヶ沢 ● ● ● ●

滝之脇 茅 野 市 北 山 芹 ヶ沢 ● ● ●

ネ申ノ木 茅野市北山芹ヶ沢 ● ●

上ッ原 茅 野 市 北 山 芹 ケ沢 ● ●

ドッl東 野市北山芹ヶ沢 ● ●

下 島 野 市 北 山 芹 ケ沢 ● ● ● ●

松 原 野市湖東山 口 ●

山 口 野 市 湖 東 山 口 ● ●

新 井 下 「野市湖東新 井 ●

中ッ原 茅 野 市 湖 東 山 口 ● ● ● ●

花 蒔 「野 市 湖 東 山 口 ●

辻 屋 野市湖東中 ● ●

中 村 野市湖東中 ● ●

下菅沢 野市壁里萱奎型L ●

子 の神 茅野市豊平福沢 ● ●

中 原 澪野市豊 平福 沢 ● ●

宮の上 野 市 豊 ● ● ● ● ● ●

経 塚 野市豊平南大 ● ●

日向上 茅 野 市 豊 平 塩 ノ ● ● ● ● ●

茅野市豊 平塩ノロ ● ● ● ●

中ツルネ 茅 野 市 豊 平 塩 ノロ ● ●

梨 ノ木 茅 野 市 豊 平 下 百 田 ● ●

師 岡平 茅 野 市 豊 平 上 古 田 ● ● ● ●

向 原 茅野市豊平南大塩 ● ●

80 立 石 茅野市豊平南大 ● ● ● ● ●

城 茅野市豊平南大 t ● ● ●

水 尻 茅野市豊平南大 ● ●

83 中ッ原A 茅野市豊平南大 t ● ● ● ●

84 神立林 野市豊平南大 ● ● ●

85 与助尾根 野 市 豊 平 東 ● ● ● ● ● ●

86 芦野市豊平東猜 ● ● ● ●

尖 石 野 市 豊 平 東 ● ● ●

88 竜 神 平 野市豊平東猜 ● ● ●

新フKttA 戸野 市 豊 平 上 場 , ● ● ● ●

90 鴨 田 野市豊平上場沢 ● ● ● ●

稗 田頭 A 野市泉野下槻 木 ● ● ● ● ● ● ● ●

92 中 原 野 市 泉 野 下 槻 木 ● ●

94 棚 畑 野 市 ちの城 山 ● ● ● ● ● ●

矢 穴 野 市 ちの塚 原 ●

永 明 寺 野市ちの上原 ● ● ●

104 地蔵堂 野 市 ちの上 原 ● ●

107 一 本 格 野 市 ちの塚 原 ● ● ● ● ● ● ● ●

109 永 明寺 野 市 ちの上 原 ● ● ● ●

家 下 野 市 ちの横 内 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

原 地 野 市 ちの塚 原 ● ● ● ●

123 高 部 野市宮川高部 ● ● ● ●

前 宮 野 市 宮 川 小 町 屋 ● ● ● ● ● ●

132 干沢城跡 茅 野市 宮 川 小 ET屋 ● ●

145 長 峰 茅野市 宮川二久 ● ● ● ● ●

146 狐 久保 茅 野 市 宮 川 狐 久 ● ●

下 河 原 茅野市玉川荒 ● ● ● ● ● ●
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第 1節 遺跡と調査の概観

第 3章 聖石遺跡

第 1節 遺跡と調査の概観

遺跡の標高は1040m前後であり、尖石遺跡と同じく、縄文時代の大規模な集落遺跡では比較的高位な位

置にある。台地の最大幅は80m、 遺構の確認される範囲の長さは550mと 長大である。

聖石遺跡 という名は、古 くから畑の中にあった安山岩の巨礫「ヒジリ石」に由来する。当地は以前から

土器や石器が拾えることで有名であった。高燥な台地上であるため、桑畑などに利用されていたが昭和34

年に大規模な開田工事が実施 したところ、多 くの遺物が出土 したという。またその際に縄文時代の遺構の

大半が破壊されたことから、長峯遺跡とともに縄文時代中期の大規模な集落遺跡でありながら、「失われた

遺跡」と認識されていた。

今回のほ場整備事業は、聖石遺跡の立地する台地を削 り、その土で谷を埋めて施工するという大規模な

工事である。県・市教育委員会と関係部局は複数年度にわたる保護協議で、台地を残す施工を検討 したが、

周囲のほ場が完成 しつつある中で、台地を残す工事は工法的に困難であり、記録保存を前提とする発掘調

査を実施することが決定 した。

平成 8年度に茅野市教育委員会が実施 した確認調査では、開田工事による遺跡破壊部分は僅かであるこ

と、調査必要面積15,000ピ (試掘では予想遺跡面積12,000ピ 以上であるが、試掘範囲外への遺構の広が りを

想定)、 遺跡内の土層堆積状況は良好で、縄文時代の文化層である黒褐色土層中に礫や焼土跡が存在 し、部

分的に2面調査が必要である、といった結果が報告される。昭和34年 の開田工事では、傾斜する台地に水

平な田面を作る際、田面毎に山側を削って谷佃1に盛 り付けるという工法を採用 しているため、基盤層まで

削平される部分と、逆に盛 り土によって良好な状態で保護された部分とが相互に分布 していて、結果的に

調査範囲は台地全体、つまり遺跡全体に及ぶこととなる。この状況は長峯遺跡でも同様である。

平成 9年度の市教育委員会の調査は、調査範囲確定を目的とした試掘調査と市教委 1～ 3区の本格調査

である。試掘調査では、台地平坦面最大幅部の南斜面 (市教委 3区)における縄文時代後期の敷石住居跡

および配石群、斜面低位における土坑、焼土跡の発見があり、発掘調査面積 (ト レンチ調査のみも含む)

は20,000ぽ を超えることとなる。市教委 1区は県埋蔵文化財センター調査区に接する南斜面と、西へ100m

離れた台地平坦面にあたり、 トレンチ調査 と拡張範囲の合計440ぽから7基の土坑が検出されている。そ

のうち4基は貯蔵穴と考えられている。詳細な時期は不明であるが、東に近接する県埋文センター I・ P、

Q区の遺構群に含まれると示唆されている。

市教委 2区 (2,800♂ )は県埋蔵文化財センター調査区東に隣接する台地上にあたる。竪穴住居跡 併電文

時代中期後葉 4、 後期前半 1、 不明 1)、 方形柱穴列 2基 (縄文時代 )、 土坑107基 (縄文時代 )、 焼土跡 1

基 (縄文時代)である。

市教委 3区の台地南斜面部では礫群の諸記録、敷石住居跡や配石・列石の検出を実施 し、平成10年度に

継続調査することとなる。

平成10年 度は市教育委員会 と県埋蔵文化財センターが地区を分けて調査 を担当 した。市教委は3区

(1,360ピ )において、縄文時代の住居跡19軒、方形柱穴列 2基、土坑219基、配石 6基、列石 8基、埋設土

器 1基、焼土跡 7基、土器集中2箇所、黒曜石集積 1箇所、流路跡 1条 と縄文時代の遺物包含層が検出さ

れている。平安時代の住居跡 1軒 も見つかっている。

この調査は斜面部を造成して作 り出したテラス部に縄文時代後期前半の9mを超えるような大形の敷石
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住居跡や配石、列石などが濃密に重複 していること、台地下位つまり谷地形の上部に当該期の土坑や方形

柱穴列が発見されることなど、台地平坦面における縄文時代中期後葉の大規模な環状集落の形成以後の、

新たな集落形成の一様相を提示する稀有な例 となった。

県埋蔵文化財センターが担当した調査区は、遺跡の主体部である台地平坦面の最大幅部にあた り、調査

面積は15,600ピ である。そのうち西側1,000♂ 分は国道299号線の付け替え関連事業に係る範囲である。

調査区は市教育委員会が実施 した トレンチ溝、表土除去範囲がそのままの状態でシー トにより保護され

ている状況であった。それら先行調査部分の調査状況の把握と基本土層の確認によって、 2面調査が必要

な部分が、最大幅部の西半分にわたり、そこでは縄文時代後期面 (Ⅲ 層遺物包含層中に存在)と 縄文時代

中期面 (Ⅳ層上面、中期遺構を確実に検出できる面)が存在することを再認識 した。またそれ以外の地区

ではⅢ層がほとんど存在 しないため、現旧耕作土を除去 したのち、Ⅳ層上面での面的調査を実施する必要

性を確認した。

調査は平成10年 4月 13日 に開始。本体工事の工程により、西側の台地の狭まる部分から着手した。国道

299号線付け替え工事分を先行 して実施 し、西側地区を都合 2回明け渡しつつ、調査期間の大半を最大幅部

の完全発掘に要 した。規模の大きさ、 2面調査、遺構の密度の濃さに苦慮 しつつ、ようやく平成11年 1月

14日 に調査を終了した。

旧石器時代 (約 12,000年以上前)平 成 9年度の市文化財課の調査では、旧石器時代に属する石器が出土

しているが、県埋文センターの調査では見うかっていない。地区の一部では縄文時代中期の遺構検出面に

あたるⅣ層上面下位の基盤層について トレンチ調査を実施 したが、成果は上がっていない。また非常に密

度濃 く分布する縄文時代の遺構を調査 しても、旧石器時代に該当する遺物の痕跡が見当たらない点を勘案

しても、当該期の文化層の存在は非常に希薄であると考えてよいかもしれない。

第 2節 縄文時代の遺構

概 要

今回見つかった遺構の大半は縄文時代中期から後期に該当する。遺構 としては竪穴住居跡116軒 併電文時

代中期91軒、後期25軒 )、 掘立柱建物跡17棟、屋外埋設土器15基、遺物集中14箇所、炉跡・焼土跡30箇所、

土坑1,618基 である。

竪穴住居跡の個別の記載は、原則的に次の順序である。遺構番号、掲載図版番号 (割付図版・個別図版 0

PL)位置 (地区・グリッド)、 所属時期、検出面、形態・規模 (主軸長、副軸長、床面積、壁高)、 床面、

ビット (数、主柱穴、所見)、 炉 (位置、形態、所見)、 埋甕 (有無 0数、埋設位、所見)、 付属施設、遺物

の出土状況、埋没過程、重複関係、備考。主な計測基準、記述基準は以下のとお り。

位置 遺跡単位で設定したグリッド名を記入している。

所属時期  区分基準 :土器の時期設定による。 (第 3章、第 3節参照)

認定資料 :当該住居の時期を決定した根拠を示す。 (例)埋甕の時期、床面の遺物など

検出面   当該住居を確認した調査面を示す。

形態・規模 平面形 :調査図化 した状況から、円形、方形、五角形、長楕円形、後期住居跡には柄鏡形

をあてはめている。即断できない形状の場合、略円形などと表現 している。

主軸方向 :平面形、炉・埋甕の位置から主軸線を推定した。敷石住居跡の場合張 り出し部

の中心線および対ピットの中心線を延長させて設定 している。その表記は座標
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第 2節 縄文時代の遺構

北から東西方法への傾斜角を示している。 (例 )N12° W
また、主軸線が推定できない場合があり、その場合には平面形の長軸方向を計

測 した。

主軸長 :主軸線上の壁間の長さを平面図より計測 している。壁の残っていない住居につい

ては周溝などから推定計測 した。長軸長を計測 してある場合 もある。

副軸長 :主軸に直交する軸上の壁間の最大長を平面図より計測 している。長軸に直交する

短軸を計測 しある場合 もある。

壁 高 :基本的に平面図及び断面図からわかる、最も深い位置で計測 している。

床面    貼 り床や硬さなどの調査所見。

ビット   数 :当該住居跡に伴うと考えられるビットの数。重複の著 しい調査区では、遺構単位での

分類ができていないため、調査時のままの数である。

主柱穴 :位置と大きさから主たる柱穴と推定 したピットを記載 している。

炉     位置 :住居全体からの位置

形態 :石囲炉 (掘 り方が浅 く、主に亜円礫を並び囲んだ炉 )、 石組炉 (掘 り方が深 くく扁平

で大形な礫を立てて組んでいる炉)、 埋甕炉、石囲埋甕炉、地床炉 (浅 く掘 りくぼめ

た穴をそのまま炉に用いている例 )

埋甕    位置 :住居全体からの位置

数 :当該住居に伴う埋甕の数。

埋設位 :正位、逆位を基本 とし、傾斜 して埋設されているものは正斜位、逆斜位 と記 した。

遺物の出土状況    特徴的な遺物 と、その出土状況を記 した。

埋没過程  土層観察で得られる住居の埋没過程を記 した。

掘立柱建物跡の個別記載は以下の通 りである。

遺構番号、掲載図版番号 (割付図版・個別図版・PL)、 位置 (地区・グリッド)、 旧遺構名、所属時期 。

認定資料、検出面、形態・規模 (柱配置、主軸方向、主軸長、副軸長)、 ビット個別所見 (平面形、断面形、

平面規模、深さ、柱痕)、 重複関係、備考。

主な計測基準、記述基準は以下のとお り。

所属 時期 :概 して出土遺物が少ないため住居跡のような詳細な時期区分は捉えられないが、重複関係

などを考慮 し、極力所属時期を決定した。

構造・規模 :柱配置 柱間を短軸・長軸の順に数える。 (例)1間 ×2間

主軸 方向 :長軸方向で推定・計沢1し た。

ピット個別所見 :ビ ットそれぞれの属性を記載した。

重複 関係 :平面・断面、また調査所見から重複関係を求めた。

なお調査段階で建物跡 と認定した遺構はST01の みである。他は濃密な遺構重複から、明確に認定でき

なかった。そのため個別土坑 として登録・記録 し、配置から建物跡の可能性のある土坑はその所見を捉え

た。整理業務では縮小 した全体図と断面図から建物跡を組んでいく作業を重ねた。その結果、17棟の建物

跡を確認した。なお出来る限り明瞭な矩形を呈する配置にのみ限定して選択 している。
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表 3

2 縄文時代 中期の住居跡 (表 3)

聖石遺跡縄文中期住居跡 (1)

齢
辞

吉J付図版 個別図版
位置

所属時期

検出面

形状・規模

床 面

ビット

認定資料 嘲
分

嘲
分

嘲
分

埋土出土土器の
時間幅 (徴量混 平面形

主軸方
向

主軸振 ヨl中由長 壁漕
数 主 柱穴  1  所見

埋甕 中 期 鎮 中晦 ～3 Ⅲ層中で黒
色溜りを確
認した力`、
明確な検出
はⅣ層上面
である。

略円形
炉付近がやや低
くなる。

円鰤
ほ欄詐

36,37μ 埋 甕 中期 後菜 中期後葉1～ 4 Ⅳ層上面 円 形 堅固な腱 床 . 住居改氣 拡張
に伴い、柱穴も
再掘肖1搭 れてい
るる。床面にある
P6は貯蔵目的
か。

∞ J 伏甕 ? 中期 後葉 Ⅳ層上面 円形 堅麟 腱 床. P2は石棒を埋設
するため 堀
方.   P6は
入り□施設か。

埋土 中期 篠 中期隆葉1-2 Ⅲ層中で黒
色溜りを確
ル たが、
明確な検出

円形 軟弱. P1234p5 柱穴は糸K深い。
土質から1層は
柱痕と考えられ

2526 中期 僻 中期後葉102) Ⅳ層上面 隅丸五角形 やや軟弱. P6以外はJさな
柱穴である。

中期 篠 中持閣多首 Ⅳ層上面 不整円形 軟弱. P12β5ββp 柱穴は比較的細
く深い。P6pに 土
質差から柱痕確
認 P7は入リロ

洪臨没か。

ビット内 中期 鎮

前葉

Ⅳ層上面 方形(敷石
住居

"?

軟弱.敷石状に
扁平な礫が難
並ぶ。

敷石下にlm程 の
ビットカもる力`、
性格不明.

埋土 中期 篠 中持燿鋼ヨ

“

Ⅳ層上面 円 形 蜘 3. 不明 ビットは床面で多
数検出したが、ど
のビットカt本跡に
伴うか不嗽 あ

埋土 中期 後葉 中膜 ～ Ⅳ層上面 隅丸方形 一部堅疏 部分
あり。

主柱穴は難 く
深い。P9を主柱
穴と判¨ たが、
その上にあるP8
もその可能性が
ある。

I・S-23X-3 炉内ほカ 中期 後 葉 中嘘 ～3 Ⅳ層上面 堅固. 9(床下ビット2) P137p 柱穴は糸Kれ .ヽ

P2βは補助柱穴
と考えられる.

い
］

埋甕 中期 後葉 中持罐鋼お

“

Ⅳ層上面 隅丸五角形 北側堅固. 柱穴はな 、土性
から柱痕を確認

埋土 中期 篠 V層上面 円形 ? 削平 . 一部堅磁 部分

あり。
円形に分布

埋 土 中期 篠 Ⅳ層上面 円形 ? 削平ら札 . 重オル ている。2

組あるか。建替
えの可能性あり。

埋土 中期 篠 中持燿錨⊇-5 Ⅲ層上面 不 明 郭 3. 不明 多数のビットを検
出したが、最終
的にどれが本跡
に伴うか判嗽
きない。

36Jμ I・S-2印 -21 埋甕 中期 鎮 中期隆葉:A巧 V層上面 不整五角形 Nlぴ W 堅固。

絆 15,1020
東側の拡張に伴
い、主柱穴も移
動している。

埋甕 中期 篠 中期後熟 ～4 Ⅳ層上面 入リロ部が

やや突出し

た円形

堅固。 P82′
「 主柱穴は大きく

深い。円邸 は位
置的にも性格不
明にある。
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第 2節 縄文時代の遺構

離
器

炉 埋甕

付 醐 遺物の出土状況 埋没ila程 重複関係 備考

位置 形態 所見 有無・数 埋設位 所 見

り。新炉の
下位に旧炉

検出.

石囲炉.

旧炉を破
壊埋設
後、新炉
を構郷
た可能性
あり。

新炉の左炉石除去されている。
旧炉には、裏込めの小礫のみ

瑯 が、石囲炉と推定。

入リロ、周

溝際に 設

置。正位。

底部を欠いた深準1に

正位に埋れ てい
る。掘り方はス 、柱
穴的.

周溝が全周. Plの上部から、筒型

の特殊土訂 289)力 t出

土している。

レンズ状の堆積状況
で自然埋没の可能性
が高いが、2-3層内
に多重の土器、石器
が廃秦されている。

'重複新・・SOSK61

中央奥寄
り。

石囲炉 .

1日姉 不

唯 力`、

石囲炉で

あろう。

新炉の炉石は四方に扁平な礫
を組み、さらに入リロイ月に は扁
平厳 横に置いている。
旧炉はその礫の下位にあった

と考えられる。
炉右奥隅には小型土器が埋設
されている。

入り□a炉 1

甕1は 底部
欠損正位、
桐 、3は □

～胴上半
のみ、正
位.

埋郵 力t2を切る状
況.埋珈 は内側の
周消睦切っていて、こ

の埋甕が埋設脈 帽

最も新しいと半嗜麻
きようか。

周溝力鯰重にまわ
る.内側力Ч日住
居のものと考えら

れる。

炉隅の埋」 は新炉に
わ が、土器型式は最
も古い。'

覆土が,邦 たヽな 言羊
細は不明.EEL上面
に焼土プロック点在.

重複新 "鉢

“

中央奥寄 石囲炉 . 大形の石組み炉であるが、石

は抜き取られている。炉はその

後埋め戻されている。

石棒の埋設・建
立施設(P2)が 炉

奥にある。また石
棒の周囲には扁
平な硼とともに、
底部を欠く土器
(179)が出土して

床面には、左記以外
に土器181がある。ほ
かは1層に土器が麟
されている。

炉は人為的な埋没。
石棒建立後、藤
れ、後は 自然埋没.i

層は窪み地形に土器
力靖麟事れ、その後
自然埋れ た状況.

重複新・・SK49コ

中央奥寄
り。

石囲炉 . スjこし′ら 床面から高さ20m前
後 柱穴より内イ貝‖こ完
形土器が多量に廃葉
されている。石器も多

土器の一括廃棄以

後、自然理没か。

中央奥寄 石囲土器

炉 .

扁平な礫堕敷き並べた浅い炉.

中央に胴

"た
土器を埋れ て

いる。

札 . 4it′ . 床面および床面から高
さ1 0cmほ どの範囲に
完形に近い土器や大
形把手、石皿などの石
器力`多量に出土.

土器廃業後、自然埋
れ 、その後SB23構

築のたへ 覆土南側
が掘り取られている。

中央態 石囲炉 . 扁平な亜円厳 円形に敷き並
べた,邦 炉ヽ.

ノtぼ _′ . 炉の周囲および、床面
から高さ10師の範囲
に完形に近い土器が
一括廃葬されている。

土器廃棄後は 自然理
没と考えられる。P7

上部にある4層は別
遺構の覆土か。

なし。茅野市の試掘トレンチで西
隅が破壊されている。

不明.

「
・ 遺物は非常に少ない. 自然埋没と考えられ

るが、傾斜地のため
詳糸Ⅲま不嗽 ある。

札 . 北斜面で検出.敷石住居の一種と考
える。北佃‖ま崩れ て不明.

中央 . 石囲炉と
it[,i三 .

炉石が撼責取られている。礫が
わずかに残存する。

ノud_′ . 炉付近の堆積が乱ね
ている。炉の破壊行
雄 示すか。それ以
外は自然埋没.

重複古…SB12 南佃‖ま開田工事て削平されている。

中央奥壁寄
り.

石囲炉. 炉石が撼薦取られているが、掘
り方の形状から扁平礫を組んだ

炉と判断する。

北東壁、西壁の
一部に周消あり。い土器が出土してい

る。一括廃棄の様本睦

重複古…SB72   重複新・・
SBl1 27,9

中央奥壁寄
り。

大形の石
囲炉.

奥壁側の炉石が抜かれてい

る。焚口部には扁平な礫が横
に置かれている。焚□部手前
の床面は被熱する。

東壁に周溝. 床面付近から土器出
土。P7から小形の香
炉形土詠 129)出土.

自然埋没.覆土をき
るビットが土層断面か
ら観察できる。

重複新・・SK,774

中央奥壁寄
り。

炉石は奥壁以外取り除かれて 正位 体下半を打ち欠き、

埋乱 ている。上部

は削平のため不明 .

北東壁に周溝あ 少ない。 自然埋没.農道の造
成で南西部破塩

4ょ L′ .

中央奥寄
り。

石囲炉 ? 掘り方のみ.火床広く分布.

残存。
れ 。 不明. 床面下位まで削平.

中央奥寄
り。

不明。 火床のみ。 た爪ン ● 周溝が東壁際に
残存.

札 . 不明. 4まし′. 床面下位まで削平.

中央北側よ 石囲炉 )邦 たヽらい状の掘り方の炉。中
央に火床あり。炉石などはな
い。取り除かれたのか。

東壁に周溝. 床面から覆土に

破片が散在.

土 器

に本厳 切る土坑ら
しき落ち込みがある。

SB1 33,SK11師 ,2115J16重 複
不明…SKl1 4,510

中央奥寄
り。

石囲炉 裏込めの石のみ残るが、掘り方
から方形で深い石囲炉と判断
する。

1…体下半

欠く、正

位。上部が
311れている
要因は不
明.2・・・体
下半欠く、

土器形式や埋設位
置から、2→ 1の順に

埋設されたと考え
る。住居の拡張に伴

南東壁に周消あ 床面から覆土に土器
破片が散在。

自然埋没.覆土上層
を切ってSB31炉 が構
築されている.

重複古…SB1721    重複
潮テ・・SB3'

中央奥寄 石囲炉 方形で鴻 石ヽ囲炉。焚□部の
炉石は横に置かれている。

体下半欠
く、逆位。
上部に石
蓋を置く。

土器の把手をお 取
り、体繊 丁寧に打
ち欠き、体部中央に

円形の孔を開すた深
,棒 逆位に埋れ て
いる。その後扁平な
石で圭諸している。

炉北西1月 1こ 伏せ
罫 169)あり。主
柱穴際には立石
状或いは敷石状
に扁平礫が置か
れている:

伏せ甕以外にも完形
率の高い土器が床面
およびビット、炉内から
出土している。

自然埋没.P5は 本跡
の覆土を切っている
たぬ 男J遺構と考えら
れる.

重複新・。SBl(敷 石住居

"重複古…SB24
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第 3章 聖石遺跡

表 3-2

蹴
辞

害J付図版 個別図版
位 置

所属時期

検出面

形状・規模

床 面

譲 聟 1
大時期区

分
中時期区

分
小時期区

分

埋土出土土器の
時間幅 (徴量混 平面形

主軸方
向

主軸長 副軸長 野
ｒ

数 主柱穴 所見

埋甕 中期 憾 中持湾鋼摯 不整楕円形 貼り床堅日。床
下層あり。

柱穴からすると3
本柱の構造が考
えられる。P4は

床下検出.性格
不明.

埋 土 中期 後葉 中瞬 ～ 3 Ⅳ層上面 円形 堅固. ビットは床面で多
数検出するが、
すべてが本跡に
伴うか判断できな
い。柱穴はP2β

以外、比較的□

径が大きい。

埋 土 中期 鎮 中持湾鋼⊇-5 Ⅳ層上面 円形か。 堅□. 東壁際の小ビット壁際に」ヽビツトが
ある。柱穴の性
格と考える。

埋 土 中期 後葉 中期後熟 ～4 Ⅳ層上面 略円形 南側堅固、北側
SB08覆土上は

軟弱 .

柱穴は糸K深い 。

I・ S-22・ 23X― 埋 土 中期 後 菜 中持湾衝酸 Ⅳ層上面 やや軟33. 主柱穴は3基検
出したが、SB19
に切られる部分
は不明.

1516252 埋 土 中期 後葉 中期後熱 ～4 Ⅳ層上面 横長の隅丸
六角形

非常に堅固. P7メ fヽ 4β 奥壁のPlを含め
5本柱を想定す
る。

埋土 中期 篠 中期後 菜1～2 Ⅳ層上面 円 形 堅固. 糸K長い柱穴.5
本柱を想定 .

埋 土 中期 憾 中期降鋳酔

“

Ⅲ層上面 柄鏡形 (敷

石住居

"

敷石が入り□側
に一頂点を持つ
五角形に並ぶ。
それ以外は軟
33.

不 明 本跡に伴うビット
を抽出てきていな

埋 土 中期 後葉 中晦 ～4 円 形 一部堅固な部分
あり.

Pl,4鳥7,9 SB38と重複する
が、位置関係か
ら主柱穴を抽出

埋 土 中期 後葉 中持燿鑽お 不整円形 一部堅固慮部分
あり。

不明 門は主柱穴崎て
あるが、ほかの
柱穴を抽出でき
ない。

埋 土 中 期 後 菜 中期隆顧Ю

“

Ⅳ層上面 奥壁がやや
平らな円
形.

堅固 . Pl,6他抽出でき
ない。

位置と形状から
P16を主柱穴とと
した。3本柱とし
てST1 0P4辺 りに
もう1基入ると予
想される。

炉 中期 後葉 中持降錯⊇へ石 Ⅲ層上面 不 明 不 明 不 明 不 明

辺りが本跡の柱
穴の可能性があ
る。

埋甕 中期 後 菜 中期後勲 ～3

褐色土溜り
を硝蠣Lプラ
ンはⅣ層上
面で検出.

隅丸方形 堅固 . %は入り□施設
に伴うビットか。
P7の性格は不明
である。

埋 土 中期 後葉 中持燿鑽お Ⅳ層上面 堅固. Pl脇の間は小
ビット.主柱穴の
東側(P2,3)は 深
いが、西側
(Plの は浅い。

ビット他 中期 鎮 中購 軟弱. P10J lは それぞ
れ 基の柱穴で
あるが、新旧は
不明.建替えが
あったと考えられ
る。

2122272 埋土 中期 後葉 中期後葉1～2 Ⅲ Ыl函黒
褐色土溜り
を確轟Lプラ
ンはⅣ層上
面で検出.

不整円形2
軒。

一部堅固慮部分
あり。

明確てはない
が 、

組が想定でき
る。新旧はP10が

P‖ を切る。

2軒の住居のビッ
トが重複するが、
明麟 新旧関係
は不明にある。
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第 2節 縄文時代の遺構

構
号

遺
番

炉 埋甕

付属施設 遺物の出土状況 埋没過程 重複関係 備考

位置 形態 所見 有無・数 埋設位 所見

中央奥寄
り。

石囲炉 焚□部以外の炉石はすべて除
去されている。 く、逆位.

やや斜位.

炉猥‖こやや傾く。 周溝 Plから磨製石斧出
土.

覆土Ж 、不明.

中央奥壁寄
り。

石囲炉 . 炉石は全ぐよいが、掘り方の形
状から石囲炉と判恥 た。

札 . 入り□以外に周
わ り.

全体に少ない。 自烈u卦責. 重複新・。SB1 8

中央 石囲炉 Plとしたビットが焼土を伴うた
め、石囲炉と考える。

北東F_Hこ 伏せ甕
あり。

少ない。 不明. 重複新 。・SB1 39ρ 9 南西側が難 く削平されている。

ほぼ中央. 石囲炉 . 扁平な磯疑外{員 ‖こ;Кように組
んでいる。焚□部(南東1貝 Dの
み、柱状の碑堕横に据えてい
る。

床面に扁平な礫
が分布.性格不
明.

特徴的な状れ 。 覆土下位はやや乱れ
ているが、上層は自
舛ヨじ銘だろう。

重複古…SB08

中央奥寄 石囲炉. 炉石はすべて残れ ないが、掘
り方などから)邦 石ヽ囲炉と考え
られる。

北壁に周溝 . 覆土中層に大量の土
器や石器が藤 れ
ている。

自然埋没後 土器の
一括廃葉が瞭 れ
る。

重飾 ・・SB1998(敷石住居帥

寄り

石囲炉 しっかりと組まれた方形で深い
石囲炉.焚口部の炉石は床面
に平らに置かれている。

Plのビット上位に

釣手土器i30が

埋設されている。
周溝、南西壁際
には古い周お
床下から検出.

東壁際から石樟3が出
土している。

自然埋没と考えられ
る。

重複新 。・ST:6FtSTil Pl

寄奥軟
り。

石囲炉. 緯 麒こ長い、楕円形の)邦 石ヽ
囲炉

43ロ ヒ′. 周溝。北東壁際
に自然礫の石柱
がやや悔いて立

床面から、3層に力ヽす
て、完形土器や石器
が多量に出土してい
る。

遺物の廃棄雀 自然
埋没だろう。

重複新・・SK164

主体部ほぼ
中央.

小形の石
囲炉.

外反する炉石で組まれた炉.

欠損 (後世
の破壊か)

や西よりに1基埋設.

底部は残存する。

五角形の敷石は
外形部分はよく残
るが、炉周囲の
床面では礫の残
存は悪い。

破片が一定量出■b
ている。床面付近が多

不明 . 重複古…SB99J 2′ 2,13 外胸 インは整理で推定した。

り。

中央部をST02P41こ 壊されてい
るが、浅い楕円形の石囲炉で
ある.

検出面から床面が近
いたな 全体に少な

不明. 重複新・。SttST" 住居の南東部分が、後世の投乱で
大きく破壊されている。また上面も耕
作によって削られている。

中央奥寄 石囲炉 掘り方から石囲炉と推測する.

炉石がなく詳細不明.

4ょ t′ 。 一部に周溝あり。少ない。 自然埋没の後、
SK143が 掘り込まれ
る。

重複新・・SK143

中央奥寄
り。

石囲炉、
北東隅に
小形埋設
土器あ
り。

方形の深い石囲炉.北東隅の
埋設土器は底部を欠き、正位.

札 . 自然埋没と考える。 重複新・・

体力t)かめ
ないため位
置は不明.

囲炉.

Ⅲ層上面で検出.炉石が後世
の削平などで破壊されている。

札 . 炉内より少量 . 不明. 重複古…SB:7,18

中央奥寄 方形の石

囲炉.

炉石は残れ ていない。内部に
一部が廃諫される。

南側入り□

壁直下、周
溝寄り。底
部欠.正
位、やや斜

石蓋は5(m程西{貝‖こ
ずれて、土器の一部
露出.掘り方は貼床
(2層 )され、貼床直
下に磨製石斧(10

周溝が全周 . 覆±4層に集中的に分
布.礫ム 、土器は破
片が多い。接合率は
高いたぬ 礫とともに
一括で康珠委ねた様

瑯 層までが自然埋
没。4層で遺物が麟鬱
さ社 後、更に自然
埋没といえる。

重複新嘉SK163

中央東にず

れ、やや奥
寄り.

方形の石
囲炉。

比較的厚い扁平離 4面 立てて

組んでいる。
南東壁勢に周
溝.炉北奥に伏
せ甕p62)あ り。

覆土Ж 、遺物少な 床面直上4層と1層

の間に焼土がまばら
に分布する。4層堆不1

御 こ、この住居内で
火を燃やした痕艦
考えられる。

れ 。 空瀬1図に炉個別酵 合成。

中央東にず

れ、やや奥
寄り。

炉囲

？

石

か
不定形な掘り方と、中央に火床
部分が残る。破嚇 れた石囲炉
であろう。なお形状から作り替
えがあった可能性もある。柱穴
同様建替えを示唆するか。

ビットは多いが、
上面に別遺構が
存在する可能性
あるが、詳ふ日は
不明である。

覆土がス 、非常に少
ない。

不明. 新旧不明…SB17

中央やや西
壁寄り。

楕円形の
浅い石囲
炉か。

炉石らしき亜円勒 Ч個ある
が、現位置性 ない。火床僅
か。不整形な堀方のた″ 軒の
住居の炉の残骸か。

P14から深
3柁90の ロ

縁部の1/4

程度が正位
の状脈 出
土。これが
埋甕の類

P14は北よ
りの住居の
周消と重複
して、南東
壁際にあ

古いビットあるいは、
解れ た後、柱穴に
埋れ たような性格
だろう。

周溝が2条巡る。
その状況から2軒
の重複といえる
が、新旧は不明.

少ない。床面とP'4の

土器290が,れてい
る。

覆土)メ、不明.土層
は単紅

2軒の住居の新旧は不明。
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第 3章 聖石遺跡

表 3-3

構

号
遺
番

害J付図版 個男1図版

所属時期

検出面

形状・規模

床 面

認定資判
大時期回

分
中時期区

分
小時期回

分

埋土出土土器の
時間幅 (姫混 平面形

主軸方
向

主軸長 副軸長 邸
ｒ

数 主柱穴 所 見

212231β
2脚J

埋甕 中期 後葉 朝 誰 熟

“

Ⅳ層上面 入口部が突

出した励
五角形

堅固 . 旧住居…
P27ρ J 322新住
居…P181624

拡張住居。新旧
住居ともに周溝
際に柱穴あり。IE

住居の柱穴
P9J327は 貼床
されている。

埋甕 中期 篠 中持構錨ヨ朽 Ⅳ層上面 入口部やや
突出する隅
丸五角形

堅固. P6β,10は柱穴
際、P5,7ρ は東西
北生の柱穴間の
壁際にあり。補助
柱穴か。
PllJ 2,'3は 入ロ

壁隙 こ並ふ.

埋 土 中期 後葉 朝 誰 卿

“

Ⅳ層上面 隅丸方形 PiFββρ SB28と重複する
が、位置関係か
ら柱穴を抽出し

埋甕 中期 鰈 中期後熱 ～4 Ⅳ層上面 入□部やや
突出する隅
丸五角形

堅固
`

17′ 18212
22324β l,

炉縁埋 甕 中期 後葉 中期後葉い

“

Ⅳ層上面

隅丸五角形
堅固. 旧住居…

P24風 11新住居
旧住P4は貼床あ

炉内ほか 中期 後葉 中持降鋼静卜4 Ⅳ層上面 円形 堅固. 5本柱の柱穴 .

I・V-2,W電 21, 埋土 中期 後葉 中期陶鋼酔

“

Ⅳ層上面 横長の構円
形

堅固。 基 壁際に柱穴あり。
炉の軸と対屁
た配置.

i317,18,1

920
埋甕 中期 後葉 中持機鋼酔

“

Ⅳ層上面 堅固. P1236,'0補 助
柱穴か (P4JO)

壁際に5基の主
柱穴。内側の溝
隅にも小ビットあ

17,13i92 埋 土 中 期 後葉 中朧 Ⅳ層上面 隅丸方形 堅固 . 巴 1,17,15 主柱穴以外にも
小ビット多い。帰
属不明。

埋土 中期 後栞 中期後勲 -3 Ⅳ層上面 円形に近い

隅丸五角形
堅固。 4基 四隅に柱穴.

13,7,131 埋甕 中期 後葉 中持構鋼毬 隅丸方形 堅固。 (10 壁際の四隅に柱
穴.小ビットは上
部遺構のり層属
か。不明。

埋甕 中期 後葉 中期隆葉1-2 Ⅳ層上面 堅固 . Pi 2「 p他不明ら不明。南側は別
住居助叱重れ 、
半1男 IКきない。

埋甕 中期 後葉 中期鵬鋼

“

堅固. 不明. 壁周囲にビットあ

るが、主柱穴は

不明.

12,13192 埋 土 中期 後葉 中期後棄 ～3 Ⅳ層上面 円形 堅固 . P12βρ,10 壁際に5基の主
柱穴.

埋土 中期 後葉 中期後菜 Ⅳ層上面 堅日 . 4本柱.

炉 内 中期 後葉 中期 登菜4 Ⅳ層上面 堅固 . 壁際に主柱穴。
基
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第 2節 縄文時代の遺構

遺構
番号

炉 埋甕

f寸属施設 遺物の出土状況 埋没過程 重複関係 備考

位置 形態 所 見 有無・数 埋設位 所 見

中央やや奥
壁寄り。

炉囲

？

石

か
礫など札 .方形の堀方から石

囲炉と判断する。中央に火床。
焚口側の堀方テラス状.

新住入□に 正位、上部
石蓋。

底部を欠いた深3経
正位に埋れ てい
る.掘り方はス 、柱
穴的.正位に埋設、
上面に川原礫の機

旧住の周溝 (内

イ貝Dと新住の周溝
(外 1貝 Dそれそれ
全周.

炉内、床上10m鯉 層
内)に 土器多量出土.

レンズ状堆積 (自 然
埋没か)。

SK899に 切られる。SK1 50eと前後
関係不明.

炉廃絶、遺物投棄の様相.

中央やや奥
壁寄り.

方形の石
囲炉

堀方比較的浅い。炉石は大形

の角礫.奥壁側の炉石はP7上

床面て検出.中央火床よくjntj
る。

入口壁際に 正位、石 底部ある深釧遊正位
で埋設.内部に関
が入る。石蓋1ま扁平
なl‖原此

北東壁際に周
溝.

散漫。炉際床面に石
棒が倒置.

床面中央オ慮蛇箇
所。レンズ状堆不ポ自
然埋没か).

4it′ .

中央奥寄
り。

石囲炉 炉石は焚□部が横に置かれ、
東側が斜瑚 こ立つ。それ以外
は残れ ない。掘り方から、比

較的深い炉を想定する。

4ょt′ . 炉上よりほぼ完形の
土器‖9J23出 土

検出面から床面が近
いため、埋没状況は
不明にある。

重複古…SB28   重複新 “

中央東側、
やや奥壁寄

炉

・

囲
骸

石
残

炉石ないが、堀方形状から石

囲炉と判断.火床広範囲.床面
から露出する大形の自然礫の
ため位置制約.

入□に 1

脚̈』
石蓋は扁平な安山
岩.埋甕から西へや
やずれる。

P3内南 {Л‖こ′Jヽ形
深鉢埋設.底部
欠き、正位.

平面中央、床上10m
の範囲に大量出土.

土器完形率高い。

レンズ状堆不ポ自然埋
没。)

4it′ .

中央奥寄
り。

方形の石
囲炉 やや残る。入□側掘り方ややテ

ラス状.

器 (埋甕如
奥寄り北西
隅に底部
欠く′」ヽ形深
鉢斜位で
埋設.

周溝全周 . 炉内および中央付近
の床上から覆土内に

集中する。

レンズ状堆積 (自 然
埋D

スょt′ . 西IЛ‖まトレンチで掘削除去されてい
る。

中央奥寄
り. 囲炉。

炉の軸線は主軸と約45度 ずれ
ている。炉石は川原畿 一部欠
損.

れ 。 周溝全周. 1女〕L. 単鳳 自然鯉没か)

主軸から東
にず社 奥
壁寄り。

囲

？
掘り方形状から、石囲炉と判
断.炉石一部に残る。火床中
央.焚口1員レラス状.

周溝.

の範囲に大量出土.

土器完形率高い。

レンズ状堆積(自 然
埋没か)

SB46を切る. 炉離 遺物投楽の様相.

中央奥寄
り。

Ж 不定
形な掘り
込み.火
床あり。

使用時の形状は不明にある。

火床は南東 1月‖こ分布 .

入 口に2 1…石蓋 .

掘り込み の

下位に一

括破片。2
…正位

1…一括土器の破片
が重なる状驚 2…

底部穿孔の小形深
,権埋置。

炉周辺のビット間
にコの字状の溝
あり。

石社 石皿が入□床

面から出土.

1層土に礫や土器が
多数入る。

中央奥寄 ョl炉を持
つ方形石
囲炉

ヨl炉が北東隅に残る。炉石は

あ ない。中央に火床あり。
少 水平堆千ポ自然理没

か?)
SB90を切る。 農道により南西側削平

`

戦
り。

韓

推定.

掘り方円形.小礫のみ残る。 札 . 周溝. 1慢
か?)

SB4創 こ切られる。

不明.LMに
切られる。

入□中央寄
り1

底部欠9臀札 周溝全周 土器

“

床面出土。 水平堆不郎自然埋没
か?)

LM04に 切られる。

中央奥寄 精円石囲
埋甕炉

扁平の川原礫盗並べ、中央に

小形深鉢(底部欠く)を 正位で

埋置.火床ない。

床面に焼土あり 少 . 単層(不 OEl。 SB49,601こ 切られる。

中…
り
。

央奥寄 方形石匿
炉.

扁平な角酵 組む。北側の炉
石あ ない。中央に火床.掘 り
方は深い。

入□1 正 位 底部欠く深鉢。 床面に焼土あり。 少。 炭層(不 り 。 SB4aI庭 切る。 削平顕乱

方形石E
炉。

焚口部は平石を横に置き、残る
面は珠拷斜めに立てている。

Jヒ期
入□部|

湖
動

周

伏

炉

」でな漿 掘り方の外周に組
む。中央に火床.

周溝 極小。 水平堆不ぶ自然燿没
か?)

ST00。 前後関係不明.

中央奥寄

炉 ?
掘り方のみ。炉石/at。 炉覆度
に小礫が入る。

周溝(北～東D )ス不明。
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第3章 聖石遺跡

表 3-4

構
号

遺
番

害1付図版 個別図版
位置

所属時期

検出面

形状・規模

床 面

認定資判
大時期回

分
嘲
分

詢
分

埋土出土土器の
時間幅 (微量混 平面形

主軸方
向

主軸長 壁書
数 主柱穴 所見

中期 後薬 中期後菜 Ⅳ層上面 隅丸方形 ? 一部堅固は部分
あり。

P12β ,4 主柱穴4基 .斜
面側のビット2基
は性格不明.

12,13192 埋 土 中期 篠 中持躍廟Ю-4 Ⅳ層上面 隅丸方形 堅固. P'2,3メ 6) 壁際に主柱穴.

炉 内 中期 後葉 中持協謗お響 Ⅳ層上面 敷石住居

跡 ?

(5.001

ている。
不明 不明 Ⅲ層中で敷石検

出.床下調巨で
帰属するビット選
択不可.

炉 内 中期 篠 中期後葉 Ⅳ層上面 炉のみ 不明 不 明 不明 Ⅳ層上面で帰属
するビット選択不

可 .

1920232 埋甕 中期 僻 中持溝額И

“

隅丸方形? 堅固. Pi rぉ ρ 鴫 11は 深いビッ
ト.性格は不明.

17,13192
02324

埋甕 中期 篠 中期後難 ～4 Ⅳ層上面 円形 (作り

替え3-4
回)

轍
詢

堅固. 古(外但D…
P92,5β 中…

P92,5,18新 (内

傾D…
P327J■16新2

3-4回 の建替え
でビットも内1員に
移動する。

232431β 炉内ほか 中期 篠 中朧 Ⅳ層上面 横長精円 堅固。 多 P10,13,12 建替えか。北壁
傾にビットメた重
になる。

22324β l,

中期 後葉 中期後菜lA4 Ⅳ層上面 円形 ? 堅固. 不 明

め帰属関係選択
不可.

2122232 埋甕 中 期 篠 中期後熟

“

Ⅳ層上面 円形 堅固. 壁際に4基、入ロ
にビットあり。

2122232
4β lメ受

埋土 中期 後葉 中期隆蘇お Ⅳ層上面 隅丸方形 蜘 3. 不明 壁踪にいくつか
ビットあるが、柱
穴は不明.

2122232
4β lメη

埋 土 中期 篠 中持機顧3～ Ⅳ層上面 方長
？鵬

形
郭 ,. P12,12β

埋甕 中期 憾 中期後葉1～4 Ⅳ層上面 隅丸方形、
または五角

形

堅固. 壁際に4基.小
ビットあるが不
明.

埋 土 中期 後葉 中期後葉1～ Ⅳ層上面 円形 N4デ W 堅固.

南際ビット
住居外周に9基

の柱穴を選択し

40,41424 埋甕 中期 後葉 中期離
~m-4

Ⅳ層上面 隅丸五角
形 ?

堅固.

5,7β 組抽出.Pl～が
埋甕2と 合い、P2

～が埋甕1と合

424347` 埋甕 中期 後葉 中期後卿 -5 Ⅳ層上面 隅丸五角
形 ?

(5厠 堅固. 4基 壁際に柱穴あり.

埋 土 中期 後葉 中期 変郵 前後 方形 ? 堅固. 南半分が削平。
北側壁際に主柱
穴を抽出.
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第 2節 縄文時代の遺構

遺構
番号

炉 埋甕

f寸属施設 遺物の出土状況 埋没過程 重複関係 備考

位置 形態 所見 有無・数 埋設位 所見

中央奥寄
り.

不明. 掘り方のみ。中央と焚□部に補
熱部分あり。

残存する北壁際
に周溝

ビット2内 に完形土器
埋置。

不明. STOe。 前後関係不明.

り。

方形石医
炉

東西面のみ炉石(扁平の 残
る。掘り方Ж 、中央に火床.

周溝 (西、北、東
帥

少 水平堆不ポ自然理没
か?)

北傾‖こ床面下位までの攪乱穴あり

敷石面の東
IЛ l.

方形石医
炉.

東西の2面に炉石が立つ状態
で残る。他は炉内に崩れる。火
床2ヶ所

扁平なり‖原厳
炉手前に燃 並
べる。

砂 . 不明。 SB8M切る。SF24sB56と の関係
不明。

不明ら
囲炉.

浅い掘り方に扁平礫盗並べる。
南側崩れる。

SK1 906を切る。

中‐
り
。

央奥寄
炉

)邦 掘ヽり方.炉石西面に残る。
他は炉内に投崇か。

入口1 正 位 削平で上部不明。 周溝 (北D ビット13付 近の上に底
部欠く土器3点出土。

水平歯ポ自然理没
か?)

S臥珀を切る. 雨半分削平.

旧炉・・・中央
難 り。新
炉…やや中
央.

旧炉。。・不
明.紗
…小形の
石囲炉.

旧炉…)熱 掘ヽり方.埋め戻され
る。 新炉…)凱 炉ヽ.南側の炉
石残る。

新・・入□1

旧…正位、
長大な角
礫が入る。
新h逆位.

新利階で1日埋蒙 大
礫て封3わたのか。
新1'。 口辺部のみの
深鉢逆位.

る。

新の床面より土器多
重出土. え.堆積土の様相不

明.

SB91に 切られる。

り.

掘り方深い。炉石北面に残る。 周溝. 水平jLI自然捏没
か?)

SB71に 切られる。 西、南側削平.

中央に新旧
2基残る。

石囲炉. 旧(炉3)…掘り方のみ。 新
(炉1)…きれいに石が細まれて
いる。

周溝 . 炉内より土器出土 . 不明. SB91に 切られる。 作り替え不明磁

中央奥寄 方形石医
炉.

Ж 、炉石東面に残る。底部欠
く土器が正位で出土. 位。

底縦 欠いた深鉢。 入口部に周泄
ビットあり。(入 ロ
舶哺没か)

ビット5から完形土器
106出 土.

水平書ぶ自然理没
か?)

SK,9251こ 切られる。

東側奥寄
り。

41L′ . 床面と炉から見形に近
い土器出土。

水平堆魯 自然理没
か?)

SB61と勝腎丸

中央ややJヒ

寄り。 炉 .

長大な世 」¶睦細んでいる。 北出隠 こ周溝. 炉内と炉前の床などか
ら土器出土.炉南に丸
石あり。

水平堆手恵自然理没
か ?)遺物が上層に
あり.

住居形状と炉の位置が不一致であ

中央奥寄 方形石匿
炉.

掘り方な 、扁平で長六な炉石
組む

`南
東傾唄まトレンチのため

除去.火床中央にあり.

入口1 正位 . 底部を欠いた深鉢.

土器下位に角礫出
土.

周溝. 覆土,ス、少ない。 不明. SB84ρ3を切る。 削平購 。南東佃‖まトレンチによる掘
肖llbあ り。

中央やや北
寄りに1基。

円形石E
炉

浅めの掘り方.亜円礫て囲む。 周溝 . 砂 . 不明。 SB66に 切られる。SB84と の重
複。前後関係不明。

西側とレンチで削平される。

中央奥寄
炉 .

方形で深い掘り方.扁平な炉石
西{月‖こ残る。中央に火床.トレ
ンチで掘削破増疼れている。

入口2. 埋甕i正 位
/埋像 逆
位.

1…底部抜いた深鉢
入る。2・ 底̈部欠い
た深釧遊逆位て入れ
る。

周溝. 炉などからわずか。 不明. SB厳切る。SB67との前後関係
不明.

中央やや奥
寄り.

方形石E
炉か。

2基 。1は入
□.2は蛙
際にあり。

1は正位.2
も正位.

iは上部削平.2は胴
部下半を欠く深鉢正
位に入る。

周溝. 炉内に僅かあり。 水平堆積。(自 然燿
没か。)

SB68を 切る。 奥壁に埋甕があり

中央北側壁
寄り。

方形石囲
炉.

南西部をSB67に 切られる。北

壁に大きな扁平礫残る。中央に

火床.掘り方深い。

不明. 周溝。 炉より土器出土。東周
溝内からヒスイ製の未
穿孔の玉出土.

不明。 SB67に 切られる。 炉周囲の床面がキ郎 ている。
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第 3章 聖石遺跡

表 3-5

齢
器

書J付図版 個別図版
位 置

所属時期

検出面

形状口規模

床 面

護 翻
大時期回

分
嘲
分

小時期区
分

埋土出土土器の
時間幅 (微量混 平面形

主軸方
向

主軸長 ヨ1中由長 野
ｒ

数 主柱穴 所 見

17,l a192 77′ 8 中期 燎 中嘘 へ5 Ⅳ層上面 円形 ? 地山の礫諄出
て、一部軟弱 .

不明. 住居などの重複
て帰属関係が不
明である。

17,13192 埋 土 中期 篠 中持燿鑽盪 Ⅳ層上面 円形 地山の礫諄出
て、一部軟弱 .

不明. 住居などの重複
で帰属関係が不
明である。

2324β l β 埋土 中期 篠 中好囃錨⊇-4 Ⅳ層上面 隅丸方形 (5。 ω 堅固. 壁際に主柱穴.

床に小ビットあ
り。性格不明。

2526β6β 埋 土 中期 燻 中期後葉 Ⅳ層上面 円 形 蜘 3. Pi25β 円

“

はSB12床下
にて検出.

2“J
埋 土 中期 後葉 中期後穀 ～ Ⅳ層上面 不整円形 堅固. P12,10,12,15 壁沿いに5憂主

柱穴と考える。

21 22β l β 中期 篠 中期臓癖お-4 Ⅳ層上面 堅固. Jヽビットある力`、
本助に属するか
不明.

2122232 炉 内 中期 後葉 中持構鑽B V層上面 方形 ? 堅固. 平面力`三角形に
なる、3基を柱穴
とした。

炉 内 中期 鎮 中期膠顕酔 V層上面 円形 ? 堅固. 壁際に主柱穴4

埋土 中期 後菜 中期後葉 Ⅳ層上面 隅丸五角 削平. 堅固た腱 床検 壁隣に主柱穴.

44F5郷 埋 甕 中期 後葉 中持機請3 V層上面 隅丸方形 ?
北東圏 こごく一

部検出。

P24,1 周油近くに主柱
穴あり.

14243
埋 土 中期 篠 中期鵬癖酔-5 Nlび Ⅵ 堅固 多 壁際に 主柱穴あ

a49
炉 内 中期 額 中期後菜η～5 Ⅳ層上面 方形 ? スょt′ . 堅固. Pl■5/P2ββ 主柱ル 組.南西

部大きく削平.

埋 甕 中期 後葉 中期後難 ～4 Ⅳ層上面 円形 . 堅固。 (勤 拠 オわ
ビットと考えられ
る。選択不可.

不明 小ビットあるが、
メ 、振り分け不
可.

4041■2F 炉 内 中期 後葉 中期後葉 Ⅳ層上面 不明 h14ざ Ⅵ 不明. 不明. P12β′4 炉を囲む4]聾E抽
出した。

中期 後葉 中中 ～5 Ⅳ層上面 略円形 不明. 不明. 炉を囲む4基を抽
出した。

欠 番
Ⅳ層上面

埋甕 中期 後菜 中期降癖お ? Ⅳ層上面 五角形か。 不明. 削平され不明. P12βF 4本 柱.

44′ ,46 埋甕 中期 後葉 中期 麦卿 V層上面 方形 ? 不明. 削平され不明. P1234 4本 柱.
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第 2節 縄文時代の遺構

離
器

炉 埋甕

f寸属施設 遺物の出土状況 埋没過程 重複関係 備考

位 置 形態 所見 有無・数 埋設位 所見

北東壁寄 掘り方の ビットに切られ詳細不明. 不明. SB4睦 切る。SB70と の重複不
明。SB1 07に 切られる。

中央奥寄
炉 .

扁平な角厳 組む。西面はP12

に壊されている。
東壁一部に周
溝.

不明. SB69との重複不明.SB1 07に 切
られる。

削平顕著 .

り.

石囲炉 造り替えあり。西側が新しい 東側床面に遺物が集
中。

水平堆不ぶ自然埋没
か?)

SB59を切る。 南側削平.

SB12に 破壊
され、不明。

ごく少ない。覆土から
出土.

自然堆春セ考えられ
るが、大半をSB12に

破壊啓れている。

重複新・。SB1227,9

中央やや西

寄り。

石囲炉. やや楕円形気味の掘り方.外
周に小礫盗組む。北東隅に石

組有り。下位より1日炉検出.

床面付近より土器破
片メ 出土.

水平堆Tぶ 自然理没
か。)

SB761こ切られる。ST04t切る。

中央奥寄 方形石囲
炉.

深い掘り方に扁平な炉石が残
る。中央に被熱範脇 り。炉奥
に、平猛 並べた痕跡あるが、
上面からのビットにより破嚇
れている。

炉内より出土。 水平堆積(自 然埋没
か 。)

SB92に 切られる。小ビットに切ら
れる。

奥壁寄り 方形石囲
炉(埋設
土器有
り)

方形の石囲炉.扁平で大きな
炉石を組んでいる。焚□部のみ
扁平な面を平らに置く。北東隅
に底部を欠いた小形の深綸1遊

4ェt′ . 周溝. 砂 . 水平堆積 (自 然堆積
か 。)

ST04を 切る。

中央奥寄 不明. 掘り方のみ。浅い石囲炉か。中 周溝 砂 . 不明. SB51を切る。STOCと の重複関係 南側削平.

中央奥寄 方形石囲 長方形の掘り方.炉石化 。中 東壁際に周溝 . 不明. 農道により削平購 .

中央奥寄 削平され
て詳細不
明.火床

入口1. 正位 . 底部がある深Sホ。上
面は削平されてい
る。

不明. 市五lり
'。

不明. ム の小土坑と重複けるが前後
関係不明.

削平により大半の床面消失.

中央やや奥
寄り。

方形石囲
炉(Jお
取り)

炉石札 。中央に火床。一部礫
投げ込みあり。

周溝が全周す
る。炉手前の床
面がオ慮に

壁 土器が床より1輸
ほど上位に多数出土.

投げ込みか。

か。)

S臨に切bれる。SF24に切られ
る。

中央奥寄 方形石囲
炉、埋設
土器あ

北東剛 こ小形土器を埋設下痕

跡あり。炉石は三方が残り、焚
□Sヽ .火床広い。掘り方深

不明. 周溝 不明。 炉手前に別住居助の周消あり。
SK1 850に 切られる。

中央北壁寄 方形の石
囲炉か。

掘り方のみ。礫■部投げ込み
か。小ビットに切られる。

入口i,入 ロ

Jヒ穀
12β 正位 1は底部欠く深鉢。

2βは底部あり。2が3
を切る。新1→2→創日

周溝2周。内側が
埋ル βに伴う。

炉から土器片.業 ょ 水平堆不ポ自然埋没
か)

SK1 874こ 切られる。Jゼットが切
る。

拡張住居である。西半分削平.

中央 ? 方形炉. 石囲炉か。炉石などあ ない。 札 . 不明 . 炉内より極少。 不明. SB64こ 切られる。SB65と 重視
前後関係不明.

肖J平顕著.

奥壁寄り 方形石E
炉。

上位遺構t切られていない北・

西傾‖こ炉石残る。扁平礫.内部
火床全面.

入□1 正 位 底部のある深鉢。上
部削平.

不明. 炉より底部1出 土.少。不明. ST06SB7,941こ 切られる。

中央やや奥
寄り。

削平され
て詳細不
明。火床
のみ残
る。

正位か。詳
細不明.

上面札 .不明. 不明。 不明。 SK:06a1066J0631057J066J0
電 104&1“ lJ職i職1054J0
70J07iと重祖 l αЮJ051に ビッ
ト4切られる。

床面下位まで削平.

中央やや奥
寄り。

削平され
て詳細不
明.火床
のみ残

入口2. 1は底部ない。2は 底
部あり。2カ 1`を切る。

不明ら 不明.

17J12Ql122J 1 02J 100メ i04メ :

に 1879な ど。前後関係不明.

床面下位まで削平。
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第 3章 聖石遺跡

表 3-6

遺構
番号

吉J付図版 個別図版
位 置

所属時期

検出面

形状・規模

床面

ビット

護 翻
大時期区

分
中時期回

分
小時期区

分

埋土出土土器の
時間幅 (微量混 平面形

主軸方
向

主軸長 邸
ｒ

数 主柱穴 所見

甕

中期 篠 中期後難 ～ Ⅳ層上面 隅丸方形 ? 堅固.

0,41424 36J 不明 Ⅳ層上面 不明 蜘ヨ. Pi23Aヽ 残存状況が良く
ないたぬ 南東
側が抽出できな

17,18212 ビット5出
土土器

中期 後 葉 中期後葉: Ⅳ層上面 略円形 (5∞ 不明. 不明. 主柱穴5基

埋甕 中期 鎮 中期後卿 Ⅲ層上面 柄鏡形 (敷

石か)

不明 不明 不明 下位住居の麻で
ビットが検出され
ているが、本跡に
伴うビットと判断
できるビットはな
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第 2節 縄文時代の遺構

構
号

遺
番

炉 埋 甕

付属施設 遺物の出土状況 埋没過程 重複関係 備考

位置 形態 所見 有無・数 埋設位 所見

不明 北壁際に伏ル
点(78,4871)。 上
面はSB45の 床面
で輛 る。

少 Ж 不明 . SB46に 切られる。

不明 周溝. 隣 い 不明 . SB84こ 切られる。 SB64ビットと旧SB84プランから分離
抽出した。

中央 小楕円石

囲炉.

Ж 、小礫廷並べた炉. ビット5よ り底割庭欠い
た土器陸〔D出土.

不明. SB60劇 に切られる。 SB60か ら抽出.炉 2、 ヒリト7、 2、 床下
ヒリト8、 炉3下詢卜、ぬ鮎 ヒリトと外周

主体部ほぼ
中央.

石囲炉. 上部に礫があり、封,幅 ねたよ
うな状況の」ヽ形の石囲炉.全容
調査がなされていないため詳糸E
不明.

主体部と入
り□部の境
に1基、正
位.上部欠
損 (故意
か )。

底部のある深業 正
位で埋れ ている。

札 . 検出面から床面が近
いたぬ 全体に少な

不明. 重複析 '。SB27   重複古… SB27東 にある石組を炉と考え、旧
SB72埋 甕を本跡の埋難 した。ゆ ト

は抽出していない。
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3 縄文時代後期の住居跡 個別の事実記載は縄文時代中期の住居跡と同一である。

表 4 聖石遺跡縄文後期住居跡 (1)

遺構番号

割 付図版 No

個別図版NQ 位置 所属時期

検 出面

構造・規模

認定資料 大時期区分 中時期区分 小時期区分
埋土出土土器の時間
幅 (徹

‐
E‐ 混入を除く) 平面形 主軸方 向 主軸長m 副 軸 長m 壁高m

I・ S-22,X― 埋 土 後期 初頭 中期後葉4～ 後期初頭 Ⅲ層上面 双石II居師、
柄鏡形と推
定。(整理段
階で、石囲炉
と周囲の敷
石、同一面で

検出された礫
と焼土跡から
推定した。)

I oX-8 埋甕 後期 初頭 後期初頭 Ⅲ層上面 柄鏡形か。
(推定 )

不 明。

I・ W-22・

23,I・ C-3
埋甕 後期 前葉 中期後葉～後期前葉 Ⅳ層上面 柄鏡形か。

(推定 )

(6.30〕 (6.10 不 明。

98,99,100,

101

Ⅱ oE-1・ 炉 、ビット内 後期 前葉 中期後葉～後期前葉 Ⅳ層上面 柄鏡形。入 口

部斜面で削

平。

(8.501 不 明。

Π・D-24 埋土 後期 初頭? 後期 Ⅳ層上面 円 ?

102 I・ T-11・ 16 埋 土 後期 前栞 中期後葉～後期前葉 Ⅲ層中 F明 。 (5。 70〕 (325 不明。

102 I・ C-10 埋設土器 後期 前葉 中期後葉～後期前葉 Ⅳ層上面 納 競 か 。 (540 不明。

103 Π・D― 埋 土 後期 中期後葉～? Ⅲ層中 納 競 か 。 (7.50〕 (7.001 不明。

98,99,100,

101

I・ Y-22,I・ 埋 土 後期 中期後葉～後期前葉 Ⅳ層上面
(SB75の 下
から確認。)

納 競 か 。 (720 (6.801

104 埋霊 後期 初頭 中期後葉～後期初頭 Ⅳ層上面 柄鏡形。入ロ

部斜面で削
平。

(5.00〕 (4.701 不 明。

104 里ヨK ttSXα 後期 初頭 無し。 Ⅳ層上面 柄鏡形か。 (6.80) (5.50〕 不 明。

105 I・ S-22・ 埋 土 後期 初頭? 後期 Ⅲ層中 円形 ?柄鏡
形 ?

不明。

106,107 I・ X-7,8,13 埋設土器 後期 前葉? 後期 Ⅲ層 中 柄鏡形か。 (5.00 (5.40 不明。



第 2節 縄文時代の遺構

床面

ピット 炉 埋甕

付属施設
遺物の出土

状況 輝 没 渦 程 重複関係 備 考数 主柱 穴 所 見 位 置 形態 所 見 右 無 0数 埋設位 所 見

石囲炉の周囲
に敷石が残る。
扁平な亜円礫
と角礫が混在

する。10～

20cm大 が主体
でその間に小
礫を込めてい
る。

不明 Ⅲ層下位の

調査で、本
跡に付属す
るピットを抽
出できてい
ない。

主体都中
央、やや張
り出し部寄
り

石囲炉 縁辺に長方
形の礫を配
した小形の

方形石囲
炉。
掘り込み、
火床は検出
不可。

な し 敷石上面お
よび、下位
に小破片分
布する程
度。

不明。基本
層Ⅱ層下位
から礫や土

器片がある
程度集中し
ていた。そ
の下位に敷
石面が見つ

かつた状
態。掘り込

敷石は空測
図を利用し
ている。また
同一調査面
にある焼
土、SF12、
22は本跡に

伴う可能性
がある。堅
い床面は検

入口部に敷
石、その他は

不明。

不明。 下位遺構調
査では検出
できなかつ
た。

主体都中

央。

小形の方形
石囲炉。

浅い堀込
み。周囲に

角礫を組
む。覆土中
層に土器片
重積。

主体部入ロ

側 1

正位 やや割れた

状態で出土

している。

周囲に焼土
跡あるが関
連性がつか
めない。

炉内から1

個体分の土

器片出土。

不明。 SB30,100を

切る。

整理栗務で
形状を把握
した。

敷石住居跡の

残骸。削平され
ていてピットと

炉のみ検出。

(入 口
P10,12)

外周ビット
が北東壁際
にある。

主体都中
央。

埋甕炉。炉

体土器の被
熱顕著。

浅い堀込
み。上部に

鉢を正位で

置く。

なし。 不明 . 炉体土器の

み 。

不明。 SK707に切

られる。

炉付近と北東
の主柱穴間に

敷石。溝に沿

7(8),9(10)入

住居規模同

様、大形、
P3は深さ
1.5m。 基盤
ロームを掘
りぬいてい
る。柱痕も
顕著.周 囲
を回―ム土
などを版築
状に欝青締

主体都中
央。

8角 形の石

囲炉。火床
上に炉体土

器あり。

浅いつくり。
火床あり。

入口東床面 正 位 鷹≡涸椰をク【く

鉢 。上面削

平。

主柱穴間に

幅広の間仕
切り状の清
あり。

散漫。P3か

ら脚付石皿

片が、柱固
めとして入
れられてい
る。

不明。
ST5,67を 切
る。

大形の敷石

住居跡。茅

野市調査例
と規模似
る。台地縁
辺に構築。

軟 弱 壁際に巡 中央。 地床炉。 浅 く、周 囲 顧 なし。 なし。 南側削平 .

北側斜面部に

礫が分布。
不明 . なし。 なし。 周囲に散

漫。

不明。 なし。

不明。 下位遺構か

ら抽出した。
外周に並

主体部中
央。

埋甕炉 。 炉体土器の

下部が残
る。

なし。 なし。 炉体土器の
み 。

不明。

を切る。 ピット

SB60ピット
N■なし3基、
SB59ビ ット
12.14.15、 No.

なし1基を変

一部に平石点

在。敷石の残

骸か。

無し。 外周にビット

有り。入ロ

部にPl,2,15

主体都中
央。

削平されて
いる。地床
炉か。

火床残る。 無 。 無。 柱穴から僅
か 。

不明。 SB74を 切
る。周囲の
SKと重複す
るが、前後
関係は不
明。

SB74ビ ット
と周囲SKか
ら整理段階
で抽出。

敷石住居跡の

残骸。削平され
ていてピットと

炉のみ検出.

外周に小
ピットが並
ぶ。入ロ

主柱穴を持

たない。小

ピットで上屋

を支える。

主体都中
央。

埋甕炉 炉体土器の

み残る。
不明。ない

様子 .

炉体土器の
み 。

なし。
炉、SB75
ピット17-

―ピット1、

敷石の残骸分

布。

不明。 不明。 入 口都 中央 正位 鉢の胴部。
上部は欠損
か。

不明。 理 甍 の み 。 下明。 SB70,47を

切る。

1日 SB47P9
土器を埋甕
とする後期
初頭の敷石
住居跡と認
定した。本
体はSB47
北に円形に

不明。削平され
ている。

東側の外周
に周る。

主体部中央
やや北寄
り。

火床のみ 削平されて
いて詳細不

明。

入口都中央 正位。 上部欠損。
底のある土

器。

不明。 埋甍のみ。 不明。

を切る。
単独で調査
したSX2とそ
の北東にあ
る火床(未 登

録 )、 それら

を囲む小SK
(未登録)を

もって、敷石

住居の残骸

炉の周囲に平
石が残る。

入 口のビッ

トは不明。6

本柱。

主体部甲
央。

掘り方の

み。火床な
し。

無し。 無し。 便か。 不明。 SB19,24を

切る。SB01
との重複不
明。

SB24上 層
の配石と、
その周囲の
ヒリトを見て、
敷石住居跡
と判断した。

平石が分布。

敷石の残骸。

入 口Pl,8 主体部中
央。

埋甕炉 鉢の底部を
利用。下位
に土器片を

敷き、上面
にも土器片
重積。

無し。 なし。 炉体土器な
ど。

不明 .

などと重複。
前後関係不
明。

旧SX10を 炉
体土器と考
え、南東に

入口部を持
つ敷石住居
跡と認定し
た。



第 3章 聖石遺跡

表 4-2

遺構番号

割付図版NQ

個別図版 No, 位置 所属時期

検出面

構造口規模
認定資料 大時期区分 中時期区分 小時期区分

埋土出土土器の時間
平面形 主軸方 向 主軸長 m 副 軸長 m 壁高m

106,107 埋 土 後期 前葉 後期 Ⅳ層上面 柄鏡形か。 (5。701 (6.00 不 明 .

106,108 I・ X― 埋設土器 後期 前葉 後期 Ⅲ層中に礫
分布。Ⅳ層
上面でピット
確認。

丙鏡形。 (8.601 (7.00〕 不明 。

106,109 I oX-12,13 埋 土 後期 前葉? 中期後葉～後期 Ⅲ層中. 柄 鏡 形 (5。20 不明 。

106,109 埋土 後期 前葉 中期後葉～後期 皿層中。 円形 ? (6.20 不明。

105,106 I・ X-12117 埋甕 中期 後葉 中期後葉4～ 5 Ⅲ層中。 柄鏡形 (5.20 不 明。

埋設土器 後期? Ⅲ層中。 柄鏡形か。 (6.501 (6.00: 不明。

I oC-4,9 埋設土器 後期 前葉 中期後葉～後期 Ⅳ層上面 柄鏡形か。 (5。80 (6.50 不明。

I・ D-2,3 埋設土器 後期 前葉 中期後葉～後期 Ⅲ層中 . 柄鏡形か。 (6.801 不明。

I・ X… 20,I 埋設土器 後期 前葉 中期後葉～後期 Ⅳ層上面 柄鏡形か。 (7.001 (7.20 不明 。

埋土 後期 初頭 中期後葉～後期 Ⅳ層上面 柄鏡形か。 (7.301 不明。

埋 土 後期 前葉 中期後葉～後期 Ⅳ層上面 柄鏡形か。 (7.00: 不明。

I・ X― 埋設土器 後期 前葉 中期後葉～後期 Ⅲ層中。 柄鏡形か。 不明 .
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第 2節 縄文時代の遺構

床面

ピット 炉 埋 甕

付属施設
遺物の出土

状況 埋 没過程 重複関係 備 考数 主柱 穴 所 見 位 置 形 態 所 見 右 無・数 埋設 位 所 見

敷石の残骸が

炉や柱穴上面
に分布 .

入 口Pl,8 主体都中
央。

方形の石囲
炉。

角礫を使
用。内部に

礫が入る。
火床有り。

なし。 なし。 Eか 。 F明 。

と重複。また
下位に中期
の墓穴があ
る位置。

旧SK1441を

炉として、南
東方向に入
口部をもつ

敷石住居跡
と判断した。

敷き石の残骸
なのか。不明。

入 口Pl,9 主体都中
央。

埋甕炉 やや深 い掘

り方 に鉢の

底部を炉体

としている。

無し。 無 し。 炉体土器な
ど。

不明。
などと重複。
SB101切
る。

旧SX14を 炉
体土器とし
て南東方向
に入口部を
持つ敷石住
居跡と判断
した。

不明。 帰属不明 。 主体都中
央。

土器敷炉 土器片を敷
き並べてい
る。小礫も
あり。

SX19カ【位置

では会う
が、別遺構
と考える。

なし。 少 。炉 の

み 。

不明。

と重複。中
期の土坑群
の上面。

北側に平石な
どが分布。

帰属不明。 中央。 哩甕炉 土器の底都
を重ねる。
下位に火床
あり。

なし。 なし。 炉内のみ . Fり ]。

と重複。中
期の土坑群
の上面。

一部に礫が分

布。敷石の残

骸。

帰属 不 明 。 主体都中
央。

火床のみ。 入 口都 中央 正 位 底部の残る
深鉢。上面
欠損。

なし。 埋甕とその

内部から土

器小片。

不明。 SB104と 重

複。中期の
土坑群の上

面 .

不明。 外周にビッ
が周る。

王体郡 甲

央、やや入

口寄 り。

火床のみ 。 入 口部 1 正位 。 鉢形土器の
口縁部の
み 。

なし。 不明。 中期の土坑
群の上位。

礫が分布する。

敷石の残骸。

抽出できな
=体

郡 甲

央、やや入

口寄 り。

火床のみ 。 なし。 なし。 炉内のみ。 不明。 SB69,70を

切 る。

不明。 入口Pl,7大

形で柱痕が

残るピット多

主体都中
央。

埋甕炉 鉢底部を炉
体に使用 .

なし。 なし。 なし。 不明。 中期の上坑
群の上位。

不明。 抽出できな
い 。

主体都中
央。

火床のみ。 主体部の入
口寄り。

正位 。 底都穿孔し
た深鉢。上

部欠損。

なし。 なし。 不明 . 中期の土坑
群の上位。

一部に礫が分

布.敷石の残

骸。敷石住居
の残骸 .

大形のビッ
トである。

不明。 無し。 不明。 なし。 不明。 下位にビット
的な土坑あ
り。

炉などは削
平されてい
て不明。

―郡 に保が分

布。敷 石住居

の残骸 。

大形のビッ

トである。
削平され不

明。

不明。 不明。 P5より骨製
品出土。

F明。 土坑群と重

複。本跡が

新しいと考
えられる。

炉などは削
平されてい
て不明。

小礫が分布。

敷石の残骸
か。

P3,4,(5),6 入 口Pl,8 不明。 入 口 1 正 位 底のある深
鉢。上面欠

損。

不明。 埋甕のみ 。 不明。 中期の上坑
群の上位。
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4 掘立柱建物跡 掘立柱建物跡の記載事項は「1 概要」に記した通りである。

表 5 聖石遺跡掘立柱建物跡 (1)

遺構番
号

割付図版L 個別図

版M PLL 位 置 旧遺構名 所属時期
認定資

料
検出面

構造・規模

重複関係柱配置 l*+urn 主軸長m 副軸長m

ピッ 個別所見

平 而形 断 面形 平 面押樽 深 さ

ST01 18-5

I・ U―

05,10,V―

01.06 中期 ? Ⅳ層上面 1間 X2間 5。 45
芳 形 な し

円 方 形 な し

円 方 形 たl´

芳 形 な し

円 半 円形 な し

精 円 方 形 た|´

ST02 16.22 14115,19 中期 ? Ⅳ層上面 1間 X2間 N8° E
円 台 形 あ り

円 台 形 あ り

不 墓 台 形 た 1´

円 方 形 な し SB38券切 る ^

円 方 形

円 台 形 あ り

長 方 形 な し

円 台 形 なl´

ST03 05.10 中期 ? Ⅳ層上面 1間 X2間 N40° W 4.16

芳 形 な し

精 円 長 方 形 な し

円 長方 形 な l´

枯 円 方 形 な し

台 形 な し

ST04 22.32134 1.2.6.7 中期 ? Ⅳ 層 上 面 1間 X2間 N41° W 5。 98 3.75

枯 円 方 形 /1‐ l´ SB76P7と 毒珂壇

半 円 形 な し SB76P5と 重糟
枯 円 方 形 な し

長精 円 台 形 た し SB73と 重複

SK1526 精 円 皿 形 な1´ SB73と 重複

枯 円 台 形 な し SB73P15と 重糠

ST05 47.48 Ⅱ・E-1.2 中期 ? Ⅳ層上面 1間 Xl間 5.8

枯 円 台 形 なし

不 終 あ り SB94P7,SB94P8と 重複

精 円 皿 形 な し

SK16 不 率 台 形

円 長方 形 な l´

糟 円 な し

S丁 06 39147,48

I・ Y-22,

I・ E-1.2 中期 ? Ⅳ 層 上 面 1間 ×2間 N82° W 4.75

円 方 形 た1´ SB75に 切ムれZ

精 円 台 形 た 1´

あ り

不 整 皿 形 な し SB94に 切 島れ る ^

不 黎 長 方 形 あ り SB75Pll:こ 切ちれる

枯 円 半 円形 SB75p2に 切 λ力.深

ST07 39,47,48 120 I・ Y-22 中期 ? Ⅳ層上面 1間 X2間 N14° E 5。 53 3.62

円 方 形

精 円 再芳 形 ふし,

皿 形 あ り

枯 円 方 形 不 田

円 方 形

枯 円 台 形 あ り ST08P4に 切られる_

ST08 39,45,46.4

I・ Y―

11,16,17,21

.22 中期 ? Ⅳ層上面 1間 X2間 N9° E 4.7

椿 円 台 形 t.zzx t.td なし SK366と 重相

枯 円 2段 あ り SK1838井切 る^

円 台 形 t.os x t.od あ り

桔 円 皿 形 蟹し SK839に切 られ る^'ST07P6券切 る

不 墓 台 形 o.+o I おり SK850.SK851に切 島れ る^SK853存 切 Z
精 円 2段 t.sax t.zd o.st I おり

ST09 36.37.44 120 1 中期 ? Ⅳ 層 上 面 1間 X2間 N70°  W 2.92

円 半 円形 o.o x o.sg I

枯 円 半 円 形 o sz x o-aal

枯 円 半 円形 o.zz x o.ool

精 円 皿 形 o.sg x o.zd
格 円 半 円形 xo.e I

枯 円 半 円形 o.zz x o.sol 生し |

ST10 26.28 122 10X-2.7 中期 ? Ⅳ 層 上 面 1間 X2間 N38 5。361 2.121

円 皿 形

枯 円 皿 形 o.oa x o.o4l o.aal
精 円 長 方形 o.zs x o.osl o.sg I hi´ | SB30券 切 る

枯 円 方 形 0.35 x o 321 なし |

長方 形 o.so x o.asl あ り

円

S丁11 16.26.28 123
I・ X―

6,7.11 中期 ? Ⅳ層上面 1間 X2間 N49° W 8.64 3.72

不 整 方 形 o.gz x o.zel B25と重糠

円 長方 形 0.78 x 0-68l o sgI 主B30ル 重 糠

精 円 長方形 0.581 1716と 重相

円 長方 形

精 円 皿 形

枯 円 フラスコ形 〕K1715と 重複
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第 2節 縄文時代の遺構

表 5-2

遺構番
号

割付図版 No.
個別図

版M PLNa 位 置 旧遺構名 所属時期
認定資

料
検出面

構造・規模

重複関係柱配置 主軸方向 主軸長m 副軸長

ピット個別所見

ST12 16.28 124 I・ X-6.11 中 期 ? Ⅳ 層 上 面 1間 ×2間 N12V E 2.53

枯 円 方 形

SK15 方 形 た し SK177と 重相

精 円 芳 形 たI´

円 半 円形 な し

芳 形 な し

円 方 形 た 1´

ST13 16.28 122 I口 X-6 中期 ? Ⅳ層上面 1間 Xl間 N13・ E 3.64 2。 74

SK146 精 円 方 形 な し

糖 円 カュ1´

円 方 形 な し

糟 円 方 形 な し

S丁14 16.22.28 125
10X―
11,16,21 中期 ? Ⅳ層上面 1間 X3間 Nl19 E 10.58

円 長方 形 な し SK1240存切 る ^

田 力.芳 再方 形

精 円 長方 形 ふιl

精 円 長方 形 Jし、し,

長 方 長方 形 な[´ SK1306井切 る _

た 1´

隅 丸方 長方 形 な し

不 終 長方 形

ST15 16.22.28 126 16.21 中期 ? Ⅳ層上面 1間 Xl間 NllV E 4.92 2.92

枯 円 なl´

た 1´ SKl199と重複

精 円 長方 形 な し

枯 円 皿 形 あ り SK1267と重相

S丁16 26.28 126 I・ X-7 中期 ? Ⅳ層上面 1間 X2間 N50° E 3.85 3.26

円 長方 形

再方 形

不 整 方 形 た 1´ SB30を切る.

円 方 形

円 長方 形 SB25を切る_

円 方 形

S丁17 17.18 中 期 ? Ⅳ 層 上 面 1間 X2問 N7・ W 5。64
再ナ形 ふιj SK1747.SK1748を切るハ

隅 丸方 長 方形 ふιj SK1751.SK1752を切る_'SK1750.SK17

不 撃 2段 ふ Ll

精 円 長 方形 あ り SK1455と 重相

将 方 形 な l´

精 円 台 形 SK1743と 重複

-41-



第 3章 聖石遺跡

5 屋外埋設土器

表 6 聖石遺跡屋外埋設土器

6 遺物集中

遺構番号
割付図版 個別図版

位 置

旧遺構名 所属時期 検出面
重複関係 備考

入れ子状の埋設土器。正位で傾く。低部

単独の埋設土器。正位でやや傾斜。ほ

単独の埋設土器。正位でやや傾斜。底

住居認定できないが、炉跡の可能 土器片と小礫が一括出土し、焼土も伴

単独の埋設土器。大形の深鉢土器が正
位で埋置されている。口辺から底部ま

単独の埋設土器。正位。大形の深鉢土

詳細図なし。写真でみると不明だが、単
独の埋設土器である。時期 は不明。小形

単独の埋設土器。大形の深鉢土器が正
位で埋置されている。口辺から底部ま

詳細,位置不明。写真では深鉢土器の底

単独の埋設土器。大形の深鉢土器。正

小形の深鉢土器の底部付近が埋置され
ている。SX24同様、時期によれば敷石住

小破片の集中のため、1点で取り上げて

中期の屋外埋設土器、後期土器
はこの遺構を切るSK713帰 属であ 大形の深鉢土器が逆位で出土している。

が、平面図で検討したところ、住居
範囲に収まらないことが判明した。
また他住居、新住居の認 定もでき

り込みを持つ埋設土器である。敷
石住居跡に伴う可能性があるが、
周辺の状況では明確な位置付けガ
できないため、単独の遺構として処
理する。なお、記号の意味の共通

大形の深鉢の底部を抜いて正位で埋め
ていたが、SK扱いで登録していた。
整理段階の見直しで、屋外埋設土

表 7 聖石遺跡遺物集中

遺構番号 割付図版No. 個別図版M PLNo.
位 置

所属時期 検出面
所 見

規 模

重複関係平面規模 掘 り方深 さ

SQl 130 I OP-25 Ⅲ層中
一括性はあるが、完形にはならない土
器の出土状況 0.2× 0。 12 な し なし

SQ2 130 I OP-25 Ⅲ層 中 一括性のある、土器片の出土状況 0.2× 0。 15 な し なし

SQ3 130 I・ U-4 Ⅲ層 中 一括性のある、土器片の出土状況 0.5× 0.3 なし なし

SQ4 130 IOW-10 中期後葉 Ⅲ層中
一橘性のある、大形の深鉢形土器(接

合率やや高そう)と礫 0.4× 0.3 な し なし

SQ5 Ⅲ層 中 一括性のある深鉢土器n

SQ6 130 20-1 I OS-25 中期後葉 Ⅲ層中

水半分布域が径5mにおよび、垂直分
布範囲は狭い、一括性の非常に高
い、土器群、焼土もみられ、住居的な
様相も示す。5個体以上の上器あり。 5.0× 3.4 なし

SK121
-126
の上層

SQ9
SQ10
SQ13 29 130 I・ X-13 土。

SQ14

SQ15 44 I・ T-21.22 Ⅲ層 中
掘り込みはなく、平面的に多量の上器
が集中出土。

SQ16 44 I・ T-21.22 Ⅳ層上面
掘り込みはなく、平面的に多量の土器
が集中出±。

SQ17 I・ R-10.15 Ⅲ層中
掘り込みはなく、平面的に多量の土器
が集中出土。

SQ18 I・ R-9,10
掘り込みはなく、平面的に多量の土器
が集中出±。
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第 2節 縄文時代の遺構

7 炉跡、焼土跡

表 8 聖石遺跡炉跡・焼土跡

8土 坑

聖石遺跡で最 も多い遺構が土坑であり、その数は1,618基 を数えた。その分布は台地の幅が最も広が り住

居跡や建物跡が集中する範囲の内側で濃密であり、重複も著 しい。この土坑の分布状況が「環状集落」 と

呼ぶに最 も相応 しい形状を見せている。この範囲外の分布は非常に散漫であり、特に台地北側では時期不

明の落とし穴が分布する程度である。

土坑の調査は、検出状況で土坑 と認定した時点で、連番の遺構記号・番号を登録 し、図面・写真・遺物

の取 り上げといった、あらゆる記録類について、この登録番号を付 した。整理業務では、その基本台帳を

作成すると同時に、調査所見を点検 した。その結果、住居跡や掘立柱建物跡のビット、柱穴に再認定され

た例 も少なくない。その場合、変更後の遺構記号や番号を付 して、土坑登録から記録を抹消 している。こ

のため土坑番号に欠番が生 じている。膨大な数量であることから、混乱を避けるため番号を連番に揃える

ような再整理作業は実施 していない。

土坑の個別観察と記載事項は、次の順序である。遺構番号、掲載図版番号 (割付図版・個別図版・PL)

位置 (地 区・グリッド)、 所属時期、形態・規模 (平面形・断面形・底面形状・主軸方向・縦軸長・横軸

長・深さ)、 重複関係、土層堆積、遺物出土状況、備考。主な記述基準、計測基準は以下のとお り。

位置

所属時期

形態・規模

遺跡単位で設定したグリッド名を記入 している。

区分基準 :土器の時期設定による。

認定資料 :当該土坑の時期を決定した根拠を示す。 (例)出土土器など

平面形 :平面図から、円形、楕円形、長楕円形、方形、長方形、隅丸方形、不整形をあて

はめている。即断できない形状の場合、略円形などと表現している。

遺構番号 割付図版M 個別図版M 旧遺構名 所属時期 検出面 所見
規 俣

10X-2 後 期 Ⅲ層 中 0.54× 0_32

10X-3 Ⅲ層 中 0。 44× 0.42
10X-8 Ⅲ層 中 土 分布 0.32× 0_26
I・ X-3 後 期 0.52× 0.48 0.06
I・ X-12 SB104範 囲 内 後 期 ? Ⅲ

SB5,SB99範 囲内 Ⅲ 0.46× 0.24 SB5JSB100範 囲内だが帰属関係 は不明である。
I・ X-8 Ⅲ SK 1438上 SB100,102範 囲内だが帰属関係 は不明である^

Ⅲ 層 と焼土 0.32× 0.28 SK1799_上
I・ X-17 SB105範囲に入るが変更しなし 期 Ⅲ 層 38× 0。 2 0.04 SK1454上

・X-1 Ⅲ層 中 被 熱 0.64× 0.54
SK 1471,1

463JL
I・ X-11 後 期 ? Ⅲ層 中 2× 0

Ⅲ層 中

I・ X-6 Ⅲ層 中

I・ X-2 Ⅲ層 中

・W-10 中 反熱

Ⅲ 爬

Ⅲ 中 :熱 0.28× 0.28 SK1727 L
10X-12 Ⅲ 8× 0。 44 SK1739上
I 24,25 後 期 ? Ⅲ層 中

I・ R-20 Ⅲ 層 中 土 1.00× 0.3

I・ V-13 Ⅲ 彗中 被 熱

SB01に f■右舌 曇中 土

SB55炉ヘ Ⅲ 彗中

Ⅱ・D-9 後 期 Ⅲ層 中
SB25を切
る^

熱

Ⅲ

火 床 0.34× 0.32 0.04
I・ X-12。 13 1日 SX7 後 期 Ⅲ

I・ X-17.18 1日 SX26 中期後葉 Ⅲ層 中

Ⅲ ⊇中

SB106飾 開 に 入るが 変 百 しなし Ⅲ層中 0。 28× 0.14

SK1240,1
■03ト

I・ X16 SFl 10X-16 SB106範囲に入るが変更しなし Ⅲ 彗中
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第 3章 聖石遺跡

断面形 :長軸線上の断面形で判断した。大形土坑の場合、短軸線 もみる場合がある。記述

した記号の意味は次のとお り。

(全体形)

A 平面の径長と深さがおおむね 1:1の タイプ。

B 平面の径長が深さより長いタイプ。

C 平面の径長が深さより短いタイプ。

D 平面の径長より、底面の径長が長いタイプ。

E 土坑の壁面が 2段になるタイプ。

F 底面に小ビットを伴 うタイプ。

(底面形)

1  丸底    2  平底    3  不整形

(記述の方法 )

全体形の次に底面形を合わせて記述する。

記述例…Al(平面の径長と深さがおおむね 1:1で、丸底のタイプ)

E2(土坑の壁面が 2段になり、平底のタイプ)

(記述と土坑の性格 )

記述される断面形 と、予想される土坑の性格は次の通 りである。

Al  小 ピット、柱穴など   A2     貯蔵穴など

B102 墓墳など        C102    柱穴

D102 貯蔵穴 (フ ラスコ土坑) F10203 落とし穴

主軸方向 :長方形や楕円形の土坑のみ記録 した。平面図上で長軸線を描き、その線の座標

北から東西方法への傾斜角を示 している。 (例 )N12° W

落とし穴や墓墳といった、軸方向に規則性や何らかの意味がある土坑について

基礎資料 となる。

縦軸長・横軸長 :平面図上で計測 した。横軸は縦軸に直交する。

深 さ :最深部と調査面との差。cm以下は四捨五入した。

重複関係 :「本跡より新」「本跡より旧」「新旧不明」の欄に該当する重複遺構名を記載。「根

拠」欄には調査記録、土層断面、検出などの判断根拠を記載 した。

土層堆積 :断面図の有無、土層の分層数。堆積状況には柱痕の存在、礫・土器の出土を記

載 した。

遺物出土状況 三ナンバーを付けた遺物などを記載 した。

備 考 :調査所見と土坑の性格が考えられる場合などに記載 した。

なお、紙幅の都合により、本書には特筆される土坑のみ選択 して掲載 した。遺構図版や写真図版も同じ

である。それ以外の土坑の記述はDISC(表 9)へ記録 し、土坑の位置は遺構割付図 (1:120)に図化 し

た。また写真は空中写真などの全景写真を掲載 した。
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表 9 聖石遺跡土坑 (1)

第 2節 縄文時代の遺構

ごく深。

たらい状の土坑.

中期前葉3
中期初頭上器の土
坑.周囲に4基の小

Jヽ ピット中
央に2基、
周溝が全
周してい

中段があり、底面外
周と中央に窪み.貯
蔵穴か。

中期後葉5 SK49と同じ性格

底 面 に小 ヒ
゜
ット10。

小ヒ
。
ット底面から深さ

覆土の中層カ

貯蔵穴か。中層から
上部を割られた深鉢

小ヒ
゜
ット底面から7cm

フラスコ状土坑.

フラスコ状土坑.

大形.小ヒ・ット底面か
ら29cm.貯蔵穴かっ

ける。覆土か

住居跡の可能性ある
が、削平により詳細

面に小ピット深さ
cm。 中段を持つ。同
類のSKHlと 並列す

平坦、中
央に小ピッ
トあり

cm。 中段を持つ。同
類のSKHOと 並列す

に礫.間に馬の
歯底面より出土。時
期は不明.馬の墓と

SK161に 切 られてい

る.SB35を切つて

大きな浅い土坑。性
格不明。

土器片が入る。

Sl～ 6(黒

曜石 の原

石 )

黒曜石の原石6点の
一括集積.土質の違
いから,小 土坑と

覆土/褐色。L粒と黒
色粒少々.検 出面で
浅鉢伏せた状態で

少々,ハ

゜
ミス粒少々,底

1:軟 ,褐色で黒色入

1褐 ,L粒 ,ハ
・ミス粒入

2褐ベース,ハ ミス粒
著,風化岩入る。

土器底部など。



第 3章 聖石遺跡

表 9-2

Pl(ヒスイ)

精円,墓 にしてはや
や小さい。礫の下・彙り

検出面で大礫 1,人
中期後葉 1

浅いが墓サイズ.土

礫多 ,石棒入る

検出面付近 ,中 央より
やや北東辺りに半完

検出面に角礫。

や上より出土.下位
に赤色顔料 (ベンガ

後期前葉 1

フラスコ状土坑。

6礫,M
土器 ,礫多く入る。

大破片東側にあり。

中期後葉2

礫 多く入る。礫下に

中期後葉3

土器 (完形)1点埋置
中期後葉4
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第 3節 縄文時代の遺物

第 3節 縄文時代の遺物

1概 要

縄文時代に比定される全遺物量は膨大な量にのぼる。その内訳は、遺構内出土土器が約1,223kg(遺 構外

と先行して復元した個体は未計測)、 遺構外を含めた土製品の数量は36点 (1,183g)で ある。また、石を

素材とした遺物 (遺構夕ヽ含む)は、搬入礫・敷石を除いた石器・石器素材・屑の総数が13,231点 (約 980kg)

に達した (表 10)。

各遺物の時期は、縄文時代中期前葉 (初頭)か ら後期前半にわたる。そのうち、集落が台地上に展開す

る中期後葉の遺物が圧倒的に多くなっている。ただし、隣接する長峯遺跡で集落が形成され、発展してゆ

く中期前葉 4期～中葉 4期 (細別時期は第 3節 2参照)の遺物は皆無である。

中期の土器は竪穴住居跡からの出土が中心で、斜面地でのいわゆる土器捨て場の形成は確認できていな

い。これは、後世、台地縁辺部が自然の営力によって削剥されたためで、元来の有無は不明である。また、

後期の土器については包含層からの出土が主体である。当センターが調査した台地上の地点では、掘り込

みの確認できなかった遺構 (掘立柱建物 0敷石住居跡)が中心であった。そのため、遺物の多くは包含層

取り上げになっている。本来はいずれかの遺構に伴う場合もあろう。ちなみに、後期集落の堀込みを有す

る遺構の密集地は隣接斜面部である (茅野市教育委員会2004)。

土製品のうち土偶は、大規模な集落としてはごく少量 (4点)に とどまった。その他、中期後葉の耳飾、

土器片製円板などが出土している。また、骨製品が 1点出土した。

石器に関しては、黒曜石原産地群から至近距離にあるため、小形石器の99%が黒曜石という特徴を持つ。

また、SB46や SK387に 見られるように、原石・石核をストック、埋納した状況が認められる。

調査地点が、高燥な台地上でしかも火山性土壌であったため、動植物遺体はわずかであった。炭化物そ

のものが極端に少なく、炭化材 (同 定されたものはクリ)が少量 ?認められたにとどまる。

表10 聖石遺跡出土遺物の概要

時代 種 別 点数 重さ(g) 備考

土器

縄文時代

深鉢、浅鉢、有孔
鍔付、釣手ほか

遺構出土土器丁
1,223,457gじ t_L

(ごく一部計測落ち)

土製品
土偶ほか 6 667 王偶4・ 1・茸節芝

二器片製円板 30 516

石器
石鏃t~打斧I磨斧1

磨石ほか
13,231 980,296 石柱・丸石・礫計測せず

骨製品 骨製品 1.31

植物遺体 クリ炭化材ほか 39 3,116

その他 赤色顔料 3 81 土付着状態

金属製品 近世以降
寛永通宝、鉄滓ほ

か
3 21

動物遺体 近世以降 ウマの歯 259
合 計 13.314 984.957
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第 3章 聖石遺跡

2 土 器

(1)概 要

聖石遺跡から出土した土器は、計測を行った遺構に限つてみても約1,223kgを 越えている(表 13)。 これら

の整理方法・本書への掲載方法については、第 1章第 2節 (2)を 参照していただきたい。聖石遺跡出土

土器のデータは、表11掲載土器の一覧表、表14主要土器属性表であり、前者はCD所収である。併せて参照

していただきたい。

表11 聖石遺跡図版掲載土器・土製品一覧 (SB冒頭部分 )
※ の (― )表示は欠損部ありの

図版番号
」
号

Ｐ
番

CD掲載

写真番号 Юけ緩
亦
彩．漏
昇

衛
鵬
号

垣
構

記

暑

構

号

遺

番
(ピット名変更

有 備考参

記号 (ピット名

変更有 備考

接合片

(ピット名変更有 備考参照 )

同一個体未擢

合片 (ピット名

変更有 )

物

称

遺

名
重量 口径 底径 器高

備   考

榊
埋がメ 埋がメP235

錠 22曖1層 Ⅲ… … … … … …

(2)時期区分

聖石・長峯 0別 田沢遺跡共通の時期区分を行い、特に出土量の多かった中期に関しては細別を行った。

期区分は、当遺跡の分析が進まなかったため、既存の研究を参考として行った (表 12)。

表12 聖石 0長峯・別田沢遺跡時期区分対照表

冽ド華長f野 八ヶ岳西南麓 南関東

中期

前葉

Ｉ
一Ⅱ

Ⅲ̈
一Ⅳ
一Ｖ

籠畑 Ⅱ

九兵衛尾根 I

九兵衛尾根 Ⅱ

五領ケ台 I

五領ヶ台Ⅲa

五領ヶ台Ⅱb
五領ヶ台 Ic
五領ヶ台直後

中葉

格沢
新道
藤内

井戸尻 I

井戸尻Ⅲ

勝坂 I

勝坂 I
勝坂Ⅲ

勝坂Ⅳ
月券坂V

Ⅱ

Ⅲ̈

Ⅳ

Ｖ̈

後葉

Ｉ
一Ⅱ
一Ⅲ

Ⅳ̈
一Ｖ

曽利 I

曽利Ⅱ

曽利Ⅲ

曽禾1'Ⅳ

曽利V

加曽利El

加曽利E2
加曽利E3
加曽利E4

後期

称名寺

堀之内 I

堀之内 Ⅱ

※八ヶ岳西南麓の時期区分については、藤森・武藤ほかの研究史をまとめた長崎1997口 1998を主

に参照し、南関東については今村1985、 下総考古学研究会1985・ 2000ほ かを参照した。

※型式間の平行関係については研究者ごとに差異があるため区分線をあえて入れなかつた。

時
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表13 聖石遺跡 出土遺物一覧 (1)

第 3節 縄文時代の遺物

※土器総量は復元個体に未計測があったため掲載しない

※石器総量には、石柱・丸石、敷石・礫は含んでいない。遺構外の土器は計測していない

中期後葉4～後期初 混入多い

中期後葉2～ 3

中期後葉

中期後葉1～4

中期後葉

後期初頭

期転用埋設土器有り

……上げより榊出_…

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB
SB
SB
SB
SB
SB
SB

SB

覆土出土土器 後期 前葉

埋甕 中期 後葉

覆ユ出二二器
埋甕
埋甕

伏甕 ?

埋甕

３

¨
４

453.74

20,065。 14

113.06

16,469.25

16,920.87

48.10

0.00

6,911.72

2,786.11

11,558.33

3,513.88

4,067.77

3,515.82

165。 95

瑚詈理濠個体輌

鴨載王幕芭含醐

遺構別分離不可。掲
載土器は各住居ヘ

振り分け

_……J〕比のみ_……
_……J〕比のみ_……

‐
鸞 奮雨理護王幕肴

り

…違構別分離不可__

土出土土器
土出土土器
土出土土器
ピット内
土出土土器
土出土土器

一覆
覆
覆

一覆
覆

2

1

1

5?
5

3

4
?
?
2?

3

4

4

4
3

2?

4
2

4
2

5

2

5

中期後葉

47,199

25,125

31,471

715
1,370

5,393

4,277

2,136

0

22
3,536

0

8,724

0

24,372

2,114

1,090

0

215
103
104

9

187

299

9覆土出土土器 中期 後葉

:ヽ亘J:III::
…1乳 _1_… 11_…
SB 1  15

:ヽ亘:I::II::
SB 1  17

IS亘 :l:I,:iI:

SB 1  18

::亘唖:l:IE夏 :

…1吼口1_… J.9_…

…lQ_10… 2Q_…

…1乳口!_… 21_…

…1乳 _1_… 22_…

…1乳 _1_… 10_¨

…1乳口1_… 24_…

…1乳 _1.… 21_…

…1駐口l_… 20_…

SB 1 27

::S亘 :llttI
…1乳 _1_… 29_…

…1乳 _1_… 10_…

…1乳 _1_… 11_…

…1乳 _1_… 12_…

…1旺口lⅢ …10_¨

…1乳口1_… 14.…

…1乳 _1_… 10_…

…1旺 _1_… 10_…

…1乳口lⅢ …17.…

__員乳_1_… 望_…

SB 1 39
:ヽ亘:lI“I
…1乳口l_… 11_…

SB 1 42

IS亘 :lI:互::I 覆ユ出二二器
…1乳口l口 …14_… 埋甕

覆ユ出二二器…1堕 _1_¨ 10_…

…1駐 _1_… 10.… 覆ユ出二二器
埋甕
埋甕

…1乳 _1口 …17_…

…1堕 _1.… 10Ⅲ…
…員吼_lⅢ llll_ 覆ユ出二二器

SB 1 49

::S亘 :1:::¨I
…1駐口l口 …員1_…

…1乳口1_…員2.…

…1乳口l口 …員0.…

…1乳口1.… 員4.…

…1乳 _1.… 員0.…

…1乳 _1_¨ 員0.…

…1乳 _1_… 員7.…

2

70

1

95

2

229
17

62
9

126

109
96

50

39

30
75

35

8

294

8

8

8

200
79

4

224
155

14

1

156

83
10

34
49
23

2

14

50
2

22

5

32

13

5

5

90

0.00

00.24

24.87

22.19

覆
覆
覆

一
一覆

一覆

一
一覆

一
一
一

卿　　　　畦　̈
畦

2,940

575
1,348

232
12,328

1,500

5,773

5,773

1,287

1,600

10,386

2,204

11,202

3,612

31,035

10,490

2,375

25,884

11,669

5,562

143
2,134

2,490

1,480

343
217

4,170

14,020

3-4?
5

2

5

2

3

4

4

4

4

3-4?

1

4

4

3

3

1

4

3

2?

4

3

4

4?

973

1,200

16,874

6,365

0

631

8,325

8,690

0

3,110

掲載王幕包含層刺
_…上げより抽出.…

大半の土器SB90ヘ

ユ層に後期の二識

…遺構刷lお擬 可口.

SB48・ 49取 り_Lげか
ら抽出

朝
一朝
一朝一朝
一朝一朝
一朝一朝
一朝一

覆土出土土器の時間
幅](微量混入を除く)

…1乳 _1.… 員0

埋甕



第 3章 聖石遺跡

表 13 聖 石 遺 跡 出 土 遺 物 一 覧 (2)   
※土器総量は復元個体に未計測があつたため掲載しない

※石器総量には、石柱・丸石、敷石・礫は含んでいない。遺構外の土器は計測していない

遺 名 遺構所属時期
覆土出土土器の時間
幅:(微量混入を除く)

掲載土器 石器・石器 素材 総 量

備  考
記 号 番号 認定資料

大時期
区分

中時期
区分

小時期
区分

重さ(」 点数 重 さ

SB 炉内ほか 中 期 鰈一鰈一鮮
鰈一鰈一懲一鰈

中期後栗 1,077 146.08

SB 60 炉 内 中期 中期後葉1～ 4 1,344 58 2,224.89

SB 埋甕
覆上出上上器

中期 中期後葉3～ 5 5,268 24 195.80

SB 62 中期 中期後葉5 2,668 3,676.26

SB 63 覆土出上上器 中期 中期後葉3～ 9,713 1.673.13

SB 64 埋甕 中期 中期後葉1～ 4 4,033 24 574.33

SB 65 覆土出土土器 中期 中期後葉1～ 207 572.24 小片のみ
SB 66 埋甕 中期 後葉

後葉
後葉
後葉
後葉

中期後葉3～ 4 8,780 40 840,71

SB 67 埋甕 中期 中期後葉4～ 5 9,028 104 3.483.31

SB 67.68 覆土出土土器 中期 中期後葉 22.95 遺構別分離不可
SB 68 覆二出二二器

ピット
中期 4? 中期後葉4前後 764 22 64.51

SB 69 中期 2? 中期後葉2～ 5 10.924.63 新しい土器は最上層
SB 70 覆上出上上器 中期 一鰈一鰈一鰈

中期後葉2 1,170.54

SB 覆土出土土器 中期 中期後葉2～ 4 6.326 1,638.21

SB 72 覆土出土土器 中期 つ
・ 中期後葉 34.88 小片のみ

SB 覆土出土土器 中期 後葉 中期後葉2～ 8,162 24 1,434.69

SB 74 炉内ほか 中期 鰈一耐Ｔ

3-4? 中期後葉3～ 4 1.171 34 2,409.58

SB 75 炉、ピット内 後期 中期後葉～後期前葉
中期後葉

4,936 44 10,638.34

SB 75.85 覆土出土土器 4.84 可
一可一

構
桂

遺
一遺SB 75.86 覆上出上上器 中期後葉

SB 76 炉 内 中期 一懲一鰈一鰈一

中期後葉3 720 0.00

SB 77 炉 内 中期 中期後葉4 1,140

SB 覆上出上上器 中期 中期後葉 35.77

SB 埋甕 中期 一鰈一鰈一鰈一鰈

中期後葉5 1,548 9。 25
SB 80 覆土出土土器 中期 中期後葉4～ 5 11793 50 5,953.46

SB 炉 内 中期 3-4? 中期後葉3?～ 5 277 15.43

SB 82 埋甕 中期 3.4 中期後葉3～ 4 12,237 123 14.800.75

SB 覆⊥出上上器 後期
中期 一柚一鰈一鰈一

後期 127 5.12 小片混在
SB 84 炉 内 つ

・ 中期後葉 227 小片のみ
SB 85 埋甕 中期 4? 中期後葉4～ 5 2,587 475.04

SB ピット内 後期
中期

前葉
後葉
後葉
前葉

後葉

つ
・ 後期前葉 532 380.00 小片混在

SB 87 埋甕 つ
・ 中期後葉5? 563 7.028.20 無 文

SB 88
珊

甕
一土
一

埋
一出
一

一土
一

一覆
中期 中期後葉4 11370 20.06

SB 後期 つ
・ 中期後葉～後期前葉

中期後葉3～

1,550.00 小片混在

SB 90 埋甕 中期 1,826
SB45と分離不可遺

物あり

SB 埋設土器 後期 前葉 つ
・ 中期後葉～後期前葉 983

包含層取り上げより
抽出

SB 92 覆上出上上器 後期 つ
。

つ
・ 中期後葉～? 20 931.15 小片混在

SB 93
SB 94 覆上出上上器 後期

中期
柚一鰈

つ
‘ 中期後葉～後期前葉

729

112.74 小片混在

SB 95 ピット内 1,629 420.00
SB60と分離不可遺

物あり
SB 96 埋甕 後期 初頭 申期後菓年後却 頭
SB 1.587

SB 98 覆土出上上器 後期 一柚一鰈一

後期 108 4。 15 小片のみ
SB 99 埋甕 中期 中期後葉4 1,500

SB 100 埋設土器
覆土出上上器

期
一期

後
一後 鯖一緯一鰈一鰊一福

2? 後期 1.254

SB 後期 43 4.046.68 小片のみ
SB 102 埋設土器 後期 後期 1:186 10。 76
SB 103 覆上出上上器 後期 申期後葉γ後期 173 3.79 小片混在

SB 104 覆土出土土器 後期 中期後葉ん後期 795
包含層取り上げより

抽出
SB 105 埋甕 中期 後葉 中期後葉4～ 5 2,879 59。43
SB 106 埋設土器 後期? つ

・
つ
・ 580 無文

SB 107 埋設土器 後期 前葉 一釧
一釧
一翻

一
”
一
”
一
”

一葉

葉̈
葉̈

一後
一後
一後

一期
一期
一期
一

一中
中̈
一中
一

277 小片混在
SB 108 埋設土器 後期

後期 鱗一薩一

1,285

SB 109 埋設土器 3.699 338.76
SB 覆ユ出二二器 後期 初頭 虫期後墓■劉 242
SB 覆ユ出二二器 後期 篠一継

申期後菓軍鋼 _

中期後葉～後期
476 57 6.589,74

SB 埋設土器 後 期 4.236
SB 合 計 527.109 5403 523.330.50
S丁 合 計 ビット 中 期 ～ 後 夢 中期 ～ 1=611 42 611.53
SK 合 計 覆土出土土器 中期 ～後 中期 ～ 48.783 1631323.39
SX 合 計 本 体 中期 ～後 期 中期 ～後期 64.013 44 11701.33

SF 合計 覆土出土土器 中期～後期 中期～後期 3,130 20 132.22
包含層取り上げより

抽出
SQ 合 計 散 布 中期 中期 8。 501 129.22
SD 合計 覆土出土土器 中期 中期 38 78.00

LM 合 計 1.398.37

遺構外 合 計 14.145 2371 3511390.19

総  計 667,292 8399 1,042,094.75



第 3節 縄文時代の遺物

聖石遺跡から出土 した土器は、縄文時代中期後葉を中心に、後期初頭～前葉の土器がそれに次 ぐ。さら

に、中期前葉、中期中葉の土器が若千認められた。

中期前葉 土坑および包含層から、前葉 3期 の沈線文系土器が少量出土 している。縄文系土器は極微量で

ある。また、前後の段階の土器は認められず、調査地区内での継続性はない。

中期中葉 集落の成立期は後葉 1期である。ただし、後葉 1期の竪穴住居内から中葉に遡 りうる土器が数

点認められる。SB07(図 版144-28)香炉形土器、SB09(図版149-16)把 手を図示 した。特殊器形で組

成中に占める割合 も少なく、加飾性の高い トロフイー型深鉢の把手部であり、伝世された可能性 もある。

中期後葉 集落が成立する後葉 1期 から5期 までの全時期を通 して、竪穴住居跡の埋土を中心に出土 して

いる。

後  期 中期 との断絶はなく、後期初頭から前葉にかけての土器が住居跡や包含層から出土している。

(3)個 別土器の属性  (図 506)

図上復元可能な土器の内、主要なものに関してはその属性を観察 し表 (表14)を 作成 した。ここに示 し

た属性を見ることによつて、時期毎の特徴や変遷過程がある程度把握できるものと考えた。属性表に記載

した観点は以下の通 りである。

ア 出土位置および出土状況 掲載土器一覧表 (CD表 11)に 出土位置を記載 した。遺物分布図とともに参

照願いたい。

イ 器種・器形 主として用途に関連する属性である器種、器形については以下の区分を行った。法量の

記載は掲載土器一覧表 (CD表 11)に記 した。

a.器 種 深鉢形、壺形、鉢形、浅鉢形、釣手土器、有孔鍔付土器などがある。深鉢には甕形、樽形、

壺形、筒形などに区分すべき形態の土器も見られるが、その境界は漸移的である。そのため、ここでは一

括 して深鉢形とした。

b口 深鉢形の器形 深鉢形には、多様な形態変化が認められる。ここでは、実用的な機能部分を重視す

るため、器内面の形状によつて分類 した。そのため、把手や過剰な隆線系装飾によつて変形を被る器外面

の形状については「④装飾」の項で触れる。よって、装飾による区分である「口頸部文様帯」とここで言

う「口頸部 (器上半部)」 は異なる範囲を指す場合がある (図 5)。

分類基準は、日頸部と体部境の器形変換部 (く びれ部)で上・下に2分 し、上半部を I～ Ⅳ、下半部を

A～ Dに大分類 した。また、器形変換部を持たない例をV類 とした。さらに、各々算用数字によって細分

した。表14への記載は、上下の分類記号の組合せによつて示 した (例 えば 12C3)。

<口頸部>(上半部)

I… 口縁部が内湾する例

1 上下幅狭で、湾曲度少ない口縁部を有するもの

2 1よ り幅広であるが、湾曲度が小さく、最大径が上部に偏るもの

3 1よ り幅広で、最大径が口縁部中位にあり、湾曲が明瞭なもの

4 1～ 3よ り幅広になり、口縁部から頸部へ緩やかに推移 し、最大径が口縁部上方に偏るもの

5 器形変換部から大きく外反した後、口縁部で大きく内湾するもの

6 器形変換部から大きく外反した後、口縁部上端付近で急激に内湾するもの

7 6に類似するが、口縁部上端付近で鋭角に屈曲するもの

Ⅱ…口縁部と頸部境が屈曲する例

1 頸部が外反し、日縁部で直に立ち上がるもの
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2 頸部が大きく外反し、口縁部が直に立ちあがるもの

3 口頸部が袋状に湾曲し、口縁部上端付近が垂直か外側へ屈曲するもの

Ⅲ…垂直および外反する例

1 頸部からほぼ垂直に立ち上がるもの、口縁部との境が不明瞭な例

2 頸部から口唇部まで外反するもの、日縁部との境が不明瞭な例

Ⅳ…口頸部が未発達な例。甕形、樽形土器のように、頸部に相当する無文帯が体部上にわずかにつ く例

をⅢ類から分離 した。

l 幅狭の頸部が内傾するもの

2 幅狭の頸部がほぼ垂直に立ち上がるもの

3 幅狭の頸部が外反するもの

V…口頸部がないもの。厳密には、体部分類のみで足 りるが、一応体部上半部が直になる (1)、 と外反

する (2)に分けた。

<体部>
A…最大径が体部下半部にある例

1 口縁部よりも最大径が大 きく張 り出すもの

2 回縁部径とほぼ同程度か、やや小さい程度に膨 らむもの

3 膨 らむものの、径が口縁部径より小さいもの

4 体部上半・中位に比べほんのわずか膨らむもの

B…最大径が体部中位にある例

1 回縁部よりも最大径が大 きく張 り出すもの

2 回縁部径とほぼ同程度か、やや小さい程度に膨 らむもの

3 膨 らむものの、径が口縁部径より小さいもの

4 体部上半や下半部に比べほんのわずか膨らむもの

C…最大径が体部上半部にある例

1 底径 との差が大きく、口縁部よりも最大径が張 り出すもの

2 回縁部とほぼ同程度か、やや小さい程度膨 らむもの

3 膨 らむものの(径が口縁部径より小さいもの

4 ほぼ直線的に頸部へ向かって開くもの

<口縁部>
Y… 山形口縁

1 山形の先端部が鋭角になるもの

2 山形の先端部が平ら、あるいは扇状把手になるもの

3 1と 2の 中間形態か、複雑な形状を示すもの

H…平縁

1 回唇部上端が平らなもの

2 口唇部上に口縁部文様帯の突起などがわずかに飛び出すもの

3 平らな口唇部に、大形把手や突起が付けられたもの

<口唇部>
A 口唇端部に膨らみや屈曲を持たないもの

B 口唇端部にわずかな膨 らみを持たせたもの
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器形分類の呼称法と装飾分類の区分

口頸部 岬
頸 部

上 半

体 部 ――一一――

下 半

―

器形分類 (全体 側面形 )

口頸部分類
1

横位器面分割 (12Ⅱ 3例 )

]

３

　

　

Ｈ

）

(14C3例 )     (15B3例 )

体部分類  A一 最大径が体部上半  1
B一  ″  体部中位  2
C―  ″  体部下半  3

4

第 3節 縄文時代の遺物

縦位器面分割 (14Ⅱ 2例 )

(16C3例 )

口縁部径<体部径
口縁部径≒体部径
口縁部径 >体部径
3の うち、体部のふくらみが

わずか

口縁部形態分類

1

(m)

(轟)|  |

3

その他

3

口唇部形態分類

ノ′
D

ノつ

Ｅつ

底部形態分類

風

b

U U
土器観察表 (1)

セじ

分類規準と記号図 5
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隆線系装飾の分類
断面形態

A~一 般的

B       微隆起、紐状貼付、加工なし

C  ⌒   上端加工、断面台形

D       上端加工、舌状ほか

E       ごくわずかに隆起

F―  “/＼   側面加工、断面三角形

G       微隆起、若干加工

H  ⌒  詔‰ zε
加工、

I____ その他

沈線系装飾の分類
施文具

形状 軌跡

A       尊撃笙貫綺吾
黒あ観 軸線

B    言曇1骨讐
壬真鸞

岨
望硯套

C 半裁竹管状工具ハラ利用
  軍径逸輯

沈線の形状

※属性表 中 半裁管状工具(la)aL      ⊃ 単沈線
ハ ラを不J用 (C)し て、1                        
半径起線 (3)を 単純 に結節 (lb)b―  ″

施文 (a)し た場合 C3a
と表示

a         平行沈線 (2a)

2
~  ″ 結節 (2b)b

a         半隆起線 (3a)

3

b□国国国国匡〕 
″ (3b)

図6 土器観察表 分類規準と記号 (2)

C 口唇端部で、内側へ大きな張 り出しを持つもの

D 口唇端部やや下方で、内側へ張 り出し部を有するもの

E 口唇部を内傾1へ大きく折 り曲げたもの

F 口唇端部の外側に張 り出し部を有するもの (装飾として隆線を貼 り付ける例は除外する)

<底部>
a 外側に張 り出すもの

b 底部の端部に大きな変形・加工が加えられないもの

c 底端部が面取 りされ、内側に屈曲するもの

d 体部下方で大きく屈曲するもの (屈折底 )

e 底部が極端に狭まるもの

f 台が付 くもの

ウ 基本的な造形 装飾に関わる倶1面 を除外 し、容器そのものの製作に関連する属性 として、以下の項目

の記載を行った。胎土 (粘土の選択・混和材などの調整に関わる点)、 底部圧痕 (製作台への設置方法など

に関わる点)、 色調 (焼成方法に関わる点)の 3項 目である。胎土・色調は系統や製作された地域の差が出

る場合があり、底部圧痕では時期差や地域差が現れる。

a口 胎 土 肉眼観察時の個人差が出にくい程度にとどめた。主な混和材の有無によって大雑把な傾向

をとらえることにした。一つは雲母 0石英の有無。もう一つは、白色粒子とした岩片中で、火砕流堆積物

や軽石起源と想定されるつやのない岩片 (白 1)と 、深成岩や川砂起源と想定されるつやのある岩片 (白

2)を 目安にした。さらに川砂起源と想定される明瞭な円礫、あるいは赤色粒が認められた場合は、その

旨を記載 した。

b.底部圧痕など 土器成形時の特徴を網羅的に観察することができなかったため、底部の処理だけを
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取 り上げた。土器製作時 (回転させるか否か)に おける台との接点をどうするか、あるいは、作業後底部

に付いた製作痕跡を処理するのか、など製作の流儀を知るための項 目として、網代痕・木葉痕、回転によ

る擦痕の有無、などを観察 した。上記の痕跡が認められない (消 された)例 については、「磨」 と記 した。

焼成前に網代痕などを消すために磨 く例、単に底部成形時の磨きが残存 した例などさまざまであるが、今

回は細別する時間がなかった。また、網代痕が部分的に残存する例については、底部と体部下半部との接

合方法、あるいは、底部から敷物を取 り除いた後の処置の仕方に関わってくると思われるが、今回は観察・

分析を行えなかった。

c口 色 調 胎土に含有される鉱物の差が現れるほか、土器製作上の重要な要素である焼成方法の違い

によって差が生 じると考えられる。『標準土色帳』を目安とした。明らかな黒班による黒色や二次焼成によ

る赤色の記述は除外 した。

オ 装 飾 容器としての実用的な機能以外で、縄文土器の重要な属性が装飾である。ここでは、地文 (充

填文)、 装飾の割付方法、隆線系装飾、沈線系装飾の項目を設定し、各々の特徴を観察した。さらに、施文

順序についても記 した。時期差・地域差などが明瞭に表れる部分である。

a.地文および充填文ほか 一般的に地文と呼ばれている縄文や条線文などについて記述する。しかし、

そのほとんどは主要装飾施文後、空白部を埋めるために施されていたため、充填文と同じ項目とした。

使用 した工具の差 として、半裁竹管のセを利用した単沈線、ハラを利用 した半隆起線 (平行沈線 )、 櫛歯

状工具・簾状工具などによる条線、それに縄文の別を記した。条線は工具の幅、縄文は撚 りの特徴、沈線

は列点か「ハ」字状かなどを記 した。また、区画文などが全面に施され、その内部を充填 している例はこ

の項目から除外 し、沈線系装飾の項目に記 した。

b.装飾の割付 縦方向の器面分割と、横方向での器面分割の方法について観察を行った。縦方向の分

割では、残存率で全周する例が限られるため、大雑把な把握に止めた。

縦位分割 口縁部の把手・突起、体部の主要な単位装飾 (懸垂文など)の数によって、器面が何分割され

ているかを見る。 I帯 (器面上部)と Ⅱ帯 (器面下部)で分割数に違いが認められる場合があるので、 I

5Ⅱ 4と 2段の数値で表示 した。

横位分割 口縁部から底部までを何分害Jし て、各々に装飾を配しているのかを見る。上部を I、 下部をⅡ

とし、さらに各々を算用数字で細別した。器形変換点である口頸部・体部の区分とは必ずしも一致 しない。

また、頸部などに見られる無文帯も1と してカウントしてあるため、「紋様帯」とは異なる。文様の有無に

かかわらずあくまで分割方法を観察 した。一方、底部付近の無文部は意図的な無文帯でない例があるため

カウントしていない。

c.把手・突起類 有無とその特徴のみを簡単に記 した。

d口 隆線系装飾 粘土紐や粘土塊を整形 し貼付 して描出した装飾を隆線系装飾とした。

隆線の類別 隆線は断面の形状によって、A～ Iに分類 した (図 6参照)。 時期や地域による製作者集団の

クセなどがあらわれやすい部分である。

幅と高さ 隆線には、多種多様の幅と高さを持った例が存在 し、時期差や系統差を示す可能性がある。幅

については計測が比較的簡易にできるため、粘土紐の末端や湾曲部分を避けて計測 した。高さについては、

計測値を示 した。しかし、一個体の土器において一定の高さに保たれた例が少ないこと、大形土器と小形

土器で同じ高さであっても隆線の性質が違っている場合があることなどから、参考程度に見てほしい。

組 (本)数 特定の系統によっては、複数の隆線を平行させて使用する例や、一本の隆線を三分 している

例などが認められるため、この観察項目を設定した。三分している例は 1本 とし、隆線上装飾の項目で二

分と記 した。二本並列させて貼付 し、その中間部分を工具で割 り直 している例は、 2本 とした。
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表14 聖石遺跡出土主要土器の属性 (1) 白1は 不透明・つやなしの自色粒子(火 山岩・軽石ほか )、 自2はつや有りの自色粒子 (深 成岩 ?)

石=石英、雲=雲母

白1多 、雲 単沈充填 にぶい黄橙138  1

138  1

138  2

138  2

138  4

139  1

139  2

139  3

139  3

139  4
139  5
140  1

140  2

140  3

140  4

140  7

141  5

141  6

141  7

141  9

141  10

141  11

142  12

142  15

142  16

142  18

142  19

142  20

142  21

143  22

143  23

143  24

144  25

145  1

・
メ 別表

ガメ3 別表

'02 別

12C2

14C?

Ⅲ2C3

Ⅲ2C3

12C3

V C3

?B2

14C2

Ⅲ2C3

V C3

V C2
Ⅲ2Dl

14B2

Ⅲ2B2

16C3

14B3

14Ⅱ 4

14Ⅱ ?

I(3)14

1014

1514

18Ⅱ 8

1?Ⅱ 3

10Ⅱ 5

1313

10Ⅱ 6

10Ⅱ 4

10Ⅱ 6

12Ⅱ l

1lⅡ l

12Ⅱ l

1l111

12Ⅱ l

llⅡ l

I?Ⅱ l

1lⅡ 2

1011

1011
1211
1l12

1lⅡ 2

12Ⅱ 2

1l Ⅱl

1lⅡ l

132

133

172

134

173

179

176

135

181

136

137

162

146

155

153

180

140

161

142

283

171

147

157

160

163

148

144

151

141

145

158

139

143

182

185

186

184

183

201

203

190

195

204

205

206

202

197

199

243

244

207

247

246

SB 2

3

2

3

2

4

4

3

4

3

3

7

7

7

7

4

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

12

12

11

12

12

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

有子L

鍔付
土器

H2

Hl

H2

Hl

H2

H2

Hl

Yl

Hl

H3
Hl

Hl

Hl

Hl

H2

SB

SB

SB

SB

埋がメ 別表

別表

17B2

14C2

16C3

14B3

14A2

14B3

14B2

12C4

15-

?B2
Ⅲ2B2

1 lA2

Ⅲ2Bl

Ⅲ2B3

15C2

?B2

12C2

12C3

13C4

Ⅲ103

12B3

13B3

Ⅲ2B3

16C2

13C2

12C2

?A3

Ⅱ3A2

12C2

V

14B2?

1lC2

Hl

Hl

Hl

Hl

Hl

Hl

Hl?

H3?

Hl

1l Ⅱl

1lⅡ l

1lⅡ

(2)

1lⅡ l

1lⅡ l

11

12Ⅱ l

1lⅡ l

白1、 黒雲母

白 2、 雲母

白 1、 白2、 雲

白 2、 雲、石

白 1、 自 2、 雲

雲、自2

白 1、 石、雲

白 1、 雲極微

白1多

単沈充填

条線状半隆起線

条線状半隆起線

雨だれ状列点

幅13mm条 線 ?

幅14mm条 線?

単沈線

条線状平行沈線

幅15mm条 線

黒褐

にStい 1登

黒褐

褐灰～にぶい黄褐

明赤褐～褐灰

にぶい黄褐～赤褐

にぶい黄褐～赤褐

褐灰～明褐

にぶい赤褐

灰黄褐～褐灰

にぶい赤褐～灰褐

にぶい赤褐～褐灰

にぶい黄橙～赤褐

赤褐～黒褐

黒褐～褐

赤褐～褐灰
にぶい赤褐～褐灰

褐灰～橙

SB

SB

SB

SB

SB
SB
SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

里力
・
メ2 別

別

別

Pl

P620

P658 別表

P652 別表

P613 別

)54 別

埋ガメ1 別表

別表

5

5

別 表

P603 別

網代

P87 別表

条線状半隆起線

半隆起線

単沈線

LR縄文

LR縄文

単沈線

単沈線

単沈線

IO14・

IOⅡ (4)

I?Ⅱ 4?

P656 別表

P605 別表

P601 別義

P651 別 表

P-622

P657

別

別

白 1・ 2

白 1

白1大 多

石、自1少

白1大 多

白1多

ナデ

列点 明赤褐～褐灰

条線状平行沈線
ほか

半隆起線

半隆起線

磨き

条線状半隆起線

風 化 RL縄文 にぶい赤褐～黒褐

LR縄文

P600 別表

P310 別

P650 別

15Ⅱ 5

14Ⅱ 4

101(8)

10Ⅱ 3.5

IO14

1?Ⅱ 7

I?Ⅱ 4(8)

12Ⅱ 4

14Ⅱ 4

1414

1 lⅡ ll

I?Ⅱ 2

1lⅡ l

13Ⅱ l

1lⅡ l

llⅡ 2

1lⅡ 2

1lⅡ 2

1lⅡ 2

P617 別

P602 別表

P653 男1表

P162 別表

P612 別表SB

SB

SB

SB

SB

SB

な し 結東LR縄文 赤褐～暗赤褐

RL縄文 黄灰～にぶい赤褐

RL縄文

619 別 表

H2?

H3

Y2

H3?

Hl

Hl

H3

H2

H3

Hl?

H2

H3

H2

H2

H3

Hl

Hl

H3

Hl

Hl

Hl

SB 604 別表

別表

雲多、石、自1

石、雲 ほか 網代? 条線状単沈線 明赤褐～黒褐 1lⅡ 2(8)

白1多 磨 き 隆線 赤褐～黒褐 なし

I?Ⅱ 5

10Ⅱ 4

大粒白2多 、石 回転痕? 半隆起線 明赤褐～灰褐

白 1、 雲、石 条線状単沈線 明赤褐～褐灰

各種砂粒 な し 条線状半隆起線 褐灰～明赤褐

白1多 磨 ? 半隆起線 黒褐～明赤褐

白1、 雲母他 半隆起線 黒褐 ～にぶい橙

白1多 条線状半隆起線 黒褐(灰 )～ 暗赤褐

白2、 雲微 磨き 半隆起線 明褐～褐灰

雲、自2
条線状単沈線、

RL縄文
赤褐～黒褐

白2多 擦痕 磨き・短沈線 褐灰～橙

白 1・ 2、 雲 磨、擦痕 単沈線 にぶい黄橙～褐灰

白2ほか 回転痕 磨き
にぶい黄橙～にぶい黄

褐

各種砂粒 木葉磨き 磨き 明赤褐～褐灰

雲、石、自 1 LR縄文 赤褐～黒褐

単沈線 にぶい褐～褐灰

白2他 単沈線 明赤褐～褐灰

白1多 RL縄文 黒褐～にぶい褐

綾杉状単沈線 明赤褐～黒褐

単沈線 黒褐～暗赤褐

SB

SB

SB

160

183

184

74

323

別表

別

SB

SB

187
)187

70

73

364

別表

別

別

別

SB

162 別

1 別 表

別 表SB

SB

SB

別

360 別

SB

SB

SB

SB

別表

369 別表

372 別表

I?12

12Ⅱ

(1)

12Ⅱ l

IO13

(I・

I)1

12Ⅱ 2

SB

別SB

SB

SB

SB

SB

SB

283 別 白 1

)-264

284 別 表

別

別表

白1、 砂粒

不明圧痕

RL縄文・磨き にぶい黄橙～褐灰



第 3節 縄文時代の遺物

底部圧痕=な しは網代なしで、磨きなどが不明確なもの

A

D

B

A

A

A

B

A

C

なし

A
B

A

A

B

E

A

なし

A

A

B

A
A

A

A

A

A・

(B)

4

浅4

1

4/5

1

1/4

1

1/4

3/4

1/4

1/3

1/4

1/4

1

1/4

1/6

1/4

1

1/4

1

1

1/4

1/4

4

2/4

1

1/4

1/4

4

4

4

1と4

1/3

1/4

5～

7/2.5

4

3

3/5

3/4～

5

3

6

4～ 5

5

25/5

0.5

1

0,7

1

1

0。 1

1

05以
下

1

0.8

0.8

1

0。 5以

渦巻き、分帯

渦巻ほか

蛇行懸垂

区画線

区画線

区画線

主装飾

渦巻、S字文ほか

区画線

懸垂文、棒

区画線

蛇行隆線ほか

分帯、蛇行隆線

区画文

クランク文、分割

線

蛇行隆線ほか

…翁壼こ懸二X_
…2帯ミ懸二X_
分帯、主装飾

懸垂文

主装飾、Ⅱl帯 に

隆線塊貼付

分帯と主装飾

なし

一部で刻
み

区画文、懸垂ほか

分帯と主装飾

粘土紐貼

付
分帯と主装飾

なし 分帯、懸垂文

主装飾

ハラ刻み

刻み

分帯、懸垂文

蛇体状懸垂文

中空丸々

文
分帯、懸垂文ほ

一部刻み 分帯、懸垂文ほ

4/1.5 0.5～ 隆線わき/充填 →充填沈線→隆線わき沈線

隆線脇/充填

小突起

小突起

X字条把手

なし

なし

口唇部小突起

なし?

なし

小X字状把手
X字条把手

把手、小突起
4

大把手 1、 小3

把手欠落

突 起

眼鏡状突起

大突起 1、 小 1

突 起

中空大把手、

小山形突起

把手

大把手

な し

な し

な し

突起

な し

な し

大型把手 A・ H

な し

A

B

A

A

B

A・ H

P'ユ12

51ぶ

1■ 21_4

1・

112/3

3

2～

3.5

11～

1

2.5

以下

/13

1/3

3

2～

13

2

4

なし

なし
沈線内刺突

なし

なし

隆線脇、把手上
刺突
なし

C2bによる列点

隆線間で沈線
内再刺突

なし

隆線脇連続刺
突

なし

隆線脇押引文

区画と蛇行沈線

充填、隆線脇

充填

隆線脇

隆線脇、充填

重弧文、懸垂文

充填

3

3

4/3

5

2/5

5.5

6.5

4

4.5

5

3

3

7

5/3

2

下

1.7

0.5

1以

下

1

1～ 2

1.7

1,2

0.5

0.5以

下

1.5

1以

上

1

0.8

2

1

1

1

1

な し Ⅱ区画文、充填

充填、隆線脇

…鮒 墳九槙_.

隆線三分、充填

隆線脇

隆線→条線状沈線→沈線

真模■降線_¨ ………………………‐

隆線→沈線充填→隆線上刻み

隆線→主沈線→充填沈線→修正沈
線

隆線→充填沈線→隆線脇・蛇行沈線

隆綿■舞線糊 口………1.…….

隆線→列点

隆線→条線→隆線脇・蛇行沈線

区回沸録ゴム銀二蛇征1修真漢線._

隆線言葬導工銀二隆艘腕凛縄Ⅲ……
真峰録ゴ葬

…

付隆縄口……
分帯隆・沈線→隆線→条線→隆線脇
沈線

充填沈線→隆線→隆線脇沈線

漢縄言降線口…………………………・

隆線→充填沈線→蛇行沈線

隆線→沈線

懸垂隆線→沈線→貼付口口唇部隆線

隆線→充填沈線→隆線脇沈線

上→下

隆線→充填沈線→押引文

縄文。(分 帯隆線)→蛇行隆線・鰊1突 )

隆線・分帯沈線→縄文→隆線脇沈線

縄Xゴ分壼」な銀二隆艘 _… …………

縄文→沈線

I:隆線→沈線→縄文、I:縄文→隠

線→沈線

隆線→縄文→沈線

隆線押え/充填 隆線→隆線押え→列点

線脇下に下書き線

隆線脇

分帯

分帯

な し 隆線脇、懸垂文

な し

な し

5.5/4

4.5

2.5

2.5

2.5/3.

5

3

1

3

5/6.5

2

3/6と

4

5

3

5/5

3.5/1

5

35

4/1.5

3以

4.5～

8

1.5

なし

隆線間刺突

隆線間沈線内

刺突

Ⅱl帯 に刺突条

連続短沈線

なし

なし

なし

な し 隆線三分/充填

充填、隆線脇 隆線→充填沈線→沈線脇

充填、隆線脇 隆線→沈線→隆線脇沈線

隆線の押え 分帯隆線→装飾隆線→沈線

隆線脇/充填 隆線→充填沈線→隆線脇沈線A・ B

A・ B 充填、隆線脇 隆線→沈線

なし 充填、隆線脇 隆線→沈線

な し

三叉文

なし

なし

隆線→充填沈線→分帯・隆線脇沈線

分割隆線→沈線→貼付文→充填沈

線

隆線→充填沈線→隆線上刻み

刻み

貼付文あ

り

刻み

貼付文上

沈線

なし

なし

なし

分帯、懸垂、その

他

全装飾、Bは把手

基部

櫛形文

曲隆線文

分帯、懸垂文ほ

区画文、大渦巻

渦巻文、弧線文

鍔部分の出つ張 |

沈線内連続、交

互刺突文

沈線内連続、

隆線→充填沈線→分帯・隆線脇沈線

三叉文 隆線脇、充填
縄文→隆線→充填沈線→隆線脇沈

なし Ⅱ帯充填 隆線→沈線

三角押文 隆線脇、充填 隆線→充填沈線→隆線脇沈線

隆線。口縁から体部の順→把手→把

手部隆線

なし 隆線脇、充填 隆線→沈線

なし →隆線→沈線

隆線→充填沈線→隆線脇沈線・交互

突文

線→充填沈線)→ 隆線脇沈線

な し H字状文など 縄文→磨消→沈線

連続刺突 区画文など、充

擦り消し縄文の

区画

備 考 (赤彩ほか )把手・突起類

縄文・沈線→隆線(上→下)→ 口唇

隆線→充填沈線→縦位・隆線脇沈線

隆線→充填沈線→隆線脇沈線

隆線→沈線充填→隆線脇沈線

な し
有

な し

隆線→沈線



第3章 聖石遺跡

表14 聖石遺跡出土主要土器の属性 (2)
白1は 不透明・つやなしの自色粒子(火 山岩・軽石ほか)、 自2はつや有りの自色粒子 (深 成岩 ?)

石=石英、雲=雲母

雲母、石英 単沈線充填 赤褐152   1

152  5

152  6

153   1

153   1

153  8

154   1

154  2

154  2

154  4

155   1

155  2

155   3

155  4

155  5

155  7

155  8

208

212

211

23

213

209

215

214

217

216

166 ・

284

168

169

286

285

167

22

220

219

165

21

127

222

128

223

225

226

228

227

229

232

236

234

130

238

242

240

237

239

122

119

120

121

J賞鋼ピY_1_り g

白 1、 雲微

白1多

白1微

白 1、 自 2、 石、

雲微

白1多

白 1・ 2

白1多

白1・ 2、 細雲微

白1・ 2、 雲微

白 1、 自 2、 石

白 2、 雲

白1多、雲

白 2、 雲、黒色

白 2、 雲

白1、 雲微

細白2、 雲

白2、 石、雲

白1多

白 1、 白2、 雲

白 2、 砂

白1多

白1多

白 2、 雲

白1多

細白1、 石・雲

微

白1多

白1多、石・雲

微

石多、雲

白 2、 雲

雲、石、白 1

白 1、 白2

白1、 自2他

白1多

石多、自1

白1多

白 1・ 2ほ か

12Ⅱ 6

1?Ⅱ 8

1?Ⅱ 5

(I・ I)2

1・ Ⅱ4

10Ⅱ 8

1?Ⅱ 4

14Ⅱ 4

10Ⅱ 4

10Ⅱ 8

10Ⅱ 4

1・ Ⅱ6

なし

10Ⅱ 7

(I・ I)5

Ⅱ4

1414

14Ⅱ ?

1lⅡ l

1lⅡ l

I?11

1?Ⅱ l

1lⅡ l

なし

1lⅡ 2

11?11

Ｂ

¨

Ｂ

一
Ｂ
一

Ｂ

¨

Ｂ

¨
Ｂ
¨

Ｂ

一

Ｂ

¨
　

Ｂ

)122 別表 Ⅲ201 1 Hl

別

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

浅鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

釣手

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

台付

鉢

深鉢

深鉢

台付

鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

別表 Ⅳ lCl l H2

197 別表 12B3?l Hl

)190 :“:::1:I

埋がメ 別表
…f口 J_二

RL縄文

RL縄文

条線状平行沈線

単沈線

綾杉状単沈線

列 点

磨き

半隆起線

条線状単沈線 黒褐～明赤褐

半隆起+鋭単沈

線
明赤褐～黒褐

条線状単沈線 にぶい橙～褐灰

鋭利単沈線 ? にぶい黄橙～褐灰

綾杉状単沈線 にぶい黄橙～黒褐

幅16mm条 線 明赤褐～黒褐

幅13mm条線 にぶい橙～褐灰

幅12mm条線 黒褐～橙

幅1lmm弱条線 橙 ～黒褐

条線状平行沈線 黒褐～明赤褐

幅5mm条線 にぶい黄橙～黒褐

単沈線

LR縄文

幅1lmm条線

綾杉状単沈線 赤褐～灰褐

条線状半隆起線 赤褐～黒褐

綾杉状単沈線

.… Ⅲ暉 X口 ….

平行・単沈線併

用

半隆起線 橙～赤褐

条線 にぶい黄褐～褐灰

綾杉状単沈線 明褐～黒褐

綾杉状単沈線 橙 ～褐灰

にぶい黄橙～褐灰

にぶい黄橙～黒褐

灰黄褐～黒褐

にぶい黄橙～褐灰

灰黄～褐灰

明赤褐～黒褐

赤褐～黒褐

明褐～黒褐

赤褐～暗赤褐

明赤褐～黒褐

赤褐～にぶい赤褐

)182 別

炉カメ 別 表 Ⅲl― lHl?

別表pl19 14C3 1 Yl

別表 14B4 1 Hl

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

埋力
゛
メ2 別表

ウメカ・メ 別 表

?C2

Ⅲ2C2

V

1103

Ⅲ2B2

Ⅲ2B2

14B3

V2

Ⅲ2C2?

12-

Ⅲ2Dl

12-

V

12B2

白 1

炉 別 表

P363日
別 表

338

P315? 別 表 Ⅲ2C2?

14C3
(V)
1403
(V)

1104

14-

V

12

1403

14-

14
C3(V)

12B2

V

1 2Bl

17C2

別表

別表

1lⅡ l

1l Ⅱl

12Ⅱ 2

Ⅱl

12Ⅱ l

1 l Ⅱll

検討

8
別 表

埋がメ 別 表

炉 別表

P341/33

Pl

P307 男1:

P306・

314・ 313 別 表

別表

別表

P503 別 表

別

P508 別表

P510 別 表

P501 別表

P505 別表

P503 別 表 13 B3?

Hl

Hl

Hl

Hl?

Hl

H3

Y2

Hl?

Hl

15?Ⅱ 4

14Ⅱ 4?

14Ⅱ 0

1214

14Ⅱ 4

なし

12Ⅱ 2

10Ⅱ ?

2

IOⅡ 4

14Ⅱ ?

14Ⅱ 0

1lⅡ l

1lⅡ l

(I・

Ⅱ)1

なし

1lⅡ l

1l Ⅱl

llⅡ ?

2

158   8

158  11

158  14

159   1

159   6

159  7

159  10

160  1

160  2

160  5

160  6

160  8

162   2

162  3

162  4

162   5

163  1

163  1

163  3

163  4

163  5

163  6

SB

SB

SB

SB

SB

P504 別 表

P53 別 表

P70 別 表

フ南北東 別表

P140 別表

別表

P88 別表

W512グ
リッド

別 表

別 表

別表

P87

P85

P89

P70

H2

Hl

Hl

H3?

Hl

Hl

白 1 移動痕有 LR縄文

細白1、 雲微

白 1、 白2

雲、石

白2、 雲、石

白2大 、雲、石

明褐～黒褐

幅9mm条線 暗赤褐～黒褐

LR縄文

半隆起線 橙～褐灰

半隆起線 黒褐～褐灰

LR縄文 暗赤褐

結東縄文 にぶい赤褐

LR縄文

1lⅡ 2

1lⅡ l

(I・

Ⅱ)1

12Ⅱ l

SB

SB

SB

SB

SB

別表

別

別表

17 別表

雲母 、白 1 単沈線

白1、 雲母微

RL縄文

LR縄文

単沈線 明赤褐～灰褐

灰褐～にぶい橙

条線状半隆起線 赤褐

単沈線 明赤褐～褐灰

条線状平行沈線 にぶい黄褐

細白1、 雲微

磨 ?

単沈線 明赤褐～黒褐



底部圧痕=な しは網代なしで、磨きなどが不明確なもの

備 考 (赤彩ほか )

X字状把手欠落

突起、橋状把手

なし

な し

X字状把手剥

な し

な し

な し

な し

な し

橋状把手

なし

な し

な し

大把手2

大把手2

なし

なし

山形突起

なし

顔面付釣手

な し

欠落

な し

な し

橋状把手

なし

なし

なし?

突起

なし

突起

な し E(D)
以

な し A(B) 1-

A

E

D

なし

B

なし

E

なし

E

E

C

なし

C

E

A・ I

A

なし

A

A

A

なし

A

B

A・ I

A

A・ I

なし

なし

A

なし

A

A

A

B

A

A

'A

6

4～

13

6～

13

5.5

7～

12

4

7～

14

13

10～

15

7～

13

9～

14

7～

16

6/12

8

7

5～

10

4～ 8

6～

8.5

2

1.5

1～

2.5

3

2.5

2

1～ 2

1

3

1

1

1/2

1

1～

2

1

1-

4

1/3・

4

4

1/4

1/5

4

4

2?

2

3/4

3

3

2/3

4

1/3

1/4

1/3

1/4

1/4

A

1/4

1/4

1

1/2

1

1/4

1/4

1

1

1/4

4

1/4

1

1

1/4

1

1

1/4

1/4

1

下

0。 7

1

1以

下

2

1以

下

O.8以

下

1

C3a

Ala

C3a・

bla

Ala

D

Ala?

Ala

Ala

Ala

C2、 3a

Ala/
C2a

Ala

Ala

Ala

Ala

Ala/
C3a

Ala

C3a

Ala/B
la

Ala

la

Ala

Al

なし

なし

なし

なし

刻み、貼
付

なし

捻り状貼
付

なし

なし

なし

なし

なし

なし

Iは三分

なし

刻み

なし

一部で二

分

なし

貝占イ寸文

Iは三分

三分の可

Ala

Ala

Ala
Ala/
C2a

Ala

Ala
Ala/

la

なし

Ala

Bla

Ala・

Alb/
C3a
Ala/

3/2

3/5

4～ 5

4.5/4

4

7

2.5/3

2

4/6

5。 5/2

1.5

下

0.5以

区画文、渦巻き

区画文

唐草文

分帯、懸垂、渦巻

区画文、唐草文

唐草文

分帯

唐草文

分帯、懸垂文

分帯、懸垂文

分帯、懸垂文

区画文、唐草文

弧線文、懸垂文

弧線区画

分帯、懸垂文

区画文

懸垂文

分帯、区画文、懸

垂文

区画文、懸垂文

蛇行隆線文

区画文

懸垂文

渦巻文

分帯、懸垂文

懸垂文

分帯、懸垂文

区画、懸垂など

腕骨文

Iは文様帯

分帯、渦巻文

Iは三分隆線

下

Ala/
5/2.5 1.5以

・2

3

8.5/
0.52

/Bla
1.5以

下

la

下

4/1

8

5

8

6

3.5

5

3/2

4

3.5

4/3

5

3

3

0.8以

沈線内刺突
隆線脇、充填ほ

か

隆線脇/充填

分帯、懸垂文、充
填

隆線脇、蛇行沈

線

隆線脇

第 3節 縄文時代の遺物

隆線わき、充填 隆線→充填沈線→隆線わき沈線

懸垂文、隆線脇 →縄文→磨消→沈線

_… ■ 衝 A続 _…

充填、隆線脇

隆線脇、雨だれ

状列点

突起上渦巻文

分帯、U字文/充

填

弧線文、充填

線→隆線脇沈線→雨だれ状列点

体部下分帯沈線→充填沈線→隆線
→体部上分帯沈線

な し 填沈線→弧線文

な し 隆線脇/充填 線・充填沈線→隆線脇沈線

隆線→充填沈線→隆線脇沈線

隆線・充填沈線→隆線脇沈線

隆線・条線)→ 隆線脇・蛇行沈線 線は指の可能性あり

な し 隆線→条線→隆線脇沈線

な し 隆線脇 隆線・条線)→ 隆線脇沈線

な し 口縁部横線 条線→沈線?

な し 線・充填沈線)→隆線脇沈線

な し
隆線→条線→隆線脇沈線→蛇行沈

2

2以

下

25

1.2

2

2

1.5

～4

1.5/

3

3.5

3.5

2.5

1-
12

1.5

～4

1.5

以下

2～

3.5

0.5

～2

2～ 5

2.5

以下

3以

下

1～ 8

1′V

3.5

3

2.5

2.5

1～ 7

1～

3.5

1-
3.5

1～

2.5

1´V

3.5

1.5

11

2.5

～5

7以

下

4

下

05

0.8鯰

下

1

1/2

下

O.5

1

1

/0.5

1以

下

1以

下

1

0.5以

下

0.5以

下

1

0.5

1

1.5以 交互刺突、沈

な し

なし

なし

内刺突
なし

なし

なし

なし

Albは角押と三

角押文

隆線間連続刻
み

札
一　
札

3.5～

5

6/15

4～ 6

9/14

6

4～ 6

5～

10

6～ 9

5

3～ 8

8

6～ 7

4～ 6

3～ 6

3.5～

6

5～ 7

6

7～

12

5～

11

12以

下

6

1～

2

1/2

2

2

2

1

1

2/3

2

2

1

1

2

1

2

2

1

2

1

1/2

1/2

3

1

2

1

2

C3a

なし

Bla

1

1

3/3

4/2

2～

3.5

5

3.5

2.5

2/3

4/3

4/1

Ala
la/

la/C 4/1/

隆線?→充填沈線→隆線脇沈線ほか

線→縄文→沈線

主要沈線→条線→蛇行沈線

隆線→隆線脇沈線→充填沈線→刻
み

隆線→充填沈線→蛇行沈線 C3a沈線は多裁竹管

隆線→充填沈線→隆線脇沈線

縄文→沈線

隆線→充填沈線?→ 単沈線

充填沈線→隆線ロロ唇部沈線 屈曲口縁部施文

隆線→充填沈線→隆線脇沈線
L文順位で条線の前後
は不明

隆線脇、充填 線→充填沈線)→ 隆線脇沈線

隆線三分、充填 →充填沈線→縦位沈線

口唇部1条 文→底部付近横ナデ(沈線)

なし 分帯・蛇行沈線 厚口縁→条線→沈線

な し 隆線脇/充填

なし 充填、渦巻ほか

隆線脇、充填

蛇行沈線ほか

隆線脇、主装飾/

充填

な し

な し 隆線三分、充填

隆線脇、充填 隆線→充填沈線→隆線脇沈線

隆線脇、充填 隆線→充填沈線→隆線脇沈線

な し 縄文→隆線

な し 隆線脇、充填 隆線→縄文→体部下半横ナデ

主装飾/把手上

隆線脇、充填

隆線脇、充填、渦

巻文

分帯、頸部充填

→縄文→沈線

な し 縄文→沈線→隆線

Ⅱl帯 充填

A口 F

能性

Iは三分

なし

なし

刻み

なし

なし

縄文

なし

なし

なし

なし

なし

なし

3

Al 5/4"

1.5～ 0.5以

下

2

3～ 4

2

2

4/3

下

1.5以

下

1.2鯰

下

1.5以

下

05
1以

下

0.8

下

4.5/4
0.5以

下

0.3以

下

0.5

T/5

1

1以

下

1.8

2

0.5以

下

1

0.5

3
15以

la

Ala

Ala

C3a

Bla

Bla

Ala

Ala/
C3a
Ala・

Bla
Ala/
C3a

Ala

B

B

A

E/1

A

A/1

A

な し 隆線脇、充填

縄文→沈線→隆線

隆線→沈線(充填と隆線脇前後は

種 )々

隆線→分帯沈線→充填沈線→蛇行
沈線

隆線→充填沈線→隆線脇沈線なし

15/C
な し

.5

5.5/2 2/0. な し

交互刺突
分帯、蛇行沈線、

充填

隆線脇、充填

隆線脇、充填ほ
か

隆線脇、充填ほ

か

隆線→充填沈線→隆線脇・蛇行沈線

山形小突起 口縁部弧線文
下

な し 懸垂文、充填 隆線→割付沈線→充填沈線



第3章 聖石遺跡

表14 聖石遺跡出土主要土器の属性 (3) 白1は 不透明。つやなしの自色粒子(火 山岩・軽石ほか)、 白2は つや有りの自色粒子(深 成岩 ?)

石=石英、雲=雲母

磨 ? 綾杉状単沈線 赤褐～黒褐257 iSBi 32 1 5 1P105 別表1深鉢 14B2 1 Hl163   7

164  12

164  13

164  16

165   1

165   1

165   1

165   3

165  3

166   6

166  8

166  9

255 iSB1 32 i 3 1P103 別表1深鉢 12C2!H2

:蒸::]ヽ亘[:=:[:i:1■
=:::

闘劇:深緊
254 iSB1 32 1 2 1P101 別表I釣手

.-----r---

---r-rr.-.

...---r.-.

-.-r-r..r-

白 1

白 1、 自2

白 1

白 1、 自 2、 雲、

砂

白 1、 雲、石

細白1、 微雲

白 1、 白 2、 雲、

白 1、 雲

白1、 微雲・石

白1、 自2、 雲微

白1,2、 雲、石

白 1、 雲

白1・ 2、 雲ほか

細黒粒、細雲

微

白2、 雲、黒粒

他

白1多

白1・ 2,雲微

白1・ 2、 雲微他

細白11極 微雲

白2少、雲微

白1多、雲超微

白1。 2少、石・

雲微

白1・ 2、 赤粒、

雲超微

白1、 雲微

白1多

白 1、 雲

網代→磨 LR縄文

幅20mm条 線 橙 ～黒褐

単沈線 明赤褐～黒褐

単沈線 橙～褐灰

RL縄文 明赤褐～黒褐

条線状半隆起線 にぶい黄褐～褐灰

17Ⅱ 4?

14?Ⅱ 0

なし

2

(I・ I)9

15Ⅱ 5

10Ⅱ 3.5

I?Ⅱ ?

IOⅡ ?

IOⅡ 5

1lⅡ 4

15Ⅱ ?

IOⅡ ?

(I・ I)6

151?

1519

14Ⅱ ?

I?Ⅱ 4

14?Ⅱ 8

1?Ⅱ ?

1211

1lⅡ l

なし

2

1l11

1l Ⅱ21

262 iSB1 33 1 l IP14 別表1深鉢 14-l Hl:A

290 iSBi 35 1 2 1P17 別表l深鉢 Ⅲ2Dl l HlI A

291 iSBi 36 1 181理里がメ 別表1深鉢 Ⅲ1041H2?:A 1lⅡ l

1lⅡ l

1l11

1lⅡ l

1lⅡ l

llⅡ l

(I・

I)1

11■ 1

1lⅡ l

1lⅡ l

10Ⅱ 2

1lⅡ 2

1lⅡ l

1l11

1l11

121?

I?Ⅱ l

1l11

1lⅡ l

(I・

Ⅱ)1

(I・

I)1

263 :SB1 35 1 1 日P13 別表I深鉢 1403 1 Hll C

265 iSBi 36 1 2 1炉 フ 別表1深鉢 V?l Hl:A

277 iSB1 36 1 141P49 別表l深鉢

:″i:]ヽ亘[:工 :[:IIII: 勤劇:耀曇

(IttII Ⅵ
 I B

別表I深鉢 1403 1 Hl:A

綾杉状単沈線

幅7mm条線

幅1lmm条線

幅14mm条線

磨き

明赤褐～褐灰

明褐～褐灰

にぶい黄橙～黒褐

にぶい黄橙～褐灰

黒褐～(赤褐 )

赤褐～黒褐

270 1SB1 36 1 7

24 1SBI“
|‖ 憫召朧

7 1SB1 39 1 7

科1釧 相18熙
45tL

田ISBい 11悧∫
2

---.-..rr.

166  10

166  11

279 :SB1 36 1 16 1Pl13 別表I深鉢 12B2 1H21 F

白 1、 自2多 条線状半隆起線 明褐～褐灰

白 1、 微黒雲 幅14mm条線 にぶい橙～褐灰

白1・ 2、 雲微 条線状平行沈線 明赤褐～黒褐

白1、 雲・石微 幅9mm蛇行条線 明赤褐

白 1、 白2、 石 な し 赤褐～にあtい橙

白1、 砂 L縄文 褐～黒褐

白1多、超微雲 RL縄文 橙～褐灰

白1・ 2、 雲微 網 代 LR縄文 にぶい黄橙～褐灰

白1多 網代→磨 LR縄文 にぶい黄橙～褐灰

別表l深鉢

別表1深鉢 14B21 Hll B

別表1深鉢 Ⅲ2C2?l― :一
..-.-rr-.-

r------r-.

..-----.r.

--t.-r---.

.-r-----..

t--.-.-r-.

..---.---.

..-.-r.r..

..------..

---.{-.-r-

-r-------.

r-r---.-r-

167  13

167  15

167  17

168  18

168  19

168  20

168  21

168  22

169   1

169   2

169  3

169   4

169  5

170  1

170   2

170  2

170  3

170  4

170  6

171  7

171  8

171   9

171  10

171   12

172  15

172  16

172  17

別表l深鉢 12-l H2:A

別表1大鉢 14Cl l H I A

別表1深鉢 14-I Hl:A

別表 l深鉢 1403 1 Hll B

別表1深鉢 12-l H21 D

〕劇:深繋

43 lsel 37 I + ltum, *r- 別表I深鉢 Ⅲ2C31 Yl:A

---.-r---.

-------r-.

278 iSB: 36 115

44 iSBi 37 1 5 11層 南西 別表1深鉢

柁ISBI釘 13『
21P20

別表I深鉢 12B21 Hll F

別表l深鉢 1603 1 Hl:A

41 iSB1 37 1 2 11層 南東 別表1深鉢 V I Hl:A 白1微、黒粒 綾杉状単沈線 にぶい黄橙

網 代 L縄文 赤褐～黒褐

網代 LR縄文 黄褐～褐灰

白1・ 2多 、雲微 単沈線 明赤褐～黒褐

細白1 なし 綾杉状単沈線 明赤褐～にぶい褐

白2ほか RL縄文 黒褐

1  1SB1 39 1 1 11哩 力'メ 別表1深鉢 14'一 l HlI A 12Ⅱ l

1lⅡ l

1lⅡ l

1lⅡ l

12Ⅱ l

12Ⅱ l

1lⅡ l

1lⅡ l

1lⅡ l

1l11

1lⅡ l

12Ⅱ l

12Ⅱ l

12Ⅱ l

11■ 1

1lⅡ l

llⅡ l

11■ 1

1lⅡ l

1lⅡ l

1lⅡ l

124 1SB1 38 : 21P13 別表1深鉢 ⅢlC4 1 Hli C

3  1SBi 39 1 3 1ビ ット3 別表I深鉢 12-l Yl:A

123 1SB1 38 1 1 lP12 別表日深鉢

〕劇:耀曇

1,.」f「1.二 1口 ,_1五 _::.
別表1深鉢 V I Hll A

明赤褐～灰褐

……ホ褐■1音赤掲_… .

にぶい黄橙～黒褐

13 1SB1 39 1 13 1P360 別表I深鉢 14C3:Hl:A

別表1深鉢 12-l H21 B 白2、 雲微、砂

〕劇:::I

別表l深鉢 12'一 l H21 B 大粒白1多

14B3 1Y21 B 白1・ 2、 雲微

幅10mm条線 明赤褐～褐灰

綾杉状単沈線 にぶい褐～黒褐

磨 ? 幅12mm条線 明赤褐～黒褐

鋭利な単沈線

幅14mm横施文条

線

幅10mm条線

赤褐

明赤褐～褐灰

にぶい橙 ～褐灰

RL縄文 にぶい黄橙～褐灰

I帯 にRLR縄 文 暗赤褐

ナデ 明赤褐

綾杉状単沈線 明赤褐～黒褐

RL縄文 にぶい黄橙～黒褐

幅13mm条線 にぶい黄橙～褐灰

幅1lmm条線 明赤褐～褐灰

暗赤褐～黒褐

赤褐～褐灰

18 1SB1 39 1 18 1P431 別表I深鉢 12B31H21B

12 iSB1 39 1121フ 別表1深鉢 14B31 Yl:A

4 1SB1 39 1 4 1P399 別表 1深鉢 V i Hl:A

19 1SB1 39 1 19 1P401 別表l深鉢 Ⅲ2C31H21A

別表1深鉢 14C31 Hl:A

玩J藻孫
別表1深鉢 14B31Y3:A

別表1深鉢 12A2 1 Yll D

別表l深鉢 l器
31YllA

.----r-r-.

別表I深鉢
-rr--..-..

別表1深鉢

-.r--.rr--

別表1深鉢
.r---r-r.-

別表l深鉢

172  18

70 iSB1 40 1 4 1P133 白1、 雲微

条線状平行沈線

灰褐～黒褐



底部圧痕=なしは網代なしで、磨きなどが不明確なもの

把手・突起類 備 考 (赤彩ほか )

第 3節 縄文時代の遺物

な し

突起

な し

頸部X字状把手

A

A・ C

なし

なし

なし

A・ B

A・ E

B

E

C

D

な し A

F

C

C

なし

A

なし

なし

な し

円孔把手

な し A・ E

な し A

E

A

なし

なし

CoE

な し

な し A口 巨

な し A・ E

な し

A口 F

8.5～

10

7～

23

3～

5.5

7～

11

11/1

5

10

6～

18

14

11～

23

7～

15

12～

18

6～ 9

10～

16

5～

12

7～

12

12

12

11～

13

5～

12

8～

10

11～

15

6～

10

7～

17

14

1/3

1/4

1/4

1/4

1/6

2/4

1・ 4

2

2/4

2

2

3

浅4

1/4

2

1/3

1/3

1/3

4

5～

12

6～

10

5。 5～

3～

13

3～ 7

2.5

～ 6

2.5

～13

1´V

3.5

1～

2.5

25
～4

1-
3.5

2以

下

0.5

以下

1.5

以下

1～

17

0.1

4.5

0.5

～3

5以

下

2～ 8

3.5

以下

5～ 6

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

三分沈線

なし

なし

なし

2～

2.5

5

3.5

7

2.5

3.5～

7

5

3～

6/2.5

/7

4～ 6

5.5

8～ 11

6/25

8

8/2.5

4.5～

6/10

7/3.5

7/2

5/8

4～ 7

6

11

4

25～
3

4

3

5

5.5～

7

2.5～

4

6

4/1.5

10

3～ 4

6/10

6/2

6/10

5/2.5

/1

7

3.5～

6.5

5～ 7

7/2

4～ 1

3

4～ 8

区画文、懸垂文

区画文

分帯、籠目文ほ

区画文

大波状・蛇行文

分帯、主装飾

区画文

渦巻文ほか

分帯、渦巻文

主装飾

分帯、渦巻文

区画文

分帯、渦巻文

分帯、懸垂文

分帯、渦巻文

分帯、渦巻文

口縁部区画

分帯

弧線文、懸垂文

口縁部区画文

区画文

口縁部区画文

区画文、懸垂文

口縁部区画、渦巻

文

区画文、懸垂文他

口縁部区画文

口縁部区画文

分帯、懸垂文

口縁部区画文

口縁部区画文の
み

口縁部肥厚

懸垂文

口縁部区画文

なし 隆線脇、充填

なし
主装飾、隆線脇、

・
充填

なし 隆線脇、分帯

なし
隆線脇、蛇行/充

填/隆線脇

なし
隆線脇、懸垂文、

充填

.分帯 蛇ゝ行葬住

分帯、隆線脇

懸垂文、隆線脇

A蛇行沈線、D隆

線脇

隆線脇、懸垂文

隆線脇、懸垂文

隆線→沈線

隆線→縄文→隆線脇沈線,装飾沈

体部区画 線→磨消→沈線

目文沈線→隆線→沈線

隆線→主装飾沈線→充填沈線→隆
線脇沈線

分帯沈線・大波状隆線→縄文→蛇行
隆線

(隆線・充填沈線)→ 隆線脇沈線→蛇

行沈線

隆線→沈線→隆線脇沈線

条線→沈線

隆線→条線→凹線

な し A・ F

橋状把手 D

A

C・ 巨

なし 隆線脇/充填 線→充填沈線→隆線脇沈線

なし 隆線脇 (隆線・条線)→ 沈線

(隆線・充填条線)→把手→沈線・隆線
脇凹線

(隆線・条線)→ 隆線脇沈線→懸垂沈

線

隆線→沈線

なし 隆線脇/充填

なし 懸垂文、隆線脇

なし 隆線脇

なし
隆線→縄文→隆線脇沈線→懸垂沈
線

隆線→縄文→蛇行沈線→隆線脇凹
なし

なし
:線・縄文)→ 隆線脇沈線→懸垂沈

な し 隆線→縄文→磨消→沈線

隆線脇ほか

分割線と主装飾

分帯、懸垂文

隆線→沈線

なし 充填 隆線→単沈線

なし 体部U字文など 縄文→単沈線

なし 懸垂文 沈線→縄文→仕上げ沈線ほか

なし 懸垂文、充填 隆線→充填沈線→隆線脇

円形刺突 隆線脇、充填 隆線→沈線

隆線脇、懸垂文

主装飾、分帯、充

填

…分壼L全装飾ロロ
弧線文、充填、懸

垂他

隆線脇、蛇行沈

線

隆線脇/充填

線→縄文→磨消→沈線

なし

なし (隆線・条線)→沈線

なし ・充填沈線)→ 隆線脇沈線

なし 隆線脇 隆線→沈線→条線

なし 分帯、全装飾 主沈線→蛇行沈線→充填沈線

なし 分割線と主装飾 分帯、逆∪字沈線→条線→蛇行沈線

大把手 1

な し

(E?)

なし

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し A・ D

な し C

なし

なし

なし

E

A

なし

な し

な し

突起

小突起

突起 B・ E

なし

三角形連続刺

突

分帯音「分に連

続刺突

なし

なし

円文の中央

なし

なし

隆線脇、分帯、体
部装飾

隆線脇、主装飾、

充填

隆線脇、逆U字文

他

隆線三分

隆線脇、蛇行沈

線

分帯、蛇行沈線/

充填

A

E

E

A

なし

C

15

10～

17

8.5

7以

上

6

8～

13

75～

3～ 5

4～

12

4

3以

下

3

2.5

以下

2～

2.5

以下

2以

下

2～ 6

0.4

～3

2

2以

下

1.5

以下

1.5

以下
6～ 8

分帯、懸垂文 条線→沈線

懸垂文、隆線脇 線→縄文→(磨消)→沈線

隆線→沈線・縄文→隆線脇沈線

隆線→主沈線→充填沈線→隆線脇
沈線

線、・縄文)→沈線

隆線→(沈線・条線)

沈線と条線は前後両方隆線→(隆線脇沈線・条線)→蛇行沈

線

条線→分帯沈線→蛇行沈線

懸垂文、隆線脇

隆線脇、蛇行沈

線/充填

隆線→沈線(条線不明)

隆線→充填沈線→隆線脇沈線→蛇
A・ E

8～

13.5/

3.5

6～ 8

6～

4/1
円孔突起 懸垂文 なし

行沈線

あ り



第3章 聖石遺跡

表14 聖石遺跡出土主要土器の属性 (4) 白1は 不透明。つやなしの自色粒子(火 山岩。軽石ほか)、 白2はつや有りの白色粒子 (深 成岩 ?)

石=石英、雲=雲母

:距1』別表

別表

白 1、 2

白 2、 雲

細白1、 雲微他 網代→磨

白2多 、雲

白1多

大白1ほ か

白1・ 2多 、雲、

石

網代浅く

当1微、雲超微

白1微、雲微

白1・ 2、 雲、石

白1微、雲超微

白1多

条線状鋭利単沈

線

幅9mm条線

幅15mmハ字状条

線

幅28mm短 条線

幅10mm鋭利条線

幅16mm条線

幅13mm短条線

幅24mm短 条線

幅16mm条線

ハ字状単沈線

RL縄文

幅16mm条線

幅12mmハ字状条

線

綾杉状単沈線

ハ字状短沈線

ハ字状短沈線

ハ字状短沈線

LR縄文

縦位単沈線

磨き、半隆起線

橙～褐灰

にぶい橙～褐灰

にぶい黄橙～橙

にぶい黄橙～黒褐

にぶい黄橙

黒褐

にぶい褐～黒褐
にぶい橙～褐灰

明赤褐

にぶい橙～明赤褐

明赤褐～褐灰

赤褐～黒褐

褐～黒褐

明赤褐～灰褐

灰黄褐～褐灰

にStい 黄橙～黒褐

にぶい黄橙

にぶい橙～赤褐

赤褐～灰赤

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

浅鉢

深鉢

深鉢

深鉢

台付

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

H3

Hl

Hl

Hl

Hl?

Hl

Hl

Hl

Hl

Hl

Y?

H2

H2

Hl

灰褐～褐灰

幅8mm条線 橙～褐灰173  10

173  11

174  1

174  2

174  3

175  4

175  5

175  7
175  8

175  9

175  10

175  11

175  12

175  13

176  1

176  2

176  3

176  4

176  5

176  6

176  8

177   1

177  5

178  1

178  2

178  3

178  4

178  7

178  8

179   1

179  2

179  3

180  1

75 1SB1 40 1 9 P128 1別

I五 :]:0亘 [:=I便
38 iSB1 43 115 P210 1別

37 1SB1 43 114 P202 1別 表

175  6 I:|::]3亘 [:=II
__25_.JJIFll_JttLOL口 2_

__21_JpttL口

“

LL口 1_

34 1SB1 43 ill
159P151房

1表

33 1SB1 43 110

I,,::]b亘 [:=I::
26 :SB: 43i3

48 iSB1 44 i 2

14C3

V

V

V2

V
V
V

14B3

Ⅲ2Al

17B3

14C3

?C3?

V

V

V

14C3

V

?B2

14C3

14 B3?

14B3

13B3

1203

12B3

12-

14-

14-

12C2

V2(I
404)

14-

12-

12B3

12B3

1202

14C2

白1、 雲超微

白 1・ 2、 雲

雲、黒粒、自1

白1微

白1ほ か

白 2、 砂 多

1818

1014

10Ⅱ ?

IOⅡ 8

10Ⅱ 7

(I・ I)0
1?Ⅱ ?

I?Ⅱ 0

1?Ⅱ 4

14Ⅱ 4

14Ⅱ 4

1?Ⅱ 4

I?Ⅱ 4

1?Ⅱ 8

14?Ⅱ 8

1?Ⅱ 4

1?14

12Ⅱ 4

1?Ⅱ 5

13Ⅱ 9

1?Ⅱ 3

14Ⅱ 4

1015

15Ⅱ 5

31 iSB1 43 1 8 122 1別 表

30 :SB!4317 別表 白 1

周辺網代 RL縄文 明褐 ～褐灰

RL縄文 にぶい黄橙～褐灰

LR縄文 橙～にぶい褐29 1SB1 43:6 198 1別 表

28 1SB: 43i5 別表

:西i:]3夏 [:=:[:':

47 1SB1 44 1 1 P4  1別 表

Hl

H2

Hl

Hl

H2

Y2

50 iSBi 44 1 4

I::::]b亘 [:=II: ■.… _口 l則

51 1SB1 44 i 5 1l  l別 表

rlrr-rD-r-rrD-.-

49 1SB: 44 1 3

55 iSB1 47 : 4

81 :SB1 48 i 3

56 iSBi 50 1 1

126 iSB1 49 1 2

59 :SB1 50 1 4

58 1SB1 50 i 3

95 iSB1 58 i 3

93 1SB1 58 1 1

89 iSB 57 1 1

100 1SB1 58 1 8

99 1SB1 58 1 7

101 :SB1 59:1

別 表

別 表

iび

……口
1鶏裏

萬葛
…

1鶏裏

醐l‐

口
¬玩裏

り
・……Ⅲ

I鶏裏

肇
Iス
面
口
1鶏裏

L.2_口 …l:∵

「

夢l‐

‐‐
1鶏理

別

P∬f・

…
1鶏裏

P5」

…・
1鶏裏

;千百
…

1玩裏

肩
…
¬鶏裏

1・ 2多 、雲微

白1・ 2、 微雲

雲、石、白微 不明圧痕 LR縄文 にぶい黄褐～黒褐

短沈線 にぶい黄橙～橙

54 1SB1 47 1 3 別表

::::::]b夏 [:=:[:': 欅Iど Rll則

82 iSB1 48:4 3-4グ l別表

圧痕→磨

83 iSB1 48 1 5 5グ l別表

85 1SB1 48 1 7 045グ l別表

97 iSB1 58 1 5 P3」

‐…‐
1鶏裏

雲、白2 半隆起線 褐～黒褐

細白1微 半隆起線 灰褐～にぶい橙

雲、石、細白2 半隆起線 暗赤褐

白1・ 2、 雲微 I単沈線、Ⅱ磨 にぶい褐～黒褐

白 1、 白2多 LR縄文 褐～黒褐

白1、 赤粒 幅16mm条線 黒褐～にぶい橙

白1、 砂 単沈線 灰黄褐～褐

幅14mm条線 褐～黒褐

褐～黒褐

黒褐

白2多 、雲母 幅1lmm条線 赤褐～黒褐

白2、 雲母 軽い磨き 褐～暗褐

白1多 単沈充填 にぶい褐～赤褐

白 1・ 2多 0段多条LR縄文 にぶい黄橙～褐灰

白1多、雲極微 LR縄文 褐灰～黒褐

白 1・ 2、 雲 RL縄文 にぶい黄橙

白 1・ 2、 雲 ハ字単沈線 黒褐

白2多 、雲 (縄 )→磨 幅14mm条線 橙～褐灰

白 1・ 2、 雲 幅15mm条線 明黄褐～灰黄褐

白2、 雲微 幅8mm条線 暗赤褐～黒褐

白 2、 雲、石 幅18mm条線 褐 灰

白1多 RL縄文 暗赤褐～黒褐

白2多 、雲 RL縄文 明黄褐～褐灰

白2多 、雲 半隆起線 ? 明褐～にぶい赤褐

Hl?

H2

Hl

Hl?

79 1SB1 48 1 1 04-グ l別表

r{r--rt-..r-F-rr

Hl?

H2

180  1

180  2

r-r---lrr-r-D-r-

60 1SB1 52:1 肩
…
¬鶏裏

I12::]3亘 [:=Ii: 蔓::[:::lコ 憂
64 1SB1 54 1 2 P16  1別 表

57 :SB1 50 1 2 P30  i別 表

丁
・……口

1鶏理

Hl?

H2

Hl

H2

Hl?

H2

H2

Hl

Hl

Hl

Hl

H2

Hl

Hl

Y3

H2

Hl

91 iSB1 57:3 l  l別 表

92 1SB1 57:4 3  1別 表

- ir - r - D I r r r - D - - -

1lⅡ l

1l Ⅱl

1lⅡ l

1lⅡ l

11■ 1

1l11

12Ⅱ l

1lⅡ 2

1lⅡ 2

96 1SB1 58:4 1-ll別 表

94 1SB1 58 1 2 503-ll別 表

98 iSB1 58 1 6 502 1別 表

103 1SB1 60 1 2 石、雲、自2少

網代→磨

平行沈線 にぶい赤褐



底部圧痕=な しは網代なしで、磨きなどが不明確なもの

把手・突起類 備 考 (赤彩ほか )

なし

あり

な し

山形小突起

剥落

な し

な し

な し

なし

小突起

小突起

不 明

な し

なし

な し

な し

な し

な し

な し

大突起

-.--a--rr

1～ 51 1

:I:l:I:

.二 .l_二 .

口ニロl_二 .

口二 .1_二 .

口二 _1_二 _

口二 .I口 二 _

_二 .1_三 .

3.511/2

口二 .1_二 .

::::l::::

ツ1砺

せ1悦

三_|.二 .

1～ 41 1

下

311/2
...-a-.-r

--..4--..

_■ _.L._1__L_」 __

全11_l口1.1贅

111_f_躍

111_l__1_.1翌

分帯、懸垂文

分帯、懸垂文

渦巻文、区画文

分帯、懸垂ほか

隆線脇

隆線脇、充填、渦

巻他

隆線脇、懸垂文

隆線脇、充填

隆線間、脇、区画
内充填

6～

13

9～

14

5～

11

7

4～

10

4～ 6

7～

10

5～ 7

6.5～

12

6～

12

8～

11

7～ 9

3

3

1/4

1/4

4

1/4

1/3

4

1/4

1/4

4

6

1

1

71オ1挙 10ギ
な し 分帯、懸垂文

な し

な し

第 3節 縄文時代の遺物

施文順注意なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

刻み

三分し三
角押文

区画文、主装飾

口縁部区画文

体部区画

腕骨文

付

ハラ刻み

一部刻み 分帯、区画文他

な し

なし

なし I  I区画文

な し 分帯、懸垂、渦巻

口縁部分帯

分帯、懸垂

連続渦巻、懸垂文

分帯、渦巻文

区画文、渦巻の
一部

部主装飾

分帯、体部渦巻

隆線脇
→条線→隆線脇沈線→追加条

隆線脇 隆線→隆線脇沈線→条線区画、懸垂文

体部区画 Ala 1 4.5 10.5

II::[::i::[:i::

全11_1__ぽ
111_l口 1::i口l翌
A10_L_.1ロ ロL■ 2_

どヽle.L_.1_.L_J__

All_L_.Q_.L■ 5_

:11lrl翌

:;.:.1:l::.f.fl

Ala1 2 :0.5 な し

隆線→条線→隆線脇沈線

漢録言舞線_… …………………… ・̈

沈線→条線

沈線→縄文→一部仕上げ沈線

懸垂沸線■朱制 行滉続_… ……
沈線→条線→蛇行沈線

分帯、懸垂文

……口盆童_… …
分帯、懸垂文
分帯、口唇部

全装飾 懸垂沈線→充填沈線

な し 隆線脇、懸垂文 隆線→懸垂沈線→縄文→蛇行沈線

な し 渦巻文、懸垂文 沈線→縄文

懸垂文 沈線→縄文

線→仕上げ沈線

住
紀
縫

条

条̈

条̈

条̈
¨

↓

¨
↓
¨
↓
¨
↓
¨

線

線̈
轟
附
線
¨

沈

沈̈

沈̈

沈̈
¨

■|…1.

.ニ ロ|_三 .

_二 _|_二 .

_ニ ロl口 二.

_二 _1_二 .

_ニ ロl口 ニロ

_二 _l口 ニロ

.二 _|_二 .

--rr-D-rr-.F---r

1111_li.[竺
Jヽ 11_1_1ユ .L_J__

XI:I:
_2ユ 1_イ

Ψ11/2

!:il:lFI_1.

重ll_.1.
撃11

II:I:

111:疑L翌

川a12.ァ
IΨ

hi::[ζII[:I:

1111_1_[呈

111_l__1_.1翌

1111…1…1里

111_L11:[里

事降IT

壮暉1量

Ala 1 5 1 2

Bla 1 2 1 1.5

.-r.a-.r.

集合沈線
(分 帯線 )

粘土紐貼

口縁部区画文

懸垂文他

分帯、区画文他

Ala1 2 10.5

分帯、懸垂文他

..1--t-.--.1----
A1a/ | 4.5 10.5D-l

懸垂文他
ρQe.L_1■ .L_I_

分帯、抽象文? C3a: 5 10.5

なし 全装飾 行沈線が最後

全装飾 行沈線が最後

重複部なく不明

充填沈線が最後

隆線→縄文→隆線脇沈線(一部逆

隆線→充填沈線→隆線脇沈線

隆線→隆線脇・懸垂沈線→縄文→蛇
沈線

緑コ沸線■Й堕 Ⅲ…¨……………

隆線→充填沈線→隆線脇沈線

隆線脇、充填 隆線→充填沈線→隆線脇沈線

角押文 隆線脇/充填 隆線→充填沈線→隆線脇角押文

隆線→沈線

な し 隆線→沈線

なし 文→隆線→沈線

隆線脇 ・隆線→沈線

4～ 9

7/12

10～

16

7以

下

19

11-
14

7～

12

6～

7.5

1～

18

7～

12

7～

10

10～

13

7～

11

8～

13

7～

14

6～ 9

6前

後

12/5

7

l11
r.--ar.rr

2～ 512/3

2/浅
4

4

1

2

1/4

3

4

1/4

1

3

4

1・ 2・

3

2/3

1/4

1/4

1・ 7

/4

1/4

口縁部区画と渦

巻文

渦巻文ほか

区画文、唐草文

111_l_:1.1翌

全t_F■l呈

- r. r -D -.. r.L r.. -

Ala 1 8 1 0,5

Ala1 5 i2.5

なし

沈線内再刺突、
交互刺突文
口縁部連続刺

突

なし

なし

口縁部連続刺
突

なし

なし

_二 _l_二 .

_■ _1_.1.

<|…1_

墨|三:

Ala1 5 11.5

なし l 渦巻文ほか
5フ薔

lil)L・Fp
.■ _.L」 ri■L_IF:ロ

三分沈線
|口

縁

甦墨Fと
渦

W137J Ψ
なし l 分帯、懸垂文 なしI― l―

→条線→沈線→刺突文

なし (条線・隆線)→単沈線

隆線貼付

な し 全体部文様 隆線→沈線(左から右 ?)

な し 隆線→縄文→沈線

なし 隆線→縄文→沈線

.... -l -. - r -L -.. -

隆線脇、充填、渦

巻他

区画、蛇行懸垂

文

懸垂文

隆線脇/充填

Alaは体部装飾、
C3aは口縁部充

填

隆線脇

隆線脇、蛇行懸

垂文

隆線脇、懸垂文

隆線脇、体部主

装飾

隆線脇他/充填

3～ 511/2

151 1
r...4--r-

2～ 71 1

11111墨[1:_
施文順序再検討

Ala1 6 1 1
.-..4r... ...--F-..--Fr.--

な し

_二 .|_二 _

爵|_ィ

311

1.51 1

3～ 4:1/2

111_11111翌

L/可擁51解

11:口 l_3(1.1翌

11:_l..1__1:|::

全1.ピ■l_1_

:ィ?ll`lll翌

:li{?[ .^;.i.r:i.'.

111…1…[里

勝 |ぷ:瓶

全装飾 文→沈線文

隆線脇/充填 線→隆線脇沈線→ハ字沈線

なし 分帯、懸垂、渦巻 主沈線→条線→蛇行沈線

な し 隆線脇、懸垂文 →条線)→沈線

_二 .l_二 .

■|…1.

--rrarrr.

口縁部区画帯/ my「
‐
5uTl,

Ala 1 5 1 1.5 頸部連続刺突

なし

隆線→条線→沈線

隆線・条線)→沈線

隆線→縄文→スリ消し→沈線

(隆線・縄文)→沈線
隆線は添える程度で隆
起部分はわずか

線→充填→沈線 C3aは偏り施文

隆線・分帯沈線→充填沈線→隆線脇

■|…1_

藍|:I:

路|」

`2難|.【 1

なし

小突起

なし

ρ21_L.口 0__L_Iロ
交互刺突文 隆線脇/充填

沈線



183 1 1 107 1SB1 61 1 2 埋がメ 別 表

第3章 聖石遺跡

表14 聖石遺跡出土主要土器の属性 (5) 白1は 不透明。つやなしの自色粒子(火 山岩・軽石ほか)、 自2は つや有りの白色粒子(深成岩 ?)

石=石英、雲=雲母

白1・ 2、 雲微 未調整 C3aほか条線状 黒褐～赤褐

白 1・ 2、 雲、石 幅13mm条線 明褐～暗褐

白1多 幅20mm以 下条線 にぶい黄橙～灰黄

白1多、砂粒 LR縄文 にStい 1喝

白1多 網代→磨 単沈線 にぶい橙～褐灰

白2、 雲 にぶい黄褐～褐灰

白2多 、雲 単沈線 赤褐～黒褐 12Ⅱ l

1lⅡ l

llⅡ l

10Ⅱ 2

1?Ⅱ 2

1lⅡ l

I?Ⅱ l

半隆起線

白1・ 2多 L縄文 赤褐

白2多 、雲微 橙～黒褐

雲 多、石 橙～にぶい褐

深鉢

深鉢

台付
き深

鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

壺 ?、

釣手

Hl

Hl

Yl

H2

Yl

H2

Hl

Hl

Hl

Hl

Hl

Hl

Hl

H3

H3

Hl

Hl

Hl

H3

183 2 1 108 1SB1 61 i 3 1 別表

7184 1 1 110 1SB1 62 : 2 別表

184 1 1 295 1SB1 64 1 2 埋がメ 別表

184 4 1 106 1SB1 61 1 1 P4 別表

184 4 1 109 1SB1 62 1 1 P34 別

184 4 1 113 1SB: 63i3 P33 別

別

別

185 1 1 294 :SB1 66 ! 1 NO.1 別表

■qQ__■ _1_■11_上 0曼 L口
pp._L_1_ 別

- - - rl r 
-- 

. r r l - r - r r t - r -

平行沈線

単沈線

単沈線

_… 寺踏工観口…

半隆起線

半隆起線 明褐～黒褐

な し 黒褐

幅15mm条線 にぶい黄橙

明褐～褐灰

186 31.296 iSB1 66 1 3 埋ガメ 別 表

186 5 1 308 1SB1 67 : 1 埋ガメ . 別 表

187 11 9 iSB1 69 1 1 10ク
・

別 表

付き?

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

鉢?

鉢

1201?

14B3

Ⅲ lB4

Vl

16B2

1l Cll

Ⅳ l

12? Ⅱ

B3
1?C3
1403

Vl?

12(B3)

14B3

Ⅱl―

I?B3

I?C?

13B4

14B3

Ⅱ202

Ⅱ2-

?C2

1?B2

?Cl?

I?C2

1? C2?

1702

白 2、 雲、石

白2多

白1、 雲超微

雲 多

白1・ 2、 雲微

白1他 多

細白、雲微

大粒白1

大粒白1多

雲多

白1・ 2多

IOⅡ 8

1015?

IOⅡ 6

1?Ⅱ 4

1?17
1016

1?Ⅱ 6?

I?Ⅱ 4

1?111

16Ⅱ ?

I?Ⅱ 8

1?Ⅱ ll

10Ⅱ 4

10110

16Ⅱ 6

1lⅡ l

llE2

11■ 1

11?Ⅱ

l?

I?Ⅱ l

1lⅡ l

187 1 1 116 1SB1 71 1 2 71 別 表

187 2 1 115 1SB1 71 1 1 別表

187 3 1 297 1SB1 71 :4 SB71 別表

白1多 上げ底 幅16mm条線

188 5 1 300 iSB1 73:2 Ⅲ2層 別表

188 8 1 117 1SB1 71 i 3 P14 別表

189 1 1 307 iSB1 76 : 1 炉Pl 別表

141::IIIi:]3亘 [:五 :[:I P6

190 11 313 :SB1 82:4 Ml 別

189 9 1 299 iSB1 73 1 1

194 1 1 306 1SB1 75 1 4

203  221 369 :SX1 28 1 1

203 241 347 iSQ1 1l 1 1

別表

Hl

Hl

H2

Hl

Hl

Hl

Hl

I?Ⅱ 3

1lⅡ l

11■ 1

1l Ⅱll

I?Ⅱ l

I?Ⅱ l

1lⅡ l

1lⅡ l

12Ⅱ 2

網代 幅14mm条線 明赤褐～褐灰

白1多 磨、擦痕 単沈線 にぶい黄橙～黒褐

灰色砂粒ほか LR縄文 にぶい黄橙

大粒白1・ 2多
雑な条線状単沈

にぶい赤褐～暗赤褐

白1多

線

幅27mm青 海波状

条線

幅15mm条線

にぶい橙～暗褐

褐灰～にぶい黄橙

ハ字単沈線

磨き

白 多 LR縄文 褐 ～黒

白1多、自2 LR縄文 灰褐～黒褐

にぶい褐～明赤褐

にぶい褐～明赤褐

当1他、雲超微

白 1・ 2、 雲

白1・ 2他
風化(網代

無)

圧痕なし

磨き、LR縄文 橙～黒褐

白1多
体部上半LR縄
文、下部磨き

磨き

橙～黒褐

白1多 中央圧痕 黒褐～明赤褐

単沈線

にぶい黄橙～褐灰

にあtい赤褐～褐灰

赤褐～黒褐

明赤褐～褐灰

190  2 1 361 1SB1 79 1 1
翼甕、旧

別表

I`|::IIml:]3亘 [:=Ii:
,X16
)16 別表

ユQQ__■ _1_■崚_J§ 貝l_1■ _1_1_ 別赤

1 91  1 1 315 1SB1 85 1 1 力
゛
メ 別 表

1 91  5 1 312 1SB1 82 i 3 -3 別 表

°
ッツト1

1 91 6 1 372 1SB1 82 1 5 別表

1 91 8 1 31l iSB1 82 1 2 フ

192  1 1 318 iSB1 88 1 2 1 別 表

192  1 1 78 1SB1 90 1 1 埋力
・
メA 別 表 白 1

白2

192 1 1 298 1SB1 99 1 1 埋がメ 別表

:[0`::III[i:]3亘 [:=:[:i: UM2 別表

192 2 1 288 1SB1 95 iSB 別表

………1…… J… ⅢLⅢ … .19Tp

193 1 1 138 1SB1 5 11 P38 別表

ヒ
゜
ット12

194 71304:SB1 75 1 2 炉Pl

201  9 1 356 1SX1 1l 1 1 SXll

別表

別表 深鉢 ?

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

194 5日  305 iSB1 75 i 3 P2 別表

:[04::I:I:鷲 ::]b亘 [:IIi:

Hl?

195  2 1 349 1SX1  2 1 1 埋がメ 別表

197  3 1 332 iSB1 109 1 1
1日

別表
SK1409

198  1 1 357 1SX1 12 1 1 SX12 別

SX03」哩
199  1 1 350 iSX1  3 1 1

Tがメ

埋力
・
メ:[`IIII:Hi`:]:SXI::iII:i: 別

別表

200  8 1 351  1SXi  4 1 1 別 表

別表 白1多 周・網代

白 1 圧痕有

白 1・ 2

ハ字半隆起短沈

線

幅13mm以上の条

線

ハ字沈線

橙～にぶい黄橙

橙～にぶい赤褐

にぶい橙～灰褐

幅21mm?条 線 橙～褐灰

201  121 360 1SX1 15 1 1 SX15 別

202  181 364 1SX1 19 1 1 SX19 別表

SX28
別表

)1

1日

白1・ 2他

白1多 LR縄文 黒褐 ～橙別表

203  251 333 :SXi 31 1 1 SK1414 別表

埋がメ

白1多

筋状圧痕

磨き、LR縄文 明赤褐～黒褐



底部圧痕=な しは網代なしで、磨きなどが不明確なもの

なし E(D)

な し E

なし(E?)

A・ F

把手(脱落) A

なし

Aな し

.--.4----

なし

なし

なし

捻り粘土
紐貼

なし

なし

刻み

なし

なし

なし

沈線

なし

なし

線、刺突

なし

なし

刻み

なし

なし

三分沈

線、貼付

文

なし

なし

なし

なし

刻み

なし

なし

なし

貼付文

半数竹管
で分線

なし

なし

分帯、懸垂文

分帯、渦巻、懸垂

体部懸垂、渦巻

突起か把手

懸垂文

把手のみ

棒状貼付文

分帯、懸垂

分帯、渦巻き

区画、懸垂、渦巻
ほか

区 画

分帯、懸垂、渦巻

区画文、渦巻文

分帯、懸垂

頸部懸垂文

懸垂文ほか

渦巻、分帯

:亜[密

7/3.51Ψ

31Q警
.rr-rts.--.

__1__1翌

8～

18

7～

16

9～

12

5.5

4～ 7

6～

12

7.5

8

10～

17

5～ 9

8～

10

12ほ

か

5～

11

6

6

7～

14

Ψ11

1:‖…1.

Ala/
C3a=
Bla

Ala

Ala

Ala/B
la

Ala

Ala

Ala/d
/

C3a
C2a

Ala

Ala/
C3a

Ala

Ala

la/

C3a

C2・ 3a

Ala

Ala

C3a

C3a

Ala

Ala

Ala
Ala

Ala

Ala

Ala

Bla

Ala

Ala

Ala

Ala

Ala/
C3a

Ala

Ala

Ala

Ala

Ala

Ala

Ala

Ala

Ala

なし

C3a

C3a

D?

Ala

Ala

Ala

Ala

渦巻、懸垂文 1

第 3節 縄文時代の遺物

な し
隆線脇、蛇行沈

線/充填
隆線→充填沈線→隆線脇・蛇行沈線

な し 隆線脇 線→条線→隆線脇沈線

な し 区画、懸垂、渦巻

懸垂文、隆線脇 (隆線。縄文)→スリ消し。沈線 口縁打欠き

隆線→充填沈線→隆線脇沈線

隆線脇、充填

縄文→スリ消し・沈線(口 縁部不明)

隆線→頸部充填→体部充填→隆線

な し →充填沈線→隆線脇沈線

棄導淀緑■鮒

線→充填沈線→隆線脇沈線

な し 隆線脇/充填 線→充填沈線→隆線脇沈線

一部で充填刺

突
体部全装飾 体部沈線→把手(突起 )

な し 充填以外の装飾

蛇行沈線/隆線
脇

分帯、把手上・脇

条線→沈線

な し 隆線・条線→隆線脇沈線口蛇行沈線

な し 手→沈線(縄文との新旧不明)

な し 体部上半充填 縄文・半隆起充填→隆線

な し 隆線脇、充填 隆線→沈線

沈線内再刺突 隆線→充填沈線→隆線脇沈線

棄導婆線■鮒 _… …………………
位沈線→縦位沈線→隆線

な し 隆線脇、渦巻文 →条線→沈線装飾

単独刺突文 隆線脇 線・縄文→隆線脇沈線
昇面が微妙に盛り上がる
呈度の隆線(帯 )

懸垂、充填

_彙行沸線と分壼_

櫛形文

隆線脇、隆線二

分、充填
隆線→装飾沈線→充填沈線→隆線

沈線

懸垂、充填脇 線→縄文→沈線

線→充填沈線

懸垂文 条線→スリ消し→沈線

隆線脇 隆線→条線→隆線脇沈線

隆線→隆線脇沈線→充填沈線

縄X■型が貞しゴ」寝暁.… ……¨……
隆線→充填沈線→隆線脇沈線・隆線
刻み

刻み隆線のみ施文順位
異なる可能性有り

分帯、懸垂文

体部分帯、主装
飾

沈線→縄文

文→沈線→隆線

体部装飾 不 明

_二 J_三 .

311/2
整|!I:

3/1.71 1

なし

沈線内再刺突、
交互刺突

口縁部区画内

刺突

なし

-.-.4--.-

_二 _l_二 〇
2～ 7: 1

__1_.1翌

_:1_1翌

なし E(A) 3:1 9/7.510.2

/3 : ~F

::III::
3～ 510.5

B

A

E

::II::[:

6H～

X字状把手

な し

な し

なし

轟|_ィ

_二 .|_三 .

藍|:I:

.二 _l_二 _

:rl翌

.----F---.

6.5 : 1.2
--r--F-.-.

剥落 造形

なし

A

眼鏡状把手 造形

なし B

A

A

B

B

B/D

把手

なし

なし

なし

B

A

A

な し 巨(B)

な し

なし

A

A

なし

B

なし

A

8字突起 造形

な し

X字状把手

5 : 2

8～

11

6

6.5～

11

4

4

3.51 1

1～ 61 2

2:1/2

口二 _1_二 .

ロニ_』 口二_

2il
----a---.

_.1__1イ

1撃1翌

----a--.-

把手部沈

---.4--.- …3…1■

:rF
,11[呈

._l__1翌

3 1 1

f.Ь万「1'
.■ _上 口下_

__Q_■ ■|_:И :l::[:

」|…1_

重il_.1_
』ピJ…1.

口_Z__L■|.

.0ユ .L口 」_.

-...4--.-

211/2

Ψ12/3

■|_【i

難|…1_

__1__1イ

,-ultT 交互刺突、
内再刺突

なし

な し

な し

なし

なし

なし

区画内LR縄文

充填

体部上部連続

刺突
口縁部連続刻

み

8字突起内

4。 5 1 1

211

.二 _1_二 _

_.1_.1省

…3…[難
…1…[■4～ 8

6～ 9

6～

10

5.5以

下

3

12

3.5/6

板 帯

状 43

12～

18

7.5～

14

_二 _1_二 _

2～ 411/2

.-..4r-.-

::i::[,::

3.5/3.11以

5 1下

4/3 1 0.5

3.5 1 0.7

隆線脇/充填

体部装飾

体部装飾

_二 _l_二 _

211
_:l.1イ

…1…1■
不 明

口二_l_二 .

な し _二 _1.二 _

3.5 1 0。 5

III[::::

..1口 _1翌
な し

_ニ ロl_ニロ

体部
口ニロl口 二_

.二 _l_ニ ロ
2.51 1

r---a---.

』劉_1.

3 1 1 な し 渦巻ほか 沈線→縄文

区画文、渦巻文

体部装飾、分帯

沈線→縄文

沈線→突起

沈線→縄文

装飾沈線→分帯沈線→貼付文→刺
突

隆線→充填→隆線脇

縄文のみ

充填沈線→隆線

…1…1里
4 1 1

..--.h----

_三 __L_■ .

隆線脇、充填

な し 懸垂、充填 線→隆線整形→充填沈線

な し 隆線脇 線・条線→隆線脇沈線

な し 分帯、懸垂、充填 分帯・懸垂沈線→充填沈線

な し 隆線脇 隆線→条線→隆線脇沈線

な し 分帯、懸垂文 縄文→沈線

411・T

重|・l
11増:

せlt
_I_1_■1

口ニロl_二 .

■|_【l

.二 _l.二 _

_:1.[呈

__1__1翌

_11_.1省

口11_1翌
_:i_1省

…1…[■なし

なし

三口|_ニロ

全装飾

なし 弧線、懸垂文 沈線→縄文



第 3章 聖石遺跡

表 14 聖石 遺跡 出土主要土器 の属性 (6)  1:署 霙L彗 事
しの自色粒刊火山岩・軽石ほ力→、自創まつや有りの自色粒子(弯成岩?)

図版番号

復元番
号 (通

し)

住居番号

慨
土

器

番

出 土 地 点 など

器種

岳 形 基本的な造形

層位口取
上番号

接合

関係
類別

口
縁

部

口
唇
部

底

部 胎土
底部圧痕
ほか

地文、(充填装
飾 )

色調 縦位分割
横位分

害1

分割
方法

204  4 SQ Q4 別 表 深鉢 1402 白2多 単沈線 明赤褐～褐灰 12Ⅱ l

204  7 SQ 別 表 深鉢 Ⅲ2B4 白1・ 2多 、雲微 平行沈線 にぶい黄橙～明赤褐 14Ⅱ 4 1lⅡ l

204  8 344 SQ 別表 深鉢 Ⅲ2B4 C 白1・ 2多 平行沈線 赤褐 IO15 10Ⅱ 2

206  19 1 別表 深鉢 14 02? H2 白1・ 2多 LR縄文 黄橙 ～にぶい褐 1l11

208  56 320 別表 深鉢 12C3 白 2、 雲
半隆起線など条

線状
にStい 1喝 10Ⅱ 6 1lⅡ l

208  57 1

SK74
P-1

別表 深鉢 V2? 白1多 木葉痕 RL縄文 明褐～褐灰 1lⅡ 2

208  60 1 別表 深鉢 I?Cl 白1多 磨き LR縄文 にぶい橙～褐灰 I・ Ⅱl

209  68 322 SK 1 1層 別表 深鉢 14B3
A・

B
白1多 単沈線 赤褐～灰褐 12Ⅱ l

209  75 323 SK 1 別表

別表

深鉢

深鉢

14B2 白 2、 雲 横半隆起線

半隆起線

赤褐～褐灰 I

209  93 SK 1 SK125 12B3 雲多、白1・ 2 にぶい褐～黒褐 IOI? 1lⅡ 2

SK 402 1 SK402 別表 鉢 Ⅳ l 砂 網代 LR縄文 赤褐～黒褐 14Ⅱ 0 I

SK SK448 別 表 深鉢 17B2 白1、 赤粒 LR縄文 にぶい黄橙～褐灰 14?Ⅱ 8 I

211  166 SK 666 1 SK666 別 表 深鉢 Ⅲ2Dl 白1多 半隆起線 にぶい赤褐～にぶい褐 IO13 1lⅡ 2

SK 西 側 別表 深鉢 Ⅲ2Dl 雲多、石、自1 単沈線 黒褐～暗赤褐 IO15 1lⅡ 2

SK 1 東側 別表 深鉢 Ⅲ2B2 白1・ 2、 微雲 単沈線 赤褐～黒褐 14?14? 1211

215 284 SK 1 SK1486 別表 深鉢 Vl 白1・ 2多 磨 単沈線 橙～にぶい赤褐 14Ⅱ 4 I

215 300 SK 1 SK1510 別表 深鉢 Ⅲ2Al 白 1 網代明瞭 磨き にぶい橙～褐灰 15Ⅱ 5 12Ⅱ 0

216 304 SK 1 SK1514 別表 深鉢 I?B3 大粒 白 1・ 2多 網代明瞭 LR縄文 に応tいオ喝 I?14 I?Ⅱ l

SK 1545 SK1545 別表
手

鉢
一
鉢

釣

付
¨
深

IVl H3 白1、 砂 磨 ? LR縄文 橙～にぶい橙 121? I

1577 1577 別表 14'一 細白1、 雲 鋭単沈線 褐灰～黒褐 I
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底部圧痕=な しは網代なしで、磨きなどが不明確なもの

把手・突起類

隆線系装飾 沈線系装飾

施文順序 備 考 (赤彩ほか )

形状
幅

ｍｍ
高さ 組 数

貼付

方法

隆線上装
飾

用 例 形状
幅

ｍｍ
深 さ

刺突・陰刻文、

その他
用 例

なし
7～

11

11以

下
1/4 なし 口縁部区画文

Alご
]

ν

２
以
下

な し 懸垂文/充填
隆縁→懸垂況稼→充填況稼→陸線

脇・体部縦位沈線

なし A・ B
5～

9.5

以
下

1

刻み、貼

付文
分帯、懸垂ほか C2a?

0。 2以

下
な し 充填 隆線→充填沈線

なし A口 B
2.5

以下

C竹管押
圧

分帯、懸垂文 C2a 25/7
7mm竹管隆線上

押圧

充填/隆線上押

圧
隆線→充填沈線→隆線上押圧

小突起
0.5以

下
な し 全装飾 縄文→スリ消し→沈線

な し E
3.5～

10
1 1/4 な し 懸垂文

Ala/
C3a～

Bla

1.2以

下
な し 隆線脇/充填 隆線→充填沈線→隆線脇沈線

G 以
下

1 1 な し 分帯のみ
0.4以

下
な し 体部装飾 隆線→沈線→縄文

あり な し
0.2以

下
な し 懸垂文 縄文→沈線

なじ
8～

12
以
下

1/4 な し 区画文
0.5以

下

°なし 懸垂文、充填 隆線→充填沈線→隆線脇 `懸 垂沈線

1 1 な し 棒状貼付文 な し 充填 充填→貼付隆線

なし A(B)
1.2

以下
1/3 な し 分帯、懸垂文 醐

Ｃ３ａ
4/55

0,1/1

.2以

下

な し 隆線脇/充填
帯
線

分

沈
懸垂隆線→充填沈線→隆線脇

橋状把手 以
下

1 1 な し 分帯 な し 隆線→縄文

なし 以
下

５

下

３
．
以

1 1
縄文からt

る
分 帯 な し 体部全装飾 隆線→沈線→縄文

なし A・ B 以
下

1～
C竹管連

続押圧

隆線横刺

突

分帯/懸垂、頸部

充填

Ala/
C3a

2/3 以
下

な し 隆線脇/充填
分帯隆線→充填沈線→貼付隆線→

隆線脇・上沈線

なし 5～ 9
５

下

６
．
以

1 区画文 以
下

沈線内再刺突
ほか 隆線脇、充填 隆線→充填沈線→隆線脇沈線

X字状把手 A
6～

10

4.5

以下
な し 懸垂文 ・

８以

下
隆線間ほか連

続刺突

交互刺突、沈線
内再刺突

沈線間にLR縄
文

隆線脇、充填、懸

垂文

隆線・分帯。懸垂沈線→充填沈線→

隆線脇

大把手 A
5.5～

8
以
下

な し 分帯、懸垂文
以

下
隆線脇、充填 隆線→充填沈線→隆線脇沈線

なし 1

刻み、貼

付文
分帯

0.3以

下
全装飾 隆線→沈線→縄文1

G
0.5

以下
1 な し 懸垂文

以

下
一

な し 隆線脇 隆線・縄文→隆線脇凹線

釣手 似
下

1 な し 分帯
0.3以

下

口縁～釣手に

連続刺突
体部装飾 隆線→沈線→縄文

なし E(D 1 1/4 三分沈線 口縁部区画文
Ala/B

la
4/0.8 以

下
な し

隆線脇、隆線二

分 縣ヽ垂/充道
隆線→懸垂沈線→充填沈線→隆線
脇・棘行沖線
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貼付方法 ここでは、 1～ 7に 区分 した。部分的に 1であったり、 4であったりする例がある。その場合

は、1/4と 記 した。

l 粘土紐を直接貼 り付けたのみで、両脇を押さえるなどの手法が認められない例。

2 粘土紐の脇を指で押さえつける例、浅い凹線が認められる。

3 何 らかの工具で粘土紐の脇を浅 くナデつけて、隆線装飾を固定 した例。

4 粘土紐の脇を工具を使った押さえ (沈線 )、 隆線装飾を固定した例。

5 隆線上を小刻みに刻むことで隆線を固定する例。単なる装飾との区分は難しい。

6 粘土紐そのものに半裁竹管をかぶせ、粘土紐の形状を整形すると同時に、器面に押さえつけた例

7 隆線を三分することで、固定させる例。単なる装飾との区分は難 しい。

隆線上装飾 隆線を刻んだり、粘土紐を貼付することによって、隆線を加工 した例を記 した。 1本の隆線

を2本に見せるために割った例は、三分とした。

用 例  主に、装飾の軸 となる割付に係わる分帯線 (横位器面分割)や懸垂文 (縦位器面分害J)、 さらに

主要な個別装飾 (区画文、渦巻き文など)について記 した。

d.沈線系装飾 器面を彫 り込んだり、棒状工具で凹線を引き、あるいは刺突したりして描出した装飾

を沈線系装飾 とした。

沈線の類別 工具によって次のA～ Dに分けた。これも時期や地域によって差異が表れやすい部分である。

A 棒状工具や半裁竹管のセ部分を利用 して、単沈線 (1)を 施 した例

B ヘラ状工具や先端を鋭利に加工 した工具、あるいは半裁竹管の片端を利用 して、鋭利な単沈線

を施 した例

C 半裁竹管のハラ部分を利用 して、平行沈線 (2)や半隆起線 (3)を 描出した例

D 指などを使って、ほとんど窪みが付かない凹線を描 く例

さらに、工具の器面への接地面の差によって 1と '203に
分け、さらに器面への深さ 。あるいは工具の

形状の差によって 2と 3を分離 した。

l 単沈線  一条の沈線

2 平行沈線 二条の沈線

3 半隆起線 二条の沈線間が、半裁竹管のハラが接触することによって断面カマボコ状になるも

の

また、施文手法によりaと bに分けた。器面に対する施文具の角度が急となる例は刻みとして分離 した。

a 単純に引いたもの

b 押 し引きや連続押圧 したもの。工具の角度によってさらに区分すべ き時期 もあるが、今回は

行っていない。

上記の 3項 目に従って、沈線による装飾はAlb(半裁竹管セ利用・単沈線・押 し引き)な どと記 した。

幅と深さ 工具の太さを知る要素である幅は、末端や湾曲部を除いた部分で計測 した。深さは、聖石遺跡

では計測値を示 したが、誤差が大きいため長峯遺跡では、特に浅いものと深いものについてのみを記 した。

刺突・陰刻文 沈線系装飾の内、上記以外のものを記 した。主には刺突文と陰刻文である。

用 例 沈線による装飾の使い方を簡単に記 した。

e.装飾の順序 装飾を施すにあたって、どのような手順で行われたかを、装飾の切 り合い関係から観

察 した。

f.そ の他 赤彩・漆、おこげの有無などを記 した。
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(4)特 記される土器資料

ア 赤彩・漆関係資料 酸化第二鉄を使用 した赤彩が施された土器および漆付着土器84点が、本格整理開

始前に抽出されていた。これらについて観察を行った (表15)。 赤彩は、器面への定着度が弱 く、剥落に

よって肉眼で確認 しづらい例が多いことから、定着材として漆を使用 していない場合 も想定される。中期

後葉から後期の資料であるため、赤彩の対象は浅鉢形土器や小形の鉢・壺類になっている。また、酸化第

二鉄を粉砕 したと見られる敲石・台石がみつかつており (第 3分冊巻頭図版 8)、 集落内で原料からの加工

が行われたと考えられる。

土器面への漆使用は判然 としないが、漆使用のための容器が出土している。そのため、漆塗布の対象は、

すでに失われてしまった植物質の材料を使用 した容器・籠類であつた可能性が高い。

イ ミニチュア土器 ミニチュア土器は少なく、後期の蓋が 1点出土している。

ウ 穿孔土器 埋甕・埋甕などに転用された土器には通常、底部、口縁部、把手部に打ち欠きがある。こ

の他、体部に穿孔が認められた例 (SB49-図版179-2)が ある。

工 その他 SB02(図版138-7)出土資料は、文様施文面を下にして掲載 したが、器形・位置などまっ

たく不明である。大形の土製品の可能性も含めて検討が必要な資料である。

表15 聖石遺跡 赤彩・漆関係資料 (1)

※付着状況の分類は、A=全面に残存、B=筋状 (文様でないものも含む)、 C=文様がわかる、D=部分的に残存、E=沈線や凹部にのみ残存、F=点在。1=肉眼ではつきりわ

2=肉 眼でようやくわか

ル熱一号
図版番号

一万
口万

復

番
層位・出土

地点

取上

番号

磯貧・同

一個体

番号

器 種 残存部位 時 期 文様 知舞
色

回
着

況

外
付
状

帥聾
色

面
着

況

内
付
状

Лく涯正春先生のご教示

備  考
記 号 番 号

眼

寧

肉

押
コメント

144

石子L鍔付主

器 ほぼ完形
ばぼ莞形

中期口後葉 赤

一

赤

一
未 未洗浄

一東 P362 浅鉢 中期・後葉 隆線十沈線 赤

¨
なし なし 済 復元済み

1 P229 鉢 ? 体部 中期・後葉

半隆起線十

低隆線 赤口黒 なし なし 未 注記 はSB12

P256 底部 中期・後葉 無 文 な し な し 赤 済

パレットか、全面塗

りか 注記はSB12

1

P17
5

有孔鍔付き
土器 ? 孔・鍔 中期・後葉 鍔と孔 赤 赤 済

一
鍔部上下方向に穿孔

1 フ

34。 35接

釣手土器? 突起 中期・後葉 貼付隆線 赤

一
な し な し 済

一
外赤塗り

1 フ

34.35接

釣手土器? 突起 中期口後葉 角押文 赤

一

赤

一
済
一

内面は、外との境
部のみ

1 444 フ 浅 鉢 口縁直下 中期・後葉

条線 +単沈

線 赤

¨

赤

一
済

1 P36 浅鉢 口縁 中期・後葉

条線 +低隆

線 なし な し 赤 未

SB

有孔鍔付き
土器 口縁～体 中期・後葉 単沈線 赤 F2 赤 未

SB

有孔鍔付き
土器 口縁 中期・後葉

串爾「優葉

縄文+単沈

線 な し な し 赤 未 拓本932

SB フ北西 浅鉢 ? 口縁 無 文 赤 赤 済

1 SB フ

有孔鍔付き
土器 口縁 中期 鍔と孔 なし な し 赤

一
未

SK 1553 一鉢 口縁 不 明 沈線 赤 赤

一
未 拓本410

1424 SK 浅鉢 口縁
百縁

不 明 沈線
三角押支

赤 な し な し 未
栞

拓本424

拓ポ4251まブ64と滴「=217 142[ SK 浅鉢 朝 赤 赤
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¨
ＳＢ

¨
　

ＳＢ

一
ＳＢ

4

4

4

4

16

17

22

2

3

3

4

4

7

12グ リット

ケ
2グー1

2り■4… …

3グー3

5ゲウリド
・

東西 トレ

1層

フ

フ

D49

体

口縁

体

体

体
口～体

体

体

体
口縁

体部

体部

体

鍔 ?
ばぼ莞形

中期口後葉

中期口後葉

中期 ?
不明

中期・後葉

中期口後葉

中期

中期

不明

中期燿 葉
…

中期日後葉

中期"後葉
中期「優葉

…

中期・後葉
中期「優葉

…

隆緑+単沈

線

単沈線+半
隆起線

隆線

沈線

縄文+単沈

線

縄文 +隆線

無文

低隆線

無文

単沈線

無文

低隆線

無文

隆線

赤

なし
ボ

‐…

界
~

なし
ボ

…

なし
赤口黒
界

…

ボ
‐…

赤

赤

なし

Fl

なし

Dl
Dl

なし

Cl
なし
Al
Dl
F2

Dl

D2
なし

Fl

なし

赤

赤

なし

赤

なし

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

赤

未

内外にあり

偶然か ?赤 色塗

布ではないか ?
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かる、2=肉 眼でようやくわかる

彬熱Ｔ万
図版番号

元
号

復

番
層位口出土

地点

上

号
取
番

磁貧・同
一個体

番号

器 種 残存部位 時 期 文様 知舞
色

画
着

況

外
付
状

帥葬
色

回
着

況

囚
付
状

水 島 止 春 元 生 の ご教 示

備  考記 号 番号
眼
察

肉

観
コメント

L電 P621 l翌1 浅鉢 口～底
口縁付近

1期 l後墓 な し 赤 D2 赤 D2 未

nl フ 不 明 ]H明圧優票 無文 な し な し 一赤 済̈
1 即 浅鉢 ? 体部 中期口後葉 無文 な し なし 赤

赤口黒

F2 済̈ 内面全体
西 浅鉢 口縁 中期・後葉 一札 な し な し Al 未̈ 黒は怪しい

1 1 フ上 体部 中期・後葉 無 文 一札 な し 一赤 A2 済̈
1 1 P362 浅鉢 未̈
1 1 南北トレ 鉢 ? 口縁 中期・後葉 沈線あり 一赤 D2 一赤 済̈ 菌盲蔀蔓面あみ

P127～

129、 180

～ 183、

201ほ か

一　

　

　

鉢
一

浅
一

口～底 中期 "後葉 ? な し 赤 D2 赤 D2 未

1 1

P19
9 1鉢f 体部 沈線あり 赤 D2 赤 F2 済

1 1

P22
7 口縁 単沈線 赤 赤 F2 済

外面は口唇部のみ
残存      |

1 園 P36 底部直上

体部

無 文 一札 な し 一赤 A2 一済 内面のみ

SB 浅鉢 ? 中期・後葉 条線 赤 赤 A2 済

文様避け、平坦部
のみ赤

SB フ 不 明 口縁 無文 一札 な し 赤̈ 済̈

SB P18 浅鉢 ? 口縁 無 文 な し

軌
癖
明 赤 済

　̈

　

　

面̈

　̈

　

　

裏̈

一
一瑯

一
　
　
一副
み

¨
　

　

内̈

の

|

SB

P15
浅鉢

口縁～体
音5 中期口後葉 無文 赤 F2 赤 済

SB フ南 浅鉢 口縁 中期口後葉 無文 赤̈ A2 赤̈ D2 済̈
|

SB トレ 口縁 中期髪憂葉 一文一無 赤 F2 赤 済̈
|

SB 不 明 体部 無文 赤̈ F2 赤̈ D2 済̈ 丙縞 おう
………‐

l |

SB フ西 不 明 体部 無 文 一札 |なU 赤̈ 済̈
l

SB フ 浅鉢 口縁 中期 無 文 赤 赤̈ F2 済̈
l

―

ド フ 浅鉢 ? 体部 中期・後葉 無文

条線十沈線

半隆起線

な し な し 赤 済

内面の黒はくすべ
ているもの |

陣 トレ 深鉢 体部 中期・後葉 一札 な し 赤̈ 済̈
I

鵬 P97 1深鉢 体部 中期日後葉 一札 な し 赤̈ 済̈
l

n量 P85 口縁 中期石 葉 無文 赤̈ D2 赤̈ A2 済̈
l

塵 2層
有孔鍔付き
土器 ? 鍔 ? 中期・後葉 無文 赤 F2 赤 斉 吾百二丁

……
1 |

願 フ南 不 明 口縁 中期 一札 赤 F2 赤̈ A2 未̈
l

bJ 小形鉢 ? 口縁 中期口後葉
縄文+単沈

線 赤 な し なし 未 ど菖II…
…

1
P60 体部 無 文 一赤 な し な し

斉̈ 外b万
‐…………‐「

l

体部 中期髭r葉 無文 一赤 赤̈
ギ

‐

1 両面赤 …̈………「
l

フ 体部 1 利 無文 一赤 な し な し ギ

‐

1` I

フ 不 明 突起 中期・後葉 無文 赤 な し な し ギ

‐

11赤V

L フ

P29
2

有子L鍔付き
土器 口縁 中期・後葉

縄文+スリ消
し+単沈線 赤 赤 :… | 資罰警建i筑瑾FI厘碁I…

……
可

240はB p292
有孔鍔付き
土器 口縁 葉

葉̈
碓
一・後

朝
一朝

縄文+単沈

線 赤 赤 〔
…
T ::i:i:募菖

………
l

SB P91 浅鉢 底部 無 文 な し な し 赤̈ F2 醤
…

11力補断 がう
・……「ど拝が丁「

品口…………
1

SB フクド

南北べ 1

層 ,南 西

フ 鉢 口縁 中期・後葉
低隆線+沈
線 なし な し 赤 D2

『
1 |

SB 東西べ1層 鉢 ? 口縁 一朝 無 文 赤 D2 赤̈ D2 ぎ

‐

1・ l

SB 南西フ 不 明 口縁 中期 一文無̈ 赤̈ F2 赤̈ F2 長
…

1ロ l

剛 SB 不 明 口縁 中期 無 文 赤̈ 赤̈
l

劇 SB 東西ベ 不 明 口縁 中期 無 文 赤̈ 赤̈ F2 I

―
―
劇 SB

SB48.49

、SB50pl
ほか

有孔鍔付き
土器 口縁～体 中期・後葉 単沈線 なし な し 赤 F2

『
1

剛 フクド 壺 ? 口縁 中期・後葉 無文 赤 赤̈ 員
…

1・

劇 ISB フクド 不 明
一体 中期 ? 無 文 なし

‐‐
1‐ ぼし 赤̈ 黒

…
1‐

―
―
―
―
劇 フ

D7区Ⅲ2
層 浅鉢

口縁～体

部 中期・後葉 無文 赤 F2 赤 Dl lカ

」 南西フ 農鉢 ? 口縁

一　
葉

葉̈

一　

口後
一

・後

一　
朝
一朝

無文 蕊
~l

な し 赤 Dl I"ξ]
一付

¨一譜
卦剛 南西フ 口縁 無文 ボ

…‐
1

赤̈ Df・ 1ラ 芍募獅 ………
r

南西フ 口縁 中期4葉…Ⅲ
「無文 デ

…‐
1 F2 赤̈ Dl l" 芍∬蚕琶謙………「

劉 ttl フ 深鉢 口縁 後期 裏」革沈線
…
「薫

…
1 な し なι

‐
l男ミ

…
1‐ ゴ煙が添が,…

………
l

剛 SB 炉 大 不明 口縁 中期 熙文 ボ」黒1
一ホ Dl I男ミ

…
1‐

」 SB J埋甕 UMl
果鉢 ?か有
鍔 菖 1~ 中期 後葉 |な し 翼

‐̈‐
l F2 な し なしlJ [ξ量喜[種票廷

…
1

副 SB 曇
彊

¨
亘縁I:::[劉 I::::口 :「無文 「ボ

…口
li 1 赤 ? 2 1ヨ

一諄百末δj6`… ==ロニ_… ..I

剛 SF 鉢

¨

一体 中期褻票7~ロ一雛 「慕
~~11

1 まし 「 ビl勇 諄ビボ§文2Ъより菱童……
l

SK 曳鉢 鷹 1~轟班讐::1誕III
簾
¨̈̈

l 赤 A2 1メ

脚

トiボ
4』ままf554鏑

1
SK ! 垂かη 体 赤

…・
1 1 赤 l l昇

・
膨ゴボJf5‐

………………
:

第 3章 聖石遺跡

表15 聖石遺跡 赤彩・漆関係資料 (2)
※付着状況の分類は、A=全面に残存、B=筋状 (文様でないものも含む)、 C=文様がわかる、D=部分的に残存、E=沈線や凹部にのみ残存、F=点在。1=肉眼ではっきりわ
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第 3節 縄文時代の遺物

3 土製品

祭祀に関わる製品として土偶 4点のほか、用途不明の土器片製円板30点が出土 した。遺跡の規模に比 し

て土製品の数量は少ない。

(1)土 偶 (図2250表 16)

出尻形をはじめとする立像土偶が 3点、板状の例が 1点で、いずれも中期後葉である。

表16 聖石遺跡出土土製品一覧表

(2)土器片製円板 (図2250表 17)

土器片を小割にし、佃1縁を研磨 して円形などに加工 した土製品をまとめた。総数30点 で、加工の程度に

よりA～ Eに分類 した。

A 円形あるいは隅丸方形などに整えられ、側縁の全周に磨きがかかったもの

B 平面形は円形などに整っているが、倶1縁 に磨かれていない部分が残るもの

C 傾1縁の全周に磨きが行き届いているが、形が不整形を呈するもの

D 平面形はほぼ円形や隅丸方形に近 く、佃1面 には部分的に磨きがかかったもの

E 平面形は不整形で、ごく一部に磨きがかかっているもの

F 土器片を小割にしただけのもので、側面に磨 きが認められないもの

A段階まで加工 した製品は 1点に止まり、小割 してものの一部を磨 く程度で終わっている。形状は、最

終的には円形を目指したらしく、隅丸長方形や楕円形は見つかっていない。大きさは、径38。 4cm、 重さ17。 2

g平均を測る。時期は、中期後葉が中心で、確実に後期に下る資料は (図版225-10)ほか 3点である。土

器片製円板が多 く作成される中期前葉の資料は皆無であった。前葉～中葉が中心となる長峯遺跡 と比較 し

て、大ぶ りの例が多 くなっている。

4 石 器

(1)概 要

採取 した石器・石器素材～製作屑の合計は5574点 (約 1080kg)、 うち黒曜石力ヽ 331点 (35。 97kg)を 占め

る。石器製作時に出た屑の採取は、発掘時に肉眼によつて確認できたものの内一部のみを取 り上げたにす

ぎず、砕片の大半は統計資料から漏れている。そのため、点数では黒曜石が占める割合が増える可能性が

高い。また、礫は石器としての使用痕が明瞭な例 (磨石・敲石・礫器類)だけを持ち帰 り、石柱 ・丸石表

図版
番号

街
酪
口万

器種

遺構・地区

層位
上

号
取
番 残存部位 難

＜ｇ＞
胎土 色調

製作
痕跡 装飾

分 類

時期 備 考
記 号

番

号
全体 部分

225 土偶

SK 159 胸部～脚部 530 白色粒ほか にぶい赤褐

脚司Sから腎司S甲

心に、鋭利単沈

線による渦巻き
文ほか 立像 出つ尻 中期後葉

中期後葉
225 土偶

SK 右腕か脚部
雲母、白色
粒 にぶい赤褐 軸 穴 数条の単沈線 立像 ?

貼付粘土粒が乳
房とすれば腕、形
状的には脚、調べ

土偶
IS・ X 25口 5 Ⅱ層 脚部

雲母、白色
粒微量 にぶい赤褐 軸 穴 単沈線 立像 ? 中期後葉

キ巴手か
土偶 IBⅡ 層 体部以下? 白色粒ほか にぶい赤褐 単沈線

把手の可
能性大 中期後葉

土偶
10グ :リット 胸～胴 白色粒多 黒褐 なし

立たない

やつ 板状

225 46

ミニチュア
土器蓋 8グ :リ ット ほぼ完形
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第 3章 聖石遺跡

表17 聖石遺跡出土土器片製円板一覧

※加工分類は、A=円形口隅丸方形に整えられ、側縁全周が磨かれたもの、B=形は整っているが側面に磨かれていない部分あり、C=形 は整っていない
が側縁全周に磨きあり、D=形状はやや整えられ、側縁部分に磨きあり、巨=不整形でごく一部に磨きあり、F=土器を小割にしているが明確な磨き痕なし

(2)分 類方法

まず、剥片を素材 とした剥片石器とその素材・製作屑、転石などを利用 した礫石器に区分 した。剥片石

器は、小形剥片石器と大形剥片石器に区分 した。磨製石斧に関しては、礫・石核使用の例 も認められるが、

一応、大形剥片石器に含めてある。その上で、石鏃から装身具までの器種に分類 した。分類基準は、以下

「各種石器の特徴」に示す内容で行った。大量の石器を観察する中で、分類に対する幾つかの問題点や、改

善点も出てきたが、統計処理をおこなうため当初の基準のまま進めた。見直 し作業を行えなかったため、

小形RFと MFの間、 くさび形石器と石核の一部の間など、聖石遺跡の整理当初段階と長峯遺跡の整理最終

段階で、多少の「ゆらぎ」が生 じた可能性 もある。

分類された各種石器の遺構毎の組成は、表18に示す通 りである。

石材鑑定は、搬入品が限定しやすいヒスイ～蛇紋岩の鑑定に重点をおき、磨製石斧および装身具類を対

象 とした場合。黒曜石の原産地推定に主眼をおいた場合、の 2つ に限定 した。第 5章 を参照 していただき

たい。それ以外については割愛せざるを得なかった。

(3)各 種石器の特徴

ア 小形剥片石器

黒曜石・チャー トなどの剥片を素材 とし、鋭利な刃部を作出し、比較的小型な製品を小形剥片石器とし

図版番号

土器

片製
円板

番号

遺構・地区名

層 位
上

号
取
番

平面形分類

工

況

類

加

状

分
利用部位

損

況

欠

状

長軸

長

(mm)

帥
長
＜ｍｍ＞

腱
＜ｍｍ＞

重さ(g)

遺構時期
土器片時期と主

装飾
備  考

記 号 番号 大区分 中区分

225 1 SB フクド 不整楕円形 F 深鉢体部 中期 後葉 不明・縄文

225 SB P90 円 形 深鉢体部 24.26 中期 後葉 中期後葉

SK 不整円形 F 深鉢体部 不明・無文

SF 1 不整六角形 深鉢体部 不明・平行沈線

Ⅲ 層 円 形 A 深鉢体部 不明・無文

225 ST 1日 SK1530 不整形 注口体部 後期 後半 後期
旧漱T3bdノ拓ごブ6
から変更

SB フクド上層 不整五角形 深鉢体部 中期 後葉 中期後葉

SB 不整楕円形 深鉢体部 中期 後葉 不明・無文

SB フクド 不整円形 深鉢体部 58.32 中期 後葉 不明・無文

SF 不整円形 深鉢体部 不明・無文

Ⅲ層 不整円形 深鉢体部 中期後葉

21の 15G 不整形 深鉢体部 不明・無文

IW ケ 不整円形 深鉢体部 不明・縄文

IW ケ 不整円形 深鉢体部 不明・縄文

IW ケ 不整形 E 深鉢体部 不明“縄文

Ⅲ-1層 不整円形 F 深鉢体部 中期後葉

l Ⅲ層内 不整円形 F 深鉢体部 不明・無文

不整円形 深鉢体部 中期後葉 ? 表面風化

P1085 不整円形 深鉢体部 中期後葉 ?

ケ 不整形 深鉢体部 不明・無文

炉フ、カツ、ケ 不整円形 深鉢体部 不明・無文

Ⅳ層上 不整円形 深鉢体部

深鉢体部

中期後葉

1lσ)3G 不整形 14.94 中期後葉

12の 7G 円 形 C 深鉢体部 中期後葉

12(の 3G 円 形 深鉢体部 中期後葉

ケ 不整円形 深鉢体部 不明・無文

クロカツ.ケ 不整円形 深鉢体部 中期後葉

クロカツ。ケ 不整形 深鉢体部 不明・無文

SK 不整円形 深鉢体部 後期 拓88から変更

SB C09-5グ リット 不整台形 E 深鉢体部 後期
拓 1048か ら変更/
SB47上

については形状の整った例のみを参考資料 として取 り上げた。
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た。くさび形石器のように、まれに石核を利用した例があっても同一の器種と認めた場合はここに含めた。

①石鏃・②石槍 (図版2260227-1～ 64)弓矢の先端に使用されたと見られる尖頭部を作出した形状を呈

し、比較的薄身の剥片を素材とし、押圧剥離による調整を施したものを石鏃とした。尖頭部を持つものの

うち、肉厚な剥片、あるいは石核を素材とし比較的法量の大きいものを石槍とした。

石鏃239点 (171。7g)、 石槍破片 1点 (2。21g)の みである。ただし、石槍とした例 (64)は 石鏃未製品

の可能性がある。石材は石鏃・石槍236点が黒曜石で、わずかに4点がチャートや頁岩製である。形態では、

有茎石鏃がわずかに2点 (う ち 1点は欠損部の状況から判断)のみで、大半の基部形態は凹基で、若干、

平基が加わる。法量では、最小はNo50の 長さ1。Ocm(0。 12g脚部欠損あり)、 最大はNo.27で長さ5。Ocm(2。 4

g)である。形態と法量は漸移的に変化し、明確な型式区分はできない。

③石鏃未製品 (図版227-65～ 69)小形剥片を利用し両面調整剥離が認められる例のうち、石鏃製作時に欠

損したと見られる例を石鏃未製品とした。また最終的な製作の目的が石鏃であるかないか判断がつかな

かった例については、二次加工のある剥片 (小形RF)に含めた。56点 (96.96g)の すべてが黒曜石であ

る。

小形RFに含めた中にも、石鏃製作を目指した可能性がわずかながら看取れる例が34点ある。

未製品のまま放棄された要因では、剥片中央部の厚みが取れなかった例 (15点 、)が多 く、この他、調整

加工中に欠けた例などが認められた。また、チャー ト製石鏃が数多 く出土する地域に見られ、石鏃未製品

の可能性が指摘されている小形両面調整石器は、ほとんど存在 しない。

④石 錐 (図版227-70～ 79)尖鋭な錐部を作出した石器。不定形であっても回転によると見られる摩耗痕

が認められる例も含めた。63点 (109.15g)すべてが黒曜石製である。この他、小形RFと した中に、欠損

品か製作途上で欠損した可能性を持つ例力ヽ 0点ある。

形態では、錐部に柄が付 く例で、側縁の加工がほぼ全面にある例が10点。錐部が棒状で、つまみ部が作

出されず、調整加工が側縁のほぼ全面に認められる例が12点。錐部平面形が三角形を呈し、側縁の調整加

工はほぼ全面に認められる例が21点。その他、不定形で錐部の一部のみに加工が施されている例がある。

回転によると見られる摩耗痕は、不明瞭なものも含め、ほぼ全点で観察された。

表18 聖石遺跡竪穴住居出土石器組成表 (2)

遺構名 小形剥片石器 素材口屑 大形剥片石器 屑 礫石器

豚
礫記 号 番 号 石鏃 石槍

嚇醜酬麟利船

石錐
形
器

小

刃

形

Ｆ

形

Ｆ

形
器

楔

石
原
石．磁

剥片 砕 片
製
斧

打

石
形
器

大

刃
石 匙

形

Ｆ

大

Ｒ

形

Ｆ

大

Ｍ

製

斧

磨

石

形

片

大

剥

磨
石．調
類

石 皿 台石 砥 石
多孔
石

石 鍾 石棒
が

石
み
き

ω
他

装身
具類

SB

SB

SB 1 1

SB

SB 1 1 1

SB

SB

SB

SB

SB

SB 00

SB 1

SB 02 1

03 1 1 1

04

1 1

1 1 1

1 1

1 1

147 344 343
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図版番号 器種

番号
器種 番 号

大々―大

地区
軸
区

構
号

遺
記

遺構番
号①

遺構番
号②

施設名・位置 層位名
取上げ
番号

長さmm 幅mm 厚さmm 重さg 点数 色 調 石材 備考

1 1 石 鏃 1 OB08 黒曜石

1 石鏃 OB09 -19.5 0.58 曜 石

1 石鏃 OB10 黒曜石

1 石鏃

S24

1 黒曜石

1 石鏃 西側 南北トレ 黒曜石

石鏃 埋力
゛
メ1 1 1 黒曜石

第 3節 縄文時代の遺物

表19 各種石器一覧表 (冒頭石鏃部分 ) (一 )表示は欠損品

⑤小形刃器 (図版2280229-80～ 106)ガ 形ヽ剥片の縁辺部に連続的な二次加工 (調整・整形)を施し、意図

的に刃部もしくは背部を作出したもの。形態・機能的には、二次加工のある剥片 (RF)や微細な景J離のあ

る剥片 (MF)の 中にも、小形刃器との区分が難しい資料が多く存在する。そのため、縁辺部の剥離が 2

111nを 越えるものを便宜的に二次加工と見なし、これが一側縁のほぼ全体に規則的・連続的に認められた例

を小形刃器とした。ただし、 211m以下であっても、 1側縁の両面から規則的な連続剥離が観察された場合

は小形刃器に含めた。逆に、2 11unを 越える剥離が認められても、不連続なものは二次加工のある剥片 (RF)

とした。また、 2111n以下の剥離が片面にしか認められなかった例は、微細な剥離のある剥片 (MF)に区

分した。

総数184点 (1402。15g)である。石材は180点 (1345。04g)が黒曜石、チャートなどが4点 (57。 1l g)

である。比較的定形的な形態としては、①縦長剥片や板状の転石 (石核)を利用して細長い形状を示し、

長辺に刃部を持つ例 (89、 90ほ か)。 ②手のひらサイズで扁平な形状を呈し、長辺側に刃部を持つ例 (87、

98ほか)。 が認められる。この他、不定形な例 (82～ 85ほ か)や、小形の掻器あるいは小形両面調整石器と

考えられるもの (102、 104ほか)がある。

特殊な例としては鈎状石器 (80)が 1例。三脚石器 ?(81)1例 が認められる。

⑥くさび形石器 (図版230-107～ 130)剥 片あるいは石核を素材とし、向かい合った二辺か四辺に両極剥離

による階段状剥離やツブレが顕著に認められるもの。このうち、両辺が面状を呈する例は両極石核の可能

性が高いと考え、石核に含めた。一辺のみが面状を呈するものについては、石核とくさび形石器の両方の

可能性を持つが、剥離面の詳細な観察を行っていないため、今回はくさび形石器に含めてある。また、両

極剥離面がその石器の最終剥離面とならず、両極剥離面以外を刃部として使用したり、調整剥離が施され

ていた場合は、微細な剥離のある剥片 (小形MF)に含めた。

928点 (1700.72g)。 石材は黒曜石924点 (1693。 42g)、 チャート4点 (7。3g)で ある。

形態は、端部が面状をなすもの、線状をなすもの、点に近いものがあり、それぞれの組合せが認められ

る。このうち両端が面をなす例は両極石核として石核に含めた。基本的には下端面が線状を呈するものが

大半を占める。下端線状部の厚さは分厚いものから剃刀刃に近いものまであり、幅もl cmを 越えるものか

ら511m程度のものまでバラエテイがある。また、上下方向の加撃により縦割れした欠損品が認められる。

⑦二次加工のある剥片 (RF)(図版230-131～ 135)二次的な調整剥離が認められる剥片をまとめた。石鏃

や石錐などの未製品や欠損品のうち本来の器種が不明確な例。小形刃器の可能性を持つが、連続的な調整

剥離が認められない例。その他が含まれる。

総数は310点 (1133。97g)を 数える。強いて器種を推定すると石鏃34点、石錐40点 、小形刃器120点、そ

の他となる。石材は黒曜石が308点 (1121。61g)で、その他は2点 (12。36g)のみである。

③微細な剥離のある剥片 (MF)(図 版231-136～ 155)微細な調整剥離や使用によって生じた 2111n以下の微

細な剥離を有する資料をまとめた。ただし、石核などに見られる打割前加工?の ために生じた微細な剥離、

あるいは各種石器や二次加工のある剥片の一部に見られる微細な剥離については、各々の石核や石器の分
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類に含めた。

総数1,169点 (3129。94g)で、うち1,165点 (3058。66g)が黒曜石、 4点 (71。28g)がその他である。

剥片の形状に規則性は認められない。ただし、長方形に近い縦長剥片では横佃1縁 に剥離の見られる剃刀

タイプが比較的多く見られる (137、 154ほ か)。 その他、不整形な剥片については、各佃1縁の形状をそのま

ま利用したタイプが多い。剥離の認められる位置は、機能部と見られる鋭利な部分に認められる例、機能

部とは反対側の背部にのみ認められる例、その他がある。機能部と見られる面の形状も、直線的、外湾、

内湾、えぐりなどが認められる6その場合、 1個体に複数の形状を示す機能部がセットとして存在する例

が多い (136、 148ほか)。 法量は、指先でつまめる剃刀刃程度の例が最も多い傾向を示す。

イ 小形剥片石器の素材および屑

③原石・石核 (図版232～ 236-156～ 171)原石は、一度も剥離作業が実施されていない礫のうち、剥片剥

離作業を目的として搬入されたと考えられる資料である。石核には、扁平な原石 (風化剥離面を持つ)を

半割した状態のもの。あるいは、さらに剥離作業が進み、最終剥離痕がネガテイブ面となった例がある。

剥片剥離時に最終的に残された残核と考えられる。本遺跡では、剥離面の風化が進んだ例が多く認められ

る。風化した時期を特定できないため、風化剥離面のある原石なのか、石核が風化したのか判断が難しい

例が多い。そのため、今回は原石と石核を分けずに報告する。この他、石器製作のためには使用できそう

もない極小形の原石・石核 (屑石)が認められた。こうした原石・石核のあり方は、聖石・長峯遺跡にお

ける黒曜石の採取場所や方法を解明する上で興味深い点ある。

総数874点 (15。 87kg)。 石材は黒曜石が864点 (14。 95kg)(99%)を 占め他を圧倒する。その他は10点

(924g)(1%)である。

形態は、角礫状を呈する例が圧倒的に多く、露頭での採取や採掘によって得られた資料の可能性が高い。

これに対し、角の摩耗した円礫が少数存在する。さらに、使用に耐えない屑石や、風化の進んだ角礫も存

在することと考えあわせると、露頭下などでの一括採取 (選別不十分の状態)も 行われていたのであろう。

剥離作業面は、 1面のみしか認められなかった例が60例余りあり、その他は複数面を作業面にしていた。

一つ一つの剥離面の大きさは、微細な剥離のある剥片 (主 に不定形の刃器)に対応する例が最も多い。

打割方法を推定できる資料では、一端にのみ打点が明瞭に残り、対端が抜ける?手持ちによる剥離方法

が認められる。また、台石上に石核を置き上から敲いたために生じる両極剥離 (つ ぶれ)が認められる例

がある。

⑩小形剥片・⑪砕片 二次加工や微細な剥離が認められないもので、石器製作に伴って排出された屑片で

ある。便宜的にlg以上を剥片とし、それ以下を砕片とした。剥片は341点 (11。 66kg)、 この内黒曜石は299

点 (11。 22kg)、 その他力M2点 (438g)で ある。砕片は255点 (2.24kg)、 この内、黒曜石は238点 (2。 23kg)、

その他が17点 (12g)で ある。黒曜石が全体の90%を 占めている。

ウ 大形剥片石器

凝灰岩や粘板岩などの剥片を素材とし、やや鈍い刃部を持ち、比較的大型の製品を大形剥片石器とした。

⑫大形刃器 O⑬石匙 (図版2370238-172～ 196)大形剥片を素材とし、縁辺に規則的に連続する二次加

工を施し、刃部や背部を作出した石器。摘み部のないいわゆる横刃形石器 (181、 184、 194ほ か)、 摘み部

のある石匙 (172～ 176)、 厚手の礫器 (196)ほ かを含めた。ただし、横刃形石器には打製石斧との区分が

難しい資料がある。明瞭な石匙は6点 (280。28g)、 刃器64点 (4287。16g)が出土した。

特徴的な大形刃器としては、いわゆる横刃形石器 (181～ 184、 194)と 、撥形を呈する刃器 (179、 190、

192)が存在する。前者は、手で握れる程度の大きさを示し、背部および指のかかる位置に加工が施される

例が認められる。
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⑭打製石斧 (図版2390240-197～ 228)大形剥片を素材 とし、器面両面に二次加工を施 し、片佃1の短倶1縁

に鈍い刃部を持つ石器。145点 (133969。21g)が出土 した。磨製石斧を転用 したもの (209)、 局部的に磨

きが施されたもの (202)が存在する。また、厚さの薄い例には大形刃器と区分 しづらい例が存在する。

形態は、刃部と基部の幅が近似 し、佃1辺が直線的なもの (短冊形)(206ほ か)、 基部幅が狭 くなり、領1辺

が直線的なもの (撥形)(203ほか)、 基部が極端に細 くなるもの (227)、 側辺の基部近 くにわずかなくびれ

があるもの (198ほ か)、 側辺が内湾するもの (204ほ か)、 側辺が大きくくびれるもの (分銅形)(202ほ か)

がある。ただし、左右非対称 となる例が大半を占めている。その中には、主に片側の側辺を中心に加工 し

た例と、両側辺を加工 しているカツト対称 となる例がある。

また、刃部の残存 していた資料については、ほとんどに摩耗痕が認められた。

⑮二次加工のある剥片 (大形RF)大形剥片を素材 とし、二次加工による剥離が認められたもののうち、

器種が限定できなかった例をまとめた。打製石斧や大形刃器の欠損破片、あるいは未製品が含まれている

と見られる。 5点 (645.35g)。

⑬微細な剥離のある剥片 (大形MF)大 形剥片を素材 とし、二次加工や使用によって生 じた微細な剥離が

認められたもののうち、器種が限定できなかった例をまとめた。 7点 (394。 86g)。

⑦磨製石斧 (図版241～ 243-229～ 253)大形剥片・石核 0礫 を素材 として器面全体に研磨加工を施 し、 1

側縁部に研磨による刃部を作出した石器。54点 (5749.39g)が 出土 した。欠損品が比較的多 く、打製石斧

や敲石に転用 した例 4′点が認められる (図版239-209、 図244-270ほ か)。

工 礫石器

主に大形自然礫の形状や重量を活用 し、剥離による刃部を作出しない石器をまとめた。

⑬磨石・凹石・敲石類 (図版243～ 245-256～ 275)扁平礫や円礫に使用痕が認められるもの。使用痕には、

研磨痕と敲打痕、敲打による局部的な窪みを残す例がある。一個体に2種以上の使用痕が認められる場合

が多いため、凹石・敲石・磨石を区分せずにまとめた。そのため、食料加工用・石器加工用などあらゆる

用途の想定できる資料が混在 している。また、簡単な肉眼観察のみで磨石を認定したため、敲打痕や研磨

痕が不明瞭な資料は礫 として除外 した。さらに、手持ちでの連続使用に不都合と思われるほど大 きな例は、

便宜的に台石とした。

合計690点 (345.69kg)が 出土した。大半は、円礫・楕円礫に凹状の敲打痕が付 く例が占める。

敲石には、磨製石斧の欠損品などを転用 した例が存在する。

⑩石皿・⑩台石 (図版2450246-276～ 283)大形扁平な礫を利用 し、中央部に磨石幅ほどの窪みが存在す

るもの。または、窪まない場合は平坦面に研磨痕が認められたものを石皿とした。台石は、大形扁平な礫

の平坦面に敲打痕や微細な凹部が認められたものとした。石皿は24点 (179。5kg)、 台石は50点 (205。28kg)を

数える。

石皿には、使用面 (皿部)がほぼ平坦なもの、片面に窪みが認められるもの、両面に窪みが認められる

例がある。脚部を作 り出した例 (281)が 1点、用途の異なる深い窪みを有する283な どが特異な例である。

④多孔石 (図版247-284～ 289)大形礫を使用 し、平坦面に多数の凹状敲打痕が認められる例。扁平礫の平

坦面にごく少数の凹状敲打痕が見られる例は台石に含めた。

19点 (95。 5kg)が出土 した。屋外に設置されるような大形の例は存在 しない。

⑫砥 石 (図版2470248-290～ 294)礫 を素材 とし、明瞭な研磨痕が認められるもの。磨製石斧の製作・

手入れのために使用された可能性のある大形の例 (290ほ か)と 、手持ち使用が基本となる小形の例 (292

ほか)に 区分できる。総数 9点 (23。 84kg)、 置き砥石と手持ち砥石がある。

④みがき石 (図版248-296・ 297)月 形ヽの円礫・扁平礫を使用 し、土器製作において器面を磨 くのに使用 し
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た可能性が考えられるもの。加工が施されず、使用痕も不明瞭であるため、「可能性がありそう」な例 も含

めて集計した。29点 (1748。61g)

②石 錘 (図版243-2540255)主 に扁平な円礫を素材 として、対称 となる倶1辺 に簡単な打ち欠きが認めら

れたもので、網漁などに使用された錘 と考えられる石器である。

湖沼や大河川のない地区にもかかわらず 3点 (343。76g)が出土した。

⑮石棒・④丸石・②石柱 (図版2480249-298～ 304)石棒は、大形の棒状礫を素材 として、有頭部を作出

したもの。16点 (65。 36kg)が 出土 した。破断面を観察すると、多 くの例が割られた可能性を示 している。し

かし、有頭部以外では認定が難 しいため、可能性があるものも含めて礫 とした。299は 2段の加工が認めら

れる。

丸石は、大形の礫を利用 し、竪穴住居床面に設置されたものである。球状を呈するもののほか、不整形

の例もあるため、出土状況がはつきりしないと認定が不可能である。そのため、参考資料 として持ち帰っ

た例は 3点 (65。 8kg)で ある。

石柱は、大形の角柱状や棒状礫を利用 し、竪穴住居床面に設置されたものである。丸石と同様、加工が

ほとんどなされていないため、単独では認定が不可能である。そのため、参考資料として持ち帰った資料

は 5点 (34。21kg)である。

オ 装身具類 (図版2490305～ 310)

ヒスイや滑石などの精選された礫を素材 として研磨 し、穿孔部を持つものなど。総数 6点 (192。76g)

ヒスイ製の垂飾 4点 はすべて土坑から出土 したものである。この他、滑石製垂飾が 1点、ヒスイの小片

(306)が出土 した。

5 その他 の遺物

火山性土壌の影響で、動・植物遺体やそれを利用 した製品はほとんど見つかっていない。その中で、焼

成を受けて白色化 した骨製品が 1点見つかっている (図版225-1)。 また、焼失家屋 ?で炭化材が見つ

かっており、樹種同定した例はすべてクリ材 (第 5章 2節参照)であつた。

第 4節 縄文時代以後の遺構

広大な調査面積であるが、縄文時代以後の遺構はほとんどない。台地北西部に東西方向に伸びる細い溝

SD01～ 2(図版 2,4,6,8,11)と ビット群SA01(図版 2)、 I・ S-22付近のSD03～ 04(図版25)と 、馬

の墓と考えられるSKl12(表 9に併載)程度である。いずれも覆土はしまりのない黒色土である。時期は

不明であるが、明らかに縄文時代の遺構 とは区別できている。

第 5節 縄文時代以後の遺物

寛永通宝 2点、鉄製品 1点が採取されているが遺構は不明である。また、近代以降に埋葬された可能性

の高い馬の歯が土坑内 (SKl12)か ら出土 した。
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第 1節 遺跡 と調査の概要

第 4章 長峯遺跡

第 1節 遺跡と調査の概要

1 遺跡 の概要

長峯遺跡は、茅野市北山7664-1ほか一帯に所在する。八ヶ岳の裾野、角名川に沿う東西に長い細尾根

状の台地上とその南側の沢に面する斜面に立地し、標高は1,054～ 1,073mを 計る。細尾根状の台地は、瓢箪

型を呈 し、括れ部を境に西倶1に展開する聖石遺跡に接 している。台地の最大幅は160mで、遺構が確認され

た範囲は、東西方向に250mと 長大である。

本遺跡一帯は、畑地であったが、昭和34年に開田工事が行われ水田となった。当時は、行政上の保護措

置として発掘調査が実施されることはなく、工事により失われた遺跡 としては最 も早い時期に属するとさ

れた。何力所かの住居址が確認されたが、12月 の降雪期に入ったため 2カ 所の炉跡を検出するに止まった。

1つ の炉跡は90cm四 方の大形の石囲炉で、四隅の一カ所に有頭石棒が炉縁とほぼ同じ高さに埋められてお

り、祭祀色の強い、集落の中でも特殊な住居であろうと推測され注目された。また、採集された土器の中

には、阿玉台式の深鉢や馬高式の影響を色濃 く受けているとみられている文様構成の土器や「べにがら」

で塗彩された大きな有孔鍔付土器などがあり、中期最盛期の遺跡で、尖石遺跡に次 ぐような集落遺跡と推

定され、充分な調査ができなかったことに対 して惜 しまれる声が大きかった。

2 調査 の概要

今回の回場整備事業に伴い、平成10年茅野市教育委員会によって遺跡の状況を確認するため、試掘調査

が実施された。その結果、昭和34年の開田工事では、聖石遺跡 と同様水平な田面を造成する際、山傾1を基

盤層まで削って谷倶1に盛 り付ける工法が採用されてお り、基盤層まで削平された部分では遺構は消滅 して

いる状況にあったが、盛土部分では遺構が良好な状態で保護されていることが判明した。そのため、発掘

調査範囲は切土工事にかかる32,000」 となり、平成11012年 度の2カ 年当センターが調査することとなった。

平成11年度は、遺跡の西半分の約21,000ぶ について平成11年 4月 1日 から12月 28日 まで発掘調査を実施

し、その全域から縄文時代中期・後期の集落跡を発見 した。

平成12年度は、遺跡の東半分の約15,000」 について発掘調査を行った。遺構密度の高いことが予想でき

たため、平成12年 3月 10日 から調査を開始 し平成13年 1月 12日 までかかって対象範囲すべての発掘調査が

終了した。 2年間で検出した遺構数は第 2節 に記す。

これらの遺構及び包含層から出土 した遺物は、土器・石器・土製品 0石製品など多量であった。

3 宮坂英式氏 の調査報告 とその痕跡

前述 した昭和34年 の緊急調査について、当時の尖石考古館の宮坂英式館長による報告が「日本考古学年

報12(昭和34年度)」 (1964年 0日 本考古学協会編纂)に掲載されている。そこには調査の概要とともに、

石囲炉址の実測図、赤 く塗彩された有孔鍔付土器 (口絵 )、 阿玉台式土器や加曽利E式土器、石棒の写真が

紹介されている。

今回の調査 と資料整理から、宮坂氏調査の痕跡と考えられる部分が 2ヶ所認められたため、ここに報告

したい。なお個々の遺構や遺物の詳細記録は第 2節以後に記載 しているため、ここでは前回調査 との関連
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性に的を絞って記す。

SB200の炉跡 (図 7上 )「…この 1カ 所は炉址の三方を扁平石で取囲む南側は据石にある。そして北西隅に

小有頭石棒を樹立する。石棒のこのような遺存状態は、当地域よりの新資料である。炉址は径90cm、 深さ

60cmの 巨大なもので、石棒は高さ19cm軸 部の断面は径 9 cmの 円形で、頭部を茸の笠状に研磨成形 してあっ

た。 (略 )¨・石囲炉址の竪穴住居址は加曽利E式に編年される。 (宮坂英式 )」 (年報13よ り)

台地南側の標高1,069m付近にある縄文時代中期後葉 3期のSB200住 居跡では、検出段階から川砂が分布

していて、他の場所 との差異性に富んでいた。砂を掘 り進めると壁面が一回調査 したかのような状態で掘

りあが り、床面もきれいに検出された。その床面中央に東西 1。6× 南北 1。5mほ どの略方形の落ち込みがあ

り、そこにも一面砂が入っていて、10cmほ ど掘 り下げると内側に0。 9× 0.9mの 方形で深さ0。3mの底に被熱

部がある炉の掘 り方が見つかった。完掘 してみると、まるで丁寧な調査後に石囲炉の炉石だけ掘 り取った

ような状況になる。

この調査例を現尖石縄文考古館の鵜飼館長へ報告すると、宮坂氏の調査メモに長峯遺跡の調査位置を示

す記載がある旨の回答をいただいた。その位置を今回の調査区へ当てはめるとSB200の すぐ西隣あたりに

なりそうである。また別の遺跡で宮坂氏が調査 した住居址に麦ワラを入れて保護 した例 もあることのご報

告いただいた。茅野市史に再録された宮坂氏調査の炉図とSB200炉図を並べると、ほぼ当てはまる。状況

証拠ばかりであるが、砂で保護されていたことも考えると、SB200は 宮坂氏が前回調査 した炉址 をもつ住

居跡ではないだろうか。

再会を果たした有孔鍔付土器 (図 7下)整理業務を行っていた平成14年秋、勉強会をかねて茅野市尖石縄

文考古館を訪ねた際、同行 した土器接合を担当する補助員から「今接合 している土器片が、展示 されてい

る長峯遺跡の有孔鍔付土器によく似ている」という指摘があった。

早速、土器片と実物大にした展示品の実測図を比較すると、器形や大きさ、文様のモチーフと割付の位

置の全てにおいて一致することが確認された。その後、別件でセンターを訪間された茅野市文化財課の守

矢昌文、小林深志両氏に実見 していただいたところ、展示品と「同一個体」であるという結論が出た。宮

坂氏が取 り上げた有孔鍔付土器は胴下半部と実測面の裏傾1が欠損 していて、現在その部分は復元されてい

る。今回出土 した破片は、実測面の裏倶1に当たると考えてよいだろう。また出土地点のSB225住 居跡の覆

土には、土器片が出土 した層まで到達する撹乱部分が認められ、ここが前回調査時の掘削範囲ではなかろ

うか。

この 2例 とは別に、前回出土の「阿玉台式土器」と匹敵する「阿玉台式土器」の別個体 1点が今回も出

土 していることにも何 らかの縁を感じずにはいられない (第 3分冊巻頭図版)。

縄文時代から幾千年、同じ遺跡における二つの緊急調査が予期 しない状態で結び付 きを持つこととなっ

た。前回の開発行為では遺構が検出される表層が破壊されている。今回の開発行為では台地ごと消失 して

いる。42年 という時を隔てた出土土器の再会というドラマテイックな場面を目の当たりにしたと同時に、

遺跡の保護 と調査、そして記録保存の重要性を再認識した事例である。以下に今回の調査報告を記す。

引用 0参考文献

宮坂英式1964「長野県茅野市長峯遺跡」『日本考古学年報』12(昭和34年度)日 本考古学会編纂

宮坂虎次ほか1986『茅野市史』上巻 原始古代 茅野市
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SB200 今回調査 した炉跡

第 2節 縄文時代の遺構

宮坂英式氏が調査 した石囲炉

(1986宮坂虎二ほか『茅野市史』上巻より)

2m

A
-1068.7

※炉石が抜かれ、砂が入れられていた

今回の調査で出土 した破片

※左図スクリーン トーン部分が

前回調査時の撹舌L部分か ?

図 7 宮坂英式氏緊急調査時の痕跡と同一個体土器

第 2節 縄文時代の遺構

1概 要

今回見つかった遺構の大半は、縄文時代中期から後期に該当する。遺構としては竪穴住居跡239軒 絣電文

時代中期228軒、縄文時代後期11軒 )、 掘立柱建物跡12棟、屋タト埋設土器10基、遺物集中19箇所、炉跡 0焼

土跡13箇所、土坑3436基、礫・石器集中4箇所である。

各遺構の掲載方法および記述項目は第3章第 2節の聖石遺跡の事実記載に準じる。また以下の掲載表は

添付したCDへ も所収されている。

SB225

宮坂英式氏が取 り上げた

有孔鍔付土器
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2 縄文時代中期の住居跡

表20 長峯遺跡縄文時代中期住居跡

遺構番
号

掲載図版 位 置 所属時期

検出面

形態・規模

床 面謝
晰
Ｌ

剛
醐
Ｍ

ＰＬ

Ｍ
地 区 グリッド

認定資

料

大時期
区分

中時期
区分

小時期
区分

埋土出土土器
の時間幅 (微

量混入を除く)

平面形 主軸方向 主軸長m 副軸長m 壁高m

SBl新 324 ６
．

６

③ Ⅲ OH-14

新炉体
土器

中期 中葉

中葉1
Ⅳ層上面 円 N12° W 3。 90 3.90 0。 25

SBll日

265
269 324 ③ Ⅲ・H-14

旧炉体
土器

中期 前葉 Ⅳ層上面セ
クションから
SB01新と区
分した 円 N23°  W 軟弱

SB2 269 324
36-8
37-1 ③ Ⅲ OH-9・ 10

炉体土
器

中期 前葉
前葉4～ 中

葉1

Ⅳ層上面 楕 円 N64° E 6.00 5。 20 0。 45 堅 固

SB3 325 37-2 ③ Ⅲ・C-25

覆土中
土器

中期 中葉 中葉102

Ⅳ層上 面 円 N84° W 0。 20 軟 弱

SB4 325
37-3
45 ③ C Ⅲ・C-15・ 20

覆土中
土器

中期 中葉 1～ 2
前葉5～ 中

葉2

Ⅳ層上面 長楕 円 N25° W 5。 90) 0.50

SB5 268
37-C

7 ③

Ⅲ・C-150201Ⅱ・D―

11016

炉体土
器

中期 中葉 1～ 2
前葉4～ 中
葉1(2)

Ⅳ層上面 長精 円 N

間仕切状

溝 の内側

及びその

北東側 堅

固

SB6 268 326 37-8 ③

Ⅲ eC-20・ 25,D-16
21

炉体土
器

中期 中葉
(前葉4)～

中葉 1

Ⅳ層上面 隅丸方 N25° E

SB7 263 327 ③ Ⅲ・C-23024

覆土中
土器

中期 中葉 1～ (2) 中葉102

Ⅳ層上 面 楕 円 N17° E 2.40 西側削平

SB8
266
267 327 38-1 ② I・ X-16

炉体土
器

中期 前葉 前葉4

Ⅳ層上面 円 N15° E 5。 60 5。 60

炉周辺及
び壁際を

除く南東
側堅固

SB9
263
268 328 38-2 ③ Ⅲ OC-14015。 19020

覆土中
土器

中期 前葉 前葉3.4

Ⅳ層上面 楕 円 N46° W 5.00

SB10 263 328
38-3

45 ③ Ⅲ OC-18019023・ 24

炉体土
器

中期 中葉
(前葉4)～

中葉2

Ⅳ層上面

不整 方
形 N3° E 2.70

SBll 263 328 ③ Ⅲ oC-14018019

覆土中
土器

中期 前葉 前葉3～ (4)

Ⅲ層 中ハ

プラン

不明。 不明確

SB12 273 329 38-6 ② 10X-19 Ⅳ層 中 隅丸方 N33° E 2.90 軟弱

SB13 264 329 ③ Ⅲ oli-607

覆土中
土器

中期

前葉
～中
葉

4-1 前葉4～ 中
葉1

Ⅳ層上面

円形
か。肖J

平顕

著。不

明
部分的に
堅固

SB14 259

38-7
8

39-1

2 ③ Ⅲ・G-9010

炉体土
器

中期 中葉
(前葉4)～

中葉2

Ⅳ層上面 楕 円 N34° E
堅固で明

確



第 2節 縄文時代の遺構

ピット 炉 埋甕

付属施設
遺物の出土

状況
埋没過程 重複関係 備 考 調査年度

数 難
穴

所 見 位 置 形態 所見

有無・

位置・

数

埋設位 所 見

主柱穴は4

基。P1617
貯蔵穴 中 央 埋甕炉 盤

小

床上20cIIl辺

りから土器片

や石器出
土。やや多

自然埋没

SB01旧を切
る̂

H
H(1999)

主柱穴は4基 ほぼ中央 埋甕炉
南側一部
欠椙 任

小

覆 土 中から

少 量の上器
石器

埋土が残っ

ておらず不
明

SB01'析 に切
られる

H
H(1999)

P1213は入
ロピットか。 中 央 埋甕炉 任

小

上層に遣物

集中 (中 葉
1)

本来の住居
埋没中に、も

う1軒存在
か n

2軒を一緒に

調査してい

る。床面の被
熱は新炉かn

H
H(1999)

主柱穴は4基

P45貯蔵穴 中 央 石囲炉 小形 征
ヽ

覆土中から

少量の土器
石器 自然埋没 SK233と 重複

H
H(1999)

主柱穴は5基

以上 P6貯
蔵穴 中 央

埋甕炉
の抜き

取りか。 任
朴

間仕切状溝
及び周溝

北東壁P3際
の平石下か

ら黒曜石の

原石24点 一
活出十 自然埋 没

LMに切られ
る。SK170を
切る̂

H
H(1999)

P8912貯蔵
穴 中央北寄 輝蕪炉 任

小

間仕切状溝
及び周溝

上、中層から

多量に土器・

石器投棄さ
れたn 自然埋没

SK141に切ら
れる̂

H
H(1999)

2本柱 中 央 埋甕炉 盤
小

無 し

覆土に礫は

入る。遺物は

少ない 自然埋没

SK234を切
る^

H
11(1999)

無し 任
小

無 し

ほとんどな
し̂ 自然埋没 な し

H
H(1999)

中央 埋甕炉

旧炉が東に

あり:炉体
抜き取り

か。被熱部
右り̂ 盤

小

覆土中から

少量の土器
石器 自然埋没

旧炉があり、柱穴的なピットも

多数あることから、建替えの可
能性高いハ

H
H(1999)

中 央 地床炉
浅い掘り込
み 征

ヽ
無 し

覆土中から

多量の遺物 自然埋没

SK198に切ら
れる。SB04と
接する。

H
11(1999)

ほぼ中央 埋甕炉 任
〔

床面から土

器や石器出
土ハ 自然埋没

SK235 236に
切ちれる^

H
H(1999)

ピット未検出 (中 央 ) 埋甕炉 征
¨

SK173 254と

重複
遺物と埋甕炉検出。プランな
ど不明確。

H
H(1999)

無 し 任
小

なし。 自然埋没

H
11(1999)

中央か

破壊さ

れてい
る^

縄文期の

破壊か削
平か不明 缶

小

覆土中から

少量の土器
石器 自然埋没 な し

H
11(1999)

1

1

1

中央やや
1ヒより 埋甕炉

入

１

有

口 正斜位。

ほぼ完形
土器。遺構

間接合

間仕切状溝
及び周溝

覆土中から

少量の土器
石器。ピット
よリミニチュ

ア土器 自然埋没 な し

H
H(1999)



表20-2

遺構番
号

掲載図版 位 置 所属時期

検出面

形態・規模

床 面謝
晰
Ｍ

個別

図版
NO.

ＰＬ

Ｍ
地 区 グリッド

認定資

料

大時期
区分

中時期
区分

小時期
区分

埋土出土土器
の時間幅 (微

量混入を除く)

平面形 主軸方向 主軸長m 副軸長m 壁高m

SB15 257 330 39-3 ① I・ W-21.Ⅲ C-1

覆土中
土器

中期 前葉 3～ 4 前葉3～ 4

Ⅳ層上 面 円 N22° W
炉周辺 が

堅 固

SB16
277
278 330 ④ III・ I-19

覆土中
土器

中期 前葉 前葉3～ 4 Ⅳ層上面。
上記面より上
で遺物まと
まって出土 隅丸方 N29°  VV 3.60

炉周辺 が

堅 固

SB17
280
284 330 (a).(3) Ⅲ・E-18023

覆土中
土器

中期 中葉
前葉4～ 中

葉3

Ⅲ層中柱穴
の配列で 楕 円 N16° E

堅 固で明

確

SB18

270
271

278
39-4

④ Ⅲ ・ I

炉体土
器

中期 中葉 中葉1～ 2

Ⅳ層上面 円 N5° E 0.50

西 半分壁

際以外堅
固

SB19
270
278 ④ Ⅲ01-607011012

覆土中
土器

中期 前葉
前葉4～ 中

葉2

Ⅳ層上 面 (円 ) 不明瞭

SB20
270
278 332 39-6 ④ III・ I-7・ 8012013

覆土中
土器

中期 前葉 (4)～ 5 前葉4～ 5

Ⅲ層中 略 円 N34° E 0.40 堅 固

SB21
275
276 332 ④ Ⅲ・D-24

覆土中
土器

中期 前葉 4? 前葉4

Ⅳ層上面
床 0炉が露出 (円 ) N14° W

壁際除く
西半分、
炉周辺堅
固

SB22

274
275
276 333

39-7
8 ④ Ⅲ・D-18・ 19。 23・ 24

炉覆土 中期 後葉 後葉5

Ⅳ層上面で

炉検出。 N46° E 軟弱

SB23 274 ④ Ⅲ・D-15,E-11 ピット群 不明 不 明 不 明 不 明 不 明 不 明

SB24
321

322 333 40-1 ⑦

覆土中
土器

中期 後葉 後葉3

Ⅳ層上面 ほぼ方 N32° W 4。 20 4.00) D。 30
炉周辺が

堅固

SB25
321

322 ⑦ IV・ R-17・ 21022

Ⅳ層上面
炉及び柱穴
の底部露出

床面削平
されてい

る

SB26 ⑦ IV・ R-16021

埋甕 中期 後葉 後葉2
Ⅳ層上面
炉及び柱穴
の底部霞出

床面削平
されてい
る

SB27
321

322 334 40-2 ⑦ Ⅳ・Q-20

覆土中
土器

中期 後葉 後葉5 Ⅳ層上面

検出面上部
より多くの遺
物 略 円 N33° E

北側 が堅
間

SB28
321

322 335 40-3 ⑦ IV・ R-16

炉覆土 中期 後葉 後葉2
Ⅳ層上面
床と周溝で
確認 円 N46° W 5。 60 5。 60

堅 固で明

確

-84-



第 2節 縄文時代の遺構

ピット 炉 埋甕

付属施設
遺物の出土

状況
埋没過程 重複関係 備 考 調査年度

数 難
穴

所 見 位 置 形態 所 見

有無・

位置・

数

埋設位 所 見

Pl
9 1 中央 地床 炉

新旧2基が
重複か^

盤
ヽ

自然埋没と

考えるが床

近くまで削平
され不明 な し

柱穴的なピットが多数あり、炉

も2基重複している。建替えあ

り。

H
H(1999)

中 央 地床 炉 鉦
小

北西壁部に

周溝

上層から多く
の土器投棄
された 自然埋没 な し

南側の張り出し部も住居の

一部と把握

H
11(1999)

(中 央 )

削平されて

炉底のみ

残る 缶
ヽ

間仕切り溝
の一部  東
壁部に周溝

覆土中から

少量の土器
石器 自然埋没 な し

H
H(1999)

Pl
71 中央 埋甕炉

南東に切ら
オしるピットは
1日 炉かn 任

小

中層から多く
の土器・石器
投棄された 自然埋没 SK431を切る

柱穴的なピットが多数あり、炉

も2基重複している。建替えあ

り。

H
11(1999)

中央やや
鼻 不明瞭

土器が一

括出土 任
小

土器集中有
りn

SK485 332と

重複

H
H(1999)

中 央

地床炉
か 。

鉦
〔

床上から土
器片

H
H(1999)

中央 地床炉

浅い掘り込
み 任

小

覆土中から

少量の土器
石器

埋土がほと

んどなく不明 な し SB22と接する。

H
H(1999)

P38
11

13 北壁寄か 石 囲 炉

浅い掘り込

み。火床全

面。 任
ヽ

床面に土器
片多。 自然埋没か

LM21 SB211
梓する^

H
H(1999)

月ヽ
ピッ

ト貿巡
る 不 明 無 し 任

小
無し なしハ 不 明 缶

小

H
H(1999)

Pl
91

左記の新炉
の主柱穴

旧炉主柱穴

P5。 7.12 北西壁寄 石組炉

新炉 、旧炉

共 に炉石

抜かれる 盤
小

床面被熱

覆土中から

少量の土器
石器 自然埋没 な し

中央部が道路工事で撹乱を
受けているn

H
H(1999)

主柱 穴 4基 地床炉か

炉底のみ

残る 任
朴

覆土中の遺

物なし 不 明 な し

H
H(1999)

主柱 穴4基 地床炉か

炉底のみ
残る

入

１

有

口 正

土器と同規

模の掘り方
で底部のみ

覆土中の遺
物なし 不 明 な し

II

ll(1999)

北東壁寄 石組炉

完存してい

る焚 口側床

面被熱。 任
小

上層から多
量の土器・石

器投棄され
た 自然埋没 SB29を切る

H
11(1999)

南西辟寄 石 糸ll炉

西一角の

み炉石残る 鉦
小

床 下ピット6

基  周溝
一 周

覆土中から

少量の土器
石器

埋土がほと

んどなく不明

SB33に切ら
れる

ピットが同心円に2周ある。建

替えか。

H
11(1999)

-85-



表20-3

遺構番
号

掲載図版 位置 所属時期

検出面

形態・規模

床 面割付
図版
NO.

剛
酬
臨

ＰＬ

Ｍ
地 区 グリッド 認定資

料

大時期
区分

中時期
区分

小時期
区分

埋土出土土器
の時間幅 (微

量混入を除く)

平面形 主軸方向 主軸長m 副軸長m 壁 高m

SB29
321

322 ⑦ ⅣoQ-20,R-16

炉覆土 中期 後葉 後葉2～
Ⅳ層上面
炉及び柱穴
の底部霰出

床面削平
されてい

る

SB30

319
320
321

322 334
40-4

5 ⑦

Ⅳ・Q-15・ 20,R― H
16

覆土中
土器

中期 後葉 後葉2～

Ⅳ層 上 面

隅丸五
角 N48° E 5.80

北西一部
を除いて
ほぼ全面
堅固

SB31
321

322 ⑦ Ⅳ・R-17

覆土中
土器

中期
Ⅳ層上面
炉及び柱穴
底部残存

床面削平
されてい
る

SB32 336 ⑦ Ⅳ・Q-10・ 14015

埋甕、
炉覆土

中期 後葉 後葉3～ 4

Ⅳ層上面
隅丸五

角 N45° E 5.50

炉周辺 と

北東半分
堅 間

SB33

319
320
321

322 ⑦ IV・ R-11016

埋甕、
炉覆土

中期 後葉 後葉3～ 4
Ⅳ層上面
床、炉が露
出 N51° E

部分的に
堅固な貼
床あり

SB34
319
320 337 40-8 ⑦ Ⅳ・Q-14・ 15

覆土中
土器

中期 後葉 後葉4～ 5

Ⅳ層上 面 楕 円 N68° E 。40

SB35
321

322 337 41-1 ⑦ IV・ R-11・ 12

埋甕 中期 後葉 後葉3～ 4

Ⅳ層上面
炉が露出 N50° E

床面削平
される

SB36

319
320
321 338 41- ⑦ Ⅳ・R-6・ 11

覆土中
土器

中期 後葉 後葉

Ⅳ層上面
炉露出 円 N52° E 5。 80

床面削平
される

SB37 319 339 41-3 ⑦ IV・ Q-9010

覆土中
土器

中期 後葉 後葉

Ⅲ層中 炉
露出 不 明

SB38 319 339 41- ⑦ IV・ Q-9

埋甕 中期 後葉 後葉

Ⅲ層中 炉
露出 不 明

SB39

319
320
321 340

41-
⑦ Ⅳ・Q-40509010

埋甕 中期 後葉 後葉2～ (4)

Ⅳ層上 面

隅丸五
角 N46° E 5.00 堅 固

SB40

319
320
321 341 41-7 ⑦ Ⅳ・Q-5・ 10.R-1・ 6

ピット1

内
中期 後葉 後葉

Ⅳ層上面 楕円 N41° E 堅 固

SB41 41- ⑦ IV・ Q-10

覆 土 中期 後葉 後葉

Ⅳ層 上 面

略隅丸
方 N38° E 5.00 堅 固

SB42

319
320
321 342

42-1

23 ⑦ Ⅳ・Q-9010

埋甕、
炉覆土 中期 後葉 3～4 後葉3～ 4

Ⅳ層上 面 三 角 N8° E 5.90 6.20 堅 固

-86-



第 2節 縄文時代の遺構

ピット 炉 埋 甕

付属施設
遺物の出土

状況
埋没過程 重複関係 備 考 調査年度

数 難
穴

所 見 位 置 形態 所 見

有無・

位置・

数

埋設位 所 見

主柱穴3基
(石組
炉)か

埋土より少

量の遺物 任
小

覆土中の遺
物なし 不 明

SB27に切ら

れる

H
11(1999)

P12
34 P12に石皿 出

十 北東壁寄 石組炉

南西炉石

以外抜か
れる 任

小

間仕切溝
周溝がほぼ
一周

覆土中から

少量の土器
石器 自然埋没

H
H(1999)

主柱穴4基
炉底のみ

残る 缶
ヽ

覆土中の遺
物なし 不 明 な し

H
H(1999)

Pl
51 北東壁寄 石組炉

炉石抜か

れる
有  ス

回 1 正

礫が落ち込
まo 周溝一周

上層から多く
の土器・石器
投棄された 自然埋没 SB52を 切る

主柱穴が切り合つており改
築されたようだ

H
11(1999)

主柱穴は4基

であろう 北東壁 寄

(石 組
炉 )

炉石抜か
れる

有  ス
ロ2

正

正

1基に石蓋
有

覆土中から
の遣物なし 不 明

SB28、 SKに
切 あれ る

H
H(1999)

北東壁寄

(石 組
炉 )

南東炉石

残る。火床
中央 鉦

小
南西削平

H
H(1999)

北東壁 寄

(石組

炉 )

有  入
口2

正

正

埋甕2を壊
して1を入
れ子状に
埋める

覆土中から
の遣物なし 不 明 な し

H
H(1999)

北東壁寄 石 囲炉

焚口以外
炉石なし。 佃

小

H
H(1999)

石囲炉 ノ|ヽ形 盤
朴

SB42上 にあ

り。

H
H(1999)

石囲炉

有  炉

南西 1 正

炉に近い位
置にありn

SB45上 にあ
りh

H
11(1999)

北東壁寄 石組炉

北東以外
除去

有 入

逆 SB92重複

H
H(1999)

北東壁寄 石組炉

焚口部残
る。 任

小

Plよ リー括土

器 自然埋没

SB47切る

SB50重複
SB41接する

H
H(1999)

北東壁 寄 石組炉

西の炉石な
し 任

小
自然埋没

SB42と重複
SB40と接す
る

H
H(1999)

北東壁寄 石 糸ll炉

炉破壊、土

器集中投
棄

有 入

正

Ｊ 周溝一周

石棒がPlに

樹立 覆土

に礫など投
棄 自然埋没

上部にSB59
あり SB45に
切られる
SB92 SB42と
重複

H
H(1999)

-87-



表20-4

遺構番
号

掲載図版 位 置 所属時期

検出面

形態・規模

床 面割付

図版
M

剛
醜
Ｍ

ＰＬ

Ｍ
地 区 グリッド

認定資

料

大時期
区分

中時期
区分

小時期

区分

埋土出土土器
の時間幅 (微

量混入を除く)

平面形 主軸方向 主軸長m 副軸長m 壁高m

SB43 343 42-4 ⑦ IVoQ-5,R-1

覆土中
土器

中期 後葉 後葉

Ⅳ層上面 円 堅 固

SB44
319
320 343

42-4
56 ⑦ Ⅳ・Q-5

埋甕 中期 後葉 後葉

Ⅳ層上面 方 N31° E 3,80 堅 固

SB45 344 ⑦ IVo Q-9

埋甕 中期 後葉 後葉2～ 4

Ⅳ層 上面 堅 固

SB46
319
320 ⑦ IV・ Q-9

覆土中
土器

中期 後葉 1～ 2 後葉1～ 2

Ⅳ層上面

SB47

319
320
321 0 Ⅳ・Q-05,R-1

覆土中
土器

中期 後葉 後葉

Ⅳ層上面 (円 ) N86° E (5。80)

SB49
319
320 ⑦ IV・ Q-4

覆土中
土器

中期 後葉 後葉

Ⅳ層 上面 一部堅固

SB50

319
320
321 338 ⑦ IV・ R-6

炉覆土 中期 後葉 後葉

Ⅳ層上面

SB52

319
320
321 336 ⑦ Ⅳ・Q-14015

覆土中
土器

中期 後葉 2? 中葉～後葉
Ⅳ層上面 S
B32調査時
に炉を検出 N72° い′

軟弱

SB53

317
318

319
320 ⑦ Ⅳ OM-21

Ⅳ層上面
削平される
が周溝検出 不 明

SB54 345 42-7 ③ Ⅲ・.I-19・ 20・ 24025

覆土中
土器

中期 後葉 3- 中葉～後葉 Ⅲ層中
Ⅲ層中に遺
物がまとま
り、炉を検出 不 明

SB55 285 345
42-8
43-1 ⑧ Ⅲ・I-19。 24

炉体土
器

中期 中葉
中葉(2)～

(4)、 後葉 Ⅳ層上面

検出面より上
に遺物集中 円 (5.20) 堅 固

SB56 259 ⑤ 道 Ⅲ・G-809014

覆土中
土器

不明 不明

Ⅳ層上面 円 ? 一部堅固

SB60 285 ③ Ⅲ・O-405

炉体土
器

中期 中葉 中葉 1

Ⅳ層上面
炉、柱穴を
検出

削平され

ていて不

明

SB61 287 346
43-2

3 ③ IV・ F-102

覆土中
土器

中期 中葉 中葉2～ 3

Ⅳ層上面

やや楕
円 N22° E 6.00

堅固、南
壁際やや
軟弱
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第 2節 縄文時代の遺構

ピット 炉 埋甕

付属施設
遺物の出土

状況
埋没過程 重複関係 備 考 調査年度

数 艶
穴

所 見 位 置 形 態 所 見

有無・

位置・

数

埋設位 所 見

主柱穴は4基

であろう 北壁寄 石組 炉 炉石ない 任
小

周溝2/3周

SB44に切られ
るSB47と重

複 西側床 まで削平

H
11(1999)

北東壁 寄 石組 炉 炉石ない

有 ス

逆 石蓋あり 周溝 2/3周 SB43切る 西側床まで削平

H
11(1999)

周溝と問仕
切溝

間仕切溝上

に土器片一

括 自然埋没か

SB42 46を 切
る. 西側床まで削平

I‐I

ll(1999)

石囲炉

炉石 1と浅
い掘り方 不 明 SB45切る

SB45に畜充

1

1 東壁寄 石囲炉

炉石原位
置になし 鉦

ヽ
周溝半周 SB43と重複

H
H(1999)

南東に周溝 不 明 大半削平

H
H(1999)

東壁 寄か 石組 炉

炉石なし。
中央から完

形土器出
土 笠

小

SB40 SB36を

切つていたか

II

ll(1999)

東壁寄

炉底のみ

残存 征
小

覆 土 中に少

量の土器・石

器 不 明

SB32,34に 切
られる

H
H(1999)

1基 のみ検 出 笠
小

周溝の一部
残存 遺物なし な し

H
H(1999)

石囲炉

北東側の
炉石なし 鉦

小
SB55を 切る

II

H(1999)

主柱穴は5基

以上 (中 央 ) 埋甕 炉

南西側に

石組がある 缶
′ヽ、、

周溝 全周

確認面より上

層に多く覆
土中は少な

自然埋没

SB54に切ら
オLる 北西部 に削平される

H
11(1999)

削平著しい

H
11(1999)

4基確認 埋甕炉
炉底部分
が残存 缶

ヽ

覆土中の遺
物なし 不 明 な し

H
H(1999)

柱穴かどうか

不明のビット

多い Pll貯
蔵穴 中 央 石囲炉

西南に土

器片と石が

残る 缶
小

東側に周溝

上、中層から

多くの土器 0

石器。焼土も

分布。床面
からは少ない 自然埋没 拡張と思われる

H
11(1999)
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表20-5

遺構番
号

掲載図版 位 置 所属時期

検出面

形態・規模

床面謝
晰
Ｌ

個別
図版
M

ＰＬ

Ｍ
地 区 グリッド

認定資

料

大時期
区分

中時期
区分

小時期

区分

埋土出土土器
の時間幅 (微

量混入を除く)

平面形 主軸方向 主軸長m 副軸長m 壁高m

SB62 287 345 ③

Ⅲ oJ-5。 10,Ⅳ・F-1
6

炉体土
器

中期 前葉
前葉4～中

葉1

Ⅳ層上面

検出面上層
よりややまと

まつて遺物
出土 (楕 円) N72° W (4.80) 0。 20

炉周辺と
主柱穴よ
り内側堅

固

SB63
287
292 347 ③南 IV・ A-22,F-2

炉体土
器

中期 中葉 中葉3～ 5

Ⅳ層 上面 略 円 N77° W 軟弱

SB64
286
287 348 ③ ⅣOA-21.F-1

覆土中
土器

中期 中葉
中葉1～ 2、

後葉

Ⅳ層 上面 楕 円 N47° E 5。 90
堅固で明
確

SB65 260 ⑤道下Ⅲ OII-21・ 22 Ⅳ層上面 不 明

SB66
281

288 349 43-4 ③ III・ I-18・ 23

覆土中
土器

中期 中葉 中葉2～3
Ⅳ層上面
一段低い部
分残る 楕 円 N22° E

堅 固で明
確

SB67 349 ③ Ⅲ・.I-13・ 18

覆土中
土器

中期 中葉 中葉2～ 3
Ⅳ層 上面

床 、炉が検
出 楕円 ?

炉周辺が

わずかに

堅固

SB68
281

282 350 43-5 ③ Ⅲ・J-17

覆土中
土器

中期 中葉 中葉2～ 3
Ⅳ層上面
上層で遺物
集中 楕 円 N37° W

炉の南東
側堅固

SB69a
281

282 351

43-6

③ Ⅲ・I-12・ 17

炉体土
器

中期 中葉 中葉2～ 3

Ⅲ層上面
bcと一緒に

調査、後で
判断 円 NH° E 堅 固

SB69b
281

282 351 ③ Ⅲ・J-12・ 17 Ⅳ層上面 楕 円 Nll° E 6.80) 5。80
部分的に

堅固

SB69c 351 ③ Ⅲ・I-11012・ 16017

Ⅲ層中に、a

bと 一緒に調
査し、後で判
断 軟弱

SB70
281

281 ③ Ⅲ ・ I

ピット
内ほか

中期 中葉 中葉1～ 2
Ⅲ層中 土

手に断面が

見えた (円 ) 堅 固

SB71 43-7 ③ 南 Ⅲ・E-18・ 19023・ 24

覆土中
土器

中期 中葉 中葉3～ 5

Ⅳ層上面 円 N3° W

SB72
265
269 352 ⑤道下Ⅲ・H-19・ 20

炉体土
器

中期 前葉 前葉4

Ⅳ層上面 略 円 3.40 堅 固

SB73 352 ⑤道下Ⅲ・I-21

炉体土
器

中期 中葉 1
前葉5～ 中

葉1

Ⅳ層上面 (方 ) 堅 固
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第 2節 縄文時代の遺構

ピット 炉 埋甕

付属施設
遺物の出土

状況
埋没過 程 重複関係 備 考 調査年度

数 挑
穴

所 見 位 置 形態 所 見

有無・

位置・

数

埋設位 所 見

Ｐ２

４

‐５

主柱穴は6基

以上 中央 ) 埋甕炉 ほぼ完存 征
小

検出面より上

層で多いが

覆土中は少
ない

H
H(1999)

Pl
81 ほぼ中央 輝事炉 ほぼ完存 鉦

小
間仕切溝 ?

中層南よりに

遺物集 中 焼町 土器 が炉 体 に利用 ハ

H
H(1999)

Ｐ２

６

‐０ 中央 石囲炉 任
ヽ

間仕切り溝と

周溝

中層から土

器破片出土
Pl内 に石皿 自然埋没

SX01に切られ

る

H
H(1999)

囲

？

石
炉

掘り方の

み。火床残
る̂ 征

小

H
H(1999)

中 央 石囲炉 征
小

間仕切 り溝

覆土中から

少量の土器
石器 自然埋没 SK801重 複

H
H(1999)

P16320貯
蔵穴 (中 央 ) 石囲炉

南側の炉
石なし 盤

（

覆土中の遺
物なし P20カ

ら石皿出土 不 明 征
小

H
H(1999)

P4710貯蔵
穴 ほぼ中央 地床 炉

炉石はな
かつたが石

囲炉かもし

れない 鉦
小

中層より少量
の土器・石器
P4内 石器集
中出十 自然埋没 征

ヽ

H
11(1999)

Ｐ２

‐２‐

２ 中 央 石囲炉 缶
ヽ

周溝 全周

中層に土器・

石器多い。
投棄された

遺構間接合
多

SB69bcを切
る

H
H(1999)

P41
14 11

1〔

2[ 埋空炉

SB69aの炉

に破壊され

る 征
小

覆土中から

少量の土器
石器 自然埋没か SB69cを 切る

H
H(1999)

P13
CPl
CP2

SB69blこ

よって北側

破壊 盤
小

不 明

SBabに 1明ら
れる

H
H(1999)

4基確認 P3
貯蔵穴 中 央

掘り方の

み 盤
朴

中層に土器

多い。投棄さ
れた 自然埋没 な し

H
H(1999)

Pl貯蔵穴 中 央 石囲炉 鉦
小

南東壁下
周濫

覆土に礫や
土器片が入
る̂ 自然埋没

H
11(1999)

主柱穴は2基

以上 埋甕炉

遺物は少な
自然埋没

H
11(1999)

有

１ 正

性格不明。
炉か ? 傾斜地で削平顕著

H
H(1999)
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表20-6

遺構番
号

掲載図版 位 置 所属時期

検出面

形態・規模

床 面割付

図版
No。

個別
図版
NO.

ＰＬ

Ｍ
地 区 グリッド 認定資

料

大時期
区分

中時期
区分

小時期
区分

埋土出土土器
の時間幅 (微

量混入を除く)

平面形 主軸方向 主軸長m 副軸長m 壁高m

SB74 ⑤道下Ⅲ・H… 20,I-16 Ⅳ層 上面 一部堅固

SB75
280
284 352 ③ 南 Ⅲ・I-2・ 3

覆土中
土器

中期 中葉 中葉3～ 4

Ⅳ層上面 (円 ) 一部堅固

SB76 283 353 ④

I・ Y-24025,II・ E―

4・ 5

覆土中
土器

中期 中葉
前葉4～中

葉3 Ⅳ層上面

床面近くまで
肖|1平 隅丸方 N 3.80 3.80 軟 弱

SB77 283 353 43-8 ④ Ⅲ・E-304

覆土中
土器

中期 中葉 中葉 1・ 2
Ⅳ層上面

西側の一部
が不明確 N24° E 0.40 堅 固

SB78
280
284 353 ③南 Ⅲ・E-22023。 _I-3

ピット
内ほか

中期 中葉 中葉1?～ 3

Ⅳ層上面 0。 20

SB79 279 353 ④ Ⅲ・E-7・ 12

覆土中
土器

中期 中葉 中葉1～ 2
Ⅳ層上面
南東一部で
プラン確認 略楕 円 N56° Vヽ 3.10) 2。 70 軟弱

SB80 279 354 44-1 ④ Ⅲ・E-1・ 20607

覆土中
土器

中期 前葉 前葉4

Ⅳ層上 面 円 N56° W 0.25 軟弱

SB81 279 354 (2)・ (Z) I・ Y-17

ピット
内

中期 前葉 前葉

Ⅳ層上 面

SB82 279 354 ④ I・ Y-22023

炉体土
器

中期 前葉 前葉4

Ⅳ層上 面 方 N57°  W 3.60 堅 固

SB83 279 354 ④

I・ Y-22・ 23,III・ E―

203

覆土中
土器

中期 前葉 前葉4

Ⅳ層上 面 略楕円 N15° W 堅 固

SB84 279 355 ④ ⅢOE-2

炉体土
器

中期 前葉 前葉4

Ⅳ層上 面 (楕円 ) 堅 固

SB85 265 355 ⑤ ⅡI・ 11-24

覆土中
土器

中期 中葉 中葉1～2

Ⅳ層上 面 楕 円 N80° W 3。 35 2.85 0.50

北側 が堅
間

SB86

275
276
277 Ⅲ・I-304 Ⅳ層上 面

床面下ま
で削平

SB87

270
276
277
278 ④ Ⅲ・I-13

覆土中
土器

中期 後
欺

後葉?

Ⅳ層上面

床面下ま
で削平
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第 2節 縄文時代の遺構

ピット 炉 埋甕

付属施設
遺物の出土

状況
埋没過程 重複関係 備 考 調査年度

数 艶
穴

所 見 位 置 形態 所 見

有無・

位置・

数

埋設位 所 見

一部床 が残るのみ

H
H(1999)

床上から一

括土器 自然埋没

LM33に切ら
れる

H
H(1999)

缶
小

覆土中から

少量の土器・

石器 自然埋没 な し

H
H(1999)

中 央 石 囲炉

南側に石、
北側に土
器片残る 征

ヽ

覆土中から
少量の土器・

石器 自然埋没 な し

H
H(1999)

P2フラスコ
ピット 極少 自然埋没

SK914に切ら
れる

H
11(1999)

中央 埋甕炉

北側の一

部残る 鉦
小

炉横及び床
面から一括
十器 自然埋没 な し

H
H(1999)

主柱 穴は4基

中央ピット
が炉かもし
れない 缶

小
少 自然埋没 な し

H
11(1999)

地床炉 征
ヽ 自然埋没 な し

H
11(1999)

P1 4
5 6 北西壁寄 埋甕炉 缶

小

覆土中層に

遺物やや多
自然埋没 な し

H
H(1999)

柱穴細く深 し 中央 地床炉 盤
′・、、

極少 自然埋没

SK937に切ら
オtる

H
H(1999)

(中 央 ) 埋甕炉 盤
朴

極 少 自然埋没か 削平著しい

H
H(1999)

主柱穴が2基

かどうかは不

明 無 し 盤
小

覆土中層に
多い 自然埋没 な し SK602と して、調 査 n

H
H(1999)

P12
34 細く深 し SK359と 重複 SK456・ 4570458・ 459で調 査 h

H
H(1999)

な し 338で調査。

H
11(1999)

-93-



表20-7

遺構番
号

掲載図版 位置 所属時期

検出面

形態・規模

床 面謝
晰
Ｍ

剛
晰
Ｍ

ＰＬ

Ｍ
地 区 グリッド

認定資
料

大時期
区分

中時期
区分

小時期
区分

埋土出土土器
の時間幅 (微

量混入を除く)

平面形 主軸方向 主軸長m 副軸長m 壁高m

SB88 280 ④ Ⅲ・E-22・ I-2

ピット 中期

中葉
～後
葉

中葉～後葉

Ⅳ層上面に
ピット露出

床面下ま
で肖|1平

SB89
287
288 Ⅳ・F-11・ 12016・ 17

ピット 中期 後
欺

中葉～後葉
混在

Ⅳ層上面に
ピット露出

床面下ま
で削平

SB91 355 Ⅲ・H-5・ 10。 I-106

旧SQl
取上げ

中期 前葉 前葉3

Ⅲ層中に

礫分布。

SB92 320 340 ⑦ Ⅳ・Q-4・ 5。 9・ 10

1日

SB390
42ヒ

・
ット

の一部
Ⅳ層上面 0.30

SB93 320 344 ⑦ Ⅳ・Q-8・ 9 Ⅳ層上面 一部残る

SB94～
100欠
番

SB101 297 356
44-4

⑩ Ⅱ・W-16

覆土中
土器

中期 中葉 中葉1～ 2

Ⅶ層上 面

隅丸 方

～ 円 N31° E 3。 95 3.80

柱 穴間よ

り内側 堅

岡

SB102
297
308 356 ⑩ Ⅱ・ヽ

～
′-13・ 14

覆土中
土器

中期 後葉 2? 後葉2?

Ⅶ層上面 隅丸方 N53° E
部分的に

堅固

SB103 289 ③道 Ⅲ・O-10

覆土中
土器

中期 後葉 3- 後葉 Ⅳ層上面

表土下で

炉、周溝検
出

削平され

ていて不
明

SB104 278 ④道 Ⅲ・I-23

北壁の一部
確認 詳細不明

SB109
新 357 ⑫ 南 Ⅳ・K-206・ 7

炉覆土 中期 後葉 後葉3～ 4
Ⅳ層上面

床 、炉が露
出 N7・ E

部分的に
堅固

SB109
1日

289
290 357 ⑫南 Ⅳ・K-206・ 7

Ⅳ層上面
109新調査

中に炉を検

出 N14° W

SBl10 ⑫ 南 IVOK-2

覆土中
土器

中期 後
欺

後葉 ?
Ⅳ層上面

表土下で炉

柱穴検出

削平され
ている

SBlll 288 ⑫南 IVOF-17

覆土中
土器

中期 中葉 中葉2
Ⅳ層上面
西側削平さ
れる

壁際以外
堅固

SBl12 357 ⑫南 Ⅳ OF-13014・ 18019

覆土中
土器

中期 後葉 後葉2
Ⅳ層上面

北側削平さ
れる N34° E

部分的に
堅固



第 2節 縄文時代の遺構

ピット 炉 埋甕

付属施設
遺物の出土

状況
埋没過程 重複関係 備 考 調査年度

数
主柱
穴

所 見 位 置 形態 所 見

有無・

位置・

数

埋設位 所 見

(SK321 320)

貯蔵穴 な し 526で調査a

H
H(1999)

(SK321 321)
貯蔵穴 な し 735で調査 6

H
H(1999)

中央 埋甕 炉

浮いてい

る。掘り下
げ間違い

`

細かな土器
片が覆土か

ら出土

旧SQ01、 S′「01

(SK263,264,265,266,267,268
)

H
12(2000)

石囲炉

SB39古として、調査。SB39新
のピットに炉を切られている状

'兄

^

H
H(1999)

有

１ 正

SB45南西で検出。削平部分
が大半で、埋甕と周溝の一

部、柱穴のヒ
゜
ットが1基残るの

」りにn

H
H(1999)

Pl
71

P8→ 7、

P4-→P3-の
建て替 中央

石囲炉

周囲床
低くなる

完存、出土

遺物なし 盤
小

PHは 貯蔵
穴

中央部2層よ
り投棄された

多くの土器
片出土

2層は廃棄物
層 な し

H12
(2000)

北東壁 寄 石組 炉

炉石抜か

れる。遺物
なし 缶

小

東壁部に周
滋

覆土中の遺
物少ない 自然埋没

LM56 Bに切
られる。

H12
(2000)

詳細不明 炉底が残る 周溝あり 不 明 不 明

H12
(2000)

2基のピットは
検出 不 明 不 明 削平著しい

H12
(2000)

主柱穴は4基

であろう 北壁寄 石組炉

埋 土 中に

少 量の遺
物

入

１

有

口 J
上部は削
平される 不 明

SB109旧 を切
る 新 旧2軒あり

H12
(2000)

石組 炉 征
′・、、

不 明

SB109;断 に1切

られる 新旧2軒あり

H12
(2000)

主柱 穴は5基 炉底が残る 征
小

不 明 な し

H12
(2000)

主柱穴と思
われる2基を
綸出

覆土中から

少量の土器
石器 自然埋没 な し

H12
(2000)

P4〔

1(

1“

1(

24 北東壁 寄

削平され炉
底が残る

入

１

有

口 正

覆土中から

少量の土器
石器 自然埋没 LM64を 切る

H12
(2000)



表20-8

遺構番
号

掲載図版 位 置 所属時期

検出面

形態・規模

床 面謝
酬
Ｍ

剛
晰
Ｍ

ＰＬ

Ｍ
地 区 グリッド

認定資

料

大時期
区分

中時期
区分

小時期
区分

埋土出土土器
の時間幅 (微

量混入を除く)

平面形 主軸方向 主軸長m 副軸長m 壁 高m

SBl14

306
307
312
313

314
315
316 358 ①南 Ⅳ oL-5010,M-1

覆土中
土器

中期 中葉

中期後葉と
混在(SBH7
と分離不可)

Ⅲ層で遺物

分布。Ⅳ層
上面で確
認ハ

SBl15

315

316
317

318 44-C ①南 ⅣOM-6011

覆土中
土器

中期 後葉 後葉3～ 4

Ⅳ層上 面 三角形 N2° W 3.95 0。 35
壁際以外
堅固

SBl16

315
316
317
318

359
360
361 44-7 ①南 Ⅳ OM-6

覆土中
土器

中期 後
穀

中葉～後葉

Ⅳ層上 面

堅固、床
の貼り替
えあり

SBl17 358 ①南 Ⅳ・L-5010,M-1

覆土中
土器

中期 後葉 中葉～後葉

SBl18

314
315
316

359
361

362 44-8 ①南 Ⅳ oM-102・
6・ 7

覆土中
土器

中期 後葉 後葉2～ 3

Ⅲ層下部
激しい重複
の中、炭化
物の混入か

ら 隅丸方 N13° E 5。 60 5。 90)

堅固、旧
ピット上部
に貼り替
え有

SBl19

314
315
316

359
361

362 45-1 ① 南 Ⅳ oM-102

炉覆土 中期 後葉 後葉3
Ⅲ層中～下

面 他遺構
の調査中 五角形 N27° E 4。 10)

堅固で明
確

SB120 21に吸 収

SB121

312
313
314
315
316 45-2 ①南 Ⅳ OH-21・ 22,M-102

埋甕 中期 後葉 後葉3～ 4

Ⅲ層 下面

隅丸
六角形 N55° E 5。 25 明確

SB122

314
315
316

361

362 ①南 Ⅳ・H-22.M-2

炉覆土 中期 後葉 後葉2～ 3

Ⅲ層下面 (方 )

かく舌Lによ

り不明確

SB123

314
315
316 ①南 Ⅳ・M-1・ 2・ 6・ 7

覆土中
土器

中期 後葉 後葉4～ 5

Ⅲ層 下面 (五角) N41° E (3.00)

SB124

314
315
316 45-3 ①南 Ⅳ OM-10206・ 7

埋甕 中期 後葉 後葉3～ 4

Ⅲ層 下 面 (方 ) N16° E

SB125

312
313
314
315
316 364 ① 南 Ⅳ OH-21022,M-1

炉覆土 中期 後葉 後葉3～ 4

Ⅲ層下面
炉検出 N48° E

撹乱され
不明

SB126

304
305

306
307
308

309
312
313
315
316 365 ① 南 Ⅳ・G-24,L-4

炉体土
器

中期 中葉

中期後葉と
混在(SB 193

と分離不可)

Ⅲ層 下面

SB127

312
313
314
315
316 364 45-4 ①南 IV・ H-21

埋甕 中期 後葉 後葉3～ 4
Ⅲ層中～下

面 Jヒ側削

平される

堅固で明
確
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第 2節 縄文時代の遺構

ピット 炉 埋甕

付属施設
遺物の出土

状況
埋没過程 重複関係 備 考 調査年度

数 艶
穴

所 見 位 置 形態 所 見

有無・

位置・

数

埋設位 所 見

SBl17(Dピ ッ
トと混在し、
主柱穴を特
定できない 北東壁 寄 石 囲炉 征

朴

土器小片出
土

H12
(2000)

主柱穴は4基

であろう 北壁寄 石組炉

東側の炉

石抜かれ
る。遺物わ

ずか 缶
（

柱穴わきに

敷石  西
壁周溝巡る

炉の上層一

帯から少量
の土器、石
器 自然埋没 SBl16を 切る

柱穴に倒れ込んだように完形
土器出土

H12
(2000)

主柱穴は8基

であろう ほぼ中央 石囲炉

小破片 出
十

西壁下周溝
i《る

床 面上覆 土

から少 量の

上器 、石器

SBl15,118に
切られる

H12
(2000)

SBl14のピッ
トと混在し、
主柱穴を特
定できない 北壁寄 石囲炉 任

〔

H12
(2000)

P13
57
911

左記とP
2.4。 6.8.10。 12

が対になる建
て替え 石組炉

完存
北東隅に
複炉

西壁下周溝
巡る。 貯

蔵穴 入 口

に丸石

床面に多く
の土器、石

器投棄され
た

焼失後、
自然埋没

SBH6。 141を

切り、SB
l19。 123.124

に切られる
焼失家屋で遺物も付属してい
たもの

H12
(2000)

北東壁 寄 完存 周溝巡る

中層より土器

片多く出土。
投棄された

一部人為埋

没か

SBl18。 124.

141を 切る。
SB121に切ら

れる。SB122
とは新旧不明

H12
(2000)

北東壁寄 石組 炉

北 東側炉

石のみ残
存

入

１

有

口 正 石蓋あり 周溝1周

中層から少

量の土器、
石器投棄さ

れた 自然埋没

SBl19。 122.

125を切る

炉の南西の焼土を当初SB
120地床炉ととらえたが、SB
121の 施設ととらえ直した。

H12
(2000)

主柱穴は4基

であろう
炉石抜か
れる 鉦

小

覆土中から
少量の土器
石器 不 明

SB121を 切る
SBl19とは新
旧不明

H12
(2000)

中央 盛
小

周溝巡る

H12
(2000)

北壁 寄

ス

２

有

口 2と も逆

接するが前

後関係 不
明

H12
(2000)

主柱穴は4基

であろう 北東壁寄

炉石抜か
れる

ス

ー

有

口 正

SB128の貼
扇にあり

覆土中遺物
なし 不 明

SB121.128に
切られる

H12
(2000)

SB142.193
のピットSKが
混在し主柱
穴を特定でき
ない 石 囲炉 缶

小

北壁下周溝
貯蔵穴Pll

PHよ り小形

土器 と磨製

石斧など出
十 自然埋没 埋甕炉→SB 193

H12
(2000)

主柱穴は4基

であろう

有

２ 新 :逆

旧埋甕は

破壊され破

片のみ上

面に貼床 周澄巡る

覆土中から

少量の土器
石器 自然埋没

SK1260に切
られる

H12
(2000)
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表20-9

遺構番
号

掲載図版 位 置 所属時期

検出面

形態・規模

床 面割付

図版
No.

剛
晰
Ｌ

ＰＬ

Ｍ
地 区 グリッド 認定資

料

大時期
区分

中時期
区分

小時期
区分

埋土出土土器
の時間幅 (微

量混入を除く)

平面形 主軸方向 主軸長m 副軸長m 壁高m

SB128

312

313

314
315

316 364 45-5 ①南 Ⅳ・H-21,M-1

覆土中
土器

中期 後葉 後葉2～ 5

Ⅲ層 中～下
面 円 N76° E 0.40

SB129 310 366 ①南 IV・ L-17018・ 22

覆土中
土器

中期 後葉 4? 後葉3～ 4
Ⅳ層上 面

炉 、柱 穴露
出 不明確

SB130 310 ①南 Ⅳ・Q-20308

炉覆土 中期 後葉 4? 中葉～後葉
Ⅳ層上面
表土下で炉
露出

(隅丸
方) N38° E

削平され
不明確

SB131 322 ⑦道 Ⅳ・V-5・ W-1

覆土中
土器

中期 後葉 中葉～後葉

Ⅳ層上面 (円 ) 0。 20 軟 弱

SB132 310
367
368 ①南道 Ⅳ・Q-308

覆土中
土器

中期 後葉 後葉2～ 4

Ⅳ層上面
炉が露出 (円 ) N61° W

部分的に
堅固

SB133 310
367
368 ① 南 Ⅳ・Q-2・ 3

炉覆土 中期 後葉 後葉2～ 3

Ⅳ層 上面 円 N31° E 5。 20 5.60

炉 の周辺

件 固

SB134
301

310
369
370 ①南 Ⅳ・L-22,Q-2

覆土中
土器

中期 後葉 後葉1～ 2 Ⅳ層上面

検出面より上

で遺物まと

まって出土 楕 円 ) 軟弱

SB 135

301

310 45-6 ①南措 Ⅳ・L-21022,Q-1・ 2

覆土中
土器

中期 後葉 後葉3～ 5

Ⅳ層上 面

隅丸方
形 N18° E 5。 40 0.25

南西壁際
以外堅固

SB136
301

310

369
370 ①南 IVeL-21

覆土中
土器

中期 後葉 後葉3～ 4

Ⅳ層上面

堅固で明
確

SB137
301

310
371

372 ⑫ 道

覆土中
土器

中期 後葉 後葉3～ 5

Ⅳ層 上 面 (方 )

炉の東側
堅固

SB138
295
301

371

372 ⑫ 道

覆土中
土器

中期 後葉 後葉2

Ⅳ層 上面 (円 )

堅 固で明
確

SB139
295
301

371

372 45-7 ⑫道 IV・ K-25

覆土中
土器

中期 後葉 後葉3～ 5

Ⅳ層上面 (円 ) 0。 25

SB140
295
301

371

372 ⑫ 道 IV・ K-25

覆土中
土器

中期 後葉 後葉1?

不明確

SB141

314
315

316 361 ①南 Ⅳ OM-1・ 2

ピット 中期

中葉
～後
葉

中葉～後葉

Ⅲ層 下面
床而露 出 N15° E 軟弱
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第 2節 縄文時代の遺構

ピット 炉 埋甕

付属施設
遺物の出土

状況
埋没過程 重複関係 備 考 調査年度

数 艶
穴

所 見 位 置 形態 所 見

有無・

位置 0

数

埋設位 所 見

東壁寄 ZFttR炉
炉石抜か
れる 任

¨

南西壁際
に抜き取り

と思われる
ピット

周溝巡る

北西壁下
石柱 丸石

上層から投

棄遺物、床

直上から遺
棄遺物

ロームブロッ
クが多く人為
的埋没

SB125を 切り
SK1260に切
おれる

H12
(2000)

地床 炉 缶
小

覆土中から
の遺物わず
か 不 明

H12
(2000)

北東壁 寄 石組炉

炉石抜か
れる 征

〔

覆土中から
の遺物なし 不 明

SB165を 切
る。SB132と
は新旧不明

H12
(2000)

3基の主柱穴

は検出できた

東壁下  周
溝

覆 土 中から

少量の上器

石器 自然埋没 な し

H12
(2000)

西壁寄 石組炉

炉石抜か
れる 任

〔

南壁下

周溝

覆土中から

少量の土器
石器 自然埋没

SB130との新
旧関係不明

H12
(2000)

北東壁 寄 石組 炉

西側の炉

石以外は
抜かれる 缶

ヽ
周溝巡る

覆土中から

少量の土器
石器 自然埋没 SB165を 切る

H12
(2000)

主柱穴は4基

であろう (中 央 ) 地床炉 缶
朴

中央よりやや

多くの土器

出土:投棄さ
れた 自然埋没

SB135。 153に

切られる

H12
(2000)

Ｐ６

　

Ｈ 北壁寄 石組炉

東側の炉

石以外は

抜かれる 盤
小

周溝 2/3巡 る

覆土中から

やや多くの

土器出土 自然埋没

SB134.149。

154を切る
住居中央部、大きく撹乱され
る

H12
(2000)

2基以外の主

柱穴は削平
される 周溝巡る

覆土中から

少量の土器
石器 自然埋没

H12
(2000)

P6
主柱穴は4基

であろう 北西壁寄 石組炉

炉石抜か
れる 笠

小

覆土中から

少量の土器
石器 自然埋没

SB138。 154を

切る
H12

(2000)

主柱穴は8基

であろう 石囲炉

北側の炉

石以外抜
かれる 征

小

間仕切状溝
周溝巡る

中層から土

器多く出土

投棄された 自然埋没

SB1371こ切ら
れる

H12
(2000)

主柱穴は4基

か 北壁 寄 石組炉 完 存 缶
〔

間仕切状溝
周溝巡る

上層から多く
の土器出土

投棄された 自然埋没

SB140を 切
る。SB145cと
は新旧不明

H12
(2000)

主柱穴は4基

であろう 北西壁寄 石囲炉

南東側の

炉石以外

抜かれる 征
〔

覆 土 中から

少量の土器

石器 不 明

SB1391こ切ら
れる

H12
(2000)

缶
¨

貯蔵穴

覆土中から

少量の土器
石器 不 明

SBl18。 119に

切られる

H12
(2000)
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表20-10

遺構番
号

掲載図版 位 置 所属時期

検出面

形態・規模

床 面謝
晰
Ｌ

個別

図版
M

ＰＬ

Ｍ
地 区 グリッド

認定資
料

大時期
区分

中時期
区分

小時期
区分

埋土出土土器
の時間幅 (微

量混入を除く)

平面形 主軸方向 主軸長m 副軸長m 壁高m

SB142 365 ① 南 IVO G-24,L-4

ピット 後期 初 頭
後葉5～後
期初頭

SB143

306

307

312

313

314 ① 南 Ⅳ・G-20025

覆土中
土器

中期 後葉
中葉5～後

葉1 Ⅲ層下面
Ⅲ層中に多
くの遣物 (楕 円)

堅固で明
確

SB144

306

307

312

313

314

315

316 373 45-8 ① 南 Ⅳ・G-25,H-21

覆土中
土器

中期 後葉 後葉1～ 2

Ⅲ層 下面 円 N28°  W 4.20

堅 固で明

確

SB145
295
301 366 ⑫道 Ⅳ・K-19・ 20・ 24025

覆土中
土器

中期 後葉 2? 後葉2～ 3

Ⅳ層上面 不 明確

SB146 295 366 ⑫ 道 IV・ K-24

埋 甕 中期 後葉 後葉3～ 4

Ⅳ層 上面 (円 )

堅 固で明
確

SB147 366 ⑫ 道 Ⅳ OK-19・ 24

覆土中
土器

中期 後葉 後葉2～4

Ⅳ層上面 円 ) N39° W (4.00) 0。 10

ほとんど
残ってお
らず不明
確

SB148
301

310
369
370 46-1 ①道 Ⅳ・Q-102

覆土中
土器

中期 後葉 後葉3～ 4

Ⅳ層上面 (円 ) N28° E

ほとんど

残つてお
らず不明
確

SB149
301

310
369
370 ①南 ⅣOQ-1・ 2

埋甕 中期 後葉 後葉3～ 4

Ⅳ層上 面

ほとんど

残つてお

らず不明
確

SB150

312

313

314 373 ① 南 Ⅳ・G-20025

覆土中
土器

不 明 不 明 不明

Ⅲ層下面
炉が露出

ほとんど

残ってお
らず不明
確

SB151

312

313

314 374 ① 北 IV・ G-20,H-16

埋甕 中期 後葉 後葉2～ 3

Ⅳ層 中 円 N37° E
削平され
不明確

SB152

312

313

314 375 46-2 ① 北 IVoH-11012・ 16・ 17

埋甕 中期 後葉 3? 後葉3～ 4

Ⅳ層上面 N22° E
削平され
不明確

SB153
369
370 46-3 ①南 IV・ L-22

覆土中
土器

中期 後葉 後葉4～ 5
Ⅳ層上面
西側床面ま
で削平 (円 ) N22° E

東側は堅
固で明確

SB154
301

310

369
370
371

372 ①〕首 IVoL-210Q-01

覆土中
土器

中期 後葉 後葉3～ 4

Ⅳ層上面
炉が露出 不明確

SB155

312

313

314 374 ① 北 Ⅳ・G-20

覆土中
土器

中期 後葉 後葉4?

Ⅳ層上面

床が露出

隅丸方
形 N44° E (3.00)

堅 固で明
確



第 2節 縄文時代の遺構

ピット 炉 埋甕

付属施設
遣物の出土

状況
埋没過程 重複関係 備考 調査年度

数 難
穴

所 見 位 置 形態 所 見

有無・

位置・

数

埋設位 所 見

ピットSKが混

在し、主柱穴を

特定できない (中 央 ) 石組 炉 佃
小

SB126に 切られる

H12
(2000)

SB150(Dピ ッ
トと混在し、
主柱穴を特
定できない 中央 石 囲炉 完存 狂

小

上層から投

棄遺物、床

面から遺棄
的遺物 自然埋没

SB150を 切り
SB144に切ら
れる

H12
(2000)

中 央 石 囲炉 キ 存 鉦
′ヽ、、

周溝巡る

覆土から土

器、石器、礫
が廃棄的様
相で出土 自然埋没か SB143を 切る

H12
(2000)

主柱穴は4基

であろう
P2が炉の

可能性あり 缶
小

南壁下に周
濫 少 量 不 明

SB139。 140。

146と の新旧

不明 北側削平

H12
(2000)

Pl以外の主

柱 穴は不 明 盛
小

少 量 自然埋没

SB145。 147と

の新旧不明 南側削平

H12
(2000)

主柱穴は4基

であろう 北西壁寄

入

１

有

口 正 石蓋有 周溝巡る

覆土から少

量の土器、
石器 不 明

SB146との新
旧不明

H12
(2000)

北東壁 寄 石組 炉

北側の炉

石は使用

時のまま。

南側は不
明 任

′・、、

覆土から少

量の土器 、

石器 不 明

SB149との新
旧不明

H12
(2000)

P5以 外の主

柱 穴は不明

有

１ 正

小形の土

器が入り二

重になつて
いる

覆土から少

量の土器、
石器 不 明

SB135に 1切 ら

オLる。SB148
との新旧不明

H12
(2000)

SB144のピッ

トと混在し、
主柱穴を特
定できない

(地床
lb~)

SB143の炉

に破壊され

詳細不明 任
朴

SB143との
重複で不明 不 明

SB143に切ら
れる

H12
(2000)

Ｐ

‐９

北東壁寄 石組炉

炉石抜か
オLる

入

１

有

口 正

貯蔵 穴  周
澄巡る

覆土がほと
んど残つて

おらず不明 不 明 SB155を 切る

H12
(2000)

P17
811

12 北東壁 寄 石組炉

炉石抜か
れる

入

１

有

口 逆

掘り方

下面に黒

曜石 (石核
1273)あり

削平されて

覆土がない 不 明

SB162との新
旧不明 建て替えあり

H12
(2000)

主柱穴は平

面図に示し

た5基
中央やや

北寄り 石組炉

南西側炉

石は残るが

破壊される 缶
朴

覆土中から

少量の土器
石器 自然埋没

SB134を 切る
ST12に切ら
れる

H12
(2000)

(石 組

炉) 詳細 不明

覆土中から

少量の土器
石器 不 明

SB135。 137に

切られる
H12

(2000)

主柱穴は後 1

～2基存在し

た可能性有 石組 炉

炉石抜か

れる 周溝巡る

覆土中から

少量の土器
石器 不 明

SB159を切り
SB151に 切ら
オLる

H12
(2000)



表20-11

遺構番
号

掲載図版 位置 所属時期

検出面

形態・規模

床 面謝
晰
Ｍ

剛
酬
Ｍ

ＰＬ

Ｍ
地 区 グリッド 認定資

料

大時期
区分

中時期
区分

小時期
区分

埋土出土土器
の時間幅 (微

量混入を除く)

平面形 主軸方向 主軸長m 副軸長m 壁高m

SB156 375 ① 北 IV・ G-19

覆土中
土器

中期 中葉

中葉(1)～

(3)、 上層に
中葉5 Ⅲ層下面

Ⅲ層中に多
くの遺物 円 N8° W 5。 50 5。 40 0.55

堅 固で明

確

SB157

304
305

312

313 376
46-4

5 ① 北 Ⅳ・G-19020

覆土中
土器

中期 後葉 後葉3

Ⅲ層中～下
面 五 角 N14° E 4.30 0。 35

堅固で明

確

SB158

304
305

312

313 376
46-4

6 ①Jヒ Ⅳ・G-14015・ 19・ 20

覆土中
土器

中期 後葉 後葉3

円 NH° E 4.80
堅 固で明
確

SB159
313

314 374 ① 北 ⅣoG-20

覆土中
土器

中期 後葉 不 明

Ⅳ層上面
炉が露出 N34° E

床まで削
平される

SB160 欠 番

SB161a

303

311

312

313
377
378 46-7 ① 北 Ⅳ OH-6・ 11 ビ

°
ットほ
か 中期 後葉 1 後葉1～ 3

Ⅳ層 上 面 円 N31° E 4。 90)
炉の周辺

が堅 固

SB161
b

303

311

312

313
377
378 46-7 ①Jヒ Ⅳ・H-6・ 11 Ⅳ層上面 円 (N31° E) 5。 90) 5。 80) 0.10 不明確

SB162a

303

311

312

313

314
377
378 ① 北 IV・ G-15,H-11

覆土中
土器

中期 後 葉 後葉2～

Ⅳ層上 面 N34° E
炉の南側
が堅固

SB162
b

303

311

312

313

314
377
378 ①Jヒ Ⅳ・G-15。 H-11 Ⅳ層上 面 不明確

SB162c

303

311

312

313
314

377
378 ①北 ⅣoG-15,H-11 Ⅳ層 上 面

SB163 379 ① 北 ⅣOG-9014

覆土中
土器

中期 後葉 2～ 4 後葉2～ 4

Ⅳ層上面 円

堅 固で明

確

SB164

303

304
305

312

313 379 ① 北 IV・ G-14

覆土中
土器

中期 後葉 後葉1～ 2

Ⅳ層上面 円 0。 40

SB165
367
368 ① 南 Ⅳ・Q-2・ 3・ 8

覆土中
土器

中期 中葉 中葉3

SB130を 調
査中に検出 N57° E 不明確

SB166

312

313
314 376 ① 南 Ⅳ・G-14・ 15019・ 20

覆土中
土器

中期 中葉 2?
前葉～中葉

2

Ⅲ層 中～下
而 (円 )

堅 固で明
確

SB167

304
305

312
313

46-4
8 ① 南 Ⅳ・G-14・ 18・ 19

覆土中
土器

中期 後葉 後葉 1～ 5

Ⅲ層 下面 (円 )

堅固で明
確



第 2節 縄文時代の遺構

ピット 炉 埋甕

付属施設
遺物の出土

状況
埋没過程 重複関係 備 考 調査年度

数 難
穴

所 見 位 置 形態 所 見

有無・

位置・

数

埋設位 所 見

主柱 穴は平

面図に示 し

た6基 中央 石囲炉 常 存 缶
小

周溝巡る

貯蔵穴  間
仕切状溝

上・中層から

多くの土器、
石器投棄さ

れた 自然埋没

SB192を 切り
SB167
SK1774に 七刀ら

れる

H12
(2000)

主柱 穴は平

面図に示 し

た5基 北壁 寄 石組 炉 完存 鉦
ヽ

貯蔵穴2基

周溝巡る

上層から多く
の石器出土

投棄された

自然埋没と

人為的埋没
の両方

SB158。 166.

178を 切る

H12
(2000)

中央 石組炉 完 存 征
小

周 澄 ぶ る

上層から土

器と多くの礫
が出土

SB166を 切り
SB157に切ら
れる

H12
(2000)

主柱穴は平
面図に示し

た6基と後2基

の存在が推
定される (中 央 ) 石組炉

掘 り方の状

況から石組
炉

肖J平さオ■ほと
んど遺物なし不 明

SB155に切ら
れる

H12
(2000)

土坑だつた 欠 番

P2
71 北東壁寄 石組炉 盤

朴
周溝巡る

上、中層から

土器がやや

多く出土。投
棄された 自然埋没

SB161b。 169

を切る 上偶出土

H12
(2000)

1

1

1
缶
小

周溝巡る 不 明

SB161aに切
られる

H12
(2000)

北東壁寄 石組 炉 完存 任
小

貯蔵穴

覆 土中より少

量の土器 石

器 自然埋没

SB162b、 cを

切る。SB161a
と新旧不明 床面より釣手上器

H12
(2000)

17

21

24

31

35 (中 央 ) 地床炉 鉦
朴

南壁下周溝

覆土中の遺
物ほとんどな
し 不 明

SB162alこ 切
られる。 SB
161a、 162cと

の新旧不明

H12
(2000)

PlC
182〔

3234

1019 缶
′・、、

東壁 下周溝

覆土中の遺
物ほとんどな
し 不 明

SB162aに切
られ、SB
152.161a。 161

bと の新旧不
明

平面図主柱穴写植に校正ミス
あり

H12
(2000)

左記 以外 は

削平され不

明 周溝巡る

覆土中より少

量の土器石

器 自然埋没 SB164を 切る 埋土より顔面把手出土

H12
(2000)

P2.5。 7が主

柱 穴の 可能

性 1ゝ ある 周溝巡る

中層より土器
が多く出土

投棄された 自然埋没

SB 168を切り
SB163に 切ら

れる

H12
(2000)

(中 央 )

石囲土

器埋設
炉 ?

破壊され西

側の石と土

器片残存 任
小

覆土中の遺

物ほとんどな
しなし 不 明

SB130。 133に

切られる
H12

(2000)

主柱穴は図

示した6基

貯蔵穴  周

溝巡る

覆土中より少

量の土器石

器
焼失後一部
埋められる

SB157.158に
切 られる 焼失家屋か

H12
(2000)

主柱穴は5基

であろう 東壁 寄 石組 炉 完存 周溝巡る

上層から投

棄された多く
の上器、石
器

焼失後 自然
埋没

SB156。 168.

192を切る

炉内には上から落ちた焼土や

炭化物がなく、使用後直ぐに
焼却した可能性

H12
(2000)



表20-12

遺構番

号

掲載図版 位 置 所属時期

検出面

形態・規模

床 面謝
酬
Ｍ

個別

図版
NO.

ＰＬ

Ｍ
地 区 グリッド 認定資

料

大時期
区分

中時期
区分

小時期
区分

埋土出土土器
の時間幅 (微

量混入を除く)

平 面形 主軸方向 主軸長m 副軸長m 壁高m

SB168

304

305

312

313
380
381 47-1 ① 南 Ⅳ・G-13014・ 18・ 19

埋甕ほ
か 中期 後葉 後葉1～ 2

Ⅲ層 中～ 下
面 (円 )

堅固で明
確

SB169

311

312

313 47-2 ①Jヒ Ⅳ OH-6・ 7

覆土中
土器

中期 後葉 後葉2～ 3

Ⅳ層上面 (三角 ) N44° E (6.00) 5.60 0。 10

SB170 ① 北 Ⅳ OG-5・
10。 H-1・ 6

覆土中
土器

中期 後葉 3.4? 後葉3～ 4

Ⅳ層上面

SB171
303

311 ①Jヒ ⅣOG-5010,H-106

覆土中
土器

中期 後葉 3.4? 後葉3～ 4

Ⅳ層上面 (円 )

SB172
303

311

382
383

47-3

① 北 Ⅳ OG-5・ 10,H-1・ 6

覆土中
土器

中期 後葉 後葉2

Ⅳ層上 面 円 N40° E 4.60 0.40

SB173
302

303 ⑪Jヒ Ⅳ・G-4・ 9

ピット 中期 後葉 ? 中葉5～後
葉 1

Ⅳ層上面 円か方 5。 00)

西側 削

片。一部
黎 間 ^

SB174
302

303 ① 北 Ⅳ・G-409

覆土中
土器

中期 後葉
中葉5～後

葉1

Ⅳ層上面 0.23

大半削

平、SB173
に切られ
る。

SB175
384
385 47-5 ①Jヒ IVeC-210221H-102

埋甕 中期 後葉 5? 後葉4～ 5

Ⅳ層上面

円から
五角 N46° E 5。 25 5。 60

SB176
384
385

47-C

78 ① 北 IV・ H-1・ 2

ピットほ
か

中期 中葉 3～ 4 中葉3～ 4

Ⅳ層上面 楕 円 N26° E 6.00

SB177 欠 番

SB178

304

305

312
313 376 ① 北 Ⅳ・G-19・ 20

覆土中
土器

中期 葉～後 混在

Ⅳ層上面

SB179 欠 番

SB180
384
385

48-1

① 北 IVOC-21・ 22

炉ほか 中期 中葉 中葉2

Ⅳ層上面 (円 )

SB181
303

311 386 48-3 ① 北 IV・ B-25,C-21

覆土中
土器

中期 中葉 3.4 中葉3～ 4

Ⅳ層上面 円 N38° E 5。 00

SB182 48-3 ① 北 IV・ B-25。 C-21

覆土中
土器

中期 後葉 後葉2～ 3

Ⅳ層上面 円 N43° E

SB183 欠 番

SB184
384
385 ①北 Ⅳ・C-21022

中期

Ⅳ層上面 精 円か



第 2節 縄文時代の遺構

ピット 炉 埋甕

付属施設
遺物の出土

状況
埋没過程 重複関係 備 考 調査年度

数 艶
穴

所 見 位 置 形態 所 見

有無・

位置・

数

埋設位 所 見

主柱穴は6基

であろう 北壁 寄

石囲炉

掘 り方

北側 に

小形 土

器埋設

南側の炉

石以外抜
かれる

炉

１

有

北 正 周溝巡る

中層から投
棄された多く
の土器、石
器 自然埋没

SB192を 切り
SB167に切ら

れる 炉北東側床面に伏甕

H12
(2000)

北東壁寄 石組炉 缶
小

周溝巡る

P18よリクリの
割材出土。 自然埋没 単独

1112

(2000)

SB171のピッ
トと混在し、
特定できず 周溝巡る 自然埋没

H12
(2000)

SB170のピッ
トと混在し、
特定できず 周溝巡る 自然埋没

H12
(2000)

中 央 石 囲炉 盤
小

周溝巡る

覆土内に多
量の礫の投
げ込みありn 自然埋没

H12
(2000)

中央北東

寄

火床の

み 鉦
朴

周溝巡る
覆土に礫入
る。 自然埋没 SB174を 切る

H12
(2000)

任
小

周溝巡る
SB173に 切 られ H12

(2000)

北東壁寄 石組 炉

入

１

有

口 正

石蓋が南
側に直立し

ている。 周溝巡る 自然埋没か

SB176 184を

切る

H12
(2000)

北東壁 寄 石囲炉 缶
小

間仕切溝、
周溝巡る
貯蔵穴

覆土に多量
の土器や石

器。P23,24カ

')一
括十器 自然埋没か

H12
(2000)

霊
〔

自然埋没か SB157・ 158平面から付けたし

H12
(2000)

(中 央 ) 埋甕炉

新旧2基あ

り。南側が

新 周溝巡る 自然埋没か
覆土に土器
小片出土 北側削平

H12
(2000)

北壁寄 石 囲 炉

旧炉は掘り

方のみ 缶
小

南東壁下
周溝

覆土中の遺
物少ない 自然埋没か

SB182に切ら
れる

H12
(2000)

北東壁 寄 石組炉 笠
小

北壁下  周
澄

覆土中の遺
物少ない

層位は乱れ
ている。 SB181を 切る

H12
(2000)

SB180 175に

切られる

H12
(2000)



表20-13

遺構番
号

掲載図版 位 置 所属時期

検出面

形態・規模

床 面割付

図版
NO.

剛
酬
Ｍ

ＰＬ

Ｍ
地 区 グリッド

認定資
料

大時期

区分
中時期

区分

小時期
区分

埋土出土土器
の時間幅 (微

量混入を除く)

平面形 主軸方向 主軸長m 副軸長m 壁高m

SB185 48-4 ⑫ 南 IV・ G-21・ 22

覆土中
土器

中期 中葉 中葉2～ 3

Ⅳ層上面 楕 円 Nl° E (6。 40 0。 40

SB186

293
294
299 48-5 ⑫ 南 Ⅳ・F-20・ 25,G-21

埋甕 中期 後葉 後葉3～ 4

Ⅳ層 上面 方 N32° E 4。 90 0。 30

SB187 389 ⑫ 南 Ⅳ・G-17018・ 22023

覆土中
土器

中期 中葉 中葉3

Ⅳ層上 面 楕 円 N10° W

SB188 390 ⑫ 南 Ⅳ・G-16・ 17

覆土中
土器

中期 中葉 中葉

Ⅳ層上面 (円 ) 0。 35

SB189 390 ⑫南 IV・ G-17

覆土中
土器

中期 後葉 後葉2～ 3

Ⅳ層上面 (円 )

SB190 389 48-6 ⑫ 南 ⅣOG-22・ 23

ピット 中期 中葉 中葉

Ⅳ層 上面 (楕 円) N38° E

SB191 ① 北 Ⅳ・G-13014018019

覆土中
土器

中期 後葉 後葉

Ⅳ層上 面

SB192 380 ① 北 Ⅳ・G-14019

覆土中
土器

中期 中葉 中葉2～ 3?

Ⅳ層 上面

SB193 365 ① 南 IV・ G-24,L-4

ピット 中期 後葉 後葉

Ⅳ層上 面

SB194 ① 北 Ⅳ OH-2・ 7

覆土中
土器

中期 後葉 後葉
Ⅳ層上面で
ピットの集合
で住居とした

SB195 391 ⑫ 北 Ⅳ・G-2・ 30708

ピット 中期 中葉
中葉4～後

葉1

Ⅳ層上面 円 N9° E 6.20 6.50

SB196 299
48-7

8 ⑫南 IVOG-16

埋甕 中期 後葉 後葉2～ 3

Ⅳ層上面 (円 )

SB197 293

392
393
394 49-1 ⑫南 IV・ F-14015019・ 20

覆土中
土器

中期 中葉 中葉5

Ⅳ層上面 (円 ) N8° E 7.80

SB198 295 ⑫ 南 IV・ K-19

覆土中
土器

中期 後葉 後葉
Ⅳ層上面
ピットと炉 t

周澄綸出 削 平



第 2節 縄文時代の遺構

ピット 炉 埋甕

付属施設
遺物の出土

状況
埋没過程 重複関係 備 考 調査年度

数
主柱
穴

所 見 位 置 形態 所 見

有無・

位置・

数

埋設位 所 見

北壁 寄 石囲炉 缶
小

間仕切溝、
周溝巡る

貯蔵穴

P3か ら石製
装身具出土 自然埋没

覆土中に礫カ
入るハ

H12
(2000)

北東壁寄 石組 炉

入

１

有

口 逆 石 蓋

周溝2周巡
る

北壁際に伏
甕_ 自然埋没

SB220を切ら
れる 建替か。

H12
(2000)

中央 石囲炉 笠
小

間仕切溝、
周溝巡る
貯蔵穴 自然埋没

SB190に切ら
れる

H12
(2000)

床面に黒曜
石石核出
十^ 自然埋没

SB 188に 切ら
れる

卜112

(2000)

中央 ) 石 囲炉

覆土上層
に礫多
い ハ 自然埋没 SB189を切る

H12
(2000)

中央 石囲炉 征
〔

間仕切溝、
周溝巡る
貯蔵穴

貯蔵穴P3か

ら小形土器
96出 土 自然埋没 SB187を切る

H12
(2000)

周溝、東側
に巡る

大半が削平。東側の周
溝とピットのみ。SB168
の床下で検出。SB191
取り上げの遺物はSB
168′ ハヽ

H12
(2000)

SB167 168に
切られる

H12
(2000)

SB142.193
のピットSKが
混在し主柱
穴を特定でき
ない (中 央 ) 石組 炉 鉦

′ヽ、、

H12
(2000)

鉦
小 貯蔵穴

SB171西 側にあり。ピットの
」りに。

H12
(2000)

中 央 地床 炉 任
小 貯蔵 穴

覆土下層に
土器や石器
が散在 P45
に磨製石斧
一括出土n 重複有りか。

H12
(2000)

有

３

正

逆

Ｊ 周溝巡る
H12

(2000)

ヒ壁寄 石囲炉

有
炉北

1 正 周溝巡る

床上で釣手
土器。炭化
材と出土n

覆 主 甲層 に

堅 固 面 あ り。

床面は焼失
している。炭

化材の上に

被熱したロー
ムあリハ B221に 切られる̂

H12
(2000)

北壁 寄か 炉底のみ 缶
小

周溝巡る 毎
小 不 明

H12
(2000)



表20-14

遺構番

号

掲載図版 位置 所属時期

検出面

形態・規模

床 面

謝
醐
Ｌ

剛
醐
Ｌ

ＰＬ

Ｍ
地 区 グリッド

認定資

料

大時期

区分

中時期
区分

小時期

区分

埋土出土土器
の時間幅 (微

量混入を除く)

平 面形 主軸方向 主軸長m 副軸長m 壁高m

SB199
290
295 ⑫ 南 Ⅳ・K-14018019

覆土中
土器

中期 後葉 後葉
Ⅳ層上面
ピットと炉、
周濫検出 削 平

SB200
290
295 395 49-2 ⑫ 南 Ⅳ・K-13014018019

埋甕 中期 後葉 後葉3

Ⅳ層上 面 隅丸方 N28° E 5.50)

SB201 ⑫南 Ⅳ・K-8013

覆土中
土器

中期 後 葉
中葉5～後

葉

Ⅳ層上 面 (円 )
一 部 残 る

SB202
294
295 ⑫南 Ⅳ・K-9010014・ 15

ピット 中期 中葉
中葉4～ 後

葉

Ⅳ層上面 円 N3° E (6。 10 6.00)

SB203
293

294 395 49-3 ⑫ 南 Ⅳ OF-19・ 20

炉体土

器
中期 中葉 中葉 1

Ⅳ層上面 円 N28°  W

SB204 294

397
398
399 ⑫南 ⅣOF-24

覆土中
土器

中期 後葉 1 後葉1～ 2

Ⅳ層上面 (円 )

SB205 49-4 ⑫南 Ⅳ・F-25,K-5

覆土中
土器

中期 後 葉 後葉3～ 4

Ⅳ層上面 楕 円 N50° E

SB206 294

397
398
399 ⑫南 IV・ F-24,K-04

覆土中
土器

中期 後 葉 後葉2～ 3

Ⅳ層上面 (方 )

SB207

397
398
399 ⑫南 Ⅳ・Iく

-4

覆土中
土器

中期 後葉
中葉5～後

葉1

Ⅳ層上面 五 角 )

SB208
290
294 ⑫ 南 ⅣOK-409

覆土中
土器

中期 後葉 3～ 5 後葉3～ 5

Ⅳ層上面 (円 )

SB209

397
398
399 ⑫南 Ⅳ・K-409

覆土中
土器

中期 後葉 1
中葉5～後

葉1

Ⅳ層 上面 (円 )

SB210
294

300 400 ⑫ 南 Ⅳ・K-5・ 10

覆土中
土器

中期 中葉 中葉3～ 5

Ⅳ層上面 楕 円 N8° E 5.40

SB211 294 ⑫南 Ⅳ・K-409

覆土中
土器

中期 後葉 4?
中葉3～後

葉4

Ⅳ層上面 (円 )

SB212 397 ⑫南 Ⅳ・K-809

覆土中
土器

中期 後葉 後葉

Ⅳ層上面 円)?

-108-



第 2節 縄文時代の遺構

ピット 炉 埋甕

付属施設
遺物の出土

状況
埋没過程 重複関係 備 考 調査年度

数 挑
穴

所 見 位 置 形態 所 見

有無・

位置・

数

埋設位 所 見

北壁 寄 石囲炉

北側のみ
炉石残る^ 周溝巡る 缶

小
不 明

H12
(2000)

北東壁寄 石組 炉

有
知
１ 正 周溝巡る

砂で埋め戻
されている。 SB235と 重複

宮坂氏調査の可能性あ
リハ

H12
(2000)

周溝巡る 自然埋没 大半が削平されている。

H12
(2000)

北壁寄 石囲炉 缶
小

間仕切溝、
周澄巡る 自然埋没

H12
(2000)

北西壁 寄 埋甕炉 缶
小

床面からノ
lヽ

形土器出土 自然埋没

H12
(2000)

周溝巡る
貯蔵穴 自然埋没

H12
(2000)

中 央 石組炉 盤
小

西壁 下  周
澄

覆土中に大
礫入るハ 自然埋没

小形の楕円形、炉は大きく性
格不明

H12
(2000)

北壁 寄 石組 炉

東壁下  周
溝

覆土中に少
ない 自然埋没

SB204を 切る
S3209に切ら
オじる。

西側の重複が著しく、形状な
ど抽出困難

H12
(2000)

周 濫 巡 る 自然埋没

SB208に切ら
れるn

西側の重複が著しく、形状な
ど抽出困難

H12
(2000)

周溝 巡る 自然埋没
西側の重複が著しく、形状な
ど抽出困難

H12
(2000)

周溝巡る

床面から完
形土器出土
している。 自然埋没

西側の重複が著しく、形状な
ど抽出困難

H12
(2000)

北壁 寄

床

？

地
炉

石囲炉の

抜き取りか 缶
ヽ

床面に礫が
あり。 自然埋没

H12
(2000)

間仕切溝
周溝 自然埋没

西側の重複が著しく、形状な
ど抽出困難

1112

(2000)

周溝東側に

巡る 少ない 自然埋没 大半が削平されている

H12
(2000)

-109-



表20-15

遺構番
号

掲載図版 位 置 所属時期

検出面

形態・規模

床 面割付
図版
M

剛
晰
Ｌ

ＰＬ

Ｍ
地 区 グリッド

認定資

料

大時期
区分

中時期
区分

小時期
区分

埋土出土土器
の時間幅 (微

量混入を除く)

平面形 主軸方向 主軸長m 副軸長m 壁 高m

SB213
298
299 400 ⑫Jヒ IV・ G-1

覆土中
土器

中期 後 葉 3.4? 後葉3～ 4

Ⅳ層上面 隅丸方 N25°  E 堅 固

SB214 401 ⑫ 北 IV・ B-17・ 18・ 22

ピットほ
か

中期 中葉 中葉4～ 5

Ⅳ層上面 円 N14° E 5.65 堅 固

SB215 302

49-5
6 ⑫北 IVOB-18019

炉覆土 中期 後葉 後葉4～ 5

Ⅳ層上面 円 NH° E 堅 固

SB216 402 ⑫北 IV・ B-12・ 13

ピットほ
か

中期 中葉 中葉3～ 5

Ⅳ層上面 円 ) 堅 固

SB217 ⑫ 北 IV・ B-13・ 18

覆土中
土器

中期 中葉 中葉3～ 5

Ⅳ層上面 隅丸方 N47° E 堅 固

SB218
298
302 403 ⑫北 IV・ B-16・ 17

覆土中
土器

中期 中葉 中葉3

Ⅳ層 上面 楕 円 NH° E 0.50

SB219 294 ⑫南 Ⅳ・K-4・ 9

覆土中
土器

中期 中葉
中葉3～後

葉

Ⅳ層上面 五角 )

SB220 388 ⑫南 ⅣOF-25 Ⅳ層上面

SB221
293
299

⑫南・
Jヒ IVOF-1

炉覆土 中期 後葉 3.4? 後葉3～ 4

Ⅳ層上面 隅丸方 N44° E 4.60)

SB222 405 ⑫北 IV・ B-19

覆土中
土器

中期 後葉 後葉5

Ⅳ層上面 (円 )

SB223
288
293 406 49-7 ⑫南 IV・ F-809013・ 14

ピットほ
か

中期 後葉
中葉5～後

葉2

Ⅳ層上面 楕 円 N70° E

SB224
⑫南・

Jヒ IV・ F-10015

覆土中
土器

中期 後葉 後葉2～ 3

Ⅳ層上面

SB225 298 ⑫北 IV・ B-21・ 22

ピットほ
か

中期 中葉 中葉3～ 5

Ⅳ層 上面 楕 円 N25° E

SB226 405 ⑫南 Ⅳ・K-19020

覆土中
土器

中期 後葉 3.4? 後葉3～ 4

Ⅳ層上面

-110-



第 2節 縄文時代の遺構

ピット 炉 埋甕

付属施設
遺物の出土

状況
埋没過程 重複関係 備 考 調査年度

数 難
穴

所 見 位 置 形 態 所 見 撫
鑓
数

埋設位 所 見

北東壁寄 石組 炉 缶
小

周溝 3/4巡 る 自然埋没 床下にロームマウンドあり

H12
(2000)

北壁寄 石 囲炉

有
炉北

1 正

間仕切溝
周溝巡る
貯蔵穴 自然埋没

H12
(2000)

ヒ壁寄 石組 炉 盤
〔

周溝巡る 北側が削平されている。

H12
(2000)

東壁寄 地床炉 自然埋没か SB217を 切る
H12

(2000)

石囲炉

炉周辺の覆
土に礫多く
入る 自然埋没か

SB216に 切られ
る

H12
(2000)

中央 地床炉 鉦
小

間仕切溝巡
る 貯蔵穴

PH内 に石器
一括出土

覆土上層に
礫など 自然埋没か

H12
(2000)

周溝巡る 自然埋没か
I112

(2000)

炉底のみ
SB186に 切らオ
る。

H12
(2000)

北東壁寄 石組 炉 鉦
小 周溝巡る

入口左丸石
あり。 自然輝沿か

SB197 221を
切る。

H12
(2000)

自然埋没か

LM76に切ら
れる

H12
(2000)

2組あり。建

替えか 北壁寄 地床炉 缶
ヽ

覆土上層か
ら多量の上

器・石器出土 自然埋没か
H12

(2000)

3本は確認 地床 炉 自然埋没か SB197と 切り合う。プラン不明。

H12
(2000)

北東壁寄 石 囲炉

覆土上層か

ら中層に土

器や石器多
量に出土

上部に撹乱
穴の痕跡あ

り。

SB231を 切
るn

宮坂氏調査の有孔鍔付土器
と接合する破片出土

H12
(2000)

石囲炉 自然埋没か
H12

(2000)

-111-



表20-16

遺構番
号

掲載図版 位置 所属時期

検出面

形態・規模

床 面割付

図版
NO.

剛
晰
血

ＰＬ

Ｍ
地 区 グリッド

認定資

料

大時期
区分

中時期
区分

小時期
区分

埋土出土土器
の時間幅 (微

量混入を除く)

平面形 主軸方向 主軸長m 副軸長m 壁高m

SB227 ⑫南 IV・ G-22

覆土中
土器

中期 後葉 3.4? 後葉3～ 4

Ⅳ層上 面

SB228 登録抹 Ⅳ層 上面

SB229 ③ 北 Ⅳ・F-3・ 408

ピットほ
か

中期 中葉 中葉3～ 4

Ⅳ層上 面 (円 ) N29° E 6.00 5。 50)

SB230 ⑫南 IVO G-16

覆土中
土器

中期 後葉 2.3 後葉2～ 3

Ⅳ層上 面 (円 )

SB231 298
407
408 ⑫Jヒ IVOB-16・ 21

ピットほ
か

中期 中葉 中葉2～ 4

Ⅳ層上 面 円 N38° E 4.80 0.40

SB232 292
410
411 49-8 ③ 北 Ⅳ・A-18023

覆土中
土器

中期 中葉 中葉2～ 3

Ⅳ層 上面 隅丸方 N28° E (4.60) 0。 30

SB233 292

410
411 49-8 ③ 北 Ⅳ OA-18・ 23

覆土中
土器

中期 中葉 中葉3～ 5

Ⅳ層 上面 円 N 5.50)

SB234 298 409 ⑫Jヒ Ⅳ・B-11・ 12

覆土中
土器

中期 中葉 中葉2～ 3

Ⅳ層上 面 (円 )

SB235 395 ⑫南 IV・ K-13018 Ⅳ層上 面 (円 )

SB236
295
301 ⑫南 Ⅳ・K-15・ 20

覆土中
土器

不 明 不 明 不 明

Ⅳ層上面

削平され
ている

SB237
293

299 412 ⑫北 Ⅳ・G-6011

ピットほ
か

中期 中葉 中葉3～ 4

Ⅳ層上 面 円 N14° E (6.00)

SB238 ③北 Ⅳ・A-11012016017

覆土中
土器

中期 前葉 前葉4

Ⅳ層 上 面 円 N47° W 3.30 0。 20

SB239 412 ⑧Jヒ Ⅳ・A-607

覆土中
土器

中期 前葉 前葉4

Ⅳ層上面

SB240 ⑫北 Ⅳ・G-6・ 7

覆土中
土器

中期 後葉 1
中葉3～後

葉1

Ⅲ層 上面 円 N12° E (7.00) 7.30)

SB241
288
292 ⑫南 IV・ F-8

覆土中
土器

中期 中葉 中葉4

Ⅳ層上 面 (円 ) N62° W



第 2節 縄文時代の遺構

ピット 炉 埋甕

付属施設
遺物の出土

状況
埋没過程 重複関係 備 考 調査年度

数 挑
穴

所 見 位 置 形態 所 見

有無・

位置・

数

埋設位 所 見

自然埋 没か SB185に 切られるc

H12
(2000)

北東壁寄 石囲炉 狂
小

覆 土中層 に

宇形 十器勁北 自然埋 没か 情円形

H12
(2000)

不 明 SB196の 下

H12
(2000)

中央 石囲炉 征
ヽ

覆 土 中層 に

宇形 十器あり 自然埋 没か

H12
(2000)

石囲炉 任
小

遺物は少な

自然埋没
SB233に 切られ
る

H12
(2000)

北壁寄 地床炉 任
ヽ

貯蔵 穴

炉周辺の床
に完形土器
あり

自然埋 没

SB232近辺

撹乱 ? SB232を切る
H12

(2000)

(中 央 ) 埋甕炉 貯蔵穴
覆土中層に

完形土器あり 北側削平

H12
(2000)

周 澄 巡 る SB200と 重複 大きく撹乱受ける。

H12
(2000)

火床 のみ

ゲ勢る
火床のみ。周匪
にピット

H12
(2000)

北壁寄 石囲炉 盤
ヽ

周溝巡る

P24より土器
一括 出 十

1112

(2000)

2組あり 中央 地床炉

西壁 下  周
濫

覆土中に大
きな土器片
出土

H12
(2000)

地床 炉 任
小

床面不明確。

H12
(2000)

北壁寄 地床炉 任
（

東壁 下  周
澄

遺物は少な H12
(2000)

(中 央 ) 地床炉 任
小

半 分 肖|1平 ^

H12
(2000)



表20-17

遺構番
号

掲載図版 位 置 所属時期

検出面

形態・規模

床 面割付
図版
M

剛
酬
Ｍ

ＰＬ

Ｍ
地 区 グリッド

認定資
料

大時期
区分

中時期
区分

′卜時期
区分

埋土出土土器
の時間幅 (微

量混入を除く)

平面形 主軸方向 主軸長m 副軸長m 壁高m

SB242 305 ① 南 IVOG-24

炉 中期 後 葉 後葉4

Ⅳ層 上 面 炉 のみ

SB243
288
293 ⑫ 南 IV・ F-14019

覆土中
土器

Ⅳ層上 面

ピットの
み

SB244
371

372 ⑫ 南 ⅣOK-25

覆土中
土器

中期 後葉 後葉

Ⅳ層上 面 0,25

SB245
371

372 ⑫ 南 IVOK-25,L-21

覆土中
土器

中期 後葉 後葉3～ 4

Ⅳ層上 面 円 )

SB246

312
313
314
315
316 ⑫ 南 Ⅳ OH-21・ 22 Ⅳ層 上 面

ピットの
み

3 縄文時代後期住居跡     個別の事実記載1琳電文時代中期の住居跡と同一である。

表21 長峯遺跡縄文時代後期住居跡

遺構番号

掲載図版 位 置 所属時期

検 出面

形態・規模

床 面割付
図版
No

個別
図版
N0

ＰＬ

Ｍ
地 区 グリッド 認定資

料

大時期
区分

中時期
区分

/1ヽ 日寺期

区分

埋土出土土器
の時間幅 (彿

量混入を除く)

平面形 主軸方向 主軸長m 副軸長m 壁高m

SB48 ⑦ Ⅳ・Q-101R-6

覆土中
土器

後期 初頭
中期後葉5

～後期初頭
Ⅲ層 中 不 明

SB51

253
254
255
256

50-2
345 ⑤ Ⅲ・G-17022

覆土中
土器

後期 前葉 前葉
現水 田下に

敷石確認

円か柄
錯か N16° E (4.90) (4.00) 敷 居

SB57
253
254 416 50-7 ⑤ Ⅲ OF-20

覆土中
土器

後期 前葉 後期前葉

現水 田下に

降確認 円 ?

敷石の残

骸。周礫

が巡る

SB58
255
256 416 50-C ⑤ Ⅲ・G-22・ 23

覆土中
土器

後期 ? 不 明

水 田下で

ピット確認 削 平

SB59 ⑦ Ⅳ・Q-10015

覆土中
土器

中期 後葉 1
中葉(5)～

後葉(1)
Ⅳ層上面で

ピット分布 N38° E

SB90

315
316
317
318 ①南 Ⅳ OL-10015。 M― H

ピット 後期 後期
Ⅳ層上面で

ビット分布

柄鏡形
/Jヽ

床下まで

削平

SB105
271
278 417 ④ 道 Ⅲ・I… 16・ 21

覆土中
t器 後期 ?

SB106

306
307
315
316
317

318

418

419 ①南 Ⅳ・L-9010014・ 15

覆土中
土器

中期 後葉 後葉

Ⅲ層 中

柄鏡形
か 礫が分布

SB107

306
308
315
317 50-8 ① 南 Ⅳ・L-9014

覆土中
土器

後期 初頭
中期後葉～

後期初頭

Ⅲ層 中

柄鏡形
か

平石が分

布

SB108

306
315
317 418 ① 南 IV oL-9。 10

SBl13

314
315

316
317
318 421 ① 南 IV・ L-5,M-106

炉体土
器

後期 初頭 初頭
Ⅲ層下面

表土下で炉
検出

堅固な部
分なし



ピット 炉 埋甕

付属施設
遺物の出土

状況
埋没過程 重複関係 備 考 調査年度

数 挑
穴

所 見 位 置 形態 所 見

有無・

位置・

数

埋設位 所 見

不 明 石囲炉

整理作業で登録。S
H02、 SK1587改 め

H12
(2000)

整理作業で登録。
SBl12・ SB197と 重複

H12
(2000)

缶
小

整理作業で登録。
SB140炉、ピット2・ 4、

SK1685を 変更
H12

(2000)

北寄  壁

寄 地床 炉 征
小

整理作業で登録。S
B137ピ ット11014を 炉
として、ピット7080120
10・ 9、 SK1684を柱穴
とするn

H12
(2000)

整理作業で登録。
SB121周 溝の北西隅
とSB125Plを そのプラ
ンから新規SB246と し
て分離したn

H12
(2000)

ピット 炉 埋 甕

付属施設
遺物の出土

状況
埋没過程 重複関係 備考 調査年度

数 挑
穴

所 見 位置 形 態 所 見

有無・

位置・

数

埋設位 所 見

中央 ? 地 床 無 し

SB50 36 41

の上にあり

H
H(1999)

敷石の周囲
に巡るか。検
出困難

中央Jヒよ
り

囲
甕

石
埋

方形の石

囲、内部 に

炉体土器 無し

炉の南北 に
敷石 不 明

敷石下位の被熱範囲。炭化
材t、 分布

H
H(1999)

周礫下位に
ノlヽ ピット巡る (中 央 ) 埋甕炉 小形の敷石住居跡

H
H(1999)

P7より石棒頭
部出土

SK617に 切ら
れる 敷石住居跡の柱穴だろう

H
H(1999)

Pl
2.3

4。 6

7.8

9 北東壁寄 地 床 笹
小

H
H(1999)

盤
小

SB106と 重複 106901072・ 1663、 No.な し1基

Hヽ

12(2000)

石 囲

床面下位に焼土が広く分
布n大半が削平

H12
(2000)

石 組

内部に礫
の投げ込
み

周囲には周

礫があったよ
うである。

SB107に七刀
られる。 敷石住居

H12
(2000)

(中 央 ) 石 囲 毎
小

SB106を 切る 敷石住居

H12
(2000)

敷石

SB106 107と

重 複

ピット配夕1な ど、要検討、SB
107北 東隣接n

H12
(2000)

Pl。 2

3。 4

5。 6

7.8 中央 埋甕

周辺に炉

石と考えら

れる礫あり 缶
小

不 明

SBl14、 117

118を切る SKoSBl14の ピットから抽出

H12
(2000)



第 4章 長峯遺跡

4 掘立柱建物跡

表22 長峯遺跡掘立柱建物跡

遺構番
号

割付図
版M

剛
醜
Ｍ

位 置 旧遺構名 所属時期
認定資

料
検出面

構造・規模

重複関係

柱配置
主軸方

向
主軸長m 副軸長

ピット個別所見

平面形 断面形 平面規模 深 さ 柱痕

ST01 SB 2に変更

ST02 256 422 Ⅲ G23 後期 位 置 Ⅳ層上面 1間 ×1間 N25W 2.3

SB58 Pit3 円 方形 0.45× 0.40 0.33 なし

SK635 円 半 円形 0.4× 0。 38 0.37 な し

SK636 円 長 方形 0。 47× 0.54 SK618と拶■打る

SB58 Pit5 楕 円 方形 0.36× 0。 30 なし

ST03 422 Ⅲ L03 後期 位 置 Ⅳ層上面 1間 ×1間 N151Ⅳ 2。 7

SK656 円 台 形 0。 55× 0.55 0.31 SK655に切られる
SK645 円 0。 6× 0.55 な し

SK648 円 長方形 0.6× 0.61 なし

P4 SK652 円 台 形 0。 45× 0。45 な し

ST04
275・

2760277 42
51-1 ⅢD―

23,I-3・ 4

中期初頭
～後葉

位置では

前葉が当
てはまる Ⅳ層上面 2間 ×1間 N19E 6.3 3。 45

SK361 円 長 方形 1.05× 0。 91 0・ 86 あ り SK417と SK362に 1妾している
P2 SK360 円 長方形 0。 85× 0.78 あり な し

P[ SK359 楕 円 台形 0.65× 0.55 あ り

SK358 中期後葉 土 器 円 方形 0.65× 0.60 0.52 あり

P[ SK367 中期前葉 土 器 台形 0。 73× 0.68 あり

SK363 楕 円 長方形 0.75× 0。 65 0。 72 あ り

ST05 424
51-1 ⅢI-140

1509010 中期前葉

ピット遺
物、位置 Ⅳ層上面 2間 ×1間 NllE

SK291 円 台形 0.55× 0.5 な し

SK286 円 台形 0.59× 0。 55 あ り なし

P3 SK280 中期前葉 土 器 方形 台形 0.5× 0.54 あ り SK281と SK282と 拶そ
‐
ケる

P4 SK283 円 長方形 0.53× 0.52 な し

SK324 円 台形 0。 55× 0.5 な し

ST06 277 425
51-1 IIII-14・

15

中期前葉
～中葉

ピット遺
物、位置 Ⅳ層上面 1間 ×1間 N3E

3.6

2。 8 2.9
ST07,ST08と 重複し、ST08を
切る。

ST6Pl SK278 中期 中葉 土器 円 台 形 0.8× 0。 75 あ り なし

ST6P2 SK277 円 台 形 0。 72× 0.68 あり なし

ST6P3 SK275 土器 楕 円 台形 0.85× 0.7 なし

ST6P4 SK273 前～ 中 円 階段状 0,7× 0。 65 0.55 ST08Plを切る

ST07 277
51-1 Ⅲ I-14・

15・ 19020
中期前葉
～中葉 ? 位 置 Ⅳ層上面 1間 ×1間 N2E

3.3

3.65

2。 1

1。 85
ST06、 ST08と重複するが新
旧は不明

ST7Pl SK274 円 台形 0。 95× 0。 9

ST7P2 SK276 楕 円 台形 1.0× 0。 8

ST7P3 SK270 円 方形 0。 66× 0.62 0.55 あり

ST7P4 SK271 前 ? 楕 円 台形 0.8× 0。65 0。47 あ り

ST08 277 425
51-1

ⅢI-140

15019020
中期前葉
～中葉 ?

ピット遺
物、位置 Ⅳ層上面 1間 ×1間 N12E

3.45

3。 7

ST06、 ST07と重複し、ST06
に切られる

ST8Pl SK273 前～中 円 台形 1.0× 0.95 0.341 ST06P4に 切られる
ST8P2 SK272 不整円形 台形 0.75 x 0.65 | 0.351 なし

ST8P3 SK289 円 台形 0。 6× 0。 55 0。 55 なし

ST8P4 SK269 円 台形 0。 75× 0。 75 あり な し

ST09 424 VK-2
中期中葉
2・ 3

ピット遺
物、位置 Ⅳ層上面 2間 ×1間 N85E 4。 07 2.45

| SK1042 中2・ 3
| 円 楕円形 0.4× 0。36 0.311 | なし

| SBl10 P3 | 円 半円形 0.3× 0。 3 0.lj「 | なし

l SBl10 P4 | 不整円形 半円形 0。 3× 0。 3 0.151 | なし

P4
|
SK1046 中2

| 円 長方形 0。 46× 0.41 0.411 | なし

P5
|
SKl192

| 不整方形 半円形 0.45 x 0.35 | 0.151 | 蟄し

|
SK1043

| 円 楕円形 0.45× 0。 41 0.351 | 曇し

(つづく)



第 2節 縄文時代の遺構

表22- (建物のつづき)

ピット個別所見

ピット遺

物、位置
SKH48に切られる0。 82× 0.5

SKH46に切られる0.65× 0.55

SBl14。 117のピットと切りあう0.85× 0.65

SBl14.117のピットと切りあう
0。 7)× 0.6

0。 7× 0。 7

0。 7× 0。 7

ピット遺

物、位置

0。 65× 0。 61

0。 7× 0.7

SB128ピットを切る0。 8× 0。 7

SK1761を切る0.62× 0.6

0。66× 0.55

0。 75× 0。 75

SB153と 切りあう

SB153のピットを切る0.65× 0。 61

SB153の ピットを切る0。 74× 0,85

SK3019をきる0。65× 0。 6

SK1317を切る0。62× 0。 6

0.61× 0.64

SK1681に 切られる0。68× 0.65

SB133。 134。 149と 切りあう

SB134のピットを切る0.52× (0。 65

0.58× 0。 55

SB133のピットに切られる
0。68× 0.64

SB133ピット5を切る
0。 6× 0.55

5 屋外埋設土器

表23 長峯遺跡屋外埋設土器

遺構番 割付図
版No.

個別図
版No. 位置

所属時期 検出面
所 見 規模

重複関係遺構の様相 内容 平面規模 掘り方深さ

SX01 287 51-2 ⅣA21
中期中葉3
期 SB64雇三■ 屋外埋設土器

SB64覆 土に正位で埋設された底部

を欠く深鉢を検出。  _ 0。32 X O。 3 SB64を切る

SX03 282 51-3 ⅢJ12
中期中葉3
期 SB69覆 土 屋外埋設土撻

SB69を掘り下げ中に検出。正位に

埋設された底部を欠く深鉢と理解。 0。42 X O。4 (0.42 SB69を切る

UM01

51-
4,5,52
-1 Ⅳ L09

中期後葉4
～5 Ⅲ層中 屋外埋設土器

h層下位にて土器を検出。底部まで

ある完形土器を正位に埋設。中期
後葉の環状集落の中央空間と土坑
群との境界に位置。    __ 0。62 X O.58 0.5〔 なし

UM02 307 52-2 Ⅳ L13 中期後葉5 Ⅲ層中 屋外埋設土器

Ⅲ層下位にて土器を検出。崩れてい

るが土器を正位に埋設した状態と理

解。中期環状集落の土坑群の内側
寄リハ 0.56 X O.48 SK1494を切る

UM03 431 52-3 Ⅳ G23 中期後葉4 Ⅲ層中 屋外埋設土器

扁平礫め分布とともに、底部を欠く
小形深鉢が正位で出土。下位も礫
が重積。土坑内上面の土器埋設の
可能性あり。 0。 23 X O.2

UM04 431

52-
4.5 ⅣG24 中期後葉4 Ⅲ層中 屋外埋設土器

扁平礫の分布とともに、土器の口縁

部を検出。調査を進め、正位で完形

土器を埋設した遺構と理解。 0.46 X O。 4 0.32

番号を付けていない
SKに切られる。

UM05 52-6 Ⅳ L03・ 08
中期後葉4
～5 Ⅲ層中 屋外埋設土過

Ⅲ層下位にて土器を検出。底部を穿

孔した深鉢土器を正位に埋設。中期

後葉の環状集落の中央空間と土坑

群との境界に位置。  _ 0.5XO.42 なし

UM06 303 Ⅳ G10 中期 Ⅲ層中 屋外埋設土器
Ⅲ層堀下げで土器を検出。正位に
埋設した土器底部と理解。  __ 0.18XO。 18 (0。 201

UM06下位のⅣ層上
面でSK2243検 出。

UM07 303 431 Ⅳ G10 中期 Ⅲ層中 屋外埋設土器
Ⅲ層堀下げで土器を検出。正位に
埋設した土器と理解。 0.24 X O。 2 なし

UM08 431 Ⅳ G09
中期後葉 1

期 Ⅲ層中 屋外埋設土器
Ⅲ層堀下げで土器を検出。正位に
埋設した土器と理解。    _ 0.32 X O.3 0.2〔

下位にSK2186検 出
したが、関係は不明
確n



6 遺物集中

7 炉跡、焼土跡

表25 長峯遺跡炉跡、焼土跡

表24 長峯遺跡遺物集中

遺構番号
割イ寸図
版No.

1回 万りl渕

版No.
PLNo。 位置 所属時期 検出面 所 見

半面

規模
重複関係 備考

SQ02 269 52-7 Ⅲ H05
中期中葉1～ 2
期 Ⅲ層下位

Ⅲ層下位で遺構検出中に土器集中として
確認。3個体分の土器出土。掘り方など不
明 0。6XO.4 無 し

SQ03 269 Ⅲ H09 中期中葉 Ⅲ層下位
Ⅲ層下位で遺構検出中に土器集中と礫を
確認。掘り方など不明 0.5XO.4 無 し

SQ04 269 432 Ⅲ H04 Ⅲ層下位
Ⅲ層下位で遺構検出中に土
確認。掘り方など不明 0.6XO。 4 無し

SQ05 268 ⅢD21 Ⅲ層下位
Ⅲ層下位で遺構検出中に土器集中どし

lτ

確認。掘り方など不明 無 し

SQ06 270 ⅡH06 Ⅲ層下位
Ⅲ層下位で遺構検出中に土器集中として
確認。掘り方など不明 無し

SQ07 263 432 52-8 ⅢC18 中期前葉4期 Ⅲ層下位
Ⅲ層下位で遺構検出中に土器が正位で

~

出土。掘り方など不明。

U.ZZ X

O.23 無 し

SQ08 270 53-1 ⅡI108 中期中葉1期 Ⅲ層下位
Ⅲ層下位で遺構検出中に1個体分の土器
が倒位で出土。掘り方不明

U.4b X

O.38 無し

SQ09 270 1103・ 08 中期前葉4期 Ⅲ層下位
Ⅲ層下位で遺構検出中に底部を欠く百百
体分の土器が倒位で出土。掘り方不明

U.24X
O.24 無 し

SQ10 275 432 53-2 ⅢD23 中期中葉1期 Ⅲ層下位
Ⅲ層下位で遺構検出中に1個体分の土器
が倒位で出土。掘り方不明

U.42X
O.28 無 し

SQll 270 Ⅲ107 Ⅲ層下位
Ⅲ層下位で遺構検出中に土器集中「願
確認。1個体分の土器片が出土 ´

0。82 X O.6 無 し

SQ12 275 432 ⅢD23 中期中葉1期 Ⅲ層下位
Ⅲ層下位で遺構検出中に土器集中として
確認。2個体分の土器片が出土

U.24X
O.25 無 し

SQ13 275 ⅢD23
中期中葉1～ 2
期 Ⅲ層下位

Ⅲ層下位で遺構検出中に1個体分の土器
が正位の状態で出土したが、掘り方など
不明。 0。3XO.22 無し

SQ14 275 ⅢD18 Ⅲ層下位

Ⅲ層下位で遺構検出中に1個体分の土器
が正位の状態で出土したが、掘り方など
不明。 無 し

SQ15～ SQ17欠 番

SQ18 287 Ⅳ A22 Ⅲ層下位

Ⅲ層下位で遺構検出中に1個体分の土器
が正位の状態で出土したが、掘り方など
不明。 無し

SQ19～ SQ20番

SQ21 Ⅳ F18 Ⅲ層下位 土器片と礫の分布。掘り方不明 1.5/1.1 無 し

SQ22 288 432 Ⅲ F17口 18 中期中葉4期 Ⅲ層下位
Ⅲ層下位で遺構検出中に小礫と土器片
が集中して出土。掘り方不明。

0.96X
O。54 無 し

SQ23～ SQ32欠番

SQ33 □ □ Ⅳ H05 Ⅲ層下位 Ⅲ層下位の一括性の高い土器集中 1.lXO。 75 無 し |

SQ34 Ⅳ H01 Ⅲ層下位 Ⅲ層下位の一括性の高い土器集中 0。5XO。 35 無し

SQ35 VF05 Ⅲ層下位 Ⅲ層下位の一括性の高い土器集中 0.5XO。3 無し

遺構番号 割付図版 No. 個別図版No.
位置

所属時期 検出面 所見
規模

備考
地 区 グリッド 平面規模 掘り方深さ

SF01 ③ Ⅲ oC-21・ 22 中期 Ⅲ層中 平面的に被熱範囲分布 0.8XO.6
SF02 ④ Ⅲ・:-8 中期前葉～中葉 Ⅲ層中 平面的に被熱範囲分布 0.84 X O.48
SF03 位置 不 明

SF04 ⑤ Ⅲ・G-16 後期か Ⅲ層中 礫と被熱範囲の分布 0.8XO.7
SF05 254 ⑤ Ⅲ・G-16 後期か Ⅲ層中 土器小片(G16P-58)と焼土分布 1.2XO.5
SF06 254 ⑤ Ⅲ・F-20 後期か Ⅲ層中 被熱範囲の分布 1.2Xl.0 0.12
SF07 264 ⑤ Ⅲ・H-11 Ⅲ層中 被熱範囲の分布 0.4XO.3 0.2
SF08 ⑤ Ⅲ・G-16 中期後葉～後期 Ⅲ層中 被熱範囲の分布 0.65 X O.6
SF09 位置 不 明

SF10 欠番

SFll ⑫ 南 IV・ F-22 中期後葉 1期 Ⅲ層中 焼土と土器の分布 0.9XO.6
SF12 ①南 Ⅳ・L-10 Ⅲ層中 2ヵ所火床あり 1.68 X O.5
SF13 299 ⑫北 V・ G-6 中期中葉2～ 3 Ⅳ層上面 焼土と土器の分布 2.5Xl.5 0.2
IV・ G-17
SF No。 1 299 ⑫南 IV・ G… 17 Ⅲ層中 被熱範囲の分布 (SB188覆土上 ) 0。9XO.24
Ⅳr・ G-17
SF No.2 ⑫南 V・ G-17 Ⅲ層中 被熱範囲の分布(SB189覆 土上 ) 0.36 X O.37

No.なし ①北 V・ H-6 Ⅲ層中 SB161,169境 界上の被熱範囲 0.72 X O.48



第 2節 縄文時代の遺構

8土 坑

表26 長峯遺跡土坑

遺構番号
個別図
版No.

PLNo。
位置 所属時期 形状・規模 重複関係 土層堆積

遺物出土状
備 考

地 区 グリッド 時 期 平 面 形 断 面 形 面形状 主軸方向 縦 cm 横 cm ,*tcm

SK01 ③ Ⅲ・H-15 隅丸方 平 坦 なし レンズ状 たらい状の土坑。

SK13 ③ Ⅲ・1-2 中前4 出土土器 円 平 坦 な し レンズ状 浅鉢出土 たらい状の土坑。

③ Ⅲ・D-22 中前4 出土土器 円 平 坦 なし レンズ状 ―括土器 たらい状の土坑。

③ Ⅲ・D-21 中前4 出土土器 円 平 坦 なし レンズ状 浅鉢出土 たらい状の土坑。

SK38 ③
Ⅲ・D―

円 不定形 なし 礫出土

③ Ⅲ・D-17 中前 4(中 1) 出土土器 円 平 坦 な し レンズ状
完形土器 出

たらい状の土坑。

SK65 ③
Ⅲ・H-14

中中 1 出土土器 楕円 平 坦 SK70を切る。 不 明 土器出土

③
Ⅲ・H-14

楕 円 横穴状 平 坦 SK65に 切られる。 水 平 横穴状の土坑。

SK97 ③ Ⅲ・H-4・ 5 円 平 坦 SK98に切られる。 レンズ状

SK98 ③ Ⅲ・H-4・ 5 中前4 出土土器 楕円 平坦
SK97切 る。SK99に 切られ
る^

単 層

③ Ⅲ・H-4 日前5～ 中中 出土土器 楕円 平 坦 SK98切 る。 単 層

③ Ⅲ・D-16 中前4 出土土器 円 平 坦 な し レンズ状

SK106 ③ Ⅲ・D-16 中前～中 出土土器 楕 円 平 坦 SK307に 切られる 単 層
土器、磨製

石斧出土

③ Ⅲ・H-4 円 平 坦 な し 単 層 小礫出土

SKl14 53-6 ③ Ⅲ・C-25 中前～中 出土土器

SK126 ③ Ⅲ・D-16 中前 出土土器 楕円 不定形

SK127 433 ③ Ⅲ oC-15 中前 出土土器 円 平 坦 なし 単 層 礫出土

SK151 ③ Ⅲ・H-3・ 8 中前4 出土土器 楕円 平坦 なし 単 層

SK164 ③
Ⅲ oC-19

前4～ 中中 出土土器 楕 円 平 坦 なし レンズ状

SK174 ③ Ⅲ・C-19 中前4 出土土器 楕 円 平 坦 SB09と重複 レンズ状 装身具 1

SK175 ③
Ⅲ・C-19

中前4 出土土器 円 平 坦 なし 単 層

SK177 ③ Ⅲ oC-15 円 平 坦 SK178を切る 単 層

③ Ⅲ oC-15 円 ? やや傾斜 SK177に 切られる 単 層

SK180
53-78

③ Ⅲ・C-10 中後 出土土器 楕 円
′
lヽビットあ SK247,149と 重複 レンズ状 落とし穴

①・② I・ X-2 楕 円 不定形 なし
やや乱れ

る

SK200 54-2 ③ Ⅲ・D-21 中前4 出土土器 円 平 坦 なし 単 層 黒曜石など

SK201 ③ Ⅲ・H-1 長楕円 逆茂木痕 なし レンズ状 なし 逆茂木は打ち込み

SK213 ① Ⅲ・B-25 中前4 出土土器 円 平 坦 なし 埋め戻し

①・③
Ⅲ・B―

20.C-16
中～中後 出土土器 円 平 坦 なし レンズ状

③ Ⅲ・C-16
中前4～ 中

中 1
出土土器 円 平 坦 なし レンズ状

SK222 ③ Ⅲ oC-12 円 平 坦 SK223を切る レンズ状

SK231 ③ Ⅲ・D-21 円 不定形 なし 不連続

③
Ⅲ oC-18

19

中前4～ 中
中 1

出土土器 円 平 坦 SB10を切る レンズ状

③
Ⅲ oC-6・

11
楕円 ? SK238に 切られる 不連続

③
Ⅲ・C-6・

円 平 坦 SK237,239を 切る レンズ状

SK239 ③ Ⅲ oC-6 円 平坦 SK239に切られる レンズ状

SK241 54-8 ① I oW-19

SK242 ①
I● W-9日

14
円 平坦 なし レンズ状

SK284 ④ Ⅲ・I-10
中前4～ 中

中 1

出土土器 円 平 坦 なし 単 層 礫出土

④ ⅡI・ I-5 前 3・ 4～ 中 出土土器 円 平 坦 SK288に 切られる 単層

④ ⅡI・ I-5 中中 1 出土土器 円 平 坦 SK287を切る レンズ状
完形土器出

SK347 ④ Ⅲ・I…8 中後 出土土器 円 平坦 なし レンズ状

SK351 ④ Ⅲ・I-8 中中 1・ 2 出土土器 略 円 平 坦 なし 単 層 礫出土

434 ④ Ⅲ・1-3・ 8 中前4 出土土器 円 平 坦 なし 単 層
扁平礫下に

土器―個体

④ Ⅲ・I-3 中前4～ 中 出土土器 楕 円 不定形 SK368を切る 単 層 浅鉢出土

SK399 ④ Ⅲ・I-3 円 丸底 なし 単 層

SK417 ④
Ⅲ・D―

中前～中 出土土器 円 平坦 ST04Plと重複 レンズ状 ―括土器

④ Ⅲ・I-7 中前 3・ 4 出土土器 楕 円 平 坦 SK424に切られる 単 層 ―括土器

④
Ⅲ・D-23・

中前 3・ 4 出土土器 円 平 坦 SK451を切る 単 層

SK451 ④
Ⅲ・D-23・

24
中前4 出土土器 円 平 坦 SK450に切られる 単 層

④ Ⅲ oE-13 中中4・ 5 出土土器 円 平坦 なし 自然埋没

SK516 ⑦ Ⅳ・R-11 中後 出土土器 楕 円 平坦 小ピットと重複 自然埋没 落とし穴か

SK517 55-3 ⑦ Ⅳ・R-11 中後 出土土器 円 平坦 なし レンズ状

SK541 ⑦
Ⅳ oQ―

楕 円 平 坦 なし レンズ状

⑦ Ⅳ・Q-5 中4 出土土器 円 平 坦 単 層
―括土器と



表26-2

遺構番号
個別図
版No.

位 置 所属時期 形状・規模
重複関係 土層堆積

遺物出土状
備 考

地 区 グリッド 時 期 平 面 形 断 面 形 面 形 状 縦 cm 深さcm

⑦ Ⅳ・F-21 楕円 平 坦 N26E なし レンズ状

SK559 ③
Ⅲ・」-15

中中1～ 2 出土土器 円 不定形 なし 不連続

③ Ⅳ・F-11 不整楕円 平 坦 なし 単 層

SK566 ③ Ⅳ・F-11 円 平 坦 なし 不連続

③ W・ F-11 円 平 坦 なし レンズ状 礫出土

⑤
Ⅲ・I-21・

22.N-1・ 2
後期初頭 出土土器 隅丸方

平坦、床
右り なし レンズ状 土器出土

住居跡と考える。柱
穴あり̂

⑤
Ⅲ・M-3・

平 坦 なし レンズ状
住居の残骸の可能

什あり̂

⑤ Ⅲ・M-3 中前4～ 中 1 出土土器 楕円? 平 坦 なし レンズ状 住居跡か。削平顕著

SK605 ⑤ Ⅲ oH-24 不整楕円 不定形 不定形 なし レンズ状
性格不明。内湾する

壁 ^

SK610 ⑤ Ⅲ oG-2 中後 出土土器 円 平 坦 なし 不連続
下部に被熱、小ビット

ふιJ

SK612 ⑤
Ⅲ・G-17

後 期 出土土器 円 平 坦 なし レンズ状 土器と礫

⑤ Ⅲ・G… 17 後期 ? 出土土器 円 平 坦 SK638を切る レンズ状 礫が多量に
入る。

SK615 ⑤
Ⅲ・G-14

近現代 楕円 平 坦 なし レンズ状

⑤ Ⅲ・A-14 円 平 坦 なし レンズ状

SK618 55-7 ⑤ Ⅲ・G…23 近現代 出土土器 円 平坦 ST02P3と 接する レンズ状 鉄製品など

SK621 55-8 ⑤
Ⅲ・H-21・

中前4 出土土器 円 平 坦 なし レンズ状

⑤
Ⅲ・H-17

中後 出土土器 円 平 坦 なし レンズ状

⑤
Ⅲ・H-17

18
円 平 坦 なし レンズ状

SK629 ⑤ Ⅲ・H-17 中前4 出土土器 円 平 坦 SK630を切る 不連続

SK638 ⑤ Ⅲ・G-17 後 期 出土土器 楕円 SK613に 切られる

⑤ Ⅲ・H-18 中前4 出土土器 円 平 坦 なし レンズ状

SK665 ⑤ Ⅲ・H-18 中前～中 1 出土土器 円 平 坦 なし レンズ状

⑤ Ⅲ oH-20 中前4 出土土器 円 平 坦 なし レンズ状

⑤ Ⅲ・H-20 中前～中 出土土器 円 平坦 SK676を切る 不連続

SK679 ⑤
Ⅲ・G―

23.L-3
長楕円 平 坦 N82E SK680に 切られる。

SK680 56-34 ⑤
Ⅲ・G―

長楕円 平坦 N69E SK679を切る 不連続 鉢被せ

SK704 ③ コr・ F-3・ 8 中中 ? 出土土器 円 平 坦 なし レンズ状

SK728 ③ Ⅳ・F-7 中中3 出土土器 円 平 坦 なし 単 層

③ V・ F-6 円 平 坦 なし
やや乱れ

る 礫・土器

③ Ⅳ・F-6 長楕円 不定形 なし 不連続

SK736 ③ V・ F-6 円 平 坦 なし 不連続 礫・土器

SK753 ③ R「・F-6 中後 出土土器 楕円 平 坦 なし レンズ状 礫

③ Ⅲ・」-13 精円 平 坦 なし レンズ状

③ Ⅲ・」-12 楕 円 平 坦 なし レンズ状

SK791 ③ Ⅲ・」-7 中中2 出土土器 円 平坦 なし レンズ状
完形土器出

SK803 ③ Ⅲ oJ-22 中中 1 出土土器 不整楕円 平 坦 なし レンズ状

SK858 ④ I・ Y-22 長 方 平 坦 N54E 226 なし 不連続

④ I oX…25 円 平 坦 なし レンズ状

SK861 ④ Ⅲ・E-1 円 平 坦 2基重複している 単 層

④ I・ Y-23 円 平 坦 なし v>^#,1

SK868 ④ Ⅲ oE-3・ 8 円 平坦 なし 単 層 礫

⑥ Ⅱ・U-10 長 方 不定形 N71E n2 
l

なし v>^,#,1

SK919 ③ Ⅲ・J-25 中中 2・ 3 出土土器 円 平 坦 なし v>^#.1

③
Ⅲ・」―

中中 ? 出土土器 円 平 坦 SBを切る 不連続
|

SK1001 ⑩ ⅡoW-18
円 平 坦 128 

I
なし v>^#,1

SK1018 ⑫南 IV・ F-18 不整楕円 不定形 なし 不連続
|

SK1023 ⑫南 Ⅳ・F-23 中中 ? 出土土器 円 381 なし 不連続
|

SK1024 ⑫南
IV・ F-18

中中3 出土土器 方 平坦 108 
|

351 3K1025を 切る 単 層

^H^6 |

⑫南 Ⅳ・F-23 中中 ? 出土土器 方 平 坦 101 SK1025に切られる。 単 層

⑫南
Ⅳ・F…22・

楕円 平 坦 106 
|

551 なし 不連続
|

SK1030 ⑫南 Ⅳ・F-23 中後 出土土器 楕 円 不定形 120 
|

431 SK1034に接する 不連続
|

SK1034 ⑫南 Ⅳ・F-23 中後 出土土器 円 平坦 451 なし 不連続
|

SK1044 ⑫南
Ⅳ・F―

円 平坦 130 
|

401 3K1045を 切る 不連続 焼土

SK1045 ⑫南
I「・F―

円 平坦 130 
|

401 3K1044に 切られる
や
t軒
運

|

①南 IV・ L-15



表26-3

遺構番号
個別図

版No.
PLNo。

位 置 所属時期 形状“規模
重複関係 土層堆積

遺物出土状
備 考

地 区 グリッド 時 期 断 面 形 底 面 形 状 縦 cm 深さcm

①南 Ⅳ oM-6 中後 出土土器

SKl147 ①南 ]r・ H-21 中後～ 出土土器 円 平坦 なし レンズ状 Jヽ ピットあり

SKl148 ①南 Ⅳ oL-4・ 5 後 期 出土土器 円 平坦 ピットと重複
やや 不 運

締

SKl161 ⑫南下 R「・F-13 不整楕円 不定形 100 小ピットが重複か 不連続

SK1200 ①南 Ⅳ・L-13 楕円 平坦 なし 埋め戻し

SK1201 ①南 Ⅳ・G-25 円 平 坦 なし 不連続

①南 V・ H-21 後 期 出土土器 円 平 坦 住居を切る 不連続

SK1281 ①南 IVoL-13 中後 出土土器 楕 円 平 坦 土坑ときりあう 埋め戻し

SK1321 ①南 Ⅳ・L-23 円 平 坦 SK1322を切る 不連続

SK1323 ①南 Ⅳ・L-23 中後 出土土器 円 SK1321に 切られる 単 層

SK1354 ①南 Ⅳ oL-22 円 平坦 SK1353と接する 埋め戻し

SK1410 ①南 口「。L-13 長 方 平 坦 なし 埋め戻し

SK1420 ①南
I「・L-12
13・ 17・ 11

中後 出土土器 隅丸方 平 坦 SK1782に 切られる 埋め戻し

SK1481 57-4 ①南 V・ L… 13 中後 出土土器 隅丸方 平 坦 SK1482を切る 埋め戻し

SK1482 57-45 ①南 V・ L-13 楕円 平 坦 SK1481を切る 埋め戻し

SK1492 ①南 Ⅳ・L-7・ 8 中後 出土土器 円 丸 なし レンズ状
完形土器椰

体

①南 V・ L-13

SK1506 ①南 Ⅳ・L-4 長 方 平 坦 N57W なし

SK1510 ①南 I「・L-4 中3 出土土器 長 方 平 坦 SK1807に 切られる 埋め戻し
か

SK1511 ①南 Ⅳ・L-4 中後 出土土器 楕円 平坦 N89E SK1530を切る 埋め戻し

SK1524 ①南 V・ L-3・ 4 中後 出土土器 やや長方 平坦 土坑に切られる 埋め戻し

SK1525 ①南 Ⅳ・L-4 中後 出土土器 長 方 平 坦 LM63と重複 埋め戻し

①南 Ⅳ・L-4 長楕円 平 坦 N89W LM63と重複 埋め戻し

SK1530 ①南 Ⅳ・L-4 楕円 SK1511に 切られる。

SK1533 ①南
Ⅳ・G-24・

方 平坦 SK1534を切る 単層

SK1534 ①南 V・ G-25 円 平 坦 SK1533,1535に 切られる レンズ状

SK1535 ①南 V・ G…25 円 平 坦 SK1534を切る 埋め戻し

SK1548 ①南
W・ G―

25.H-21
中後 出土土器 円 平 坦 住居を切る レンズ状

SK1610 ①南 ⅣoL-10 楕円 N01W
SK1611に 切られる。
SK1613を切る。

埋め戻し
か

SK1611 ①南 V・ L-10 中後 ? 出土土器 楕円 平 坦 SK1610,1612を 切る 埋め戻し
か

SK1612 ①南 Ⅳr・ L-10 中 ?中 後 ? 出土土器 長方 100 SK1611に 切られる。

SK1613 ①南 Ⅳ oL-10 楕円 SK1610に 切られる 単 層

①南
W・ L-8・

13
中後 出土土器 不整楕円 平坦 N43W なし 埋め戻し

SK1615 ①南 Ⅳ oL-8 中後 出土土器 長楕円 平坦 N30W なし 埋め戻し

SK1616 ①南
V・ L-8・

9・ 13・ 14
中後 出土土器 長 方 平坦 N30W なし

埋め戻し
黒曜石原 石

SK1625 ①南 Ⅳ oL-8・ 9 長 方 平坦 N60W なし
埋め戻し

か

SK1629 ①南 Ⅳ「・L-13 長 方 平坦 なし 埋め戻し

SK1631 ①南 Ⅳ・L-8・ 9 楕円 N90W SK1632に切られる 埋め戻し
か

SK1632 ①南 Ⅳ・L-8 楕円 SK1631を切る 単層

SK1633 ①南 Ⅳ・L…3 円 なし 人為的

SK1664 ①南 Ⅳr・ L-12 楕 円 平 坦 SK1675と 接する 埋め戻し

SK1666 ①南 W・ L-8・ 9 隅丸長方 平坦 小ピットと接する
埋め戻し

SK1669 ①南 V・ L-13 不整楕円 平 坦 SK1670に 切られる 埋め戻し

SK1670 ①南 V・ L-13 長楕円 平 坦 SK1669を切る 埋め戻し

SK1671 ①南 N「・L-13 楕円 平坦 小ピットに切られる 埋め戻し

SK1675 ①南 V・ L-12 中中2～4 出土土器 隅丸長方 平坦 SK1664に 接する 埋め戻し

SK1676 ①南 Ⅳr・ L-12 楕円 平坦 LM73と重複 埋め戻し

SK1717 ①南 V・ L-13 長楕円 平坦 SK1718と 接する 埋め戻し

SK1718 ①南 V・ L-13 中後 出土土器 長楕円 平 坦 SK1717,1719と 接する 埋め戻し

SK1719 ①南
Ⅳ「。L-13

14
方 SK1720を切る

SK1728 ①南 Ⅳ・L-3 中後 出土土器 方 平坦 SK1810に切られる 埋め戻し

SK1734 57-7 ①南 Ⅳr・ G-23 中後 出土土器

SK1748 ①南 Ⅳr・ G-20 中後 出土土器 円 平坦 住居を切る

SK1751 ①南 Ⅳr・ G-20 楕円 平坦 なし 埋め戻し

SK1753 ①南 VoG-19 中後 出土土器 円 平坦 SK1754に 切られる 埋め戻し



表26-4

遺構番号
個別図

版 No。

PLNo.
位 置 所属時期 形状・規模

重複関係 土層堆積
遺物出土状

備 考
地 区 グリッド 時 期 平 面 形 断 面 形 底 面 形 状 縦 cm 構 cm ,4*cm

SK1754 ①南 IV・ G-19 長 方 平 坦 SK1753を切る 単 層

SK1782 ①南
Ⅳ・L-12・

13・ 17・ 18
楕円 平 坦 SK1420を切る

①南 V・ L-17 楕 円 不定形 土坑ときりあう 埋め戻し

①南 IV・ L-17 長 方 平 坦 SK1791,1792に切られる

①南 Ⅳ・L-17 中後 出土土器 略 円 平 坦 SK1790を切る 土器―括出

SK1792 ①南 ]「・L… 17 長方 ? 平 坦 SK1790を切る

①南 R「・L-13 中後 出土土器 楕 円 なし 埋め戻し

SK1798 ①南 V・ L-17 不整楕円 平 坦 なし

SK1807 ①南 Ⅳ・L-4 中～中後 出土土器 隅丸長方 平坦 SK1510を切る。 埋め戻し
か

SK1809 ①南 Ⅳ oL-3 長 方 平 坦 N76W 小ピットに切られる 埋め戻し

①南 IV・ L-3・ 4 長楕円 平 坦 N69W SK1728を切る 埋め戻し

①南 Ⅳ・L-3
不整楕

平 坦 小ピットに切られる。
埋め戻し

①南 ⅣoL-9 楕円 平 坦 小ピットに切られる 埋め戻し

SK1841 ①南 Π「・L-3 中4・ 5 出土土器 長 方 平坦 N64W SK1842を切る 埋め戻し

①南 I″・L-3 不整長方 平 坦 N32W SK1841に 切られる 埋め戻し

SK1845 ①南 V・ L-3 長 方 平 坦 小ピットに切られる 埋め戻し

①南 Ⅳ・L-3 円 SK1852を切る 不連続

①南 Ⅳ oL-3 楕円 平坦 N79W SK1851に 切られる 埋め戻し

SK1860 ①南 V・ G-23 中後 出土土器 楕 円 平坦 SK1861に 切られる 埋め戻し

SK1861 ①南
Ⅳ「・G―

略 円 平坦 100 SK1860を切る 単 層

①南
Ⅳ・G―

23.L-3・ 4
中中4・ 5 出土土器 方 平 坦 SK2019:2020に切られる 土器出土 形状不明

①南 Ⅳ・G-24 楕 円 SK1931を切る レンズ状

SK1931 ①南 Ⅳ・G-24 円 SK1930に 切られる 不連続

SK1998 ①南
罰r・ G-18

中後 出土土器 円 平坦 SK1999に 切られる レンズ状 土器 片

SK1999 440 ①南
V・ G-18

円 ? SK1998を切る 埋め戻し

SK2005 ①南 V・ G-22 中中3・ 4 出土土器 略長方 平 坦 小ピットに切られる 埋め戻し
か

SK2006 ①南 W・ G-22 楕円 平 坦 N67W SK2007に 切られる 埋め戻し

①南 Ⅳr・ G-22 円 平坦 SK2006を切る 単 層

SK2019 ①南 V・ L-3 円 SK1863を切る

①南 IV・ L-3 円 SK1863を切る 単 層

①南 W・ L-3 略長方 平坦 SK1863に 切られる 不連続

58-1 2 ①南 Ⅱ「
。L-6 長 方 平 坦 SK2615を切る。 埋め戻し

⑫南 IV・ L-1 楕円 平坦 SK2142を切る。 単 層

SK2142 ⑫南 n「・L-1 略桔円 平坦
SK2141に 切られる。
SK2143を切る.

単 層

⑫南 I「・L-1 略楕円 平 坦 SK2142に切られる。 単 層

①北 Ⅳ・G-9 円 平 坦 SK2183を切る

①北
Ⅳ・G-9・

楕 円 平 坦 SK2182に切られる 水 平

SK2213 ①北 V・ G-10 中中2・ 3 出土土器 楕円 平坦 134 
I

小ピットに切られる 単層  |
土器―括出

SK2218 ①北 コ「
・G-10 中中3 出土土器 円 平坦 トピットに切られる 単 層 礫

①北 W・ G-5 中中2～4 出土土器 円 平 坦 1ヽ ピットに切られる 不連続
|

⑫南 I″・L-6 中後 出土土器 円 平坦 105 
I

821 SK2365を 切る。 埋め戻し
|

⑫南
W・ K―

10.L-6
楕円 平坦 130 

|
301 SK2364に切られる。

⑫南 I「
。L-6 中後 出土土器 楕円 平坦 140 

I
341 K2367を 切る。 管 |

SK2367 ⑫南 Ⅳ・L-6 略 円 平坦 381 SK2366に切られる。
3K2388を 切る_

単 層

SK2368 ⑫南 W・ L-6 中後 出土土器 略楕円 平坦 130 
|

651 3K2367に切られる。
埋め戻
し?

SK2369 ⑫南 IV・ L-6 楕円 平坦 231 3K2370を 切る。 単 層

⑫南 V・ L…6 楕 円 平坦 108 
|

241 3K2369に 切られる。 単 層

①北 W・ G-5 楕 円 平坦 421 JrCvFl=tJl rrt:"il 
I

や
tlれ |

大礫入る

SK2382 ①南
R「・G-18

楕円 平坦 181 iK2383l:gn btLA 
I
v>/,#.1

SK2383 ①南
IV・ G… 18

中後 出土土器 円 平坦 101 iK2s82,2384ttJ)6 
|
v>/#,1 土器

SK2384 ①南 R「・G-19 長 方 平坦 421 ]K2383t:gl 6tL6 
I
レンズ状

⑫南 IV・ K-14 中後 出土土器 方 平 坦 261 不連続 xm,r.a 
I

SK2464 ⑫南 V・ K-14 円 平坦 681 〕K2465と 重複     | v>x+kl



表26-5

遺構番号
個別図
版No.

位 置 所属時期 形状・規模
重複関係 土層堆積

遺物出土状
備 考

グリッド 時 期 根 拠 断 面 形 底 面 形 状 精 cm

SK2524 ⑫南 Ⅳ・L-6 中後 出土土器 長 方 平 坦 SK2525を切る。 単 層

⑫南 Ⅳ・L-6 円 平 坦 SK2524に 切られる。 埋め戻し

SK2538 ⑫南 I「・K-10 中後 出土土器 長楕円 平坦 N78W 単 層

⑫南
Ⅳ「・G―

22.L-2
中4・ 5 出土土器 楕円 平坦 小ピットに切られる やや乱れ

る

⑫南 IV・ G-21

SK2597 ⑫南 Ⅳ・L-1 中後 出土土器 楕 円 平 坦 なし 埋め戻し 装身具 1

①北 Ⅳ・L-6 中後 ? 出土土器 長楕円 平 坦 SK2025,2616に切られる。 埋め戻し

⑫南 Ⅳ oL-6 長 方 平 坦 SK2615を切る。 埋め戻し

⑫南 IV・ L-6 長 方 平 坦
SK2661を切る。SK2616に
切島れる^

埋め戻し

SK2618 ⑫南 Ⅳ oL-6 楕円 平 坦 SK2661,2617に 切られる。埋め戻し

SK2619 ⑫南 VoL-6 略 方 平坦 SK2620に 切られる。

SK2620 ⑫南 I″
。L-6 略 円 平 坦

SK2662に 切られる。
SK2619を切る_

埋め戻し

⑫南 IV・ F-25 中後 出土土器 円 平 坦 SK2630に 切られる 単 層 土器 片

⑫南 VoG-23 長楕円 平 坦 なし 単 層

SK2654 ⑫南 R「・G-16 中後 出土土器 円 SK2655と重複 不連続

⑫南 IV・ G-16 中後 出土土器 円 SK2654と 重複 レンズ状

SK2661 Ⅳ oL-6
中後 出土土器 楕円 平 坦

SK2617に 切られる。
SK2619存切る_

埋め戻し

Ⅳ・L-6 中後 出土土器 長 方 平 坦
SK2620を切る。SK2368と
重梅 埋め戻し

罰「・K-10 中後 出土土器 略三角 SK2667に 切られる 不連続

nア・K-10 中後 出土土器 楕円 不定形 SK2666を切る 不連続

SK2668 R「・K-15 中後 出土土器 楕円 平 坦 なし 不連続 礫あり

IV・ K-10? 円 小ピットと重複 単 層

V・ K-14 円 平 坦 なし 不連続

V・ K-9・
中後 出土土器 円 SK2675を切る レンズ状

W・ K-9・

14
円 平坦 SK2674に 切られる レンズ状

SK2703 ⑫南 口「・G-16 楕円 N40W SK2704に 切られる レンズ状

SK2704 ⑫南 V・ G-16 長 方 N42W SK2703を切る 単 層

⑫南 V・ G-16 円
SK2706を切る、SK2745に
切られる 2層

⑫南 IV・ G-16 円 平 坦 SK2705,2745に 切られる レンズ状

⑫南 ]r・ G-16 不整楕円 平 坦 SK2719に 切られる 不連続

SK2719 ⑫南 V・ G-16 円
SK2720に 切られる。
SK2718を切る^

レンズ状

SK2720 ⑫南 IV・ G-16 楕 円 SK2719を切る 不連続

442 ⑫南 I「・K-5 中3・ 4 出土土器 楕円 平 坦 住居を切る 埋め戻し

⑫南 V・ K-14 円 平 坦 なし レンズ状

⑫南
IV・ K-14

19
楕 円 平 坦 なし 不連続

SK2873 ⑫南 IV・ K-10 楕 円 SK2874に切られる 不連続

SK2874 ⑫南 ]「・K-10 中～中後 出土土器 円 平 坦 1oo 
I

SK2873を切る 埋め戻し

SK2877 ⑫南 Ⅳ・L-1 不整楕円
|

Tftnt 
I

SK2878を切る。

SK2878 ⑫南 Ⅳ・L-1・ 6 略 円 平坦 SK2877,2879に 切られる。埋め戻し
|

⑫南 ⅣoL-6
略 円 SK2878を切る。

⑫南 I「・K-9 楕 円 平 坦
SK2892に切られる。住居
を切る

⑫南 IV・ K-9 中中3・ 4 出土土器
|

略楕円 住居を切る
|

土器

=括

出
|

⑫南
I「・K-9

10
中後～ 出土土器

|

円 平 坦 SK2922に切られる 不連続
|

SK2922 ⑫南 IV・ K-10 楕円 平坦 SK2921を 切る 単 層

⑫南 Ⅲ・E-20 中前4 出土土器
|

円 31 なし ?| 土器
王
括出

|

⑫北 Ⅳ・G-4 楕円 平 坦 104 
|

201 なし
|

v>x,#.1

⑫北 Ⅳ「・G-3

⑫北 Ⅳ・B…18
|

不整楕円
|

平 坦 1ffi1 201 なし
|

ゆや乱れ
ス

③北 Ⅳ・A-1・ 6 方 平 坦 301 なし 単 層

⑫北 Ⅳ「・G-2 中3・ 4 出土土器
|

円 平 坦 601 単 層
土
聯 刊

③北 Ⅳ・F-5 中中2 出土土器
|

楕 円 nftft1, 
I

150 
|

138 
|

231 単 層
|

底面に小ピット2基

円 平 坦 108 
|

501 JrCvFl:fl bnil 
|

ρや乱れ
る
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遺構番号 割付図版No. 個別図版No。
位 置

所属時期 検出面 所 見
規 模

備 考地 区 グリッド 平面規模 掘り方深さ

SH01 308 ① VL07,12 中期後葉か。 Ⅲ層中 礫の分布、集中。土器もあり。 2.5/2.0 0。 2

SH02 SB242炉へ変更

SH03 ⑫ 位置不明 礫と黒曜石の原石の分布 0。 7/0.7

SH04 298 ⑫ ⅣG01,F05 中期中葉～後葉 Ⅲ層中 小円礫の分布。未検出の土坑か 1.5/1,2

SH05 298 ⑫

ⅣA20,25
B16.21 中期 中葉 ～後 葉 Ⅲ層 中 黒曜石の石核やチップの分布。 6.0/6.0

第4章 長峯遺跡

9 礫・石器集中

表27 長峯遺跡礫・石器集中

10 その他

上述した個別遺構のほかに、調査時に認められた遺構 (あ るいは構造物)に ついて記す。第 1節で紹介

した通 り、長峯遺跡の台地の表層部は昭和34年 の大掛かりな開田工事による掘削を受けている。傾斜する

台地に広い面積の水田を確保するために、等高線に沿う長大な区画を設定 し、その筆ごとに山側を切土し

て、谷倶1へ盛土する。その結果、遺構検出面や遺構の残存範囲は、筆ごとに破壊 (切土)と 保護 (盛土)

が繰 り返される。長峯遺跡全体図 (付図 2)を見ると、密集する遺構が一段水田面を下がると、途端に空

白地域になることがわかる。この開発行為がなかったならば、どれだけ保存状態の良好な遺跡であったか

想像できない。

実際に盛 り土されている範囲には、当時の生活面と考えられる面を見つけることができる。その最たる

部分は①区南地区の西側である (図版250)。 同じ地区の東倶1は、ローム層下位の火砕流堆積物まで露出さ

せられていて見る影もないが、西側の旧農道下には黒褐色の遺物包含層 (Ⅲ 層)が良好に存在 していた。特

に筆境 (⑫区との境界)付近では多 くの遺物とともに、扁平な安山岩が見つかっている。

礫の大きさは持ち抱えられるサイズ (20～ 50kg)が大半をしめるが、なかには104kgも ある巨大な安山岩

も見つかった。出来る限りこれらの礫を残 して遺構検出を続けると、中期後葉の住居跡群の内側に環状に

配置する土坑群と、中央の遺構がす くない空間 (広場 ?)と の境界に50～ 60cm程 もある扁平礫が平 らに置

かれるように点在 していて、それらを概観 してみると、環状を呈 していることがわかる (図版306)。 さら

にその礫群は北側へ直線状に続 き、屋外埋設土器 (UM03)な どと融合 していく。残念ながら、北側 も東

領1も 切土部分になるため、当時の分布範囲を検証できないが、明らかに当時の生活面に近い高さで並べて

いる状況と認められた。

礫の下の土層は、ロームブロックと黒褐色土ブロックが混在 していて、ある程度の整地作業を終えて並

べているようである。また環状に分布する礫群の下位 (Ⅳ層上面)には、楕円形や長方形をした墓坑の環

状分布の最内縁部、あるいは大形深鉢の埋設土器 (UM05、 UM01)が分布 している。

残念ながら礫群の正確な時期ははっきりしていない。しかし礫群周辺の包含層では中期後葉の土器片が

圧倒的に多 く、東上にある後期初頭の敷石住居跡 (SB106、 107)よ り前の段階の構造物であると理解 して

いる。

また、故河内晋平氏に現地指導を受けたところ、礫群に利用されている安山岩はいずれも角のとれた川

原礫であること、またその起源は数万年前に八ヶ岳から押 し出された糸萱溶岩や一の坂溶岩にあ り、いず

れも崩落して渋川や角名川を流れ下 りてきた産物であることがわかった。当然長峯の台地には川原礫は存

在 しないため、最も近 くとも角名川の岸辺までいかなければ獲得できない。

あわせて後期初頭の敷石住居跡の石材には、板状節理の発達した安山岩も使われている。これらは節理

面が明瞭であり、露頭や、露頭により近い地域から採取 した可能性が高いこと、現在の露頭では遺跡から

東に 3 kmほ ど上がった、横谷渓谷辺 りが最 も近いという説明も受けた。

-124-



第 3節 縄文時代の遺物

第 3節 縄文時代の遺物

概  要

縄文時代に比定される全遺物量は膨大な量 (表28)に のぼる。その内訳は、出土土器が5,686,579g、 土

製品114点 (3,560g)で ある。また、石を素材 とした遺物は、搬入礫・敷石などを除いた石器・石器素材・

屑の総数が12,887点 (2,578,189g)に達 した。遺構毎の土器・石器総量は表31に示 した。この他、炭化材・

炭化種実、赤色顔料 (土壌 とともに)な どを採取 した。各遺物の時期は、縄文時代早期から後期中葉にわ

たる。このうち、集落が台地上に展開する中期前葉～後期初頭の遺物が圧倒的に多 くなっている。

土器は、竪穴住居跡からの出土が中心で、斜面地でのいわゆる土器捨て場の形成は確認されていない。

これは、台地縁辺が後の時代に、自然の営力によって削剥されていたことが一因と考えられる。また、後

期の竪穴住居は、主に削剥された傾斜地に占地していた可能性が高い (一部のみで確認)。 そのため、後期

前葉から中葉の遺物は、台地上の包含層や土坑からの少量に止まっている。早期・前期の資料についても

遺構からの出土はなく、包含層からの出土である。

土製品のうち土偶は、聖石遺跡と同様、長期存続 した大規模集落としては少量 (14点 )に止まった。そ

の他、中期後葉の土鈴、耳飾、中期前葉を中心とする土器片製円板などが出土 している。

石器に関しては、黒曜石原産地群から至近距離にあるため、小形石器の石材は90%以上が黒曜石である。

また、SB 4や SK65に 見られるように、原石・石核をス トック、埋納 した状況が認められる。

調査地点が、高燥な台地上で、しかも火山性土壌であったため、動植物遺体の残存はわずかであった。

炉や埋甕内土壌の水洗選別を行ったにもかかわらず、動物遺体では、種不明の焼成を受けた骨片が 2点採

取できただけである。また、植物遺体については炭化物そのものが少なく (炉内で皆無)、 焼失家屋 ?か ら

少量の炭化材 (同 定されたものはクリ)が採取できたにすぎない。

表28 長峯遺跡出土遺物の概要

時代 種別 点数 重さ(g) 備考

土器

縄文時代

深鉢、浅鉢、有孔
鍔付、釣手ほか

103,621 3.078.107

土製品

土偶 14 1,760

土鈴 40

耳飾 3 20.5

土器片製円板 96 1,739

石器
石鏃、打斧、磨
斧、磨石ほか

12,887 2.578。 189
石柱・丸石口礫
計測せず

動物遺体 不 明 2 2.06

植物遺体 クリ炭化材・種実 150 23,931.69

その他 赤色顔料 3 1.757.11 土付着状態
須恵器 百代 ? 小破片器形不明 2

陶磁器 近世以降 碗ほか 72 493.14

金属製品 近世以降
寛永通宝、煙管

ほか
15 524口938

動物遺体 近世以降 不 明 14.65

合 計 116.867 5.686.579
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土 器

(1)概 要

総数は103,621点 (3,078kg)を 数えた。昭和30年代に開田工事がなされてお り、削平された住居や包含

層が多かった。そのため、縄文時代中期・後期の大規模遺跡 としては比較的少ない土器量である。長峯遺

跡に関しては、全土器資料について一覧表を作成 した。

表31に は、各遺構で主体 となる土器の時期と遺物量を示 した。また、各遺構出土土器に対する掲載土器

量の比率 (重量比)も 示 した。図版に掲載 した土器に関してはCD表29に示 した。

CD表29 掲載土器・土製品一覧 (冒頭部分 )

CD表30は 、出土位置・部位・簡単な分類毎に点数・重量を計沢1し、中期前葉と中期中葉に関しては細別

時期を記 した概要表である。ただし、細別時期に関しては整理期間との関係上、瞬時に判断を下 したもの

で不正確な面がある。参考程度に考えていただきたい。また、中期後葉や後期については細別時期を判断

する時間がなかった。

この表によって、まず、遺構毎の土器量の多少を知ることができる。

器種分類については、破片が大半であったため、明らかに浅鉢、有孔鍔付土器、釣手土器と解るもの以

外は、深鉢になっている。また、中期後葉など器種・器形が変化に富んでくる時期について、そのほとん

どが深鉢のみの記述 となっている。そのため、器種組成の検討には耐えられない面がある。破片から器種

を判断することに関しては、今後の課題としたい。

分類はごく大雑把なものであるが、中期前葉 (五領ヶ台式段階)の縄文系 と沈線文系土器の比率を知る

ことは可能である。また、中期中葉では、「角押文」 (勝坂式=格沢式)と 「浅い平行沈線」(平出 3Aか東

海系)、「斜行沈線」(後沖式)と いった異系統土器の抽出や比率を見ることが大雑把には可能である。その

一端については、第 6章を参照 していただきたい。また、中期後葉については、縄文、条線、沈線 といっ

た地文の区別や、地文の有無の量比を知ることが可能である。

また、長峯遺跡に関しては、竪穴住居跡内の遺物出土状況図を提示することができていない。そのため、

この表によつて、個別の遺構内にどの程度の時期差を持つ土器が含まれているのか、あるいは炉内やビッ

ト内出土土器 と覆土中との時期差があるのかなど、初歩的な再検討が可能となっている。例えば、中期中

CD表30 長峯遺跡全出土土器一覧 (SB冒頭部分 )

※ 土器への注記は備考にある旧番号になっているので
'

構
号

遺
配

相

月

遺

番 出上位置 取上番号 点数 菫さ(g) 部位 器租 分類 時期 断鰐号
備考

SB

SB

口縁～体

体

体

浅い平行沈線

単沈線+縄文 :J「蓑:]:T]:::

※ の (― )表示 は欠損部 ありの意味

図版番号
PL番 CD掲載

写真番号

14Cロ

胎土

分析
番暑

赤彩・

漆番
号

復元台

帳通番
号

構

号

遺

記

構

号

遺

番

地点・層位名

(ピット名変更

有 備考参照 )

主要接合注記記

号 (ピット名変更

有 備考参照 )

接合片 (ピット名変

更有 備考参照 )

同一個体日未接

合片 (ピット名変

更有 備考参
団日)

遺物名

称
重量 g

径

ｍ

口

Ｃ

底径 縮
ｃｍ

備  考

67
67

67
67

67

67

67

67

0
0
0

0
0

0

0

0

0

§員193__P2'■ .`

§員229■東側_1

0二olγ熱 ``

S塁07'黙 ……
§員21J血べ混_`

SB238フ北東
側,緊 ………Ⅲ,

§Ω10j[し へ_… Ⅲ̀
SB16フ4区 (南

束)混入 …̈…_

5区東シャテイ5a

早期土器

早期土器

早期土器

早期土器

早期土器

早期土器

早期土器

早期土器
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第 3節 縄文時代の遺物

表31 長峯遺跡遺構時期 と出土遺物量 (1)    ※石皐総量には、石柱口丸石、敷石・礫は含まれていない。

構
号

遺
記

遺構番号
遺構所属時期

覆土出土土器の時
間幅 (微量混入を除く)

土器/土製品総量 掲載土器 土器掲載
割合 (重

さ%)

石器口石器素材総量
備  考

認定資料 大時期区分 中時期区分
小時期
区分

点数 重さ(g) 点数 重さ(g) 点数 重さ(g)

SB
1

旧炉体土器 中再 前 栗
中葉1 12,591 6,078 333 16,924.30

SB 新炉体土器 中期 中葉 1

SB 炉体土器 中斑 前葉 前稟 ■虫裏1 702 30,906 350 221063 16,246.56

SB 覆上虫上器 空斑 中葉 1～ 2 中葉 1・ 2 1.247 412 1,438.18

SB 覆土中土器 中期 申葉 1～ 2 前葉5～中葉2 1,619 65,479 27.561 42% 61.225.33

SB 炉体土器 空搬 申葉_ 前葉4～中葉1(2) 27.188 124 7.882 29% 507 33.171.72

SB 炉体土器 空搬 中葉 (前葉4)～ 中葉 1 125 0.410 999 29% 198 3.206.76

SB 覆上虫上墨 申身 中葉 1～ (2) 申身豊1_12 134 22% 882.90

SB 炉体土雖 中期 前葉 前難 142 3,200 1.454 7.89523曼

SB 覆土虫上墨 中期 前葉 3.4 前葉3.4 2,043 48152 15,734 33% 491 20,558.86

SB 炉体土器 中 算 中 葉 前葉4)～ 中葉2 13,770 150 7.353 53% 159 8.140.06

SB 覆土虫上墨 中期 前 葉 前葉3～ (4) 11.120 122 5,317 48% 169 1.350。 31

SB 28.69

SB 覆土中土器 申期 前葉～中葉
__虫葉___

4～ 1 前葉4～中葉 1

(前葉4)～ 中葉2

1.243 652 154.65

SB 」恒体土器 中期 268 15.731 11.170 213 20,825.06

SB 覆土中土器 中期 前葉_
3～ 4 前葉3～ 4 547 206 738.03

SB 覆土虫上墨 空期 前葉 前葉3～ 4 27.773 9.462 34 225 101719.53

SB 覆土中土器 中期 中葉 前稟 ■虫難 1,600 7.653.55

SB 炉体土器 中期 中葉 中葉1～ 2 31.346 431 24.734 105 23,910.56

SB 炉体?土器 中期 前葉 前葉4～中葉2 566 141053 194 53 2.112.38

SB 覆 十 中 十器 中 期 前 葉 4)～ 5 前葉4～ 5 4.867 11297.99

SB 覆 土 中 土 器 中期 前葉 4? 前葉4 163.09

SB lF~覆 上 中期 後葉 後葉5 602 15.144 7410 2,589.66

SB 0.00

SB 覆上虫上器 中期 後葉 後葉3 2.320 1,134 9,045。 75
SB 0.00

SB 埋甕 中期 後葉 後葉2 350 74% 1 0。 92
SB 覆上虫上墨 空期 後葉 後葉5 527 15,270 5,220 34% 184 6,581.17

SB 炉覆土 中期 後葉 後葉2 159 68% 39 4.745。 42
SB IF~覆上 中期 一葉

一
一後
一

後葉2～ 49 11386 52% 2,226.79

SB 覆土中土器 中 期 後 葉 後葉2～ 332 82 38% 106 15.304.59

SB 覆上虫上墨 中 残 1 0.00

SB 埋甕、炉覆土 中期 後葉 後葉3～ 4 633 27.143 17.490 6.108.20

SB 32.34 覆土虫上墨 中期 22.03 分離不可
SB 埋甕、炉覆土 中期 後葉 後葉3～ 4 208 35,041 3,559 10% 2,279.17

SB 覆上虫上墨 空搬 後葉 後葉4～ 5 125 3.420 895 26% 4,992.61

SB 埋甕 中期 後葉 後葉3～ 4 3,154 3,000 95% 443.78

SB 覆上虫上墨 空期 後葉 後葉 1.085 340 723。 76

SB 覆土中土器 中期 後葉 後葉 7=994 11740 186 1,304.59

SB 37.41.42 覆上虫上墨 中期 後葉 後葉 1.156 3,141.75 分離不可
SB 37.42 覆上虫上墨 中期 後葉 後葉 1,192 32.59 分離不可
SB 埋甕 中期 後葉 後葉 2.236 1.200 54% 1.317.89

SB 埋甕 中期 後葉 徽 ■

“

〕 17.419 130 6,820 39% 2.821.17

SB 40 ピット1内 中 期 後 葉 後 糞 3.224 30 1.610 50% 899.39

SB 申期 栗
一

後
一

後葉 11:299 2.080 18% 8,534。 29
SB 41.42 覆土中土器 中期 後葉 後葉 分離不可
SB 42 埋甕,_IF~覆 上 中期 後葉 3～ 4 後葉3～ 4 423 18.613 186 13.320 10,004.93

SB 43 覆土中土器 中期 後葉 後葉 129 2,967 5,000
SB43・ 44、 SB47

から掲載
SB 43。 44 覆土中土器 中期 後葉 後葉 3,946 40 2.519.29 分離不可
SB 44 埋甕 申期 後葉 後葉 152 3.845 133 3.440 89% 5,952.45

SB 45 埋甕 中期 後葉 後葉2～ 4 7,840 4,550 58% 55 4.799。 14
SB 45.46 覆上虫上器 中期 後葉 後葉 610。 88 分離不可
SB 46 覆上虫上墨 中期 後葉 1～ 2 後葉1ん 2 1,157 0% 933.78

SB 47 覆土虫上器 中期 後葉 後葉 348 8.603 3.730 43% 42 341.11

SB 覆土中土器 後期 初頭
中期後葉5～後期初

頭
223 5,659 720 13% 16.14.78

SB 覆上虫上器 中期 後葉 後葉 0% 11lJ3,00
SB 炉覆土 中 期 後 葉 後 葉 108 3.248 1.800 55% 17.66

SB 覆土虫上器 後 期 前 葉 前 葉 676 9,628 193 6.350 102610,34
SB 覆土中土器 中期 後葉 中葉～後葉 656 0% 25。 56
SB 53 0% 0.00

SB 覆土中土器 中期 後葉 3～ 中葉～後葉 527 14,020 0% 5.858.46

SB55と 重複、
SB54は 炉のみ

に修正
SB 54.55 覆土虫上器 中期 虫葉γ後稟 505 0.00 分離不可
SB 55 炉体土器 中期 中葉 中葉(2)～ (4)、 後葉 337 16,613 11,085 8.299.23

SB 覆上虫上器 不 明 不 明 1 16.73

SB 覆上虫上墨 後期 前葉 後期前葉 344 4,860 38% 14791.92
SB 覆上中土器 後期? 不 明 163 132 6.870.00

SB 覆上虫上器 空期 後葉_
1 中葉(5)～ 後葉(1) 651.53

SB 炉体土器 中 期 中葉 1 中葉 1 128 1 8.76

SB 覆上虫上墨 中期 中 栗 中葉2～ 3 1,220 42,636 267 18.536 29,560.26

SB 炉体土器 中期 前葉 前葉4～中葉 1 398 11,822 3,831 32 8.249.44

SB 炉体土器 中期 中葉 中葉3～ 5 593 24.519 304 16.475 3,657.08

SB 覆土中土器 中期 中葉 中葉1～ 2、 後葉 907 38,001 26,606 24,303.08

SB 12.41

SB 覆土虫上墨 中期 中葉 中葉2～ 3 5,266 2,915 55% 11,105.23

SB 覆上虫上器 中期 中葉 中葉2～ 3 182 40 3.542.72

SB 覆主主主器 中期 中葉 中葉2～ 3 444 131191 120 6,621 50% 9,555.36

SB 炉体土器 中期 中葉 中葉2～ 3 732 31.507 428 24549 78% 376 14.762.79

SB ピット内ほか 中 期 中 糞 1 中葉 1～ 2 171539 159 7.166 40,213.32

SB 覆土中土器 中期 中葉 中葉3～ 5 13.861 6,619 48% 107 171897.86

SB 炉体土器 中期 前葉 前葉4 71048 2.170 11612.61

SB 炉体土器 中期 中葉 前葉5～ 中葉 1 1844 11196 350.42

SB 0% 0.00

SB 覆上虫上墨 中期 中葉 中葉3～ 4 2,916 1,923 1,416.10

SB 覆上虫上器 中期 中葉 前塾 三中劇 2.403 864 506.31

SB 覆上虫上墨 中期 中葉 中葉 1・ 2 5,404 125聟 2,183.78

SB ピット内ほか 中期 中葉 中葉1?～ 3 160.72

覆上虫上墨 中期 中葉 中葉1～ 2 509 7,143 399 6.787 1.111.23

覆土 中土器 中 期 前 葉 前葉4 3439 2,370 69% 1.358.82

前葉4

前葉4
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表31 長峯遺跡遺構時期 と出土遺物量 (2)
※石器総量には、石柱・丸石、敷石・礫は含まれていない。

遺構
記号

遺構番号
遺構所属時期

覆土出土土器の時
間幅 (微量混入を除<)

土器/土製品総量 掲載土器 土器掲載
割合(重

さ%)

石器・石器素材総量
備  考

認定資料 大時期区分 中時期区分
小時期
区会

点数 重さ(g) 点数 重さ(g) 点数 重さ(g)

SB 炉 体 土 器 中 期 訂 栗 亜 塾 21017 1 979 121.42

SB 覆土中土器 中期 中葉 1 中葉J■2 5.403 100 4,028 馴
一

?ュ 214二0ヱ

SB 0.00

SB 石土中土器 中 期 後葉? 後葉? 95.50

SB ピット 中期 中葉～後葉 虫葉年後墓 567 320 139.97

SB ピット 中期 後葉? 中葉～後菫離 102.68

SB ピット 後 期 後 期 1 0.00

SB 1日 SQll取上Iず 中 期 前 葉 前葉 3 424 11.096 40 2,160 11499.55

1日 SB39コ 42ヒ
゜
ット

の一部
336 17.11

1 430.00

欠 番 0.00

欠 番 0.00

欠 番 0.00

欠 番 0.00

欠番 0.00

SB 欠 番 0.00

SB 100 欠 番 0。 00

SB 覆 土 中 土 器 中期 中 栗 中葉1～ 2 9,644 6,750 101119171

SB 102 覆土中土器 中期 後葉 後菓21 2.910 2.130 4,152.76

SB 覆土中土器 中期 後葉 3～ 後葉 1.419 1.140 80% 0.00

SB 104 0.00

SB 105 覆土中土器 後期 ? 2,259 1 87% 41910■ J

SB 106 覆土中土器 中期 後葉 後葉_ 335 0ュ化0 1 060 4.347.09

SB 106.107 覆土中土器 申期後葉
=後

期拠 308 31.08 分離盃可
SB 106.108 1 3.06 分離盃可
SB 覆土中土器 後期 初頭 虫期後葉～後期初 1,204 290 24 21746.02

SB 108 300.32

SB 炉覆土 中期 後葉 後葉3～4 1.482 11139 770/ 826.13

SB 覆土中土器 中 期 後葉 ? 後葉 ? 1 1 100ツ 0.00

SB 覆土中土器 中期 申葉 _ 中葉2 293 58% 1,709.74

SB 覆土中土器 中期 後葉 後葉2 5,428 5.190 96γ 4.746.13

SB 炉体土器 後期 初頭 初頭 1,643 400 24 974.05

SB 覆土中土器 中期 中葉
中期後葉と混在

(SBl17と分離不可)

21,973 226 12.246 560/ 23.768.46

SB 114.117 中期 中葉γ後集 J420Jρ4Ω 分離盃可
SB 覆 土 中 土 器 中期 後 葉 後葉3～4 5657 2.500 44 12.880.19

SB 覆土中土器 中期 後葉? 中葉γ鰈 4.421 2700 ２６

一
210JJ⊇二12

SB 覆土中土器 中期 後葉 虫葉γ後豪 2,618 920 35% 1.649.34

SB 覆土中土器 中期 後葉 後葉2～ 3 772 25,369 343 161260 64 25,458.94

SB 118_119 覆 土 中 土器 中期 後葉 後葉 878 8.74 分離盃可
118.123 覆土中土器 中期 後葉 後葉 1 0.00 分離不可_

118.124 覆土中土器 中期 後葉 後葉 400 分離盃可
炉覆土 中 期 後葉 後葉3 3.984 1 33 61025。 32

120 炉覆 土 中期 後葉 後葉 46ツ 11.80

120。 121 覆土中土器 中期 後葉 後葉 13.66 分離不可
120～ 122 覆土中土器 中 期 後 葉 彿 糞 15。39 分 離 不 可

埋 甕 中期 後 栗 鰈 1■4 296 7.608 1,850 24 01911二11

SB 122 炉覆 土 中期 後葉 後葉2■3 1.830 78.78

SB 123 覆土中土器 中期 後葉 後葉生ゴ 285 8.073 10,201.25

SB 123.124 覆土中土器 中期 後葉 後葉 124 31105 68.17 分離不可
SB 124 埋 妻 中期 後葉 後葉3～4 389 14.416 10,880 7.019.2曼

125 Ob~石土 中 期 後 葉 後葉3～ 4 1,464 164 280.02

SB 炉体土器 中期 中葉
中期後葉と混在

(SB193と分離不可)

3.438 2,558 15,476.47

SB 埋 甕 中期 後葉 」後課:lγ_4 5,793 4.529 ?設0二 7曼

SB 128 覆土中土器 中期 後葉 後葉2γ 5 15.670 4,710 7,732.92

SB 覆土中土器 中期 後葉 後葉3～ 4 11792 258 2.061.86

SB 130 炉覆 土 中期 後葉 中葉～後葉 1.890 677 712.89

SB 130.132 覆土中土器 中期 後葉 後葉_
527 分離盃可

SB 130.133 覆 土 中 土 器 中 期 後 葉 後 葉 分 離 不 可

SB 中期 後 栗 虫菓三後稟 840 203

SB 132 覆土中土器 中期 後葉 後葉2～ 4 362 7.148 1.280 1.546.28

SB 133 炉覆 土 中期 後葉 後葉2■3 327 9,524 4,087 43 1.045.17

SB 134 覆土中土器 中期 後葉 1 後野[1■2 9,031 162 5.590 1.237.09

134135 覆 土 中 土器 中 期 後 葉 後 葉 24.73 分離盃亘
SB 134.149 覆土中土器 中期 後葉 後葉 143 分離盃■

135 看 土 中 土器 中 期 後 葉 後葉3～ 5 10.124 3,120 205 45,256.83

SB 135。 136 覆土中土器 中期 後葉 後葉 93 0.00 分離盃可
SB 135.149 覆土中土器 中期 後 葉 後葉 1 0.00 _分離盃可
SB 136 覆土中土器 中期 後葉 後葉3～ 4 21010 830 864.87

SB 覆 土 中 土器 中期 後 葉 後葉3～ 5 3.140 530 48 1,162.82

SB 137.141 覆土中土器 中期 後葉 後葉 1,151 0.00 分離不可

SB 138 覆土中土器 中期 後葉 後葉2 16,622 5.650 49 61709.65

SB 139 覆土中土器 中期 後葉 後葉1-5 19,223 7,437 39% 196 5.553.90

SB 139.140 覆土中土器 中期 後葉 後葉 0.00 分離不可

SB 140 覆土中土器 中 野 後 糞 後 葉 1? 215 6.798 128 3.968 669.54

SB ピット 中 期 中葉γ後葉 虫菓■後稟 69% 41.20

SB 142 ピット 後 期 初頭 1 後葉5～ 後期初頭 280 934 336% SB126か ら拝調成

SB 143 覆土中土器 中期 後葉 1 申身轟γJ理菫1 508 15,285 3.790 25% 154 44,808。 20

SB 143.144 覆土中土器 中期 後葉 後葉 1.047 0% 136.38 分離盃■
SB 144 覆土中土器 中期 後葉 」後葉J_■2 211014 14.430 6.116.64

SB 145 覆土中土器 中期 後葉 後葉2γ 3 278 8.211 4.060 45.89

SB 146 埋 甕 中期 後葉 後葉lγ_4 128 2.019 920 36% 283.70

SB 覆土中土器 中打 後葉 後葉2～ 4 505 184 36% 187.85

148 埋 甕 中打 後葉 登鰈:1-4 3,932 460 12% 1.548.26

SB 覆土中土器 中期 後葉 登磐:1■4 015i4 3,500 98% 516.93

150 覆土中土器 不EJ 不 明 不 明 82% 0.00

SB
SB
SB
SB
SB
SB

151

152

153
154

155
155,159

一
一識
識
置
置

曙一嵯一興一鼎鳳鼎

一

覆̈
覆
覆
覆

一期
一期

期̈
一期
一期
一

一中
一中
一中
一中
一中
一

一　
一　
一　

　̈

　̈
¨

.… 後幕“…
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“…後菜.…

2

3?

4

3.4

4?
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表31 長峯遺跡遺構時期と出土遺物量 (3)

第 3節 縄文時代 の遺物

※石器総量には、石柱・丸石、敷石・礫は含まれていない。

構
号

遺
記

遺構番号
遺構所属時期

覆土出土土器の時
間幅 (微量混入を除く)

土器/土製品総量 掲載土器 土器掲載
割合 (重

さ%)

石器口石器素材総量
備  考

認定資料 大時期区分 中時期区分
小時期
区分

点数 重さ(g) 点数 重さ(g) 点数 重さ(g)

SB 156 覆土中土器 中期 中葉
中葉(1)～ (3)、 上層
___申熟 _̈_ 938

484

33,229 357 19,063 39,320.03

SB 157 覆上虫上器 申期 後葉 鶴 12.077 2,070 168 291883.23
SB 157.158 覆二虫上器 申期 後葉 鶴 0% 分離不可
SB 158 覆上虫上丑 申期 後葉 鶴 620 17,511 1,240 46.503.53
SB 159 覆二虫上器 申期 後葉_ 不 明 1 7.05

SB 160
欠番 目覆土中土

器
中期 後葉 後葉3～4 244 751.68 SKに蓼:]還

SB ビットほか 中
一

覗 後 栗 1 後栗 1～ 3 577 16.529 3,581 22% 20,746。 14
SB 161.162 覆二虫上器 中

一

規

一
後葉 後葉 1.107 56.57 分離不可

SB 覆上虫上墨 空
規

一
後葉 後葉2～ 15=003 8,565 34,128.58

SB 163 覆上虫上畳 虫
規

一
後葉_

2～4 後葉2～ 4 4.441 1 250 14,483.84
SB 163。 164 覆上虫上器 申 規 後葉 後葉_

1.542 1 3.06 分 離 不 可
SB 163.168 覆上虫上丑 一中

一

一規
後葉 後葉 49 1.170 0.00 分離不可

SB 164 覆上虫二識 申規 後葉 後葉1～ 2 271721 123 8.995 32% 25,238。 78
SB 164.168 覆上虫上器 中

一

規

一
後葉_ 後葉 0.00 分離不可

SB 165 覆上虫二器 申
規

¨
中葉 中葉3 158 68% 0.00

SB 166 覆上虫上墨 中

一

規

一
中葉 前葉主主葉2 20 520 93% 844.57

SB 覆上虫上器 申
規

一
後葉 後葉1～ 5 843 24,285 3,870 27.584.25

SB 167.168 覆上虫上丑 申
規

一
葉
一

後
一

後葉 55 2.113 0% 15。28 分離不可
SB 168 埋甕ほか 中

一

規

¨
後葉 後葉1■2 644 27.372 190 15.098 55% 26.849.42

SB 168.191 覆上虫上丑 空
規

一
後葉_ 後葉 0% 10.21 分離不可

SB 覆上虫二五 中
一

規

一
後葉 」徽 螂 162 3.504 720 20% 99 2,918。 11

SB 169。 170 覆上虫上墨 中
一

規

一
後葉 後葉 0% 20 36.12 分離不可

SB 170 看 十 中 十器 中 鋼 後 葉 3.4? 後葉 3～4 376 0%
SB 覆二里二五 中 期 後栗. 後栞 3～4 21017 408 20% 28 987.50
SB 覆上虫上器 虫期 後菓 徽 479 21.578 11,770 55% 12,402.74
SB ピット 中期 後集2 申藤轟■後裏1 1,034 36% 858.93
SB 覆上虫上器 宝期 後葉 申熱 年後墓1 58% 627.92
SB 175 埋甕 申期 鮮 Ⅱ 後葉4～ 5 285 10,179 42220 41% 3,767.36
SB ピットほか 虫期 申葉 3～ 4 中葉3～4 1.837 71.393 724 47,727 67% 399 28,896.11

SB 欠番 虫期 0.00
SB ７ ８

一
覆上虫上丑 空期 虫菓γ後裏 混在 4,304.15

SB 欠番 中期 165。 26
SB 180 炉 ほか 中 期 中 糞 中葉 2 285 10.721 132 7.577 7,346.57

SB 覆ユ虫二器 中期 中栞 3.4 中葉3～4 2.25 1.580 4.189.39
181.182 覆上虫上墨 中期 虫葉γ後墓 虫集■後稟 957 402.28 分離不可

181.1821

3
覆土中土器 中期 中葉～後葉 中葉～後葉 822 780.65 分離不可

181.183 覆二虫上器 中期 虫菓年後裏
後葉

_9_葉年後裏 752 235:11 分離不可

覆上虫上器 中期 2.3 後葉2～ 3 143 3,380 2,880.54
183 欠番 申期
184 中期 0% 176.79
185 覆上虫二五 中期 中葉 中葉2～ 3 16.268 49 3,081 19% 204 14,969.77

185。 187 申期 0% 667.77 分離不可

盤 申期 後葉¨ 後葉3～ 4 569 19,347 88 8,800 45% 120 5,111.60

覆二虫二五 申期 中葉 申業 2,878 28 1.245 43% 2,490.80
SB 187.188 覆土虫上墨 中期 中葉 中葉 322 0% 114.15 分離不可

187.190 覆土虫上器 生期 中葉 中葉 47 1,463 0% 147.86 分 離 不 可
SB ８８

一
覆上虫上置 中期 中葉 中葉 234 7.000 40 2,268 32% 126 12,926.34

SB 188.189 覆二虫二五
覆上虫上墨

中期 虫墓γ鯨
__後葉___

虫菓γ後裏 22 393 4。 65 分離不可
SB 中期 後葉2～ 3 485 12,384 2,520 20% 146 43,439。 72
SB 190 ピット 中 期 中 菫 中 葉 124 2.634 16.535.14
SB 覆主 里主益 空 栗

一
後
一

後 栞 1.035 112.63 SB168含 み 混 在
SB 192 覆上_t_上器 中 中葉 虫葉2,12 235 3091 941.04
SB ピット 中 後葉 1 後葉 5,899 2,340 SB126と 混在
SB 194 覆二虫上器 中 後業_ 後葉 1 82.69
SB 195 ピット 中 申葉 申身疑γ後灌艶 562 141010 5.006 15,077.80
SB 埋甕 虫 後葉_ 後葉2～ 3 248 11.006 138 91513 45.693.25
SB 覆上虫二識 申 申葉 申勲 1,020 29.515 8.939 30% 29,764.80
SB 197.221 覆上_4_上墨 虫 _9_菓 年後稟 虫集年後裏 12.95 分離不可
SB 198 覆土虫上墨 中 後葉 後葉 0%
SB 198.199 覆土虫上丑 一生 鰈 _ 後葉 0% 8.58 分離不可
SB 199 覆二虫上置 中

一
葉
一

後
一

後葉 193 0% 3,386.22
SB 200 理 暮 中 後 葉 後葉 3 5,495 92% 259.79
SB 覆上虫上器 空 後 栗 申菓員γ産業 595 213 36%
SB 202 ピット 申J 中葉 申葉lγ」後葉_ 4,346 38% 996.58
SB 203 炉体上器 中

一
中葉 1 中葉1 44 120曼 5 134.94

SB 204 覆上虫上墨 中

一
後葉_ 1 後葉1～ 2 5,501 1.430 1,964.68

SB 205 覆上虫上器 中

'

後葉 後葉3～ 4 1.021 320 2,120.52

SB 206 覆上虫上器 中 後葉 後葉2～ 3 1,372 44 199。 30
SB 207 覆上虫上墨 申ま 後葉 1 申熟 ■後菫1 2.646 124.36
SB 207.209 覆上虫上器 中 後葉_ 後葉 1 0.82 分離不可
SB 208 覆上虫上墨 中タ 後葉 3～ 5 後葉3～ 5 126 11,779.25
SB 208.211 覆ユ虫二五 申 後葉_ 後葉 分離不可
SB 209 覆上虫上墨 中非 後葉 1 申身轟

=燿
建轟1 127 2,546 55% 2,471.76

SB 209.211 覆二虫上器 虫 後葉 _後菓 25,43 分離不可
SB 覆土中土器 中 事 中 葉 中葉3～ 5 144 2,495 494 3,460.08

SB _覆上虫二器 中期 後 葉 中葉3～後葉4 2.453 1.443 28.536.82
SB 覆上虫上墨 空期 後葉 後葉 922 129,92
SB _覆ユ虫二五 申期 後葉¨ 後葉3～ 4 1.115 25.137 660 8.582.92

SB 214 ピットほか 中期 中葉 中葉4～ 5 17.216 6.783 130 5,616.07

SB 215 炉覆ユ 中期 後業_ 後葉4～ 5 302 8.019 3,590 45% 3.450.97

SB ピットほか 中期 中葉 中葉3～ 5 2,982 579 19% 43 1,795,64
SB217と の混在

有り
SB 216。 217 覆上虫上墨 中期 中葉 中葉 0% 15,184.53 分離不可

覆上虫上墨 空期 中葉 中葉3～ 5 27% 139.05

覆上虫二器 中期 中葉 中葉3 332 18,181 4.865 163 9,901.24

覆土虫上器 申期 申葉 申葉1生後葉_ 933 330 35% 7,695.32

220 0% 0.00

SB
SB
SB
SB
SB

…覆上虫上器 __

ピットほか

…覆ユ虫二五 ._

ピットほか

3.4?
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1

2

4
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第 4章 長峯遺跡

表31 長峯遺跡遺構時期と出土遺物量 (4)    
※石器ね量には、石柱・丸石、敷石・礫は含まれていない。

遺構
記号

遺構番号
遺構所属時期

覆土出土土器の時
間幅 (微量混入を除く)

土器/土製品総量 掲載土器 土器掲載
割合 (重

さ%)

石器口石器素材総量
備  考

認定資料 大時期区分 中時期区分
小時期
区 会

点数 重さ(g) 点数 重さ(g) 点数 重さ(g)

SB 226 覆 主 甲 主 器 P期 後 栗 3.4? 後栞3-4
SB 227 覆土中土器 口期 後葉_ 3.4? 後葉lγ 4 1,391.76

SB 228 覆土中土器 口期 後葉 後葉
SB 229 ピットほか 口期 申葉_ 中葉3～ 4 2■56o 109 3711 104 9,802.76

SB 230 を十中十器 口期 後 糞 2.3 後葉 2～ 3 1 158 37% 660.09

SB ビットほか 中 期 中葉 中栞2～ 4 643 20.626 227 J_1.3Jヱ 5591 124 1_52011,20

SB 232 覆土虫上器 生期 申葉 中葉2～ 3 245 10,188 126 8,474 83% 102 3.114.08

SB 232.233 覆土中土器 中期 中葉 申葉 10.395 0% 2,190.43 分離不可
SB 233 覆土虫上器 中期 中葉 4? 申業1■_5 15.425 27% 123 10.011101
SB 234 覆土中土器 中期 中葉 申課望■0 24.146 17.644 73% 8,701。 12

SB 235 0% 0.00

SB 236 覆土中土器 不 明 不 明 不 明 0% 0.00

SB 237 ピットほか 中期 申葉_ 中葉3～ 4 ０‐

一

４

，一
3.987.00

SB 238 覆土中土器 中期 前葉 前葉4 224 0.712 127 892.31

SB 239 覆土中土器 中期 前葉_ 前葉4 6.158.73

SB 240 覆 土 中 土 器 中 期 後 葉 中葉3～ 後葉 1 162 4.167 2,077 50% 3.253.79

SB 覆土中土器 中期 申栞 _ 申ヨ 2,108 943 233.88

SB 242 一炉 中期 後葉 後葉4 692 0% 2,119。 57

SB 243 覆土中土器 0% 0.00

SB 244 覆土中土器 中期 後葉 後葉 8.24
土器はSB140か

ら分離不可

SB 245 覆土中土器 中期 後葉 3.4 後葉3～ 4 3.82
土器 SB137か ら

分離不可

SB 合計 63,875 1,979,428 16,414 874,640 16,852 1,748,130。 78
SB218に 土器点
獅 獅 テ 東 力 あ́ り

S丁 合 計 ビット覆土中土 中 期 ～ 2.315 465

合 計 覆 土 中 土 器 中 5.765 151,247 2,255 89。 675 1.712 374.410.67

合 計 本 体 の 土 器 中 期 100 9.040 100% 35。 39

UM 合 計 本体の土器 中 期 370 31.242 285 30,115 1.967.52

SF 合 計 土 中土 器 期 中期 123 1 380/ 251.98

SQ 計 枚布の土器 中期 中 期 1,187 35.494 770 32.503 92% 13.165.65

合 計 k布の土器 中 期 中期 189 2306 582 250/ 5.131.52

中 期 16.363 2.190 242 41.360.52

31.407 867.805 9.678 428.58702

総  計 103.757 3.096.931 20.27 1.049_506 25,200 2,613,041.05

葉 2期 (勝坂 Ⅱ式=新道～藤内 I式段階)の SB156で は、取 り上げ番号の若いもの (比較的上層)や上層

と記 した中に中期後葉や後期の土器が入つていることがわかる。これは、同竪穴住居跡の最上層凹地に大

型礫 (一部列石か)を伴う黒色土層が入ってお り、そちらに帰属する資料 と考えることが可能となろう。ま

た、 1層 中に中葉 3～ 5期の資料が比較的多 く認められ、下層との時期差をうかがうことができよう。

復元された個体の主要なものについては、聖石同様属性表 (表32)を作成 した。その観察項目や記号に関

しては聖石遺跡の項を参照 していただきたい。

(2)時 期

土器量が最 も多いのは集落が盛行する中期後葉である。これについで集落の発展期にあたる中期中葉、

集落の成立期にあたる中期前葉 (初頭)、 台地斜面部に集落が存在 したと思われる後期前半の順に、出土量

が減少してゆく。この他、遺構はとらえられなかったが早・前期の資料、中期前葉のうちごく初期の資料

が存在 している。

早  期 (図版452)山形・楕円形押型文土器が極少量採取された。また、鵜ヶ島台式並行期 と見られる条

痕文土器、および早期末の条痕文土器と縄文施文土器が少量採取された。

前  期 (図版452)前期末の晴ヶ峯式期の細片が 1点出土した。

中期前葉 (図版452～ )1期 (五領ケ台 I式並行期)の資料は、包含層から極少量出土したにすぎない。土

器量が急増するのは、集落が成立する3期 (五領ヶ台Ⅱb式並行期)あ たりからである。

縄文系を主体に沈線文系土器が加わる。これに、東信地域の斜行沈線を多用する類型、北信地域の深沢

遺跡 2類土器、伊那谷地域を中心とする平出3A土器の先行型式、東海系土器などが見られる。

中期中葉 (図版452～ )1期～ 5期 (勝坂 I・ 猪沢式～勝坂 V・ 井戸尻Ⅲ式)ま での全時期の資料が出土 し
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第 3節 縄文時代の遺物

ている。勝坂式土器が主体を占め、これに東信地域の後沖式土器や焼町土器と、伊那谷地域を中心 とする

平出3A土器や櫛形文土器が次いでいる (第 6章参照)。 また、北信地域の越後系土器、東海系土器、北陸

系土器が少量認められる。さらに遠隔地の土器が 1～数点ずつ見つかっている。

中期後葉 (図版474～ )1期～ 5期 (曽利 I～ V式 )ま での全時期の資料が出土 している。曽利式土器に唐

草文系土器が加わる。さらに、東信地域の郷土式など、周辺地域の土器が認められる。

後  期 (図版570～ )初頭の称名寺式並行期、および前葉の堀之内式期の土器が出土 している。また、わ

ずかではあるが、加曽利 B式段階の土器が認められる。

土器の諸属性について 聖石遺跡に準 じて、完形に近い復元個体を対象 として属性観察を行った。その内

容については表32に示 した。

(3)特 記される遺物

ア 阿玉台式土器 長峯遺跡では、今回出土 したほぼ完形のSB4図版459-67、 昭和34年宮坂英式氏の調査

時に出土し、研究史上でも著名な阿玉台式土器 (巻頭図版 7)が存在 している。いずれも中葉 1期 (阿玉

台式 Ib)で ある。今回の調査では、出土遺物のほぼ全点を検証 したが、前述の 2個体以外、数cm以下の

破片を含めても、阿玉台式土器の破片は 7点 しか確認できなかった。この 2個体は、遠隔地の優品として

丁重にあつかわれていた可能性がある。使用された粘土は、利根川下流域ではないものの、在地の粘土と

は異なってお り、搬入元の探索、搬入された意義などについて注目される資料である。詳しくは、第 5章、

第 6章を参照していただきたい。

イ 赤彩・漆関連遺物 赤彩および黒彩が認められた土器片は412点 を数える (表32)。 時期別では中期中

葉が最も多 くなっている。器種別では有孔鍔付土器の内外面に塗布された例が最も多 く、大小・器形のバ

ラエテイにかかわらず赤彩が施されている。SB225図 版560-9は 、宮坂英式氏の調査時に出土 した資料

と同一個体 と考えられる。この他、浅鉢形土器の一部にも赤彩が認められ、深鉢形土器への赤彩はごく希

である。中期後葉に入ると、彩色された土器が減少する。また、漆容器と考えられるSB14図 版468-25(中

葉)、 SBl19図 516-2(後葉)な どが出土 した。

赤彩の定着材 として漆を使用 しているか否かについて、観察を行った永嶋正春氏 (国立歴史民俗博物館 )

は懐疑的であった。いずれの土器についても赤彩の定着が悪 く、漆特有の光沢が認められないからである。

そのため、有孔鍔付土器への赤彩は、恒常的ではない可能性 (塗 り直しを前提)も 指摘された。詳細は第

6章を参照 していただきたい。

ウ ミニチュア土器 椀状の例 (SB77図 版505-28)の ほか、破片資料が数点認められる。また、漆容器

として使用されたSB14図 版468-25やSB66図版488-82、 SB186図 版544-1な ど、および、それらとほぼ

同じ大きさの小形筒形土器SB66図 版495-8、 SB190図版547-5、 SB195図版548-33(S=1/3)ほ かが

ある。SB78図版505-7は土鈴の可能性 もすてきれない。

工 顔面把手 0突起 顔面把手・突起のうち、明確に顔面装飾 と認定できる例は8点である。深鉢形土器

の口縁部外面に貼付された初期のタイプ (SB 2図 版454-20ほ か)か ら、口唇部から上部とせ り出し器内

面を向 くタイプ (SB64図 版493-30、 SB181図 版543-7ほ か)、 有孔鍔付土器の体部に人体文の一部を構

成している例 (SB234図 版568-43ほ か)がある。また、明確に人体表現と認定できる例には、有孔鍔付土

器と見られる (SB214図 版554-29)、 深鉢形土器ではSX3図版573-2がある。

オ 土器転用に伴う加工 有孔鍔付土器の顔面部分周辺に打ち割 り痕跡があり、何らかの目的で顔面部を

割 り取った可能性がある例にSB234図 版543-43が あり、同住居からは、人体文の掌部分のみの破片 (同44)

も出土している。埋甕・炉埋設土器では、一般的に体部下半部や口縁部、把手部分を打ち欠いている。竪
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表32 長峯遺跡出土土器属性表 (1)
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なし lなしl ― l ― l 一 l 一 沈線→充填
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表32 長峯遺跡出土土器属性表 (2)

乱確麟号
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・ l 明褐～褐灰 隆線

12Ⅱ l

478 1 7 1 2191 SB i 32

4781 8 : 206 1 SB 1 32 ?  l 隆線 ?

4781 1 1 216i SB 1 33 1埋 がメNO劉 男1表 I 深鉢 I Ⅲ2?C31 - | ― | ― l  白1多  | ― | なし |に ぶい橙～黒褐 l I?15 1 1lⅡ l l隆線、沈線

4791 2 1 218 i SB 1 35 1埋 がメN021月1表 l 深鉢 | ?C? | 一 | ― l bl  白1  1 磨き I Ala沈線 | にぶい黄橙  II?18?|  ?  1 隆線

4801 1 1 231 1 SB 1 39 1 埋がメ 1別 表 l 深鉢 I1403?I Hl l B I ― l  白1多  | ― I C3a沈線 1 暗赤褐～黒褐 l  ?  I1lⅡ l?1 隆線

4801 3 1 252 i SB 1 39 1炉 ワキP21男 1表 l 深鉢 I 12C31 H2 1 D I ― l  白1  1 - I Ala沈 線 1 明赤褐～黒褐 I14?14?I 1lⅡ 2 1 隆線

4801 1 1 2531 SB 1 40 1ピットl Pl l別 表 l 深鉢 | ?C? | ― | ― | 一 I 白1ほ か  | ― I Ala沈 線 1 明赤褐～黒褐 I I・ 14 1 1lⅡ l l 隆線

4801 l 1235 1 SB 1 41 1 P60 1別 表 l台付鉢 |?Cl?l 一 l ― i f l  白1多 Bla沈線 |  にぶい褐  I I?121 1?Ⅱ 21隆線ほか

4801 3 1232i SB1 41 1 P5 1別 表 l 鉢  I Ⅳ2 1 Hl l A l bl 白1・ 2ほか 1 磨き I C3a沈線 1 黄褐～暗赤褐 l  ?  I 1lⅡ l l 隆線

4811 1 1 256i SB 1 42 1 炉P29 1別表 l 深鉢 I Ⅲ2C31 Hl l B I ― l白 1・ 2、 雲母微 | ― 1幅 6mm条線|にぶい橙～褐灰 l IOⅡ 7 1 11■ 1 1 隆線

4821 1 1 258 1 SB 1 44 1 埋がメ 1別 表 l 深鉢 I Vl l H2 1 D I ― I灰色粒ほか | ― I Bla沈 線 | にぶい橙～橙 l 14Ⅱ 8 1 12Ⅱ l l 隆線

4831 l 1 226 1 SB i 45 別表 l 深鉢 |?B3?| ― | ― l bl  白1多  | ― I Bla沈 線 1 赤褐～黒褐  l I?161  ?  1 隆線

4841 1 1 237i SB 1 50 1 炉  1別表 l 深鉢 I Ⅲ2C31 Hl l A I ―
l白 2多 、雲母微| ― IC2aか条線1 赤褐～黒褐  l 10Ⅱ 6 1 1l11 1 隆線

4841 2 1 718 i SB 1 50 1  フ  1別 表 l 深鉢 I Vl l Hl l A I 一 l白 1岩屑、赤粒| ― I Ala沈 線 | にぶい黄橙  1 4以 上  I 12Ⅱ l l 隆線

4841 1 1 13 1 SB 1 55 1 炉体  1別表 l 深鉢 I Ⅱ4?C31 - | ― | ― I  白1多  | 一 | なし |にぶい黄橙～褐劇  I?Ⅱ 61 多段  1 隆線

488169i 37 1 SB1 61 1 P52 1別 表 : 深鉢 I 12031 H2 1 B l ― I石英、雲母多 l ― l L縄文 暗赤褐

4811 2 1 221 i SB 1 42 1 炉P28 1別表 I 深鉢 I Ⅲ2C31 Hl l A l b l  白1多  1 磨き I Bla沈 線 1  橙～灰褐  l I?18 1 12Ⅱ l l 隆線

4811 4 1 236i SB 1 42 1 埋力
°
メ21男J表 I 深鉢 I Ⅲ2C31 Hl l A I ― I  白1多  | ― I Bla沈 線 1 黄褐～褐灰 I  ?  I 1l11 1 隆線

]:夏|:1::|:2夏 軍::i暑:革 :=:|:董西 :l珈

=|:盟
鉢:革 :勲 I革 :M::革 :亘 :‡ :I:草 :::亘 [髪 :::‡ ::I::|::珈夏:‡ Iぶ[熊IttliIIII:|::IIIi:1::班 肛::

4821 2 12221SB1 43 1 Pl l別 表 l 鉢  I Ⅳl l Hl l A l bl 白2、 雲母 1 磨き I C3a沈 線 |に ぶい黄橙～褐劇   ?  I 1lⅡ l l 隆線
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4901 15 1 75 1 SB 1 63 1 P2 1別 表 l 深鉢 i Vl l H2 1  1 a l白 1、 雲母微 1 磨き I C3a沈 線 1  明赤褐   1  3 l  l突起/隆

別表 I 深鉢

4931 28 1 282 1 SB 1 64

4931 34 1 40 1 SB 1 64 1 P25 1別 表 I 深鉢 I 12C31 H2

494i 46 1 472 1 SB 1 64 別表 l 深鉢 l Ⅱ103・ l H2 1 A l ―

bi白 1多、絶司具埜覇

別表 l 深鉢 I 12C21 H2 1 B｀ l ― l  白1多  | ― 1縦 RL軸● 褐灰   I  ?  1 12Ⅱ ?l隆 線・沈線

bl白
瑾|」ァ

ま

1粗讐

磨

1縦
LR縄文

4941 52 1 143 1 SB 1 64 1 P15,フ  l別表 : 深鉢 l Ⅱ103 1 Hl ― I  白2多  l ― l なし i‐ ili・

‐「刻彗F形



A 1 65 1 5 1 1/21 1/4

渦巻き I A 1 5 1 1 1 2 1 4

ts1{*l o.o lu.u,tuluu,r-ul t | 4

轟課IA

なし

刻み

なし

刺突口陰刻

文、その他

なし

充填刺突

なし

半竹管刺突

三叉文

交互刺突、沈

線内刺突

刺突充填、三

叉文

なし

残部快り三叉
文

なし

なし

なし 隆線脇、垂下文、充填

沈線の用例

A隆線脇・垂下文、B充

填、C弧線文

隆線脇、垂下文

隆線脇、分帯

懸垂文ほか

隆線脇、蛇行沈線

隆線脇、充填

隆線脇、充填

隆線脇、充填

隆線脇、充填

隆線脇、充填、沈線内再

押圧

隆線脇

隆線脇

隆線脇、分帯

第 3節 縄文時代の遺物

隆線→縄文→沈線

隆線・縄文→隆線脇沈線…
下端部打ち欠き、

垂下隆線

隆線→充填沈線→隆線脇 :

装飾沈線

隆線→充填沈線→隆線脇

沈線

沈線→充填

隆線→充填沈線→隆線脇

沈線

隆線・条線→隆線脇沈線

懸垂沈線→充填条線→蛇

行沈線

隆線・条線→隆線脇沈線

隆線→隆線脇沈線→充填

沈線

隆線・条線→沈線→蛇行〃

線

隆線→充填沈線→隆線脇

沈線

隆線→縄文

蛇行沈線

隆線→沈線→隆線おさえ

隆線→充填沈線→隆線脇

沈線

隆線→充填沈線→隆線脇

沈線

隆線→充填沈線→隆線脇

蛇行沈線

隆線→隆線脇沈線→充填

沈線

隆線→充填沈線→隆線脇

沈線

隆線→充填沈線→隆線脇

沈線

隆線→充填沈線→隆線脇

隆線→沈線

隆線→隆線脇沈線→充填

沈線

隆線→沈線

隆線→沈線

隆線→沈線

隆線→沈線

A1 8 161211/41 なし 区画文   I Ala/Bla1 7/31 深い

なし

なし i C 1 11 1251 1 1 3 1  なし  l  垂下渦巻き文  : Ala 16.5～91 浅め なし

唐草文

分帯

唐草文

Ala 1 3.5 1や や深め なし

なし

Altzlz lrlttq | /au

なし l E 1 11 1 l 1 1 1 3 1  なし Ala 1 7 1 浅め

tev ln.cl ro I g I t I e I Au 分帯、懸垂   : Ala 1 6.5 1 浅め

A17.51 311/211/41 なし 各種垂下文 Ala 1 25 1 浅め

A1514.51l1 1 1 なし 分帯、貼付文  l なし l ― |  ―

肝E18～ |よ言1 2 1lμ lなし 区画、懸垂   I Ala/C3a1 6/3

F i 5 11511/21 2/41刻 み、貼付 1分帯、区画、懸垂文 : Ala 1 2.5

なし

剥落 IA・ F1 7 1 4 1 l 1 1/41  なし ,,.+#. ilff,x I rr" | ,.TJ

なし 隆線脇、蛇行沈線 隆線・条線→沈線

隆線脇 隆線→条線→沈線

口縁打ち欠き

C3沈線をAlで三度引
き

なし 隆線脇、充填装飾

隆線・条線→沈線

隆線脇、B充填

なし l E 1 14 11以下1 1 1 3 1  なし 分帯、懸垂  : Ala 1 6 1 浅め 隆線脇、蛇行垂下

なし I E 1 10 1151 1 1 2/3 1  なし  l 分帯、区画、懸垂 :Ala/Bla1 4/21充 填深め なし A隆線脇、B充填

E I zo I r lrtzl s | /au 唐草文   I Ala/Bla1 8/21 浅め

一 IA口 E113/1811lrO1 1 1 2/41  なし  1 分帯、渦巻文ほか l Ala/C3a16/251 C3深 め

沈線内再刺突 A隆線脇、B充填

隆線脇、垂下文、B充填

rjL I e I tt I z I t | + I raU 分帯、懸垂  l Ala`C2a1 6 1 浅い 隆線脇

悪ご | ス 1 6 1 4 1 1 1 4 1  なし  1分
帯、区画、懸垂、渦

I Ala 1 4.5 1 浅い 隆線脇、充填ほか

A 1 8 1251 1 1 1/41  貼付  1  曲隆線文

分帯、区画

Alib、
145/95

分帯、曲隆線  I Ala・ b1 4 1や や深い

分帯、曲隆線 十  17/151 深め 隆線・縄文→沈線

隆線→区画沈線→充填沈

線

隆線→沈線

隆線→隆線脇沈線→波状

沈線

隆線・縄文→沈線

パネル、充填 隆線→沈線

C縦位区画文、B充填 区画沈線→充填沈線

渦巻き I A 1 7 1 2 1 1 1 4 1  貼付  1  弧状、懸垂文  I C3a 1 4 1や や深い

F 1 13 1 5 1 1 ! 4 1  刻み  l 棒状貼付文のみ I C2a 1 3 1 浅め なし

玉抱き三叉文

玉抱き三叉文

C3連続刻み

沈線重複刺

突、交互刺

突、三叉文

なし

C3は束1突 に

近い

か

隆線脇C3か角押、充填三

角押

隆線脇、B字 区画

隆線脇ほかに波状、斜行

充填

分帯、区画、充填

口縁部充填

隆線→沈線

隆線→沈線

隆線・縄文→沈線

隆線→沈線

隆線→充填沈線→隆線脇

沈線

隆線→頸部充填沈線→横

Dほか1  9 ! 9 1 l 1  1

Alb/c3bl ste | ;E&) なし I帯角押、口唇ハラ刻み 隆線→沈線



表32 長峯遺跡出土土器属性表 (3)

分割方法

4951812841SB1661 Pl l別 表
1深

鉢
I V2 1HllAlcl 

白1多
 1粗 讐

磨

| なし
 1褐 灰～にぶい黄J IO18 1 1lⅡ l l半隆起線

4961 11 1 85 i SB 1 68 1 P12下  1別表 l 深鉢 I 1303 1 Hl l B I 一 I雲母多、白21 - 1横 RL縄文 1赤 みがかつた黒褐I 10Ⅱ 2 1 1211 1 隆線

4e8 l 18 | 52 I sB | 6e I p6z lElJf L*it I rgng I xe ― l  白2多   l ― | なし ?  l 1lⅡ l l 隆線

soof 6s I sg I se I og I p0r lEtjtl,*S I tzcs I nz bl 白1多 、白21 - I なし 赤褐   I I?Ⅱ ?I 1lⅡ l l隆線、沈線

5041 1 1 405i SB 1 73 1 埋がメ 1別表 l 深鉢 I Ⅲ2C3 1 Hl l A I ― :石英多、白11 - | なし |にぶい黄褐～ ?  I 12Ⅱ ?1 隆線

5081 l 1271 1 SB 1 84 1 炉体  l別表 I 深鉢 l 12C31 H2 ― l 雲母多  l ― 1帯縦RL縄 l 赤褐～黒褐 隆線、突起

5091 10 1 2901 SB 1 85 1 P81 1別 表 l 深鉢 1 12B31 Hl?I B I _I精 選L皇
1・ 灰

縦 RL縄文 l  灰黄褐 沈線

5091 12 1 2861 SB 1 85 1 P87 1別 表 l 深鉢 I 11031 - | ― l bl 白色岩屑 l ? l  ― 灰褐

隆線

51l1 l 1 307 1 SB 1 102 別表 l 深鉢 l Ⅱ3B3?I Hl?l A l ― I  白1多   | 一 1lⅡ l l器 形変換

5111 1 1 324 i SB 1 103 1炉 上P121別 表 l 深鉢 I 14B3 1 H2 1 B I ― l白 1、 岩屑多 | ― 1幅
1,Im条

1 黒褐～明褐 隆線

糀
1器
形類別

|¬見yl尋冨1膨菫

5121 1 1326i SB 11121 Pl l別 表 l 深鉢 I14?C31 Hl l C I 二 l  白1多  | ― I C2aか ?1 黄褐～黒褐

5121 4 i 409 1 SB 1 114 ii裏 I藻墓
~「 ~i~f丁 ~~「 ~言

l~1~Fl~二 可百五l警1夢
I曇

RL縄文 l にぶい赤褐

5131 7 1 577 1 SB 1 114 1 P2 1別 表 l 深鉢 l Ⅱ4031 H2 1 B l 一 l  白1多  | ― 1縦 LR縄文 l   黒褐

5131 3 1 294 1 SB 1 115 1 Pl I別 表 l 深鉢 l Ⅲ203 1 H2 1 A I 一 l  白1
幅髪り』

?1黒褐～にぶい黄

ヒ
゜
ット16

磨き、縄

目状圧
白1多 痕 口回転I C3a沈線 暗赤褐～黒褐 IO14

14Ⅱ 4

I?14

14Ⅱ l

12Ⅱ l

1lⅡ l

1lⅡ l

121?

12Ⅱ 3

12Ⅱ l

12

隆線

隆線、沈線

1lⅡ 2 隆線、沈線
擦痕―

5141 3 1 224i SB 1 1181 P29 1別 表 l 深鉢 I Ⅲ2?B21 - | ― l b l白 1多 、黒色粒 1木葉痕 1横 L縄文 | にぶい黄橙  l10?12(6メ  1lⅡ l l隆線、把手

5151 6 i359 1 SB 1 118 1 P3 1別 表 l 深鉢 l Ⅲ201 1 - | 一 l bl  白1多  1 磨き 1縦LR縄文 |  にぶい橙 ?  l 1lⅡ 2 1 隆線

5161 1 1 295 1 SB 1 119 1  フ  l別 表 l 鉢  I V2 1 Hl l A l ― I  白1多  | ― 1 刺突文 |にぶい褐～黒褐 I  ? 0  1 なし

II‐卜・1“ ‐
|‐
「Iiキ‐■7_1… :II・

|…
ⅢlⅢ ■‐‐1_fl■・卜…■‐…l‐ ,‐ T‐ 1‥ …[_■

'」

__1… 1:_lⅢ ……阜…1奮 :」∵ⅡL__[………_|_線野里1_[■

=:I:■

抒:IITl… Ⅲ:111__lⅢ l_:上 1.1_[Ⅲ …賢FⅢ…
5161 1 1 299 i SB 1 124 1ウ メがメ1 1別表 l 深鉢 I ⅣlBl l Hl l C I ― l 白1、 雲母 | ― I Ala沈 線 1 明赤褐～黒褐 l 17Ⅱ 7 11(1)Ⅱ l l 隆線

群刊:藤爾‖円「 1署青lI響守〒F計≡F:夏争FII孵II琶翼よ1薫‖訓蜂管線

5171 4 i 300日 SB 1 124 別表 l壺 I Ⅳ2 1 HllAI― I 白1多  |― 褐   I 10Ⅱ ? l  ?  l 隆線

5171 7 1 313i SB 1 1241 Pll l別 表 l 深鉢 I Vl l Hl l B I ― l 雲母多  | ― I Ala沈 線 1 黒褐～暗赤褐 l 14Ⅱ 4?I 1lⅡ l l 隆線



把手・ l隆線・ 隆線 口
l隆線・

貼付方 隆線上装飾
突起類 l形状 幅 I高さ

法

2/475 1 85

なし lなし

なし lなし

騨
把
IF

.三 _1.二 _

隆線の用例

区画、懸垂文

口唇部、垂下文

分帯、区画

分帯、区画文、円文
か

I帯横位

口縁部区画文、体部

渦巻懸垂文ほか

分帯、懸垂文ほか、H
は口唇部裏面

分帯、区画

分帯、区画、蛇行文

- - - - - -D - - r - -

隆線・

組数

1/4

1/4

1/2

2/4

1/4

1/2

2/4

沈線・形

状

b/Ala/Bl

C3a/Ala

Alb/Blb

Alb/Bla

Ala/Bla

C3a/Bla

なし

C2a/C3b

なし

なし

C3a/Bla

/Blb/C3a

なし

C3a/C2a

Ala/Bla

/Alb/Bla
/C3a

Ala/C3a/

Ala/C2a

Ala/C3b

Bla/Ala

沈線 ロ

幅

7/0.5

7/5

75/2.5

7/2.5

10/2.5

45/15

11/6/

沈線・深さ

やや浅い

浅い

浅い

やや浅い

やや深い

深い

やや深い

やや深い

浅め

C深い

浅め

刺突・陰刻

文、その他

三角陰刻、沈

線脇刻み

交互刺突

三叉文、刺突

文

三角陰刻、疑

似蓮華突

なし

交互刺突、三

又文

玉抱き三叉文 隆線脇、各種装飾

なし

なし

ナデ円文

:部 処理三角

陰刻

円形刺突、三

叉文

隆線脇、充填

沈線の用例

パネル文

C区画、A角押充填、B充

填

隆線脇、パネル文

ほか

分帯、充填、逆U字文ほ
か

隆線脇、分帯、

第 3節 縄文時代の遺物

区画沈線→充填沈線

隆線→沈線→縄文→沈線
三度引き

隆線→沈線→縄文

隆線→沈線

隆線 口縄文→沈線

縄文→沈線

隆線→ ?→充填→パネル

沈線

r - - - - -D - r - r .

8 1 2.5

8 1 4
- - - - - -F - - - - -

“0■__L.1■ _

_三Ⅲl_二 _

なしlγ I・

7 1 35

9 1 65
r r r - - -h - - r r -

7 i 35

7～ 1l i 3

なし I E 9 1 02

- - r - r -F - r - - -

10 1 0.5

一部で亥1み 分帯、区画

円文のみ

貼付 分帯、懸垂、逆∪字文

貼 付 分帯、懸垂

縄 文 分帯、懸垂

縄 文 分帯、懸垂

分帯線上指

押し
分帯、懸垂、円文

貼 付 継ぎ手文

貼付、刻み 分帯、区画、突起

分帯、区画貼 付

なし 分帯のみ

隆線→沈線

隆線→充填沈線→隆線脇

沈線

隆線・縄文→沈線

隆線→隆線脇沈線→充填

沈線

隆線→沈線→縄文

隆線→沈線→縄文

隆線→沈線→縄文

縦 充填沈線→分帯ほか沈

線

隆線→隆線脇沈線→充填
三角押文・縄文

隆線 口縄文→角押文

隆線→縄文→沈線

隆線→沈線

体部条線→沈線→区画内

沈線

隆線→沈線

Albは 沈線内再押圧
の可能性有り、在

作焼町 ?

赤彩305

下半部打ち欠き、一日

摩耗

隆線脇沈線施文後、

充填沈線の追加あり

7 1 4

- - r - - -D - - - - -

III[`以下

12  1  8

8.5 1 2

:I:I:I:

7 1 1

5 1 2

ハラ刻み

連鎖状圧痕

なし

刻み、連鎖状
圧痕

貼付

なし

なし

なし

刻み、連鎖状
押圧+沈線

刻み

分帯、充填

なし 隆線脇、弧線・円文 隆線→縄文→沈線

交互刺突 横位連続、弧線文 隆線→縄文→沈線

隆線脇、弧線ほかで充填 隆線→縄文→沈線

瞥 l_1_
なし

Ⅲ三_由[_二 .

i蓬責1_■ _

9 11.5

渦巻き

状突起

X字状

- - - - - -F - - - - -

6 1 25

- - - - r rts - - r - -

なし

なし

なし

なし

なし

交互刺突 隆線脇、充填

隆線脇角押文

隆線脇、Y字文 隆線→沈線

隆線脇、口唇部 隆線→条線→沈線

充填→隆線→隆線脇沈線

把手

X字状 1(3～

4分 )

1(二 」

分 )

1(二

分)

1/2

4/6

2/4

1/2

2/4

1/4

35/4

6/2

10/2

2/4

C3深い、充

填浅い

浅め

11/6/2/8

深い

三分沈線

深い

充填浅め

深い

隆線上深
い

やや浅い

深い

浅い

やや浅い

やや浅い

Bl深い

浅め

浅い

頸部充填

深い

浅め

沈 線

矢羽根状刻
み

擦り付け

区画文

隆線脇、充填

なし 区画文、懸垂文

円形刺突 隆線脇、区画内充填ほか

懸垂文

なし 分帯蛇行線

3～4分 弧線・渦巻きほか

分帯、区画文

分帯ほか

一部で刻み 分帯、唐草文

I帯弧文

なし

なし

なし

把手上ハラ刻
み

充填刺突

なし

なし

なし

分帯、充填

蛇行垂下線

隆線上・脇、雨だれ状充

填

隆線上口脇、C3充填

X字把手上

隆線脇、充填 (体部一部
で条線状 )

隆線→充填沈線→隆線上

沈線

隆線→縄文→垂下沈線

隆線→隆線上・脇沈線→
|

填沈線

隆線→充填沈線→隆線脇

沈線

隆線→縄文

隆線→刺突→隆線脇沈線

隆線→縄文→沈線

隆線→条線→隆線脇沈線

基軸隆線→充填沈線→蛇

行隆線など

縄文→沈線

隆線→充填沈線→隆線脇

把手

眼鏡状

把 手

把手
X字状

把手
X字状

なし

なし

3以下

なし

なし

なし 隆線脇、充填
隆線→充填沈線→隆線脇

なし 隆線脇、懸垂、充填ほか

沈線

隆線→懸垂沈線→充填沈

線→蛇行沈線

隆線脇、C2充填 隆線→充填→隆線脇沈線

隆線→充填沈線→隆線脇

沈線

隆線→充填→沈線

隆線→充填→沈線

沈線で三分

区画文 ?

なし 懸垂文

下半部打欠痕



表32 長峯遺跡出土土器属性表 (4)

載

器

号

掲

土

番

乱罐鵬号

269

SB

器種

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

無頸壺

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

器形類別

?B2?

Ⅲ102

V2

Ⅱ4B3

15?

15B3?

Ⅱ4B3

口縁部

形態

SB148ウ メ
カ
゛
メ ソト

SB148ウ メ
がメ内

埋がメ

埋がメ

セントレ北西
区

ピット5Pl

ヒ
゜
ット20 Pl

表

表

表

表

表

表

底部

形態

白1多

白1岩屑

白2岩屑、雲母

暗赤褐

暗赤褐

暗赤褐～黒褐

_上赤褐■界撮 _

にぶい黄橙

にぶい黄橙～褐豚
にぶい黄褐～黒橋

にぶい黄橙

“藍養褐γ墨撮 _

明褐～褐灰

にぶい赤褐

にぶい黄橙～

暗赤褐

灰褐～黒褐

明赤褐～にぶいi

橙

暗赤褐～黒褐 (褐

灰 )

石英、雲母

石英、雲母

精選、自 1

白2多 、石英

白1多

石英、雲母

白1多

白1多

白1・ 白2ほ か

白 1、 灰色

白1多

精選、自 1

石英・雲母

白1多

白1多

白1ほか

白1多

白1多

白1多

白1多

白 1・ 2多 、雲母

微

白1多

白1多 、雲母

白1多 、雲母微

白 1、 灰色岩屑

白1ほか

白1多

黒粒多、雲母

白 1、 灰色粒

白 1、 雲母

石英、雲母

石英・雲母多

白 1、 灰色粒多

白 1、 灰色粒ほ

か

白1多

白1粒多

砂粒多、白1

白1粒 :雲周

白 1、 2

白 1・ 2多

回転擦

痕

磨き

磨き、削

り

磨き

磨 き

磨き、一

部網代

残

磨き

ナデ、磨

き

幅1lmm?条

線

幅 18mm条

線

なし

なし

縦 LR縄文

I帯横、I
帯縦 RL縄

文

横 RL縄文

横位分割

12■ 1

12?11

1lⅡ l?

12Ⅱ l

13Ⅱ l

__IⅢ l■ 1_.
なし

1lⅡ 3

12Ⅱ l

隆線、沈線

隆線

沈線

隆線、沈線

隆線

隆線、沈線

隆線、沈線

隆線、突起

隆線

隆線

隆線装飾
有無

隆線

半隆起線、

隆線

隆線

隆線、沈線

縦は把手・

突起で見た

場合

隆線、突起

沈線

貼付文、沈

線

隆線

14B3
14B3

15B3

13B3

Ⅲ2?

1403

14B3

Ⅲ2?

Ⅳ2?

14B3

14B3

14B2

14B3

14B3?

14B3

Ⅲ2B3?

16?C3

暗赤褐

縦 RL縄文 暗赤褐

I帯横、Ⅱ

帯縦RL縄 暗赤褐
文

縦LR縄文 にぶい黄褐～褐 1lⅡ l

黒褐～暗赤褐

褐灰～黒褐 IOⅡ ? 11■ 1

にぶい黄橙

暗赤褐～黒褐

明褐～褐灰

暗赤褐～暗褐

明褐～褐灰

明黄褐～灰黄褐 14?Ⅱ 10

フ南側上

層含

16C3

12C3

V2

Ⅲ103

14B3

14?

V2

14?

I?C3

Ⅱ lB3

12B3

Ⅱ4B2?

Ⅱ4Bl

14C3

16C2

1302

Ⅱ lB3?

Ⅲ2C3

12B3

Ⅲ201

14C2

深鉢

深鉢

有子L鍔

磨き

不明圧

痕

網 代

C3aか ?

なし

にぶい黄褐～黒拝

暗赤褐～黒褐

なし 明赤褐 14Ⅱ 6

なし 暗赤褐

なし 暗赤褐

にぶい赤褐

横 RL縄文

斜めRL縄

文

横Bla沈線

縦 LR縄

なし

黒褐～赤褐 16Ⅱ 6

文、軸 ? 黒褐

●

縦 LR縄文 暗赤褐～黒褐

横 RL縄文 暗赤褐～黒褐

幅 13mm?
条線

Bla沈線

明褐～にぶい黄 14Ⅱ 8

灰褐

暗赤褐～黒褐

縦 L縄文 明黄褐～明褐 10Ⅱ 7

10Ⅱ 2

10Ⅱ 6

14Ⅱ 8

12Ⅱ 4

14Ⅱ 0

1lⅡ l 隆線

14B2?

付き

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

C3a?』 軋化
で不明

C3a沈線

縦 LR縄文

横結東RL
縄文

Bla沈線

体部縦RL
縄 文

縦 LR縄文

縦RL縄文

ごく一部に

縄文あり

黒褐

_藍養褐
=界

撮 _

褐～黒褐

白1粒

?Ⅱ 8

12Ⅱ l



把手・ l隆線・

突起類 l形状

隆線・

高さ

5/2.5

隆線・

組数

1/2

1/2

1/2

隆線・

貼付方

法

1/4

2/4

1/4

1/4

1/4

1/4

沈線 口形

状

Bla/C2a

なし

Bla

Bla/C3a

Ala/C3a

Ala/C3a

なし

Ala/Bla

Ala/Bla

Ala/Blb/

Alb/Bla

沈線・

幅

2/5

6/2

7/3

第 3節 縄文時代の遺物

沈線・深|1製 聾 臓祀 1   沈線の用例

螺 ぃ
|四 圏嘉

三

刊
臨 脇、四 調 銃 填 1鰍

→

隆輯I究婦
淵 →

なし |なし

なし lなし

35以
下

3以上

3/25

突起 lA・ E

_■手11__「

甲蜃型IA・ D

なし |なし

なし

-----a-----

3 1 1

35/61 1

:更 ::l]=0

15 1  1

::憂 E:1:登I :I:l:I:
なし I A 4 1 1

3  1 1/2

5/21 2

12::l::I:

6 1 2

分帯、懸垂、籠 目充

分帯、懸垂

貼 付 垂下文

なし 分帯/区画、渦巻文

なし 分帯、懸垂

なし 懸垂文

貼付

なし

なし

貼付

なし

連鎖状押圧
+沈線

なし

なし

なし

なし

I帯でハラ刻
み

一部刻み

刻み、ハラ刻
み

分帯、渦巻き文ほか

分帯、懸垂文

波状文、U字文ほか

I帯区画

I帯区画

I帯区画、渦巻文

9/3

5/1/7/

65/2

Bl深い l  なし 分帯、垂下ほか  l 縄文→隆線→沈線

隆線脇 隆線→縄文→沈線

隆線・縄文→沈線

条線→沈線

浅い  l  なし

浅い  |  なし 分帯、懸垂文

なし  1    隆線脇    I   隆線→沈線 赤彩384

深い l  なし 縄文→隆線→沈線

隆線→縄文→沈線

隆線→縄文→沈線

浅い  l  なし

浅い  l  なし

やや浅め l  なし  1 角状押圧、三角押文 隆線→沈線

SB149に 変更

SB149に 変更

分帯、区画文

分帯、区画

なし 分帯、区画ほか

懸垂文

Ⅱ:TⅢ J__二 Ⅲ

5 1 1
---,-a--r--

なし ID・ F 15～ 11/2

剥落 I B 2 1 1

-----ar-rrr

響
'IB

分帯、懸垂

区画、懸垂、渦巻文

蛇行、渦巻文 なし

区画文、渦巻文  :Ala/Bla

なし 分帯、懸垂   :Ala/Bla

なし 分帯、区画、懸垂 I C3a/Alb

なし 蛇行懸垂文  IC3a+Ala

分帯、垂下文  i C2a

分帯、懸垂

C3a/Alb

なし

Ala/Bla

Ala/C3a

I帯区画、渦巻文

なし 蛇行懸垂文

3/4

1/4

1/4

1/3

1/4

1/2/3

分帯、垂下文

3/2

5/2

8/4

4/25

5/2

45/3

縄文→隆線

深い |  なし 分帯    l 縄文→沈線→隆線

浅い  |  なし  l    充填 隆線→沈線・波状隆線

浅い  |  なし  l   隆線脇、懸垂 隆線→縄文→沈線

沈線→隆線やや浅い I  なし

Ⅱ帯充填 |  なし  1    充填 沈線→隆線

や
1重セ:_[_… 11_… |.……_貧責:里諏_……暫■ttmll■■_…………………

:進ヒ l革剌柔釧 IИ帯:麟 IttI鷺 聯 夏親I:土 IIIIII

型士丑JI藍駈hI隆[::夕::量III
II:

--rt-a--ir-

なし

口唇部 やや浅め |  なし 区画、渦巻き文 重複部なく不明 打ち割り



表32 長峯遺跡出土土器属性表 (5)

載

器

号

掲

土

番

200

223

223

224

別表

別表

別表

別表

別表

別表

別表

別表

別表

器種

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

有孔鍔

深鉢

深鉢

底部

形態

d

磨き

不明痕

跡有

一部縄

目残

磨き

磨き

磨き

磨き

磨き

磨き

磨

磨き

磨き

磨き、一

部回転

擦痕残

ナデる

程度

磨き

網代

磨き

磨き、回

転擦痕

微

磨き

磨き

ナデ

縄 目残

微かに

網代状
の圧痕

SB176
ピット24

サトレ

白1多

白2多

白1多

白 1、 雲母

白1多

白1多

石英口雲母多

なし

なし

縦多条RL
縄文

指頭圧痕

横 RL縄文

なし

幅14mm条

線

幅15mm条

線粗施文

なし

縦 RL縄文

C3a沈線

縦 LR縄文

C3a縦位沈

線

C3a沈線
C3a縦位沈

線

C3a沈線

?縄文

縦RL縄文

なし

明赤褐

黒褐

灰黄

褐灰

14?

12Ⅱ l
隆線、波状

口縁

波状口縁

突起、隆線

器形変換

隆線、沈線

隆線

隆線、沈線

貼付文

隆線、把手

隆線

把手、流体

貼付文、押

引文

隆線

隆線

把手、隆線

_沈統装飾_

把手、隆線

隆線

縦位分割 横位分割 分割方法

12Ⅱ 3 隆線

隆線

1211 隆線

沈線、隆線暗赤褐～黒褐 14Ⅱ 2 12Ⅱ 2

縦 RL縄文 にぶい黄褐～褐

黄褐～褐灰 14Ⅱ 4 13Ⅱ 2

赤褐

558

SB

ウメカ
゛
メ

ヒ
゜
ット3P-1

ビット4 Pl

埋力
゛
メ3

埋がメ

埋ガメ2

埋がメ内側

ヒ
゜
ット18

南東トレ

炉P3

南北トレ

SB223

P100

別表

別表

別表

別表

別表

別表

別表

別表

別表

別表

別表

別 表

別表

別表

別表

別表

別表

別表

別表

深鉢

深鉢

深鉢

ミニチュア

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

12C2

15B3

Ⅲ102

12C3

14B3

V3

Ⅲ2B2?

14B2

13B3

16B3

Ⅲ103

1 4Bl

Ⅲ2C3

Ⅲ2B2

Ⅲ2C3

14B3

Vl

口層」表
イ寸き
深鉢

d

白2岩屑多

白1多

白1多

白2岩屑多

白 1・ 2、 雲母微

砂粒多

白2岩屑多、雲

母微

白、灰色粒

雲母多

白1多

白1多

精選、自1微

雲母多、自1ほ

か

白 1、 雲母と石

英微

白 1、 灰色粒多

白1多

白1多

白 1、 岩屑

石英、自2

白1粒

白1粒

白1多 、雲母

石英・雲母

白1多 、雲母微

白1多

白1多

ヨ1、 灰色粒多

精選、自1微

白1多

精選、白1微

白1多 ほか

石英、雲母、白

白1多

斜RL縄文 にぶい赤褐 1410 12Ⅱ l

横 RL縄文 1l12 1lⅡ l

なし にぶい褐

赤褐～暗赤褐 1lⅡ l

IO16

1?Ⅱ 4?

IOⅡ 4

15Ⅱ 10

14?Ⅱ 12

赤褐～黒褐 14Ⅱ 4 12Ⅱ l

別 表 深鉢 1303

別表

別表

別表

別表

別表

別表

別表

14B3

Vl

1103

Ⅲ103

12B3

Vl

12B3

12A3

1303

12B3

Ⅱ lB3

Ⅱ3C3

Ⅲ2C3

別表

別表

別表

別表

別表

別表

別表

別表

別表

別表

別表

別表

別表

別表

別表

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

Ⅲ103

Bla沈線 黒褐～暗赤褐 18Ⅱ 7 1lⅡ l

赤褐

Bla沈線 灰黄褐～黒褐 14?Ⅱ 4? 1211

黒褐～灰褐

指頭圧痕 赤褐 14Ⅱ 0

なし

赤褐～にぶい

にぶい褐～黒褐

斜RL縄文 1l10

明赤褐

1lⅡ l

12Ⅱ l

1211

台付き?
深鉢

台付き房

台付き沼
鉢

深鉢

深鉢

深鉢

暗赤褐～黒褐

縦位沈線 明赤褐～褐灰

明赤褐

沈線 明赤褐

縦LR縄文 暗赤褐

にぶい黄橙 14Ⅱ 4

にぶい黄橙～灰奏

褐

にぶい黄橙～褐豚

赤褐

………晴赤褐_… …

赤褐

にぶい褐

暗赤褐

にぶい褐

黒褐

暗赤褐

赤褐～黒褐

………赤褐Ⅲ…….

赤褐

12Ⅱ l 隆線

1lⅡ l

1lⅡ l 隆線、沈線

1lⅡ l 隆線、沈線1l14

1l Ⅱl 隆線
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把 手

口

l隆 線

口

l隆 線

コ

1隆 線

口

1隆 線
・

l』 電 鷲菱E嘉 1鷺邦JT・ 1犠
・
1蹴 1昨 1隆

線上装飾1 麟の開 1臀
形
1晴

・
1沈
線D深さ1饗聾魔祀1 淵の胴

lITl_1■ _[_」■__[」『1■ |‖■1__難 __IⅢ ………ⅢⅢl………………Ⅲ口l_… 二.._l… ■.J_Ⅲ ………[_■:fittI“ l… …………………_

円
遜
突
IAIЮ I価 111ν41刻み 舗、回 rw¶ツ

サ
ワ

隆線脇、頸部充填

奨壇楼卜F 貼付、沈線 分帯、曲隆線 玉抱き三叉文 隆線脇、充填

A1 7 i3.51 l i 4 刻み、貼付 I帯 窓枠状区画 Alb 1 4 1  -  I  なし

A 19以 下 i4以下 11・ 21 4 刻み 区画、懸垂、渦巻文 :Ala/Bla1 4/2 沈線内刺突 1隆
線脇、5甲空

充填、体

片円付 l A 1 7 1251 1 1 4 刻 み 口唇部、突起上装飾 Ala  :  3

分帯

第 3節 縄文時代の遺物

隆線→隆線脇沈線→波状
沈線

隆線→沈線

隆線→沈線

縄文との重複部分なく不明

条線→分帯沈線

深 い

A18151l1 41 なし 沐薫
Ⅱ
圧轟

~「
驚
…
|…

j…
1…

…
菖」i…

‐「受需 範|~菖績ぶふ嘉英
~「…

晶二票曇二縄要



表32 長峯遺跡出土土器属性表 (6)

ssef zl4ill sBlzz+ | po lEt|t

器種

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

有孔鍔
付き

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

器形類別
口縁部

形態

口唇

形態

底部

形態

13B2

1 4Bl

Ⅲ2B3

Ⅲ2B2

ⅢlAl

1303

Ⅲ2C3

12C3

磨き

磨き

磨き

木葉

磨き

粗い磨

き

磨き

磨き

磨き

白1多

白 1、 灰色粒多

白 1、 灰色粒多

白1多 、雲母ほ

か微

白 1、 灰色粒多

白1多

白 1、 灰色粒多

白 1、 灰色粒

白1多

白1多

白 1・ 2岩屑多

白2、 灰色粒

精選、自1少

白 1、 雲母微

白2、 灰色粒

白 1、 灰色多

白1多

石英・雲母多

白2、 雲母

石英、雲母

白 1、 灰色粒

白2、 雲母

羽

沈線
なし

横RL縄諫

体 部

杉状

縦RL縄文

なし

ごく一部に
RL縄 文

なし

なし

縦 RL縄文

I帯横、Ⅱ

帯縦ほか、
RL縄文

LR縄文

体部C3a縦

位充填

Ala沈線

縦位分割 横位分割

10Ⅱ ?

12(4)Ⅱ ?明赤褐～灰褐

暗赤褐

赤褐～黒褐

暗赤褐

関 915い 01 SB I塑 41旧
;星娼

71膳

ヒ
゜
ット

2251ヒ l鼻
|]T引 別表

……_1_.… .1_… …1_… __JⅢ ………l._ヽ 1lJi_1_… Ⅲ…
5601 6 1 93 1 SB 1 2251  P31  1月 1:表

:50i:l::i::l:2亜 1:¨:IM20:|:ビ互輌11:別 表
sorl zl sgolsBlzzs I p+ lEt.|t

sorls Irzl sBlzzg I pt lE[t 明赤褐～黒褐 14Ⅱ 6

赤褐～黒褐

Bla沈線

赤褐 1612

なし 明褐～灰褐

赤褐～黒褐

明赤褐～黒褐

暗赤褐

指頭圧痕

I帯横 RL
縄文

なし

にぶい褐～暗赤

褐 灰

縦 LR縄文 暗赤褐～黒褐

なし 暗赤褐 14Ⅱ 2

1211 隆線

隆線

把 手

突起、隆線

突起、隆線

突起、隆線

なし

隆線

1lⅡ l 隆線

12Ⅱ l

12Ⅱ l 隆線・沈線

1lⅡ l 隆線、

1lⅡ l 隆線、突起

隆線

12Ⅱ 2 隆線、突起

円文、口縁

部肥厚

貼付文、器

形変換

隆線

隆線、波状
口縁

隆線

12Ⅱ l 隆線

IO11

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深 鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深 鉢

深 鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

5611 4 1 448 1 SB 1 229 1  P2  1男 1表

5611 7 1 111 l sB 1 229 1 P3 1別 表

::l‐ |…:… |…::T韮
‐
1…

j」
“

「
高
…

l‐鶏裏
::l‐

「
;‐

・
IⅢ :IT‐晶

・
1・葛i‐ |…昌U‐ T筋裏

5621 11 1 150 1 SB 1 231 1  P24  1男 1:表

::1夏 lilI:I:iII:藝 :I互

`::|:::::::::l〕

]表

5631 26 1 131 l SB 1 231 別 表

5631 l 1 723 1 SB 1 232

5631 4 1 113 1 SB 1 232

5631 8 1 768 1 SB 1 232 1 P6 1別 表

56411l1151 1 SB 1 232 1 Pl l別 表

::FI… 1百

‐
l‐蕩T‐晶

‐
1‐

‐
:あ

‐
|…百i… l・ li裏

5641 13 1 413 1 SB 1 232 1 P2 1別 表

5651 15 1 604 1 SB 1 233

5651 8 1 153 1 SB 1 2341 P12 1別 表

:::。「lU‐ |口 iiTT‐晶
・

1‐

‐
::1‐ |…

…
百:… l・ li裏

5671 20 1 120 1 SB 1 234 1 P13 1別 表

567i 31 1 772 1 SB 1 234 1  P10  1月 1:表

5671 32 1 526 1 SB 1 234 1 P14 1別 表

567i33 1 606 1 SB 1 234 1 Pll l別 表

5681 1 1 464 1 SB 1 238 1 P2 1別 表

“
911い31駆 |"911W91別表

:;:‐

「
i“

・
|・ lttT‐晶

‐
1…議¬

…
下ギ

‐
T筋裏

:;:“

「
i‐

Ⅲ
I‐ :菖 T‐晶

‐
1‐ II:‐ |…下:… l¬裏

:;:‐

「
:‐

‐
|‐ :訂 T‐晶

‐
1‐ IIi¨ |…

‐
;“

…
l・新裏

5711 3 1 261 1 SB 1 51 1 P28 1別 表

:5,i:l::i::I:2,III:i暑 :I:亜 :l::シ財Iコ〕]:

5721 l 1 357 1 SB ! 113

5731 l 11791 SX 1 1 1 埋がメ !別表

5731 2 1 16 1 SX 1 3 1 SX03 1別 表

5741 1 11731 UM 1 1 l UM01 1別 表

5741 2 11991 uM 1 2 1 UM02 1別 表

5741 3 11741 UM i 3 1 UM3 !別 表

:;:・「
Ⅲ
l‐

・
l‐ 1膏丁

‐
こ高
・

lⅡ

…
1…

「
・
6而
…

lⅢ li裏

:;:・ l… :… |‐蔦TIスTl…

Ⅲ
:… |…

・
3蔦
…
丁轟

:;:‐ I…:… |‐ 1万丁
‐
5↓¬

…・
:…

「
品::‐

‐
l¬裏

5761 2 1 677 1 SB 1 91 1 1日 SQl l男 1壇員

:;:‐

「
i…

Ⅲ
I・ :万 T‐品

・
1…

Ⅲ
:¬

~百
:… l‐ li裏

5761 2 1 5271 SQ 1 2 1 Pl l別 表

:;ぎ |…:… IⅡ :万 Tて 8・ 1…

Ⅲ
:¬
…
下:… lい li裏

灰色粒多

白 1、 黒色粒ほ

か

白1ほか

白 1・ 2

石英、雲母

石英、雲母

一 l― i b 石英、雲母

褐灰～明褐 1lⅡ l

縦 RL縄文 赤褐～黒褐 12Ⅱ 0

なし 不 明

なし にぶい黄褐～褐 なし

なし 赤 褐

なし 暗赤褐～にぶい

明褐～暗赤褐

黒褐

にぶい橙

暗赤褐

暗赤褐～黒褐

暗赤褐～黒褐

赤褐

暗赤褐

にぶい赤褐～黒

…明ホ褐■隷 ぃ_

橙

明褐～黒褐

褐灰～黒褐

にぶい黄褐～褐

にぶい黄橙～

にぶい赤褐 1214

にぶい黄橙～褐J

赤褐～黒褐

明褐～明赤褐

赤褐～黒褐

明赤褐～黒褐 1410

赤褐～暗赤褐

15C3

12?A3

1 lB2

Ⅱ2B3

15C2

V2

V2

1 lA3

16C2

Ⅳ l

14B3

Vl

Vl

15B3

Ⅲ2C3

1103

14C3

Ⅲ lC3

剥落

磨き

回転ナ

回転擦
り

磨き

網代

網代

網代若

干残

網代痕

雨だれ状

沈線

LR縄文

雨だれ状
沈線

雨だれ状
沈線

雨だれ状
沈線

なし

I帯横、Ⅱ

帯縦RL縄

文

なし

11?Ⅱ l

I?Ⅱ 2

12Ⅱ l

12Ⅱ l

12Ⅱ l

1l12

I?Ⅱ 2?

I?12?

12Ⅱ l

1l11

1lⅡ l

1lⅡ l

llⅡ 2

沈線装飾

切れ目

沈線、突起

隆線、沈線

器形変換、

突起

隆線、沈

線、突起

H2?l A l b 大粒白色岩屑

…I.J__I_J._1_
白2多 、雲母微

…
=__J__=Ⅱ

 JⅢ Ⅱ■.

H2 1Al一

II::I:I:]::I:

H2  1  B l  b 白 1・ 2岩屑多

白色2岩屑、雲
一 l一 l b

母

白1多Hl lAl―

Hl l Bl一 白 1、 灰色粒多

…三.J__I… 1._I_

H21Ai b 白2岩屑、雲

H2:Al― 白 1、 石英ほか

Hl l Bl b 白1多

Yl :Al一 白1多 、雲母微

白1多

― l 一 l b 白2多

白1多

Hl :Al一 白1多

白1多 、雲母微

H21 Bl― 白1多

H21 Bl一 白1多

H21 Bl―

1414 1lⅡ 2 1隆線、把手

隆線

IO14 隆線

12Ⅱ l 隆線

白1多

なし

明褐～黒褐 14Ⅱ 4 12Ⅱ ? 隆線、



把手・

突起類

山形把
手

X字状

把手剥

落

なし

眼鏡状
突起
なし

眼鏡状
突起
1対大
把手
円形突
起

円+滴
状突起

小突起

なし

口唇部
小突起

なし

なし

眼鏡状
突起
X字状

突起ほ

か

口唇部

耳状突

起

なし

卵形突

起

眼鏡状

突起

口唇部

突起

剥落

なし

なし

大把手

なし

なし

なし

隆線・

形状

隆線・

幅

7/12

8/11

8/11

隆線・1隆線・
貼付方 l隆線上装飾 隆線の用例

沈線 口形 l沈線・

高さ 1組数 状  l幅
…塗“JⅢ ………_.‐ 1・ …………………

5 1 2 1/41  なし  lク ランク文、腕骨文 Ala～ Bla1 3

…2_J__■ _

41精 1/41  三分  l 分帯、懸垂文ほか Ala/C2a1  4

12::|::II II::l:I:IttIIIIttI葱 菫:分帯:::

ν41交互T、貼
分帯、区画ほか Bla/C3a1 1/6

-----a-----

2/31  なし

なし
  1 隆線三分、体部充填 1隆

線→充

場蔵撃

→隆線脇

第 3節 縄文時代の遺物

隆線→沈線

刺突・陰刻

文、その他
沈線の用例

隆線脇、充填装飾

A/C

A/E

なし

H・ D

A(F)

なし

8/20

12/18

85/4

4/1.51  1

I:::l::II
IヨI:轟 :]I:翌縣羹証I

2.7011

5 1 1

2/0.5!  1

-----a-----

-----a-----

なし I一

Ala  1  3

Ala l i曲隆線

垂下曲隆線

垂下文

懸垂文

分帯、区画、懸垂ほ

分帯、唐草文

やや浅い|ぶ靴彩乱

:::::l::iI

4 1 1
r----a----r

4 1 1

3 1 1 4 1  貼付
i----a-i---

45 1 1

8 1 1

Bla  1 25

♪鵠L1 5/2

分帯、懸垂 C3a・ Bla1 7/1.5

Alb/Blb1 10/3

Ala/C3a/:3/7/10

下義頚:T玉拒重要支司
………

選票厭I遭
……
「薩線馬碑ラ菅酷百尭墳丁

………………………

岬 逸卜籠言豊司
…胴 i贔―卜魏儡 J… … …

なし  l分 帯直下横位施文のみ 隆線→沈線

C3a深 い 1互刺突、三叉 1 隆線脇、分帯、ほか  I  隆線・縄文→沈線

唯t]J  障[平[非1墓厭I

45 1 1

:I:l::I:

4 1  刻み
----ra-----

3.5 1 1

2 1 1 4 1貼付、刻み l  区画、抽象文

厖鳥Lよ朧 三旧鰊≧紺 量嘉]‐薩線場獣務=齢脇卜∬軍
=「

‐l・‐

浅め  |  なし  1 隆線脇、弧線ほか  l 隆線→縄文→沈線

Ⅲll型 l.1濡
鞍J……壁攣 聾 _…

l…
…登場I螢Ⅲ… |……………

111.:鶴fiJ_■ FIⅢ貿聟…b 1 5
-----a--.--

3 1 1 4 1  刻み  l区 画文、蛇行懸垂文 C3a、 Alb1  7

5 1 1 ごく一部刻み 区画、曲隆線

懸垂、突起上蛇行線

分帯、区画文

2 1 1 2/4/61  なし

--r--a-----

_二 _l_三 _

貼付文のみ なし l ―

深浅あり
1玉

抱き三叉文1  隆線脇、充填文  1隆
線→

撃弩規鰤
線→充填Ala  1 5.5

C3a  1  9

Bla/b 1 1/5

Ala  1  3

C2a  i  6

深い

Bla深い

なし

なし

なし

残部処理三角

印刻、沈線脇

刻み

なし

区画、隆線脇

隆線脇三角押文、鋭利沈

線で充填

I帯枠、B充填

隆線脇押引文、I帯縦位

区画

隆線→沈線→縄文

隆線→沈線

隆線→縄文→横位沈線→

縦位沈線

隆線→隆線脇沈線→充填
沈線

隆線→沈線

隆線→隆線脇沈線→充填

体部変則分割

人体 (手 )の表現 ?

なし l ―
……■Ⅲ…1_■髪41_JⅢ……………1_…………J‐…翌曇茸‥ 愛1__

12 1  1
-----ar-r--

A(Bに 3 1 1
近い)

-r-r-a-----

3 1 1

12::l::I:

9以上

3 1 1 1/51  刻み 分帯、垂下 Ala  1 25

-----a-----

35/11  1 Ala  1  3

25 1 1 1/51  刻み 分 帯 Ala  1 25

:I:I::I:

25 1 1 l l  刻み

Ala  1  4 やや浅い |  なし 隆線脇、粗な充填 隆線→沈線→刻み

Alattb 1 5

Ala+b1 3～ 5 深い  1円形束1突 、沈 l 隆線脇、綾杉状充填

Alb  i  3 やや浅い |  なし 隆線脇、粗な充填

C3a  1  6

なし

4～ 131 1 1/41  刻み

3 1 1
.-r-ra-----

3 1 1

25 1 1
-r--ta--rt-

3 1 1

3  1 1/2

"t^!l:b/l asr

警
忌 1束

1締

碁

尤

1 隆線脇、体部横位  1 隆線→縄文→沈線

III:型fT:=≡驀罐膳晏I■r

なし

なし

C3a  1  5 やや深い |  なし  1 隆線脇、体部充填 隆線→沈線

縄文帯の区画 隆線→縄文→沈線

Ⅲ…………ⅡL¨ ……蓉J案Ⅲ…_l_… …………重Ⅱ…………1_… ………_■■_… ………l.… ……………………
やや浅い I  なし  1雨 だれ状充填、の字文 隆線→沈線

沈線→縄文

墓ぶT…■U¬獅I鷺蛹碧ま醗「
…
葛積葛発廷嘉

…‐
T…

…………

電計1萌愈 翼]…蘇証鵠 亮鷹
…
}薩
襲生発遺∬ 疱 |…

… … Ⅲ

…■11.Ⅲ Ⅲ[■■II響爾_lⅢ Ⅲ三竺ザl『1111賃 ._I_… ………Jオ狙Ⅲ………1.…………………
やや浅い |  なし  1 雨だれ状沈線充填 隆線→沈線……………

「
…
菫I長

……
|… 1蔽嘉iu百高嘉遁

…
I雇
線二禿襲 薩線脇丁

………………………Ⅲ
…………L… 三■■_“ _|..二

:■′
:11■■111貢“_1.… ……J盤 _……__ユ “………………

浅め
1交裂なぉ「

I菫 :1曽
11嚢J:Ⅲ:彎:II   IIIII

やや深い
1莉鍾 i蕎

書
1隆

線上装

鼈

隆線脇、充

1隆

線→充
「

認『
→隆線脇

-----a-----

_二…l¨ _二 _

_二 _|¨ 三_

2 1 1 2 1  なし 分帯、懸垂

25 1 1 1/41刻み、貼付 l分帯、区画、籠 目充
-----a-----

1 1縄文、ど
互刺

分帯・貼付

刻み、貼付 突起部のみ

分帯、区画呆冥超IA

3 1 1

亥Jみ 、貝占イ寸 分帯、区画
沈線



表32 長峯遺跡出土土器属性表 (7)

版

号

図

番

載

器

号

掲

土

番

通し

(復

元)番

号

構

号

遺

記
遺構
番号

主要出土

位置

合

係

接

関

形態的特徴

胎 土
底部圧

痕ほか

地文・充填

装飾
色 調

器 面

器 種 器形類別 嘲駐
唇
態

口
形

底部

形態
縦位分割 横位分割 分割方法

SQ 別 表 深鉢 12C3? 雲母、石英多 Ala沈 線 褐灰 12Ⅱ ? 器形変換、

沈線

SQ 別 表 深鉢 12C3 白2、 雲母多
縦結東 RL

縄文
暗赤褐～黒褐 I?Ⅱ 4 1l Ⅱl 隆線

SQ08
4A南ケ

別 表 深鉢 1 lC2 白1多 、雲母微 磨き なし にぶい赤褐～褐灰 1lⅡ l

器形変換、

隆線

別表 深鉢 1103? 白1、 雲母多
RL縄文 +
結東部

黒褐 12Ⅱ 2 隆線

別 表 深鉢 Ⅱl? 白2多 、雲母微
縦 RL縄
文 ? 褐灰～黒褐 12Ⅱ 2?

器形変換、

沈線、棒状

貼付文

瑠
深鉢 Ⅲ2C3 白1多 磨 き 指頭圧痕

C3a沈線

喧らヽLゝ養褐
=界

揮

にぶい褐

14(3)IO 隆線

隆線、沈線深鉢 Ⅲ lB2 白2・ 雲母多 12?14 1lⅡ 2

別 表 深鉢 14A3 白1多 、雲母微 磨 き
短軸絡状

体●種
明褐～褐灰 I?Ⅱ 45 1lⅡ 2 隆線

SQ35 別表 深鉢 ⅢlC3 ■翌 ] なし にぶい黄橙～黒褐 1l Ⅱl 隆線

別 表 深鉢 Ⅲ103 白1・ 2/黒 粒多 磨き 縦 RL縄文 にぶい黄褐 1lⅡ l 隆線

別表

別表

深鉢 15C3 磨き なし にぶい赤褐 1lⅡ l 器形変換

隆線深鉢 白 1、 雲母微
回転擦

痕
なし 赤褐 I?Ⅱ 3 I?Ⅱ 2

別 表 深鉢 1203 白 1・ 2、 雲母多
縦結東RL

縄文
黒褐 1lⅡ l 隆線

別 表 深鉢 12B3 石英・雲母多 なし にぶい黄褐～黒褐 1lⅡ 3 沈 線

別表 深鉢 白 1、 雲母 磨 き RL縄文 暗赤褐～黒褐 1414 12工 2 隆線、沈線

別 表 深鉢 1303 白 1、 灰色多 なし 褐灰～黒褐 隆線

別 表 深 鉢 白1多 横 RL縄文 明赤褐～褐灰 14Ⅱ 0 1211 隆線

1日 SX02 別表 深鉢 Ⅲ2B3 白1ほか
沈線区画

内LR縄文
黒褐 13Ⅱ 3 1l11 隆線

別 表 深鉢 Ⅲ103 白1多 、雲母微 磨 き 横 RL縄文 赤褐～褐灰 三角押文

別表

別表

深鉢 石英・雲母多

白2、 砂ほか

Bla沈 線

沈線装飾

内RL縄文

ハ字沈線

上 養褐γ墨撮 :

にぶい褐～黒褐深鉢 14C3 14? 波状 口縁

別表 深 鉢 白 1、 岩屑 橙～褐灰 1lⅡ l 沈 線

別 表 深鉢 ⅢlC3 白1岩屑
幅 13mm?

条線
黒褐～褐灰 12Ⅱ l 隆線

別 表 深鉢 14B3?
幅 14mm?

条線
にぶい褐 10Ⅱ l 隆線

別 表 深鉢 灰色粒ほか 磨 き
C2a沈線or

条線
暗赤褐 11■ 1 沈線

別 表 深鉢 14B3 白1ほか LR縄文 にぶい橙 I?Ⅱ 4 I?Ⅱ 2 隆線

別表

別表

深鉢 12B3 白1多 離
一腱
一

横 RL縄文

縦 RL縄文

なし

養褐
=墨

撮 IOⅡ 4 1lⅡ l 線
線̈
¨
線

隆
一沈
一
隆

深鉢

深鉢

Ⅲ2B3 白1、 自2多 にぶい黄褐 1lⅡ l

別 表 12A3 白1多 磨 き 赤褐～黒褐 14Ⅱ 5 1lⅡ 2

別表 深鉢 V3 白 1、 自2 Bla沈線 明褐～赤褐 12Ⅱ l 隆線

ト 別 表 深鉢 Ⅲ2Cl 白 1、 石英ほか Bla沈線 にぶい褐～黒褐 1214 12Ⅱ l 把手、隆線

一表
一表

一鉢

鉢̈

一深

深̈
[貞1多 Iゝ実微 離

一
C3a沈線
LR縄文

赤褐
にぶい黄橙～黒裾

I?Ⅱ 4 ?Ⅱ l 線

線̈
¨

隆

沈̈
一

白 1 12Ⅱ 2

「|
別 表 深鉢 白1多 、自2

回
痕

干
擦

若

転
なし にぶい黄橙～黒裾 隆線

ト 別 表 深鉢 白1多 、雲母
縦結東RL

縄文
暗赤褐～黒褐 I?Ⅱ 4? 1lⅡ l 隆線

ト 別 表 深鉢 12C3 白1多
LR縄文 ?
(風 化 )

橙 12Ⅱ l 沈線

別 表 深鉢 13C3 白1多 縦RL縄文 明褐～褐灰 14Ⅱ 0 1lⅡ l 隆線

別 表 深 鉢 14B3? 白 1、 雲母微
条
　
一

疏

線
一

一幅
　
一

橙 沈線

別表

別表

深鉢 白 1、 雲母微 ハ字沈線 明褐～黒褐 I?Ⅱ 4 1l Ⅱl 沈線

躯
Ｐ５

深鉢 白 1、 石英 縦L縄文 にぶい褐 14?Ⅱ ? 12Ⅱ ? 隆線

Ⅲ・」 6グコか20 別 表 深鉢 ⅢlC3 白1多 輪積痕 赤褐～黒褐 装飾の変イ

Ⅲ BG 7グ 別 表 深鉢 Ⅲ2B3 網代痕
縄文 (無

創言?) 黒褐 沈線、隆線
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第 3節 縄文時代の遺物

隆線系装飾

施文順位 備 考把手・

突起類

隆線・

形状

隆線・

幅

隆線・

高さ

隆線・

組数隆線口肺法
隆線上装飾 隆線の用例

沈線 口形

状
淵
幅

沈線・深さ
刺突・陰刻

文、その他
沈線の用例

交互沈線 貼付文のみ 浅め
沈線内再刺

突、交互刺突

三叉文

分帯、充填
沈線

2/4 縄文、貼付 分帯、懸垂 やや深め 横位隆線脇、I帯充填 隆線→縄文→沈線
丁
‥
日

円形ほ

か

刻み、角押
文、連鎖状押

圧

懸垂文、突起 Alb2種 浅 め 交互刺突 I帯充填 隆線→角押文

縄文、刻み 分帯、区画文 三叉文
隆線脇、垂下文、渦巻き

など 隆線→縄文→沈線

刻 み 貼付文のみ 浅 め なし 横位区画、充填など
貼付文→縦位沈線→横位

沈線

橋状把
手

眼鏡状
ほか

刻み、貼付 分帯、区画 なし 隆線脇、区画内波状

隆線脇、懸垂、区画、充

隆線→沈線

隆線→区画沈線→充填沈

線

ラヽ刻み、交

互刺突
分帯、貼付 交互刺突

刻 み 分帯、区画
3a/Ala

I帯深い 交互刺突 沈線脇、区画内充填
隆線・縄文→充填沈線→隆

__  線脇沈線

刻 み 分帯、ゾウリムシ文
Blb/C3a

A浅め なし 隆線→沈線

刻み、三分

貼付
分帯、懸垂 なし 縄文→隆線 ?

札
一

弧線文、充填 なし

隆線→隆線脇沈線→充填
沈線

なし 区 画 懸垂 弧 状 なし
隆線脇、三角押文区画内

充填

なし A(H) なし 分 帯 懸垂 区 画 浅 め 玉抱き三叉文 隆線脇、I帯充填 隆線・縄文→沈線

貼付文→懸垂沈線→充填
沈線→横位沈線

なし 交互刺突 貼付文のみ
2a/Alb

6.5/45 充填浅い 交互刺突

交互刺突、玉

抱き三叉文

交互刺突、円

刺突・半円刺

突

分 帯 懸垂、格子 目充填

縄 文 分 帯 懸垂 貼 付 C3a/Bl 45/05 浅 め 隆線脇、区画文ほか 隆線→縄文→沈線

8.5/26
1以上

刻み、沈線装

飾
分 帯 懸垂、単位装飾 Ala/C3a 隆線脇、隆線上装飾

隆線→隆線脇沈線→隆線
上装飾

隆線→縄文口充填沈線→隆

_線脇沈線→隆線上加工

厚
刻 み 分帯、区画 Ala/C3a 6/35 交互沈線 隆線脇、充填

刻 み 分帯、垂下文 なし X字区画ほか主装飾 隆線→沈線→縄文

なし なし
なし、ナデに̀
_う墜消装飾

分帯、弧状装飾
縄文→擦消装飾→三角押

文
なし

なし

なし なし 充填

なし 深 め 渦巻き他、全装飾 沈線→縄文

なし なし なし 分帯、懸垂、充填

なし 分帯、懸垂文 なし 隆線→条線

なし なし 懸垂 浅 め なし 隆線脇、波状垂下 隆線→条線→沈線

なし なし

ψ晏至翌J
なし 弧線文、懸垂文 沈線→条線(C2沈 線)

貼 付 浅 め なし 体部上半横位 沈線→縄文→隆線

札
一

波状分帯、垂下 なし 縄文→隆線
なし

口唇部
小突起
橋状把

手

橋状把
手

眼鏡状
なし

なし Ala/C2a 浅 め なし 弧線文、懸垂文

隆線脇、区画内充填

縄文→沈線

刻 み
分帯、区画、ゾウリム

シ文

Alb/Bl 7.5/2/
浅 め なし

隆線→充填沈線→隆線脇
沈線

なし 分帯、懸垂 Ala/Bl 3/2 沈線内再刺突 隆線脇、Bl充填 隆線→充填→隆線脇沈線

1/4 なし 分帯、唐草文 連続刺突 隆線脇、充填
隆線→充填沈線→隆線脇

沈線
貼 付 懸垂、ひねり貼付 浅 め なし 充填

歪婆鷺零認::I:::1なし 浅 め 沈線末端刺

なし

分 帯

1(二

分 )

三 分 相対弧線文 深浅あり 隆線脇、隆線上 隆線→沈線 赤 彩

一部で縄文、

貼付
分帯、懸垂 沈線脇刺突

横位隆線脇、I帯弧線文
ほか 隆線→縄文→沈線

円形突

起
なし

交互刺突、刻
み

突起部のみ 交互刺突 弧線文 隆線→沈線

隆線→充填沈線→隆線脇
沈線

分帯、区画、渦巻き C3a/Bl 充填深し なし 隆線脇、I帯充填

なし なし 浅 め なし 分帯、懸垂 条線→沈線

札一融手

なし Ala/Bl 4.5/15 充填深し なし 分 帯 懸垂、B充填

ハラ刻み 分帯、貼付ほか
格子 目浅

い
なし 隆線脇、格子目充填

な し 刻 み 区画文、ゾウリムシ文
7.5/5/

B深め 交互三叉 隆線脇、区画内充填

8字突
記 刻 み 垂下文 浅 め なし 装飾帯 蘇轟 輪蔓墓 gI
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表33 長峯遺跡出土赤彩・漆関連資料一覧 (1)

図版番号

亦
彩口
漆
番
号

復元
番号
(青 )

道 種・地 区

層位・出
土地点

取上

番号

接合日同
一個体
番号

器 種
残存部

位
時 期 文様

輌
舞
色

外面
付着
状況

師
舞
色

内面
付着
状況

永 嶋 正 春 先 生 の ご教 示

備  考記

号 番号

肉
眼
観
察

コメント

ピット5 ミニチュア 完 形 中期 無文 な し な し 黒 済

専用容器として作つたミニ

チュアか ?
漆谷器 、7守妹 品粕

に保管

4781 炉

炉、p17

無頸 亭 ? 体 中期・後葉 低隆線十条線 赤

一
赤
一

未
一

4791 浅鉢 口～底

体部～底
部1/2

中期・後葉 隆線+沈線

唇

Ω
口
部
¨

赤 未

深鉢 中期日中葉 半隆起線+縄文 な し な し 黒
一

済
一

Jヽ 形品

4971 浅鉢 口～体 中期・中葉 半隆起線 赤? 赤 ? 未 北陸系

Ｐ２
他

7,3区 ,

上層コカ
有孔鍔付
き土器? 多数破片 中期 隆線のみ 赤・黒 赤

一
済
一

良質な顔料 :力ニボシ付着
のため赤が固着した。漆で
はない 復元済み

Ｐ‐
他 3～ 5層

小形有孔

鍔付き土

器 ほぼ完形 中

一
隆線のみ 赤・黒 赤・黒 済

漆にしては付き方が偶然的
な感じ。底部破断面まで黒
付着、割れた後比熱のため 復元済み

有孔鍔付
き土器? 多数破 片 中期 隆線のみ 赤・黒

黒Dl,

赤 D2 赤 済

漆の塗りの可能性もある。赤
の上不明タールの付着か? 復元済

フ:フ上層
含

有孔鍔付
き土器 体 ～底 中期 隆線のみ 赤・黒 なし なし 済

赤彩中心。黒は塗つたかどう
か不明 復元済み

フクド 浅鉢 口～底 中期 無 文 赤 ? 赤 ? 未
¨

炉、フクド 広口壺 口～休 中期・後葉 冽1点 +低 降線 なし な し 赤 未

西 区フ 小形深鉢 体～底 中期・後葉 単沈線 なし なし 黒
一

未
一

容器

区道 t=.=)t 鉢 体 中期・後葉 低隆線+沈線 な し なし 赤 未

復元100の SB13
9と接合

北西 区 浅鉢 口縁～ 中期 無文 赤・黒 赤・黒 済
¨

復元済み

西 区 浅鉢 ? 底 中期 無 文 なし な し 赤 未

デ」ダ

'肖

し
・

ちゃつた
復元に行
てる

ヒ
゜
ット10

有孔鍔付
き土器 体 中期 なし 赤 未 拓181009

東西ベル

トⅣl層 小形深鉢 口～底 中期・後葉 条線状 赤 赤・黒 未 容器

ヒ
゜
ット1 浅鉢 口縁 中期中葉 突起のみ なし 赤 未 拓185008

南北トレ 深鉢 口縁 中期中葉
重三角区画、三

角押文 な し 黒 未 拓185020

ビット3 ミニチュア 完 形 中期口中葉 三角押文 黒 済

漆容器【赤の種類見づける
必要あり、内部の土ある

ピット5 ミニチュア 口～底部 中期・中葉

中期・中葉

角押文 黒
一

赤・黒
黒Al,

赤照 済
一

内面黒には膜質あり
黒沐下地め■に赤

・
1・
ベジガ

・

ラ漆Pl他
有孔鍔付
き土器 体部 人体文 赤・黒 黒 ? 済

一

三本指、未洗浄の

まま分析ヘ

有孔鍔付
き土器 完 形 中期・中葉 隆線のみ 赤・黒

黒

赤 赤・黒 済 塗つた雰囲気 特殊品箱

レ南西、
べ、4区 、1

区(べ含)、

3区 、1区

(SB231

含)、 3区

(SB225含 )

有孔鍔付
き土器

口縁～体

部 中期 隆線のみ 赤・黒 赤・黒 済
一

赤主体、黒は熱で変色した

可能性と塗り分けの可能性

復元用、SB217と
SB217(SB216含
む)に同一個体あり
か ?

浅鉢

口縁～体
部

体

口縁装飾

中期 隆線のみ 赤

一
なし なし 済

一
全面にあつた可能性あり 復元

ピット
有孔鍔付
き土器 中期 なし 赤

一
未
一

拓233032

ピット24 浅鉢 中 期 隆線のみ 赤 赤 済

内側には塗りあり、外側全面
に赤

浅鉢 口縁 中期・中葉 角押文 なし な し 黒・赤 済

フ上 浅鉢 口縁 中期・中葉 連鎖状隆線 なし なし 赤

一
済
一

深鉢 縁
¨

口
体

中期・中葉 三角押文 なし な し 赤 済 ろうじて残っている
小鉢 中期 無文 不明 風 化 赤 未

浅鉢 口縁

口縁直下

中 期 単沈線 赤

一
なし な し 未

一

浅鉢 単沈線 赤

一
な し な し 未

一

トレ

3区

ビット6

浅鉢 口縁直下 単沈線 赤 なし な し 未 P6と 同一個体か ?

不 明 体
¨

明
¨

風化で不明 不 明 風 化 赤

¨

未

¨
不明
有孔鍔付
き土器

体 不 明 縄文 な し な し 赤 未

体 期 な し な し な し 赤

一
未
一

不 明 口縁 期。後 無文 な し 赤 未

鉢 ? 体 中期・後葉 無文 なし な し 赤・黒 未
一

不 明 体 中期

中期・後葉

無文 な し 赤 未

下層 無頸壼 ? 体 低隆線 赤 なし なし 未
一

偶然の付着か ?

クド 不明 体 期・後葉 低降線 赤 未

炉 不 明 体 中期 な し なし 赤
一

未
一

フクド
フクド

不明 体 中期 なし 赤 未

不 明 体

体

期・後葉 なし なし 未
一

フクド 不明 中期・後葉 +単沈線 なし な し 赤
一

未
一

フクド 浅鉢 口縁 赤 未

浅鉢 口縁 中期・後葉

中期

赤
一

未

一
不 明 体 な し な し 未

不明 体 中期 無文 な し なし 赤
一

未
一

43区 不 明 体 なし 赤 未

3区
7と同一個
体か

有孔鍔付
き土器 孔、鍔部 期 線のみ 口黒 赤 済

孔の中に入り込んでいない。
塗りあつさりした塗り方が
あつたか?

南北トレ南

6と同一
個体か

有孔鍔付
き土器 体 中期 な し な し 済

ニカワとか…間に合わせ…。
キズが強くナルワケ・・・。漆であ
れば残りはもつとよい。全体
にll:漆とすれば薄い

1区 深鉢 体 中期。中葉 三角押文 黒 な し な し 未
一

南北トレ北
有孔鍔付
き土器 体 中期 の み な し し 赤 未

南北トレ北 不 明 体 中期

中期

中期。中葉

剥落不明

無文

な し 風 化 赤

一
未
一

東西トレ西
有孔鍔付
き土器? 体 赤

一

赤

一
済

南北トレ北 器
一

体

一
三角押文 赤

¨
な し な し 未

¨

1区
有孔鍔付
き土器? 体 中 隆線のみ 黒 黒

一
済
一

浅鉢 ? 口縁 中期・ 口縁部沈線1本 赤

¨
済
¨

り状

2区 不 明 体
一

な し な し 赤

一
済

2区 上

有孔鍔付
き土器? 体 中

無文

なし 済

赤彩とはわかるが、漆かどう
か?

薄い塗り?西 休 なし なし

なし

済
¨

東西トレ

層含

有孔鍔付
き土器 体 隆線のみ

赤・

黒 ? な し 済

　̈
済
¨

南北トレ
上層含 鉢

¨
体 無文



表33 長峯遺跡出土赤彩・漆関連資料一覧 (2) 第 3節 縄文時代の遺物

図版番号

亦
彩口
漆
番
号

復元
番号
(青 )

口地 区

層位・出
土地点

取上
番号

接合口同
一個体
番号

器 種
残存部

位
時 期 文様 輌

聾
色

外面
付着
状況

師
舞
色

内面
付着
状況

嶋 正 春 先 生 の ご教 示

備  考記

号 番号

肉
眼
観
察

コメント

体 中期 無 文 赤 赤 済

一
凹部への残り

有孔鍔付
き土器 ? 体

一
申期1虫慕 [沈線十縄文 赤

¨

赤

¨

済

¨
いい色の赤

体部～底
部肩 中期 無 文 な し な し 赤 済 り悪い、痛み激しい

南北トレ南
上層含

2と同一

個体か
有孔鍔付
き土器? 口縁 中期 赤・黒 不 明 不 明 済

¨
熱で変色 ? ●画烈離

1区 体

¨
期

期̈
¨

中

中̈
¨

無 文 なし な し 赤口黒 済
¨

2破片

東西トレ 体
¨

隆線のみ 赤

¨
な し な し 済

東西トレ 体
一

申期.…… 赤i黒 .

黒Al,

ホ21, 赤・黒 済
¨

薄い黒微妙

南北トレ南
上層含 体 中期 無文 赤・黒 赤・黒 済

¨
付着

東西べ3～
6層 1区 体 中期 無 文 赤・黒 赤

一
済 4破片

P20,東
西べ 7・ 8
層,フ 1

区12区 :

4区:2区
上層

有孔鍔付
き土器

口縁～底
部 中期 半隆起線 赤・黒 赤

¨

全体
的 済

¨
塗り分け 復元済み

南北トレ南
上層含 体

一
中期 赤・黒 赤・黒 清れ蜘●付着1.

1区 上層含

13と 同一
個体か 体

一
中期 無 文 黒

¨
赤・黒 済

赤 は、黒 の熱変色で黒くなつ

7と 同一
か? 体

¨
中期 無 文 赤

¨

赤

¨
済
¨

跡程度

底部 中期 無文 赤・黒 赤 済 痕のようなものあり、痕跡

ピット10 口縁 中期・中葉

キヤタビラ文 +縄
文 な し な し 赤

¨
済
¨

付着か使用痕跡か不明

ビット3 体 中期 無文 なし な し なし 済

ピット3 深鉢 体
一

中期・中葉 タピラ文 黒
¨

赤 ? 不 明 済 炭化物付着のみか ? 3破片

底部肩 中期 無 な し な し 赤i黒 .

済
¨

作業痕跡か ?

1区 体 中 期

赤

黒
一

赤
一

済

あまりにとれや丁いので漆で
はないかも?ニカワかでん
ぶん質、しかも軽い塗り

他

区上層 ,

フ上層 ,

層、SB6 有孔鍔付
き土器 Ｔ”

　̈

一

■
体
一

中期 線のみ 赤・黒 赤・黒 済
¨

本来のもの? 復元済み

3区上層含

3区上層含

深鉢 中期・後葉 の
¨

な し な し 赤
¨

済

¨
パレットか?

有孔鍔付
き土器? 体

一
中期 黒

¨
なし な し 済

¨

ではない。炭化物か

Ｐ‐
他

3～ 5層
1

上層コカ1

2区上層
有孔鍔付
き土器? 多数破 片 中期 線のみ 赤:黒 黒 ? 済 元済み

1・ 2層 不 明 体
一

中期 な し な し 赤
¨

未
¨

1層 土 完形 中期 赤

¨
なし 済

¨
特殊品箱

有
口縁 中期 の み 赤 赤

一

済

一
休 中期 無文 赤 な し 済 の み

トレ 中期 の み 赤 な し な
一

済
一

区画分けて赤彩。粉つぼくは
ない

ピット3 中

一
無 文 赤 赤 済

¨
Ъている器面に付着

トレ 鉢
有孔鍔付
き土器 ?

中期 無文 赤・黒 なし 済
¨一べ

　

一

一トレ．ド 中期 線のみ 赤̈ .

な し 済
¨

眼ではきびしい。

部 中期 無文 な し な し 赤 0黒 済
一

赤色基本で、炭化変色。′ヽ

レット状に使つていたか?昂 1

毛目状痕跡

口縁～鍔 中期 赤・黒 赤・黒 済
一

を受けて黒色化

ニチュア 底
¨

中期・中葉 +単沈線 な し な し 黒
¨

未

¨

一応、ビックアップ

まうが、漆rはなさ

口縁

中期 無文 赤…… 赤 Ｆ２
¨

済
¨

中期 赤“
赤

¨
済
¨

体 中期 :文 な し な し 赤

¨
済
¨

胎土に入り込んでいる。塗
ではない

有孔鍔付
き土器? 中期 ,中 葉 帯縄文

単沈線

な し な し 赤 済
¨一付

？
¨一搬郵ギ

体

¨
中期 赤 な し 済

¨
ピット23 中期 文

¨
な し なし 済

2周 溝 鉢
¨

口縁 中期 な し な し 赤・黒 済
¨

形lttρ類ではなル.マ

ピット18
有孔鍔付
き土器
有孔鍔付
き土器
有孔鍔付
き土器

榔
¨

申期i虫幕.
縄文 赤

¨
な し なし 済

¨

部 分円な埜り。純又罰5ガ |:

ず している。漆とすれ ばひ

じょうに薄い。

ピット23 申期i虫幕

中期

人体文の指 赤 ? 不 明 済
¨

偶然的な付着か ? 二本指

口縁 鍔と孔 な し な し 未

¨
口縁

日縁

中期・後葉 な し なし 赤

赤
¨

Ｄｌ
Ｆ̈２

未

未̈
¨

薫ほ熱 iビ よる変芭
・

か?

申期1後栞 赤

炉フキン

南西

不 明

体

中期 文

　̈
文

文̈
一

無

　̈
無

無̈
一

赤

赤・黒 赤

未

　̈
未

未̈
¨

不 明

不 明 中期 赤

ピット11 不 明 体 中期・後葉 赤 未
一

南西フクド 深鉢・

不明

不明

体

体

体

口縁

中期・後葉 隆線上ハラ刻み

無文

二本隆線

無文

なし し
¨
し
¨
し

な
¨
な
¨
な

未

未̈

未̈

未̈
一

レキフキン
検出面

不 明

申期i後栞 赤

鉢 ? 中期・ なし

不明

浅鉢
有孔鍔付
き土器

深鉢 ?

不明

不明

体

口縁

体

体

体

体

中期・ な し 赤̈
"“

.

なし なし

未

未

未

未

未

未

上 申期i後菜.

赤“̈̈ .

なし
なし
なし

トレ西側

ビット7

ビット2・ 3

中期

中期・後葉

中期・後葉

不明

赤

赤

赤

赤

低隆線

文
¨

フクド西

フクド西
フクド東上

層

1区

ベルト

不明

不明

不明

不明

不明

体

体

体

体¨̈"…
体

不明

不明

不明

中期・後葉

無文

無文

隆線

低隆線

無文

れ ….

赤… .

赤・黒

なし

札
‘̈

な し

赤・黒

赤.7¨。

Ｄ
¨
？
¨

未

未̈

　̈
未

未̈

未̈



表33 長峯遺跡出土赤彩・漆関連資料一覧 (3)

図版番号

亦
彩．
漆
番
号

復元
番号
(青 )

遺 ・地 区

層位・出
土地点

取上
番号

接合・同
一個体
番号

器 種
残存部
位

時 期 文様 茄
聾
色

外面
付着
状況

内面

塗彩

色

内面
付着
状況

嶋 止 春 先 生 の ご教 示

備  考記

号 番号

肉
眼
観
察

コメント

東西トレ 浅鉢 口縁 中期・後葉 文 赤 赤 IF2 未

不 明 体 不 明 無文 な し な し 赤 |百芝 未

不 明 体
一

中期・後葉 なし な し 赤
¨
Ｆ‐ 未

体 中 期 +縄文 黒

赤̈

な し な し II・ご 済 塗 りで 1ま た い

北西 区 浅鉢 口縁 中期 無 文 赤 131¨

°
済 両面塗り □ 唇 部 残 存

区
¨
区

西

東̈

北

南̈

不 明 体 不 明 無文 赤・黒

なし

な し な し 未

不 明 体 不 明 剥落不明 な し 赤 未

不 明 体 不 明 無 文 赤 赤 未

検出面 不 明 体 不 明 赤 な し な し 未

北西 区下

層

有孔鍔付
き土器 体 中期 の み 赤

赤̈

　̈
赤

　̈
赤

赤 済

有孔鍔付
き土器

底部 中期 な し な し 済 色悪い。黒は油煙か ?

上層 孔・鍔 中期 無文 なし な し 済

東西へ
‐
ルト

東2層下 不 明 唯
一体
一

不明 無 文 赤 未

鉢 ? 中期・後葉

不明

縄文土単沈線 なし な し 赤 未

層

一
浅鉢か ? 体

一
なし な し 赤・黒 未

南北トレ南 深鉢か ? 休 中期・後葉 半隆起線 赤

赤

赤 夫

北西 区 深鉢 ? 体 不 明 無 文 な し な し 未

北西区
有孔鍔付
き土器 体 中期 鍔のみ 赤

なし

な し な し 未

床上

(SB157床 浅鉢 ? 体

口縁

不 明 文 な し 赤 未

浅鉢 中期・後葉 な し な し 赤 未

〕ピ東ばに向=個体

層 ,麦 奮本? 口縁 中期・後葉 無文 赤 赤 未

炉 浅鉢 ? 口縁 中期・後葉 十単沈線 赤 赤 未

トレ東 不 明 体 不 明 無文 な し なし 赤 未

トレ東 深鉢 ? 口縁直下 中期・中葉 なし なし 赤 未

深鉢 ? 底 中期・後葉 単沈線 な し な し 赤・黒 夫

3区 不 明 体 中期 ? 無 文 なし な し 赤 未

1区 浅鉢 口縁 中期1後葉 赤 な し なし 未

フクド3区
有孔鍔付
き土器? 体 中期 隆線 赤 赤 未

不 明 体
一

中期 ? なし な し 赤 未

東西ベルト 不 明 口縁

口縁

中～後期 単沈線 赤

不明

赤 未

フクド北上
層含む 不 明 不 明 不 明 赤 未

東西ベルト 浅鉢 口縁 期 無 文 な し な し 赤 未 片 北ヽ 陸 系

フクド南上

層含む 不 明 体

一
中期 ? 無文 なし な し 赤 未

浅鉢 口縁 .¨“…

体

中 期 半隆起線 な し な し 赤 未 片 北ヽ 陸 系

上層

有孔鍔付
き土器 中期 線のみ 赤 赤 未

有孔鍔付
き土器 口～底部 中期 赤 な し な し 済 本来、赤彩か 夏元済み

不 明 体 不 明 無 文 不 明 風 化 赤 夫

下 層 浅鉢 口縁 不 明 赤 赤 未

下層 浅鉢 ? 体 期 無 文 赤 赤 未

下層
南北へ句レト2
～3層

浅鉢 ? 体 期 無文 なし な し 赤 未

深鉢 ? 口縁 中期 ? 縄文 赤 赤 未

ビット4 浅鉢 口縁 中期 線 赤 な し なし 未

不明 口縁 不 明 無 文 赤 赤 未

不明 口縁 不明 文 赤 な し なし 未

南西区 浅鉢 ? 体 中期・後葉 +単沈線 赤 な し な し 未

に■:
トレンチ 浅鉢 口縁 中期・後葉 赤 赤 未 くなっている

不 明 休 不 明 不 明 不 明 赤 面剥蒸不明

上層

フクド

浅鉢 ? 口縁 中期 無文 な し な し 赤 未

有孔鍔付
き土器 口縁 中期 な し な し 赤 未

フクド 不 明 体 中期 ? 無 文 な し なし 赤・黒 未

未̈不 明 体
一

不 明 無 文 な し な し 赤

レンチ
有孔鍔付
き土器 孔・鍔 中期 ? 記載もれ 赤 なし な し 済

¨

済

Ｐ２
他

下部I Pl

区:E区 1

有孔鍔付
き土器 口～体部 中期日中葉

半隆起線(パネ
ル) 赤・黒 浸面無文部 のみ赤 機 肉 色

'H十

?
サブトレ 休 中期 ? 隆起線+縄文 赤 済

済̈

さり分け不明
口縁 中期 巌文 赤 なし なし

…

Ⅲ

・・・・・

|・

・・・

|・ :

有孔鍔付
き土器 部 中期 赤 不 明 不 明 済 【み 激 [´ い

深鉢 顔面把手

口縁～鍔

中期・中葉 黒 なし な し 済 卜殊 品箱
有孔鍔付
き土器 中期 のみ

起線 (パネ
赤 済 外面赤彩

有孔鍔付
き土器 休 中期・中葉 黒 赤 済

済̈
¨

B176と 同

11区南 事晏二飾.J 形 中期 赤

¨
赤

¨
i殊 品箱

フクド 土 器 申期
=隆

線 赤・黒

なし

ホ・黒 未

フクド

ピット2

有孔鍔付
き土器 中期 諄と孔 なし

有孔鍔付
き土器? 中期 奎線のみ 赤 赤

不明

面塗 り分けか ?
東西トレン

チ
有孔鍔
き土器 孔・鍔 中期 赤 下明 面 荒 れ て 不 明

螂
一

期
一

語文 赤
¨
な

　̈

赤

赤

赤̈

済 にあり       12 破 片

菊北ベ 中期 文 済

有孔鍔付
き土器 期

一
外面あり

縁
¨

中期 文 明
¨

不

赤̈明
一

文
一フクド 不明 1期 ? 沈線(低 隆線?) なし 赤

不明 下明 熙文 なし 未

未̈不明 文 赤̈ "¨

なし
し し

¨
１縁

¨
文
一

架鉢 赤 明

¨



表33 長峯遺跡出土赤彩・漆関連資料一覧 (4)

―個体  1有 孔鍔付

………1.………l""?01………“|§見.¨ .|……′2到.7■区.…“̈J“………|……………1重工薫・7

否盟.“……1無来.…………"“ …
否賜.………1無来.………………
否盟.……J無来.… ………………
否賜.………1無来.………………
盃明.………1無X.…………
否賜.………1無来。“……………
否賜。………1無来.………………

……J昏範冊 申期1虫菜.1単沈線.……………

……1無来.… …̈…

申期申窯。̈l単ユ線。……………

…
1看範謝・ l期 i虫慕。騰線蜂 .“……

・・・・
11::」 I:構

申期.………鵬線のな.………

申期l申.菜.騰線蜂 .… …̈

無文

中期

第 3節 縄文時代の遺物

りではない付着

量農を1粂永分を甜
時、被熱して残つたものがパ

悪 い

中あ赤百粒亨がうぶれ

の黒はカーボン吸着

な。し。■済..[赤形の■能性あり。…………

熙。…r橘 獅 際 硝 暮め椛 性
なし.J済 ..[もあり、…………………………̈

,1¨…1たI………̈………̈…̈…………………・

な。し。̈1済.1.…………………………………

▲a.…1済..[赤形.……………■.…………

み

無文

無文

無文

無文

烈!落否賜。…“"……

甍墓陸事滋II

.....!..r..r,,!,...,r',....

..........'...t............

.....'...'..t............

.............t........".

………1……….|¨ .′。4………|§
旦・…卜……2217p.曜 .……1………|“

……………
|。

2・………
中

な。し.J済 .11可らか0付着物.………………



表33 長峯遺跡出土赤彩・漆関連資料一覧 (5)

図版番号

亦
彩口
漆
番
号

復元
番号
(青 )

遺 黄・地 区

層位口出
土地点

取上
番号

接合・同
一個体
番号

器 種
残存部

位
時 期 文様

外面

塗彩

色

外面
付着
状況

内面

塗彩

色

面
着
況

内
付
状

氷 嶋 止 春 先 生 の ご教 示

備  考記

号 番号

肉
眼
観
察

コメント

体部 無文 な し な し な し な し 済 ボンの吸着

体部 中期 隆線のみ なし な し なし な し 済 カーボンの吸着
ピット 底部直上 中期 無文 なし な し な し な し 済 内面の黒はお焦げか

フ南東
有孔鍔付
き土器
有孔鍔付
き土器?

孔、鍔部 中期 隆線のみ 赤 赤 済 赤 彩

フ南東 体部 中期 隆線のみ な し な し な し な し 済 カーボンの吸着のみ
東ベ 鉢

一
浅
一

体部 中期 無 文 な し な し 赤 済

フ南東側
有孔鍔付
き土器? 体部 中期 無 文 赤 ? 赤 済

丙側は漆め可能性あ がわ
かりづらい

フ南東
有孔鍔付
き土器 体部 中期 隆線 のみ 赤・黒 なし な し 済 の上に赤

東区

有孔鍔付
き土器 体部3片 中期 低隆線 な し な し 赤 済

め薫iよ よごれめ付着
か ?

フ南側 底部 ? 中期 無 文 なし な し 赤 済

西 区

有孔鍔付
き土器 体部 中期・中葉 顔面装飾 赤 赤 済

済

目・口 顔ヽ以外に赤

有孔鍔付
き土器 体部

体部

中期・中葉 低隆線 な し なし 赤 外面 の黒 はカーボンの付着

ピット24 中期 無文 な し なし 赤 済 赤色悪い

ピット24 底部 中期 無文 赤 赤 済

は容器として
付 着

上層 不 明 底
一

不 明 無 文 なし なし 赤 未

不 明 体 不 明 無文 な し な し 赤 未

上 層 |ボ頭 体
一

明
一

不
一

無 文 な し な し 赤 未 2片
不 明 体 不明 無文 なし な し 赤 未

不明 底 不 明 無文 赤 赤 未

不 明 体
一

不 明 無 文 赤 なし な し 未

有孔鍔付
き土器 体

一
中期 鍔 赤 な し な し 未

鉢 ? 口縁 中期 単沈線 赤 赤 未

有孔鍔付
き土器 体 中期 鍔と孔 赤 赤 未

有孔鍔付
き土器 口縁 中期 縄文十貼付隆線 赤 赤 未

不明 体

¨
不明 無 文 なし な し 赤

一
未

不 明 体 中期。後葉 低隆線(単 沈線 なし
なし

な し 赤 未

不明 体 不 明 な し 赤 未 片

ミニチュア 底 中期・後葉 な

赤̈

なし 黒 未

不明 口縁 不明 文 赤 未

不明 体 不明 文 なし

赤

な し 赤・黒 未

有孔鍔付
き土器? 体 中 期

不 明 体
一

中期口後
葉 ? 赤 赤

一̈　
Ｆ２ 未

不 明 lEf 中期・後葉 線 赤 なし なし 未
11区 南Ⅲ

層下面 土製耳飾
有孔鍔付
き土器 ?

完 形 中期 無 文 赤 赤 済 幸験 僣 物

フ北側 体 中期 無文 なし なし 赤 未

西

一
不明 体

一
不 明 の赤色綺

2層 下

4検出面

浅鉢 口～体 中期 無文 な し なし 赤 未

浅鉢 底 中期 無 文 な し な し 赤 未

コカ(黒褐
土 ) 浅鉢 ? 体 中 期 無文 なし な し 黒 未

Ⅳ C 南北トレ Jヽ 型鉢 ? 体 中期 ? 無 文 な し なし 赤 未

Ⅳ F 表土・コカ 浅鉢 ? 口縁 中期・中葉 線 黒 ? 赤・黒 未

1■ 101 .6、 Ⅳ層 不 明 体 中期 ? 無文 な し な し 赤 未

未̈Ⅳ F Ⅲ 層 不 明 口縁 中期 ? 無 文 赤 赤

LIJ Ⅲ～Ⅳ層
有孔鍔付
き土器 体 中期 ・孔 赤・黒 赤 未

一未浅鉢 口縁 中期・後葉

中期 ?
文
¨

赤・黒 赤・黒
Ⅳ F Ⅲ層 不 明 体 な し な し 赤・黒 未

Ⅲ層 不 明 体 中期 ? 無 文 な し な し 赤 未

杭付近t西
田Ⅲ～Ⅳ

層 (上 層 鉢 ? 体
一

中期 ? 赤・黒 赤 未

Ⅲ層 (上層
含 ) 深鉢 体 中期・後葉

無文

なし な し 赤 未

Ⅳ F Ⅲ～Ⅳ 鉢 ? 体 中期 ? 赤・黒 な し な し 未 は ,由 輌 か ?
Ⅳ F Ⅲ層 浅鉢 体

一
中期・後葉 赤 赤 未

東西トレ 深鉢 口縁 中期・後葉 赤・黒 黒 ?
博[行ぢぞるめと
合するか?

SB?フクド 鉢
一

体
一

中期・後
葉 ? なし なし 赤

コカ 不 明 体 中期 ? 無文 な し な し 赤

澪]ケ 不明
有孔鍔付
き土器?

体
一

中期 ? 黒 ? 赤

Ⅲ～Ⅳ層

体 中期 隆線 黒 な し

劃Ⅳ G
有孔鍔付
き土器 体 中期 鍔と孔 赤 赤

べ
一

南

一
鉢 ? 体

一
中期 ? 無 文 なし な し 赤

Ⅲ層 (上層
含)

深鉢か有
孔鍔付き 体 中期 文 な し な し 赤 司欠 番

欠番

藷]東西トレSB
内

深鉢か有
孔鍔付き 休 中期 縄文 な し なし 赤

東西トレSB
内

ミニチュ
口縁 中期 ? 康文 赤 J 面は□唇部のみ

「
層 雲ダ:| I 中期 赤 な し

皿～Ⅳ層 | | 中期・後葉 隆線+沈線 なし なし

詳|～ Ⅳ 曳鉢 I 百縁IIII 中期・後葉 蟹し 赤 赤・黒

肛～Ⅳ層

肛～Ⅳ層

五明 .̈._.l

申期・後
葉? 奎線土半隆起線 赤

難壁..|

中期・後
菓? 線

¨
赤 ホ・黒

肛～Ⅳ層 曇鼎 .」 |コ縁 」 期
一

墜線 ホ・黒

.'...........t......... Ⅳ G
田層(SB
上) ) ヨ縁 | 中期・後葉 十縄文 赤 :~|

Ⅳ G
肛層 (SB
L) 下明 :覆 1 中期 ? 文 赤 :[¨

¨

|

肛層 (SB
L) 熙文 赤

¨
まし



表33 長峯遺跡出土赤彩・漆関連資料一覧 (6) 第 3節 縄文時代の遺物

図版番号

亦
彩．
漆
番
号

復元
番号
(青 )

道 構・地 墜

層位・出
土地点

取上

番号

接合口同
一個体
番号

器 種
残存部

位
時 期 文様 輌

舞
色

外面

付着

状況

輌
聾
色

内面
付着
状況

水 嶋 止 春 元 生 の こ 教 不

備  考記

号 番号

肉
眼
観
察

コメント

層
＞

Ⅲ
上 不 明 体 中期 ? 無 文 赤

一
な し な し 未

一
Ⅲ層 (上層
含 ) 浅鉢 ? 口縁

中期・後
葉 ? 無 文 赤

一

赤

一
未
一

外面は口唇部のみ

I～ Ⅲ層 深鉢 口縁 中期・後葉 縄文 な し な し 赤

¨
未
¨

Ⅳ層 (上層
1目 r) ,圭金ふ? 口縁 中期・後葉

中期・後葉

単沈線 赤 赤 未

諄曹ブ面
・
リ

ク土 壺 ? 口縁 単沈線 黒
¨

な し な し 未

¨
Ⅲ層 (上層
含 )

有孔鍔付
き土器 体 中期 低隆線 な し な し 赤

¨
未
¨

外面渋がついたよ

うな色、2片

Ⅲ層 (上層
含 )

Ⅲ層 (上層
含 )

不 明 体 中期 ? 無文 な し な し 黒 未
一

油煙か ?

Ⅳ L
有孔鍔付
き土器 体 中期。中葉 隆線上刻み 赤

一
な し なし 未

一
Ⅲ層 (上層
含 ) 不 明 底 中期 ? 無 文 な し な し 赤 未

欠番 未
一

欠 番 未
一

欠番 未
¨Ⅳ百ブ面

'ク土 深鉢 体

中期・後葉
か後期 単沈線+縄文 赤 なし な し 未

一
拓本とるか ?

SB?フ クド
上層 深鉢 体

一
中期・後葉 縄文 (より糸 ) なし な し 赤

¨
未
一

SB?フ クド 不 明 口縁 中期 無文 な し なし 赤 未
一

SB?フ クド 不 明 体 不 明 無文 なし な し 赤
一

未
一

SB?ケ 短頸壼 ? 口縁 中期・後葉 無文 赤

¨
な し な し 未

¨
SB?ケ 不 明 体 中期 ? 無文 な し な し 赤

¨
未
¨

Ⅳ層上ケ 不 明 底 中期 ? 無文 な し な し 赤

一
未
一

欠番 未
一SB?フ クド

上層 不 明 体

中期・後
葉 ? 無 文 なし な し 赤

¨
未
¨SB?フ クド

上層 不 明 口縁 中期 ? 無文 赤・黒 赤i黒 .

未
¨

区 ケ 不 明 体 中期 ? 無文 赤・黒 赤・黒 未
¨

４Ｂ
齢 ケ 不 明 体 中期 ? 無 文 赤 なし な し 未

欠 番 未
一

5区
東シヤテイ
5a層 不 明 口縁 中期 ? 無文 赤

一
なし 札

一
未
一

口唇部のみ

区

チ ヒョ・ケ 浅鉢 ? 体 中期・後葉 無文 赤

一
赤 未

一
コカ・トレ 不明 体 後期 ? 無文 赤 赤 未

一
Ⅱ～Ⅲ層 不 明 体 中期 ? 隆線 な し な し 赤

¨
未
¨

片
¨

‐‐
鴎 試掘 1ト レ 不 明 体 中期 半隆起線 赤 赤 未

一

「
邸 ケ 深鉢 ? 休 中期 縄 文 な し な し 赤 未

¨

‐‐
鴎 ケ 不 明 口縁 中期 ? 無 文 赤 赤

¨
未

¨

区道

区道

ヒョウ。ケ 不 明 体 中期 縄文 な し なし 赤
一

未
一

ヒョウ・ケ
有孔鍔付
き土器 口緑 中期 鍔と孔 黒

¨
黒 未

¨

‐‐
鴎 不 明 体 不 明 烈!落 不 明 不 明 赤

一
未
¨

‐‐
圏 ケ 浅鉢 ? 体

一
不 明 無 文 なし なし 赤・黒 未

¨

‐‐
圏 V層上 不 明 体 不 明 無 文 黒 ? な し な し 未

¨

口R首 ヒョ・コカ 鉢 口縁 中期 ? 無文 黒 な し な し 未 油煙の可能性あり

‐２
鴎

西田・東西
トレ

有孔鍔付
き土器 口縁 中期 鍔と孔 赤

¨

赤

¨
未
¨

‐２
鴎 Ⅲa層 鉢 体 中期・後葉 隆線 赤・黒 赤

一
未

‐２
い Ⅲa層 不明

有孔鍔付
き土器?

体
¨

中期 ? 無 文 な し な し 赤
¨

未
¨

‐２
鴎

西田、Ⅲ～

Ⅳ層 体
一

中期 単沈線 赤

¨
な し な

¨
未
¨

3片

欠番
未

¨
欠 番 未

‐２
邸 東西ベ

有孔鍔付
き土器 体

一
中期 低隆線 赤

¨

赤

¨

未

¨

‐２
鴎 東西ベ 不 明 底 中期 ? 無 文 な し な し 赤 未

一

‐２
鴎 西 田ヒョ 不 明 口縁 中期 ? 単沈線 赤 赤

一
未
一

‐２
鴎

西 田Ⅲ～

Ⅳ層 不 明 体 中期 ? 無文 なし なし 赤

一
未
一

‐２
圏 I～ Ⅲ層

有孔鍔付
き土器か 体 中期・中葉

刻み隆線+単沈

線 赤

一
なし な し 未

有孔鍔付
き土器? 体部

体

中期・中葉 帯縄文 赤

¨
なし なし 未

¨

‐２
圏 東田ケ

有孔鍔付
き土器か
有孔鍔付
き土器

中期・中葉 刻み隆線 赤・黒 な し なし 未

¨

体
一

中期・中葉 隆線十半隆起線 赤・黒 赤

¨

未

¨

歴博にいつてるの
に接合する

浅鉢 ? 口縁

中期・後
葉 ? 無 文 赤 赤

一
未
一

不明 口縁 中期 ? 無文 赤 赤

一

未

一
3～ 5層 ほ
か 浅鉢 口縁 中期・中葉 無文 なし な し 赤・黒 未

一
外面削り

べ1層
フB区 ほ
か

浅鉢 口縁 中期 無文 な し な し 赤 未

¨
有孔鍔付
き土器 体 中期 赤 なし 未

一
深鉢 酬

一体
中期 なし 赤

一

未

¨
注 日か ? 後期 赤 な し 未

一
鉢
一

体 なし 赤
¨

未

¨
フ1層 土製耳飾 完形 中期 赤 赤

一
なし 未

一
土製耳飾 完形 中期 赤

一

赤

¨

未

¨
Ⅲ層下面 土製耳飾

土偶or把

手

半完形 中期 赤

¨

赤

¨

未

¨

上 層

容器部ほ
か 中期 な し 赤 未

一
鉢 体 中期後葉 渦巻き、条線 な し 赤

一

未

¨
拓 124001

東西トレ 浅鉢 口縁 中期 中葉 口唇部 な し 赤 未 拓185023
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第 4章 長峯遺跡

穴住居跡から出土した例には、SB124図 版517-4に 壺形土器の体部上半を割り取り、割れ口を研磨した例

がある。屋外埋設土器UMl図版574-1に は、体部下半に穿孔が認められる。また、土製品に含めた図版

609-24例 は、土器体部から割り取ったものを研磨し、加工しようとした例である。

土製品

長峯遺跡から出土 した土製品は、装身具である耳飾 3点、祭祀関係遺物とされる土偶14点 (内 図版609-

7は把手の可能性あり)、 土鈴 1点、用途不明の土器片製円板94点である。また、研磨された土器片 1点が

土坑 (SK601)か ら出土 した (表34)。

ア 耳 飾 (図版608)中期中葉～後葉の住居跡から出土 しており、いずれも鼓形、無文で赤彩が施されて

いる。

イ 土 偶 (図版6080609)土器総量103点 の遺跡においては少数に止まっている。中葉は出尻形の立体土

偶を中心に 9点、後葉は立体形が 4点、時期不明が 1点である。図版609-7は 口径10。5cmの容器を抱えた

例である。類例がなく注意を要する 1点である。腰部以下が欠損 しているため大形深鉢の把手の可能性も

残っている。

ウ 土 鈴 (図版609)後葉 3期の住居跡床面より出土 した。不整球形で文様などは施されていない。内部

に小礫製の中子が残存 している。また、SB78-7は 、ミニチュア土器としたが土鈴の可能性 もある。

工 土器片製円板 (図版6090表35)聖石遺跡 と異なって中期後葉の資料が皆無である。中期前葉 (五領ヶ

台Ⅱ式)～中葉 (勝坂 Ⅱ式)ま でがほとんどを占め、特に前葉にピークが認められる。中葉に属す遺構出

土であっても前葉の土器片を利用 した混入例が認められる。形態は、円形と隅丸長方形が完成品と考えら

表34 長峯遺跡出土土製品一覧

図版番

号
通番

号

器 種
遺構・地区名

層 位
上

号

取

番
残存部位 塾

０
胎 土 色 調 製作痕跡 装  飾

分 類

時 期 備 考
記 号 番 号 全体 部 分

1 土製耳飾 1層 完 形 10.60 白色粒子
赤褐 ?(赤 彩
により不明)

無文 耳栓 鼓 形 中期 赤彩410

土製耳飾 完 形 不 明 無 文 耳栓 鼓 形 中期 赤彩411

土製耳飾 Ⅳ G19 Ⅲ層下面 片側端部欠損 白色粒子 赤褐 無 文 耳栓 鼓形 中期 赤彩412

土鈴 床 上 完形 白色粒子
褐色 (や や赤
み有)

手づくね なし 不整球形 中期後葉 中子入り

土偶 東トレンチ 右腕～胸部分
白色粒子多、

雲母微
暗赤褐～黒褐 沈線 立像 ? 腕に穿孔あり 中期 中葉 ?

土偶
乳房直下から

両足

白色・灰色粒

(雲母・石英な

し)

掲色～黒褐
腕をつなく

゛
心

棒痕跡
三角押文、三叉文 立像 出 尻 中期 中葉2

土偶

頸部～右足の
一部まで、両腕

付根のみ

89.10
白色粒。岩屑、

雲母微
赤褐～暗赤褐

頭部は頸部ヘ

のはめ込み式
細沈線 立 像 臀部・膀貼付 中期後葉

土偶 p15 頭部～頸部
黒色粒多、雲
母微

にぶい黄褐～

黒掲.… ………

沈線、鯨面様細沈
線、頭髪編みこみ

立像 中期後葉

608 土偶 SB フ①区 体部のみ 66.30
白色粒。岩屑、

雲母微

褐灰～にぶし

黄橙
ラフな沈線 立像

臀部貼付、騎

部円形刺突
中期後葉

土偶 腹～臀部 白色粒子 にぶい黄橙 三角押文、陰刻文 立像 出 尻 中期 中葉2

242
土偶 (把

■1?)
上 層

左腕付根、背

部、腹部容器

白色粒子多、
雲畳 褐色～暗赤褐

脚部接合粘土
締

無文
立像か土
器壇手 容器抱き抱え 中期中葉 容器内赤彩

土偶
腹・背部の一

部分
白色粒子 灰黄褐～黒褐 粘土芯有り 押し引き文 立像 ? 出尻 ? 中期 中葉

把手 ? 検出面 体部の一部分
白色粒多、雲

母微
黒褐 粘土貼付

沈線、腹?を抱え
る手部の表現有り

土器把手

(土偶 ?) 中期 中葉

土偶 右足～胆部 白色粒子 褐 無 文 立像 長靴状 中期

土偶 SB 片脚部の一部
白色粒子・岩

屑多、雲母微
灰黄褐～黒褐 沈線 立像 中期中葉

土偶 p108 片脚部の一部

分

白色粒子多、

雲母微
黒褐 沈線 立像 中期 中葉

土偶 Ⅳ Ⅲ～Ⅳ層
左腹部～左臀

部
15.60 白色粒・岩屑 赤褐 細沈線 立像 臀部貼付 中期後葉

土偶 Ⅳ Ⅲ～Ⅳ層
背部と左脚部

裏面のみ
白色岩屑ほか 明褐 粘土芯有り 背骨部沈線のみ 立像 出尻 中期 中葉

土偶 12区北 Ⅱ～Ⅲ層
臀部・早L房 を除
く体部

98.10
白色粒子・雲 褐色(や や赤

み有)

上下に心棒痕
跡

沈線 立像 ? 中期 中葉
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第 3節 縄文時代の遺物

れるが、全体の14%にすぎない。大半は五角形～六角形に粗割 し、一部を磨 くに止まった事例である。大

きさは、円形～隅丸方形を呈するタイプで平均 4 cm、 隅丸長方形～楕円形を呈するタイプで平均長軸4。 5、

短軸3.5cmで ある。平均的な大きさでは、聖石遺跡 (中期後葉)よ り小ぶりである。

表35 長峯遺跡出土土器片製円板一覧 (1)

図版番

工喬
片製
円板
番号

道 積・地 区

層 位

上
号
か

取
番
ほ

平面形分類
加工

状況
分類

利用部位
欠損
状況

演りlE 道 構 時 期

土器片時期 備  考
言己f手 番号

長軸
長
fmm)

短軸
長
rmm)

厚さ
(mm)

重さ (g
大区
分

中区分

609 1 1 SB フNo.1 不整円形 巨 深鉢体部 10。 95 中期
前栗ヨ中栞
2軒重複

中期前葉

609 SB
H-9No。 7Ⅳ

層
円 形 A 深鉢体部 12.29 中期 中葉 不 明

609 SB フ上 隅 丸 五 角 形 C 深 鉢 口縁 期 中 葉 中 葉

609 1 SB フ 上 円 形 A 深 鉢 体 15.57 期 葉 中 葉

609 SB フ 上 不 黎 円形 B 深鉢体 不 明

609 SB トレ 不 整 五 角 形 D 深鉢体 15。 4C 中 葉

609 SB P61 隅丸六角形 D 深鉢底部 47.2C 中期
前葉 B中葉
2軒重複

不 明

609 SB フ 隅丸五角形 D 深鉢体部 18.2 中期
前葉・中葉
2軒重複

不 明

609 SB フ 不 円 形 D 深 鉢 体 18.7C 中期 前

609 SB フ上 層 No. 不 円 形 D 深 鉢 口縁 53.5

609 SB フNo.3 L方形 深鉢体部 ― 割 -30。 こ 11.32

609 SB フ北 東 No. 隅 丸方 形 A 深鉢体部 13.9[

609 SB P6 不 整 円形 深 鉢体 部 26.04 中期 葉

609 SB 62 不 整楕 円形 巨 深鉢体 部 33.92 中 期

609 SB 72 フ 楕 円 形 A 深鉢体
:

10。 3C 中 期 前 葉

609 SB 73 5区 斜 面 11多 A 深鉢体部 中 期 中 葉 中

609 SB 82 フ 不整楕 円形 D 浅 鉢 口 33.4C 前 葉 中期 前 葉

609 SB 北西 I 不 各形 E 深 鉢 底 1 2243 後 葉 不 明

609 SB 182 P15 不 各形 深鉢底部 66.6C 不 明

609 SB 185 Jヒ カヘ
゛
キ
゛

隅 丸長方 形 A 深鉢体 部 20。 2 中 葉 不 明

SB 231

フNo.4

(SB225

`ar)

隅丸長方形 A 深鉢体部 1 中期 中葉 中期前葉

609 SK 不 黎 円形 A 深鉢体
「
栞 期:前 :

609 SK 不 黎 円形 C 深鉢体 1 12.2 蓬? 月前葉 ?

SK 601
p31.4

8.51
不整形 C 深鉢体部 122 112.5C 後期 後期 ?

芽 fL司∫分 を

研磨加工
12区 チ・ヒョ・コカ 不 整 楕 円 形 D 1 22.OC 不 明

3A区 隅 丸 五 角 形 E 深 1 20。 1 不 明

3C 丸 五 角 形 D 深鉢休 不 明

Ⅲ ― Ⅲ 層 不黎 円形 D 深鉢体部 1 7.2C 不 明

Ⅲ―F 20 隅 丸方 形 巨 深 鉢 不 明

Ⅲ―G 不整 円形 巨 深 鉢 1 10.97 不 明

Ⅲ
-1 隅 丸六角 形 E 深 鉢 1 40.6 不 明

Ⅲ-1 6層 不 肇 円 形 D 深 鉢 15.0

5区
テイチ、カワ

5n「曇 隅丸五角形 巨 深鉢体部 1 16.0 中期前葉

8区 Nコカ 丸六 角形 E 深鉢体部 22.6〔 不 明

8区
東田ヒョ～

ホ 隅丸六角形 深鉢体部 35.5 不 明

8区
東田ヒョ～

ホ 隅丸五角形 F 深鉢体部 不 明

LM ベ 円 形 A 深鉢体部 半 損 不 明

SB ベ 不整円形 D 深鉢頸部 1 中期
前葉・中葉
2軒重梅 中期前葉

SB トレ 隅丸五角形 D 深鉢体部 8.4 中期
前葉・中葉
2軒重複

中期中葉

SB 隅 丸五角 形 D 深 14.2 中期 前 葉

SB フNo.1 隅 丸五 角形 D 深 不 明

SB フNo.3 不整形 D 深鉢頸部 一部 中期 中葉
中期前葉～

中葉 ?

SB
H-9No.16

1層 隅丸長方形 C 深鉢体部 1 32.2 中期 中葉 中期前葉

SB フ上 層 No。 不 肇 円 形 A 深 鉢 ― ] 1 不 明

SB C20 7ク
い

不 平 円 ?形 A? 〕架鉢 10.91 不 明

SB P109 不整楕円形 F 深鉢体部 1 中期
前栞・中栞

2軒重相
中期前葉

SB フ 楕円形 F 深鉢体部 中期
前 栞・中葉
2罫重施 中期中葉

SB フ 隅丸五角形 D 深鉢体部 1 17.9C 中期
前 栞・中栞
2軒重梅

不 明

20 SB フNo.3 隅丸五角形 D 深鉢体部 一部 -33 11.67 中期
前栞・中栞
2軒重複

不 明

SB フNo.3ソト 隅丸五角形 D 深鉢体部 中期
前 葉・中栞

2軒重複
中期前葉

22 SB ベ
隅丸長方

形 ?
D 深鉢体部 半損 12.61 中期

前葉・中葉
2軒重複

不 明

23 SB ベ 隅丸五角形 深鉢体部 中期
前葉・中葉
2軒章檀 中期前葉

SB フNo.3 円 形 D 深鉢体部 10.5 中期
前葉・中葉
2軒重複 中期前葉
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表35 長峯遺跡出土土器片製円板一覧 (2)

図版番
工布
片製
円板
番号

遭 種・FE墜

層 位

取上

番号
ほか

平面形分類
加工

状況
分類

利用部位
欠損
状況

計測{直 剛

土器片時期 備  考
記号 番号

長軸
長
(mm)

短軸
長
fmm)

厚 さ

(mm)
重さ

大区
分

中区分

25 SB トレ 不整円形 A 深鉢体部 中期
前栞「中葉
2軒重複

中期中葉

26 SB トレ 隅丸方形 D 深鉢体部 19.87 中期
前栗・中葉
2軒重複

不 明

27 SB ベ 隅丸五角形 D 深鉢体部 中期
前葉 B中 葉
2軒重複 中期前葉

30 SB フ上 層 丸 五 角 形 D 深 鉢 14.5 中 不 明

SB フ中 層 No. 隅 丸方 形 D 深 鉢♯ 前 不 明

32 SB フ 下 層 不 整楕 円形 D 深 鉢体 部 中 期 前 葉 不 明

33 SB C19-13う 方 形 D 潟更金 42 32.6C 不 明

34 SB フ上 層 不 整楕 円形 D 深 鉢体 部 22.6( 中 Йて日月

SB フ上 層 不整形 E 深 鉢体 部 11.32 中 期 中 葉

SB フNo.4 不 啓 五 角 形 巨 深 鉢 葉 不 明

38 SB トレ 形 D 深 鉢体 部 23.44 Йて日月

39 SB P4 隅 丸長 方 形 D 深 鉢♯ 中 期 前 雪 不 明

40 SB P6 隅 丸長 方 形 D 深 鉢 休 部 1 14.82 期 前 中期 前葉

SB フJヒ 隅 丸 五 角 形 D 協足金 一 部 17.08 一則 不 明

42 SB フJヒ 形 D 深 14.9〔 前 不 明

44 SB 1 フ北 ]東 Nc 丸五 角 形 E 深 鉢体部 20.9( 前 不 明

46 SB P7 不 整楕 円形 深 鉢 作 中 中期 中葉

SB ベ 不 整 円形 E 深 鉢 底 1 中 期 中 不 田

48 SB フNo13 隅 丸方 形 A 深 鉢 一 剖 ―,S 1 中 期 中 葉

SB
フNo.3上

層含
楕円形 E 深鉢把手 1 14.91 中期 前葉 不 明

円盤ではな
い、把手部
を研磨 ?

SB
フNo.3上

層含
不整形 巨 深鉢体部 1 11.32 中期 前 葉 不 明

52 SB
フNo.1 上

層含 不整形 E 深鉢体部 9。 6C 中期 中葉 中期中葉

53 SB フ南 西 不 肇 形 巨 深 鉢 体 部 1 15.41 不 明

56 SB ベ 不 籍 円 形 F 深 鉢 体部

SB フNo. 不黎楕 円形 D 深 鉢体 部

59 SB フ 円 形 B 深 鉢体 部 中 一則 不 田

60 SB フ 円 形 D 浅 鉢 口縁 43 24.2 中 期 前 葉

SB フ 隅 丸五 角形 D 深 鉢 一 部 -39 25.OC 中 期 前 葉 不 明

63 SB P5 隅 丸六 角形 F 深 鉢 23。 9( 中 期 不 明

64 SB 225
フ1

(SB231
合ヽ

隅丸長方形 深鉢体部 一部 1 中期 中葉 不 明

65 SB 225
フNo.1

(SB231
合ヽ

不整円形 D 深鉢体部 5C 27.2C 中期 中葉 不 明

66 SB 225 トレJヒ東 不整 円形 D 深 鉢体部 1 18.74 中 期 中 葉 不 明

SB
フNo.4

(SB225
合ヽ

楕円?形 A? 深鉢体部 半損 1 中期 中葉 不 明

SB 233 東 西 トレ 円 形 B 深 鉢体 1 中 期 中 葉 不 明

SB 238 隅 丸方 形 D 深 鉢 1 中 期 前 葉 中期 前葉

SB 207 不 整 円形 深 鉢 中 期 不BJ 不 明

SF 不 整 円形 D 深 鉢 1 22.7 不 明

SK
141・

142
上層含 不整形 C 深鉢体部 半損 10.3 中期 前葉 不 明

SK
422or
431 隅丸六角形 E 深鉢体部 25.71 中期 不 明 中期前葉?

SK 852 不 肇 円 形 巨 16.08 前 葉 不 田

SK 3094 不 黎方 形 D 深 鉢♯ 1 中 前 葉 ? 不 田

SQ P2 不 黎 円形 D 深 鉢♯ 半 損 -3C 1 22.21 不 明

SQ 円 形 D 深 鉢休部 半 損 中 期 前 葉 中期前葉

第4章 長峯遺跡

4石 器

(1)概 要

長峯遺跡からは、搬入礫や一部の丸石・石柱・砕片を除 く石器、および石器素材・屑が26,958点出土 し

た。重量は、搬入礫や重量を計測 しなかった剥片・屑片を除き2,782,449gで ある。

器種分類は聖石遺跡に準 じた。ただし、聖石遺跡には見られなかった小形剥片を利用 した石匙の項 目を

追加 した。また、磨石・凹石・敲石類に含めたが、扁平礫の傾1縁 に鈍い機能面を作出した礫器が多 く認め

られた。分類された各種石器の遺構毎の組成は表37の通 りである。また、各器種別の出土位置や図版番号、

重量に関しては、CD表36に示 した。
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第 3節 縄文時代の遺物

(2)各 種石器の特徴

ア 小形剥片石器

①石 鏃 (図版6100611-1～ 65)344点 (300。39g)を 数える。そのうち黒曜石339点 (294。53g)、 その

他 5点 (5。86g)である。基部は凹基の例が大半を占め、わずかに有茎 (65ほ か)が認められる。縄文時

代中期・後期のほか早・前期の土器が出土している点から、その時期の石鏃も含まれていると見られるが、

型式分類による分離は行っていない。

②石 槍 (図版611-66～ 68)10点 (127。12g)を 数える。そのうち黒曜石 8点 (95.93g)、 その他 2点

(31。 19g)である。67は基部調整などが不充分で石鏃未製品の可能性もある。

③石鏃未製品 (図版611-69～ 73)62点 (137。36g)で 、そのうち黒曜石61点 (128。3g)、 その他 1点 (19。 06

g)である。素材中央付近の厚みを取り除けなかったために放棄した例、調整中に破損した例が多く認め

られる。73は石鏃としての形態を調整する前の小形両面調整石器の可能性がある。

④石 錐 (図 版6110612-74～ 93)140点 (329。65g)を 数え、黒曜石138点 (287。38g)、 その他は 2点

(42。27g)である。つまみ部の作出があるもの、棒状に加工されたもの、機能部のみを作出したものがあ

る。

⑤小形刃器 (図版6130614-102～ 121)105′点 (965。56g)を数え、そのうち黒曜石84′点 (914。46g)、 その

他21点 (51。 lg)である。小形石匙は別項目とした。特徴的な刃器では、聖石遺跡と同様の細長い片刃タ

イプ (1100111ほか)の例がある。また、身部が幅広となるタイプ (10501070109ほ か)がある。掻器と

見られる102な どはごく少数しか認められなかった。

⑥小形石匙 (図版612-94～ 101)黒曜石やチャートなどの緻密な石材を利用し、刃部幅が 5 cm以下の例を

小形とした。ただし測定値は漸移的に変化しており、小形と大形の区分は必ずしも明瞭ではない。97は黒

曜石製のため小形とした。14点 (258。61g)が出土し、そのうち黒曜石 4点 (166。06g)、 その他10点 (92。 55

g)である。中期中葉の土坑に伴う例がある。

⑦くさび形石器 (図版614-122～ 136)2100点 (4675。02g)を数え、すべて黒曜石である。聖石遺跡に比

べ124の ような定形例の割合が少ない。不定形の多くは楔としての機能を持つものではなく、両極石核や

屑片の可能性がある。

表36 長峯遺跡出土石器器種別一覧
示 は

図版

器種の
番号 器種

樋
鵬
目万

大々―

大地区 中地区

構
号

遺
記

齢
器
①

遍
構
番
号
②

施設
名・位
置

離
名

職

曙

目
万

難
ｍｍ 中冨mm

腱
ｍｍ 重さg 石材 備考

1 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

1 SB
SB

SB
SB

SB

SB

SB

SB
SB

SB
SB
SB

SB

ヒ
゜
ット4

フNo5

フNo5

S5

S8

S16

S19

S24

S28

18

18

lG

-12

-12

-16

-13

17

15

-12

-13

18

-13

2.5

2

4.5

3

4.5

4

8

1.5

2

2.5

2.5

5

4.5

0。 62

0.73

1.02

0.7

0。 91

1・ 17

3.54

0.54

0.68

0.46

0.58

1.18

1.14

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石
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第4章 長峯遺跡

表37 長峯遺跡出土石器

111

112

113

114
114.111

115
116
117
118 ■lI士士IL盤 [士 :

遺構別組成表 (1)
※大型剥片は刃器など、搬入礫は磨石・敲石類として取り上げたが確証の無い資料に限られている。小型砕片の採取も限定されている。これらの絶対

数はさらに増える。また、丸石・石柱は参考資料として少数を選択的に持ち帰つたため、組成表からは除外した。
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表37 長峯遺跡出土石器 遺構別組成表 (2)

第 3節 縄文時代の遺物

※大型剥片は刃器など、搬入礫は磨石・敲石類として取り上げたが確証の無い資料に限られている。小型砕片の採取も限定されている。これらの絶対
数はさらに増える。また、丸石・石柱は参考資料として少数を選択的に持ち帰つたため、組成表からは除外した。

191

191(含

SB168)
192

194
195

196

197

197.221

198

198.19



第4章 長峯遺跡

表37 長峯遺跡出土石器 遺構別組成表 (3)
※大型景1片 は刃器など、搬入礫は磨石・敲石類として取り上げたが確証の無い資料に限られている。小型砕片の採取も限定されている。これらの絶対

数はさらに増える。また、丸石・石柱は参考資料として少数を選択的に持ち帰つたため、組成表からは除外した。

③二次加工のある剥片 (小形RF)(図 版6150616-137～ 156)667点 (2432。69g)を 数え、そのうち黒曜

石663点 (2401g)、 その他 4点 (31。69g)である。刃器として使用した可能性が高いが、調整剥離が一部

にとどまってたり、不規則な例 (1410142ほ か)が主体となる。これに石鏃未製品の可能性を持つ例 (1380

1440146ほか)、 石錐未製品や欠損品の可能性を持つ例 (140・ 148ほか)な どを含めた。

点 (8789。 392g)、 その他 8点 (86。86g)で ある。

イ 小形石器素材・屑

①原石・石核 (図版616～ 623-167～ 218)2,704′点 (5627。195g)を 数え、そのうち黒曜石2,693′点 (53064。 24

g)、 その他11点 (2667.71g)で ある。

比較的大きめの残核には、質が悪く剥離回数も少ない、石器製作には不向きな例が多い。特に、SB 4か

らまとまって出土した例 (167～ 201)を 典型例として図化した。剥離面のほとんどは風化しており、稜は

丸みを帯びている。これらは、原産地・河原などで採取した時点ですでに存在していた剥離面と見られ、

大量に持ち込んだものの石器製作にはほとんど用いないまま廃棄されたと見られる。

208～ 212は 土坑内 (SK65)に一括埋納されていた資料の一部、213～ 218は石器製作跡と見られる石核・

剥片などの集中地点 (SH5)か ら出土した資料の一部である。

②小形剥片・屑片 小形剥片8208点、小形屑片4995点 を数える。いずれも重量の計測は行えなかった。

ウ 大形剥片石器

①大形刃器 (図版6260627-247～ 268)256点 (18063。 61g)を数える。聖石遺跡に見られた背部加工まで

器

豚
礫

記

号 番号 石 鏃 石槍

石鏃
未製
品等

石錐
形
器

小

刃
小形

石匙

形

Ｆ

小

Ｒ

形

Ｆ

楔形
石器

原石・

石核

型

片

小

剥

型
片

小
砕

製
斧

打

石

型
器

大

刃
石 匙

型

Ｆ

大

Ｒ 迎
ＭＦ

製
斧

磨

石

型

片

大

剥

磨石 ロ

敲石
類

石 皿 台石
多孔
石

砥 石
が

石
み
き 石錘 石棒

装身
具類

SB 1 1 1

200 1 1

1 1

SB 1 1 1 1 1

SB 203 1 1 1 1

SB 204 1

SB 1 1 1 1 1

SB 1 1 1 1 1

SB 207 1 1 1 1

SB 207.20C 1

SB 1 1 1 1

SB 208.211 1

209 1 1 1

209.211

210 1 1 1

1 1

212 1 1

1

1 1 1 1

1 1 1 1 1

16.217

217

1 1 1 1 1

SB 1 !

SB
２３

一
1

1 1

SB 1 1 1

SB 222 1 1 1

SB 223 1
５８

一

２〇

一
1

SB 1 1 1

SB 225 1 1

SB 1

SB 227 1 1

SB 229 1 1
‐ ０

一
1

SB 230 1 1

SB 1 1 1

SB 232 1 1

232.233 1 1 1 1

SB 1 1 1
‐ ３

一
1 1 1

1 1 1 1 1

1 1 1

1 1 1 1

1 1 1

240 1 1 1

1 1 1 1

1 1 1 1

244 1 1 1

1 1

合 計 1777 1
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